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膚　奪 課題乙ろ法

　わが回の冬嫉鶉季量博、経瘡の欲景に，乙t

有t㌻戦後一貫して蟷匁しフブセ†てきたが・、　、、

わΨ急第1・凪后麹ンaプク左契械乙し・（ラ舅ヌ5叡

し在。　　その後，やや面復しつつあ3もσ・の

仲ザ・トら冴の状態一にあ9．　　乙れヒ‡主。乙匙ピ（以

下の多望由にぎ含，

（1）木材の最《鶉夢乞琢佳宅逢客隻て゜欄あ3が’、

　住宅違き気シ毒動啓、　①縁潅の茎調が4島1隻．珍ラ肴

　駄長が5砥経瘡臥長へ乙麦イしtたこ乙によ

　リ、がつての茎ラ亀餌得の伸びボ針うれな

　くな・た＝．乙、②わが回の住・宅玖策の目樗、

　乙ざ侭てきち1煙節’住宅が逢訊され、イ主

　宅の絶苅的千足状熊が解三為した：乙、③迫．

　拝におけD往宅逢言安尊累気麦動や盆畝楕勢

　皆の器3薯左妾けやすく有・てきて｛、言こと
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　讐ヒキリ千活発ち状こ態が‘続・、たこ乙．

（2）逢寒様式の褒化や逢棄匁ゑの匁伯答によ

　り、住．宅逢案の非冬芭化が進．で与がで、木

　椅の代格購乙してコンクワート，鉄，ア1し

　ミニウム、ノ石乙ラ与ピ’左雫」用した4←非＼婆糸

　建築資秩が’進．出しち乙とにぎフ、単仏ちウ

　の木斌使用量が但下とた二と、箸。

　以上、のよう有理肉にぎワ、冬析輻蓼量喀伸

び秘κで一い）η刃’、　この二乙は襲秩奪や倉板裂

危発なご’のキ秩蘭1塵企素の軽営左ヌト句定．有択

｛延におずしあていO。

　加たて，現在、その偉妹の勿く左藩外に依

昏して、・⊃わ力斗回奉秩関連産業喀、虫辱未秩

輸也固であ急未面や南牙毯産出回1（インドそ

ンア，くし一ンア，ブイワピン有ご）わ惚太

輸出の制眼な・・し噂規制左竹、、、製晶輸幽拡

尺啄策左強化してい⊃こ乙がう、づ後、一ち

に部・て原結の字定的確保の問題に婚処しつ

つ、他ちヒおし・、てタト國産製品と競含しなけオ～
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1でな5有n冬態ヒ追nこぎわ∋こ乙悸’～色至の

状況にあり．窮勉に立たされよう乙してnう。

　このよう有・医況下にお、・て、木椅閑箆豪寒

がノテ後乙℃風医蛋活に・≠等な蓬石笈的負椅五申

定的ヒ伏そ倉し、がっ回内の森キ冬藁看・左負劾に

剰用しう9ぎう有イィく鮭で春立して、、く仁喀、

n力・じあ∋べきカ・が，現在，槙索ざれ㍗ゆ．

　本．き倫文の目的矯、　以よ」のこ乙左．促互負に一畜き

つつ、氷椅蘭産産葬の千字定他蓼囚乏理論的，

をヤ量魯『〕し季く萌可りため、木キ宍鶉撃お参び峯秩

蘭遠産寒のtデル分析左行覧う、ンミユし一ン

ヨン分析によ・て、ケ後乙さべき木料蘭連産

案対策の根釈ミ左堤一不し、あわ《仁て若千の旅・策

堤衆左行うこ乙にあ互。

　以下に、本論文の構叙に！フ竃・て図有一1に

準拠しつつ直べ⊃＝乙ヒす∂・

　ぎず、第1章で1盛、木秩鶉寧左マフロ的に

冴た場倉、　それが’のが1さO箏因によつて規定

　　　　　　　　　　　　ンさヤし、　それ　うの孝因が電f巴の言老毒因乙、）つ、1＝相
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本棺爾喜の丑デル分析

杯業およザキキキ関遵産烹紳・コとtた産業連関分キ咋

木獄鵜睾乙冬稽閣連産業の現状解曾

わ　が’㊨　の　住宅舐策の　キ佳物

伎　　宅　　建．　言交　の　　動　　向

軸個のネキ棉毒乙繍関産蘇・動（司

木椅関塵産架の七デル分析

木舷関産産素の軽営〃〒杵

生産．関歓ヒ翻斜稼 判ろコ分析

赫欄連産糸の蘇策シミユレシ・ン乙政策堤裂．

（鄭奪）

（第ユ奪）

（第3章）

（第舟章）

（第璋）

（第6孝）

図痔司　本論文の構愚

ε
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ゑに影磐しあつてきた炉左解唄寸りため、木

キ宍鴨琴，乙りわヴ製一椅6。および’盆・椋鵜馨左呂

稗褒数と矯さ計量経．畜弊的毛デ；し左構策し権

定袴き。　毛テつしの権彪稀果よソ、一嚴経看

活動1経瘡彦う（策あ壱、・唯住宅畝策なご丘喝表

的に表わで外曳袈歓が逢築ラ舌動に黒う響左与え、

それが’憲た1トキ究一需馨左埠定～て、）急＝乙が明

5がにされ否。　　つ㌦、で、これうの外生套、歓．

カv最終疹り1仁冬秩矯學に斥ぼづラ寂鳳知果の計ラ則

左行つた後、ンミスし一ンヨン昇析左訟け、

その轟県．につ監⊃て考察礒さ。

　以算の分哲によヲ、マクロ豪．歓褐互、固の関

塵左知さ＝乙ができるが6、　このことがう木精

のカロエ線P嶺ヒ庭rて昏在す9冬委才蘭毘彦、嘗詫

蓉た、相互に関毘して、弓であうラこ乙力旨・

畷さ躯う。

　第z卑1害このこ乙左明確1二ずDために設定

されo。　すなわ3、本奪で1害、林煮万ぎが査

冬秩関連，産業左産寒評門乙して乙5えた場㊨、

　　　　　　　　　　　　どそれうがサ風戸く雫裂清にお’nてごのよラなイ丈・置に
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称ワ、他産業、告可r乙このふうに関薩1て・、∂
力、 A害た．危産煮音戸門乙最終爾箏巻や門間の後

潅的相互依存閲係博ごのふうに要．蕉・1てきた

η、左、産発連閑表左用、りて分’析寸∂．

　つブ6て、第う章て“博、冬秩粛撃と木秩関

速産業の現択につ、・て考察言否。

　第1章お・ぎザ第．ネ算の弁析結果がう、木株

稀撃お・きび冬株関」皇産蒙は住宅建．設芝L呼じお

と寸さ違築静門の影饗左うけるがへ　それ熔ま

在回民の経ラ肴珀動ヤフ¢又廟の一、経瘡彰タ、案あ∋nは

住宅畝策の昇う饗左ラけて曳りうこ乙カギ日Rうがに

された。　　・（こで、　害ず第｝箭で’戦ぞ灸展閑さ

れ久きたイ主宅砥策．庖學本経看の発展乙苅たぐ

に有が5跡プけ、っ・・で第2，節で＝れ乙関Σ皇

の深、・住宅建設の動向につ口て考察守9．

さ5に、第3箸で感わが國の木椅需夢乙冬秩

閑連L産寒の現状につ、・て概餐見したρ3、冬秩

蘭齢焦のキぐt赫総魅販の脚・籍綜
お牟ザ合縁、製直掌左対象と・してと一リあず・そ

　　　　　　　　　　　　ノれそれの製品需謬討茎が産掌の現択分析a行
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う。

　第4章で｛感、前奪ぎでの・分杓結集左促頭に

おいて，木牲閑連産業の乞アηし貧哲左行う。

　ぎず、製燐奪およが倉板襲藁業の経稼状況

につ・、て考察a行・ち後．、木秩’木象贔製造一

葱のプロトタイプモデル左樵築すO。　Lデ

1しの構桑にあた・．て雌、モくに以下のユ・ぎ・に

蜜寛した．

　①モデルの目儒亥数乙して従．葬員1人ちた

　ワ輿後免県亀．左選f、一それ左キキ宍・ギ裟品

　製直企業内却のミフ・変歎乙蘭遵づけるこ

　と．ρ

　④上証のミクo窒委父色木秩・冬製品製亀蓄

　左ζりさく手裟、境界イ牛ノ軽瘡浩動およザ維看

　政策等左反改したコクロ愛数乙緒静グけ急

　こ乙にぎつて、々クロ的なタト生袈数ゲ最系冬

　的にミクロ的奄目権褒雰に駅ぼす勧果左t

　計尉でさ⊃ざうし寸9こと、答。

　フ。ロトタイフρtデ’し左製秩業訂峯ガ信板象

直窯ヒ虚L照L訂量経靖奪勾秀治｛二よ？堆良
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し在継条．　＝のモデノし唯が喀ワ季首杉』の島・・

モのであうこ乙が鴫うカ、にされ∂．

　て：のrニラ鯉ノしo才往定L条吉粟尊、第6孝にお’、｝て

シミムし一ンaン曾キ終左そ『1うさ・、に利困され

ゐ。

　第r葬で臨木秩関薩屋寒の縁曽分析五行
う。　一客一ず、葛’飾で喀冬稽閑連企業の生一産

椎左分‡π寸る乙、、う老見鳥か5、製崔し焦種間先

産蘭数、フ冬キキ閥産彦．蒙のCES生産閑数お悉
1ノご　コ　　フ‘隻　9　ダ糖　｛ブ　　ラ　　ス、　生　産　 関　叡　な　　ビ6　告　発重　の　　生　産一　関

数が言寸ラ則され∂。　　この計剰紬象か5、生産

左規定で葛毒囚が日月うη、にされ・急と乙もに・

イ建全企業乙処嶺但烹乙で犠生産一1峯に鑑巽のあ

るo乙が示されo。　　つnで＼第ユ節で博企

業が‘健4≧でありが哲がの判定，募囚左勿豪量解

キ町濱の’手濱で’ある判別分魯左用、、ズ鴫うカ’

に寸る．　そして1この判別蓼因につPて考

察左力・柔Dこ乙によリ、木材閑畠企窯の縁営

的特質1ヰ巴糎Lす∋。

　　　　　　　　　　　　ど　最後ヒ、第6奪で闘1飢第今孝で或佳定さ躯た



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

製特寒モーデルお＄ザ含縁製造．蒙毛フ’巴ル左剰用

して、も該産案のみ寒ンミユし一ンぢン身析

左行・・，ケ後乙9べき当畝底業、苅策の根快麦

堤亦すゐ。　　つnで・　この結家乙前辱手で▼の

研析結果左（1、ま匁つつ、製秩業・およが倉板裂

亀業、・て当面紀てnる問題高左明うがにしたの

3、名一千の一政案才是家左行ラ．。一

　有お、本論文で酋象乙すゐ木核閑直産葺博、

主乙tて｛裟稽気お・茎1〆信板簑色焦で層あソ、そ

の他の木燐関色彦業，例えぼ紙一駒しプ瓜奪

篭しつPてゆ立ち入つた分‡を「a言叡冴なカ、つた

O乙左イ湾さ己してあ’く。
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冬棺鞠夢の丑デル分哲

1、　　博じめに

　わが回の煮燐鶉蓼量1を、為度鯵ラ云叔長に伴

、、、戦役、一貧して璃良しつゲけ、朗和イ跨

ヒ痔、7∫σ。石蝋㍉窺れ一一香で一の最．為左記録しち。

　しカ、し、　、、わ怖）急第1・笈6差ヨシ〆ヨツク左契

塚乙して減ケーし瞥彫舷の熱繍票量礁、

8父oo乃爪3とな・てn3。

　二のように、烹椅脅夢量嬉、諦手での増

㌍傾向台・う一転してジ臥ダし、窺在尊侮滞o・医

能．にあ》乙t）えよラ。　　二の愛でし憾、その一主

たる伽工品であか製ヤキ品おぎが倉板～需孝の動

（司乙斑樗に関1皇してし）り。　　その製キキ品乙信

キ玖の姦丸～蕩寧先、感違桑師門であフ、それ熔害

　　　　　　　　　　　　どた，日本経ラ蕎の重力切r疎．膚の論鋳（案り影響左
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　　　アづ（ざく・実寸さ。

　そのちめ、劉横跡ザ倉板爾多乞考辱す

各ヒあたつて喀，　＝れうギキズ鯵ラ肴を乙ワ害く

講橘勢左考劇にト　†し、その蘭塵外生左できりだ喧

崎的確．ヒ‡巴履す9こ乙力て1≠事であき。

　そしぞ、本奪で喀、牽椅鶴馨、具体参り・二｛客

製嫉巌おぎグ倉キ駄ド焔す「9一零夢かv、・がなさ毒

因ヒよ↑て規、定さ塾、それうの毒…因が’他の罷

馨㊨とnっヘヒキ自互に影饗しあつてい含が左・

き宝量奉季、，煮・・準臼つ七デ’ルーを．権簑ミすつこ乙にようて

射析す含。　っき・｛。、鋒斎沽動や縁看鼠策の

動肉ゲ、製秩品畜｝が倉一板需参にこのような

黒う響左与匁てきた台・左一，政尽知鼠左吉す刈言急

こ乙ヒ冬つてθ自～がにしたうた、　象煩品おぶ

が斜嬬夢の嚇1。つ・祷劾。．

2、　林繍學℃デ’ノしの橘寒乙権良

本脚ぞ臥替才幕しア％の構旭乙権蘇毒
劉二つ・質毘べδ。　図1㌧｛臥わ力咽の
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　　艦毒書p門罵蚕1条株脅夢量の堆物を、日断。3。一呼

　　辱の2略間につ・て計ちtのであ急が・この

　　風よ凱象秩臥斜婦一・㌦フ゜爾秘び木
　　椅イツフ哺の締p門のけで孝撫絶儒夢量のほ

　　乙んど左占めて、、含：乙が゜わが各。　このフ

　　5，1＼°’しプ用お雰ザ冬椅イブプ困卑粧1叡紙・

　　雨しプの駆躯して侯困窒一勢つカ’飢結角・

　　ゑ嫉の鵜蓼先熔、製椅，盆板鉢凶・ρ1しプの

　　3畜個であ伽乙、・匁か．　同図り、製牛糊，

　　倉悔園お皐び唱＾°’しプ用一の稚一需嚢量｛諮あ各比

　　率左舞含乙、日召和3。午にお・て1を，それぞへ

　　67・％フ∫・｝ρ／㌧17・ζ垢て協つたのカv・4螺

　　’に　ヒぎ、　ム∫、5へ゜／・ノ　　’千・1ヅρ，　’7・∠トプ。　に有　ソ　・　さ　う

　　｛二、喀にi窪、68・79ん，16、8・／・♪1£・以峻

　　イし、てきてい⊃。　　これかう判吾5う1二、裂、

　　秩縣秩のむめ3比牽腱屡倒自りに島く、この

　　2残間に1篇亀一貧して」罐多量の約ヱ／3

　　瑞ぐあ・た。　手た、倉板用条椅禽彦量・守、

　　3。年のタ、い／・カ・ラ竹午の／6、8％〈乙《幅1二璃

　　　　　　　　　　　　　　げ　　《していδのに比べ、パにプ爾豪鞍需孝量の



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　権臥也率t委∫斬毒臥すo傾qにあ含。

　　　　以上がう、観・秩閑と・倉柄し閑と左伽えた甕株

　　　奮蓼隻が，烹材縦囎要量ヒ占めみ零1倉球広倒

　　　白りに高P＝とゲわη’乱

　　　　ぞ瓦つて、製特閑おぎが倉栂絹糸精に苅す合

　　　禽馨の勤例左耗履す2二乙14、わが国の冬秩

　　　囎孝生体の重桐蘇り一う禾ズきわめて重参で

　　　あ9と考：匁られひ。

　　　　乙＝3で、現在までのとこ3》、製粧ξ込およ

　　　vご含板の」輪N・堂が一づζヰニヤー報駕夢量ヒ占めみ比率

　　　博低、、ため、　この蒙秩爾も覧ぶ〆倉板用秦斬露

　　　毒量のそれぞれ1二、原キ4針参留ソ孚左膚…ビた

1　　　モぬ力寸、蒙秩農おぎ．ザ信板需多量ぞ璽あも乙孝

　　　ス．て碓ばさ　しつが匁なn・　　このこ乙略・以

　　　千の玄・柱勇振左堆定すり二乙ヒよ・’て照うがk

　　　ざ嚢～る。

　　　　いぎ、叢品左丁ノ瓜椅緋（煮椅り左×7贋・

　　　燐肴㌻留り室左碇とす含乙、契氏が砥？玄っ・

　　　　　イニaX
　　　　美祇左日帰式副て、製核品、信板それそ”
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れにっ・て、通常の最1・£豪法色鴫・て塩良
一し　　在　　と一　　こ　　　コ》　　、　　レズ　　！下　　・の　　よ　　　う　　ら　　豪老　　栗　　乞　　え，　た一　（ヲ主．　1）。

　な翫計刻期間憾麟。36一錦号の2略問で

あ3。

　①製燐品＿

了二〇、794X－

　一　（0・00443）

　ヱーK質一〇、98∫
，

②倉　板

Y二78、4X
　　（1、64）一

　ヱ　尺＝0、973，

　たちし、（）nは回帰係数の標準き犠瓦

K21舎沢捧2係数左あうわす。

　上．叡の‡窪定緯果博、　竃）ず艦れモき1も鴫力が島氏

純詰津的じ冴て，玉わめて石起で‘あ∂と考え

5れゐ。　そうであり乙勃なうば、蒙秩品
のオ監定氏り・う、　＝（P2タ与圏におヒ†奇製キ穴品の

平均鯛有称燐結歩留リ孝【感、1智ば0、75であ

クた二乙が靹・3．　鮪3わ弘撫糊素材
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の3／仔が‘裟雑晶であ9とロラこ乙ができぶ

う、　　盆キ反の場倉熔、イしX乙の単イ凱が’累亀

急森め、歪］り昂係数父の才佳定．値り＆4ト乏その穿

矯桝拷留ワ孝乙嫡す。乙・4でき有・・が・

盆キ改乙盆キ夜困烹椅乙は、　碇左痩．姪憲ま契と一して

互一、にi麦‡裂でき含閑係にあり二乙がわつ、3。
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株品と倉キ反左乙りあげ’9⊂乙1こすり。

　木燐輔夢芒デ1レの樵裡・唯、風1－2一に示プ

乙おりである。
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鷲果噂、盆体鯛に冴て、　きわめて良舛で率ソ・

釈参・ヤ弊的に冴て有苞な縮集左えた乙判断され

あ。　有お、毛デ1しの盆ろ移叙く赫で噸勲

れさ長叡乙蛮数危ぢy一ザ雑廻継家1喜、本箸宋

尾に一猛して角ヒブてお・）た。

1）さ一て、図レ31牛、用副製萩8饗師量

の横叡割倉の権物左、昭和3y－∫穿拝に1フいて

みたtのであ乞が、二れより、わが風の製材

8。出徴量の約3／4台v蓬集一肉燐であ》t乙が

わカ・含。　をち、日本含板エ．業組倉蓬盆信ゲ

Ba和48昇に倉縁の困昆につPて調隻tた耗緊一、

倉キ艮痔、ム木達案筒搾にダ6、存・んフ家具飼す

1・こ21、2・ん出喬ざれて、）吾t乙力ず鴫うカ、にさ

淑た。

　これうの＝乙がう、製帰。お駐ザ盆板の蔽

尺の禽事先・博建筆却〔であ∋と、、ラこ乙か、で

きゐ。　それ故、製ギ穴品お皐ザ倉板鶉箏量左

規晒露囚乙し釦害、書ザ穀逢案老工量
　　　　　　　　　　　　ぜがあヒデうれ否。　他に、裂十宍品輪募量左表戻L良
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講急毒㊨乙して、製萩品価格およザ製精品べ

毯麟（倉板，紡勧り鍋，石二うギ曙一ド躯つ

く⑪棒左、香た．な板禽蓼量の場倉ヒ1を、な板

く耐勧う。唱鉢襖糸釈餐麟（ア1・ミケツン，
ノ∈L：二うギ’ノー－V‘ノコLご・）ノ（竃｝格ぎレ糧定し　たb　　 ：ニーオヘレ

昏．旭拝、ギ材の《べ熔財の進・出が’めざま1く、．

そ塾5つ†製杉謬Qお、ぎ1〆倉板1な姓す倉粛箏左～敵

ケざせていさz二考・」しうれ急がうであ∂（注2）。

　種久のキ佳、定の鷲聚、製管洗需蓼量（了ρ感．

縦蓬案私L量（￥3）♪倉椋価橋（蓬1）フ逢策

話動の過一熱状餐も左おうわすダミー褒重久（Zg）

ち博び・轡礁繋の牟孔左示すゲミー変詠（ZIP

に崖・て言｝も唄され、ぎ在、倉朽〔鶉夢量（服）

1寺、鞭建藻着二量（’「3）7な板価梼（乞1）ポ

藩Vご冬萩業界千釆」ゲミー変劾（（乞u）に茎つて

シ裂定ざ塾δ＝しボヨ目うり・こ1｝・た（ち千呈太（

1）フ（£））。

£）縦逢蒙着工量（T3）鳳住宅建筆看ヱ量

（了午）と非イ主宅達｛粂為工量（’吟りヒに匁刈さ

煽（ち移煮（3））．
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　　3）このうち、仏宅良案着二量吃佳宅違設

　　の動匂左知実に反映すり指桟て‘あ9、

　　　辻＝3で、　「仏宅還設嬉、島庫一へ長期力’う

　　卑定訊長顛への勉行・図キ・て趨勢・・‘最モ犬き

　　く変一《しした鞠i多の♂いとフービあ⊃」（注3）乙1）わ

　　れて1、∋、　　これぎで、佳宅逢．言女岐、i献ア麦以

　　降、住宅◎絶苅肉不犀．杖汎亀解5自ず》こ乙左

　　目橋しなされてきたため、暑気の各千ラ尺」二関

　　係なく、、おおむね噌加イ唄｛司左っブサてきた。

　　　しがし、　「8召和イ8年．に喀、初めて盆県で綻

　　住宅叡が総せ帯敏左上一囚ソ、体宅の賢的悶題

　　博ノヲ後に教∋と喀、・た、叡のよで監さノ仁帯1

　　住宅が遠朕さ甑た。」（ラ主尋）．　そのうえ、わが

　　1到系葦清喀、　こかと期左同一にす9がのさうに

　　昭和イ8与釈の第1茨石麹シaフク～と契．橡とし

　　た戦後蝦1尺の千禾しに3ナぎわれちため、イ主宅建

　　壱気痔犬きな影饗左こうむ∂二乙に与つたので

　　あき。　すなわ3、住宅建徐ア孝ダ・叡4路の

　　’9防戸力・う4警の’ヲ2乃戸，知午の’36ろ

　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　戸へ乙きわめて≠く幅な蓄込，冴を元・すにいたつ
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たのであ∂。　　5’1年に1寺1タ2乃戸乙回ぞ夏1二口

・たゲ、9ユ年’ylろ戸♪ダ3年1芳乃戸♪弊午

14りち，戸乙匡ぼ横ヒド・｝状態，にあう。　　（：うし

てイ圭一宅≠茎謬隻嘘ドラス、チソク有愛居左したので層

あ乱　 烈て，それ乙とモに、範午の住宅

逢故尊、そのモの自体が嘘気勧伺や銘蝿智

箸（D劉響左よ・ノ強く夢唾つ俳喚に豪イししてき

ていもoであ百（注9。

　以虹のこ乙左葡畏にして、tデリしあ槍簗左

薩めゐ。

　書ず、住宅蓬寒老工量1を、往宅才気資糸絶額フ

せ節叡の蟷カロ教7人一一ロの蟷，。敦ノ雑網敏お5

が・イ主宅勉価キ査有ごによツて撮L定．されヵ乙考え、、

種なの言す刻左おこな・た．　き採行錆訟の締栗・
イ主＿　蔭三」　　違，簗　　毒≧　　工　　量　　　（’r今）　　　左　　イ圭．　宅ヰ1気　　資　　爺絶　落豪ミ　　（　　了6　）フ

人．ロ瑠伽孝タ（Zz）フ　ドルシヨツクにぶ3千ジも

の犀う響左そべ矯させたダミー変数（z8つ　お苦び

笥1欠・6油ンヨヲク後の日奉経清の構直豪化

左代毯さ也たゲミー変数（乞lb）で乱β財。式

匂x＼最も多ち桟の島6堆更去乙拳ll断さ拠た（
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　　ち旭べ（4））。

　　4）佳宅走簗看一工量の主夢喀説θn豪数ぐあ3

　　住，も狡餐総額（￥の博、さうに政麿イ主宅殺資

　　（Z3り乙民間体宅粒霞（T7）乙に一夜別ざ坐∂

　　（ち程氏（6））。　このう5、前着の内房・客

　　正拠麿のイ素宅逢．設閑係質やa本体宅ム団箸の畝

　　庵年孝、の賃一窩イ…ヒ宅一違き気質一箸一一て゜あ芝）・　　よ一つて・

　　隊后住宅壌資1キ政策誉段蛮．敷乙考たう水、本

　　モ＿　：テい　’し　　て‘5　1唇　　タト　生　　変．孝タく　と＿　す　　さ　　こ　　乙　　に　　し　　た　6

　　ケ）イ菰宅殺資のううの民間イ主宅縁資左説鴫す

　　訴あ｛r、言寸尉期間左a己和3。－3略乙4・一曽

　　午の2，期間に分、すた。　　その多里由ヒ‡夙下によ

　　ゐ。　近午、民間イと宅盆解1寺、キ広た傾向1しあ

　　り．　それがイ固尺の住宅取袴にたき《寄冬して

　　9さ．　　しガ、、民悶イ主宅ローンが書晧じめて

　　望視八た・礁、四和3y年喚であり、そのこ3

　　の窃碕顧昏ざやめてケ額であつた．　　そのた

　　め、　民圏住宅ローンにがんす苔データ左剰用

　　可翁丘な乗色銚資銑と、て入昏で゜き⊃ようヒ奄急

　　　　　　　　　　　　　　ど　　のヒ‡、40年以瞬一二なつてか～たコが～てあ⊃・
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昭和3・－3讐の民脚塊ヰ嫉（T7）・宏財

隊摂諭資住宅貨（z．9）とf＠人可畏貧所得（’旨3り

乙1なよつ　て言兇日自されゐ乙し、　穿佳良麦おしな弓

在締果、，統．計弊俗つヒ碍てき．わ節て有貴二亀《き，

得た（ろ程式（7－1））。

　昭和存o－∫4寄の民間く主宅柔緊餐（㌃）熔、イ主

宅金誌新規填出額（了量。）と構危窒化ダ覧ミー変、

毒タし（z聾o）と一1二よ一つて言乞ロ目ざれ一：）（ブう4呈さこ（7

一ユ））。

も）こ（∩イ主宅、盆融孝←「規・一黛串額（了1。り時、乞的

イ主宅盆融に茎さもの（了日）と民間仏宅盆融に

皇る七の（Ylλ）乙に一zゲ「さ†＼るくち稚式（1。

））σ　　　　　　　一

て）このラ5、偵臼り住宅盆融尊、仏宅盆酪£～

峰豹焔系銘購晒菖訓固ん向けイ主宅盆離
であり、　それ感財取キ気繕軍イ主宅萱じ依呑寸急。

　財隊殺融藁1寺、固の組季叡，制1隻おぶザで乞困

左画，rて働民がう集めうれ移須盆左爵・霞乙し

て、正タ庵がおこなラ出資や激虫覆であウ、教菊争

　　　　　　　　　　　　ぞ的紬鈎n一穂鑓竹蜘二垢べてより弾力
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的な埋閑が『可能、で¶ありた，め、麟取琢案の秀β灸

と、て『童算左繍兜．して、、り。　財政殺融餐1啓、

民間殺資乙ちが量つて、その夫詐珂〆景気の褒

勧ヒ直香孝彦＿右されさ⊂乙なくう曳立にお’こな寸つ

れさギ粂塚であさがう、そのま危棲．左焔　（したフ

縮，、・したり筒二乙によ・て、器気の豪勤左

調笥可急二ζグ可一能，であつ．。　こ・の断旅殺餓

資の規榛喀坪久堪　（L一偲乞蓋す秀纂の約手

禽に．酋し補告寄でに至一つて、｝o。　　麟診父ギ灸融覆

のうぢの住宅賃1寺、β召和4。寄台、う∫b汗にがげ

て＿箪し一 ﾄ比重が高書つてきており、イδ昇夜
ld建賊政殺馳蟹孕絶一 ^の絢杵ヅ．て“あ・たtoカマ、

斐諺ヒ＆て“聖害、　2ユ9ん前像乙なつて、）∂ρ　　　て：う　し

た二とカ・う．イ虹宅向す則「政才更甜資がイ主宅毘被

1つお牟ぼす影饗i岱力・1｝り丸き一1むtの乙ヰ佳察さ

れ9，

　以上の考一察バう、幻的住宅L盆離（了llり博、

賊琢、キ実翻姿イ狂宅貨（るr）乙楢直窒イしダミー亥

峯タ（Zlbり乙によつてヲ寒定さ齢∋乙した．（ち程

　　　　　　　　　　　　∫式（ID）。
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　　8）一ろ、民間住宅盆島強｛で、　璽働銀そ重ノ相互

　　参賄嚇がイ調鉾与どにいてイ主宅倦矯

　　盆乙tて個κ．伺サに貸し出されD。

　　　産L拝、〈主宅毘譲1ζおけ急民間住宅盆翻魚・依春

　　度篭を拝俊島憲郁頃伺にあフ、住宅ローンが佳

　　宅建設ヒ糸たむ黒う饗尊匁きく亀つてきていD。

　　　二（r）民間イタ宅璽．離憾、奪繭疹矢策ヒよ・て引

　　き締めがお乙なわか毒と急瓜し、記に・盆縞

　　が繍叱勧乙老し《乞璃船とn・た捗槍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　左魚しており、盆離取策の影響a丸きく婆ウ

　　D褒数であり。　そ二で、民間仏も盆縞（’rlの

　　左、個尺可匁分酋得ぐ毛診フ全囚銀行貸幽絢

　　歪手匂金到（乞も）欝よザ構芭愛イ6ヲ順一麦敦

　　（Z、1じつで「き泡㊧目さ・巳も：二と・‘二したP　　それカで・

　　ち程衣（iユりであ3．　疹†尉稀果唯、埋論的

　　な笥若衆竹左満足博ゐラλ、緯一計津肉に升て

　　七有責・であ3こ判断され急。

　　守）個人可拠分町得（了13）落、囚民綻生彦（

　　ぞ，マ）乙キ黄亀愛イし・ダ『ミー袈豪久（乞ゆ）乙にぶつて

　　沢額れる乙した（ち程式（β））。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2？

1。）釈建築巻外量のうちのモ列っ暦蓉叙写

条であ力非イ主宅違築篭久量（了r）は、非イ亙宅』

秦し築キ気賓穀宕負（了8りにぎつて規記ざ熱9乙考

λ、　それに4し年の斤ラ危の影響左あ5わす9“ミ

左禿でゲミー褒勃（（Zヨりお茎ザ構迄．褒イ巳ダミ

ー豪数（Zl。）左付ヒナやみ説明させた（ち奪式

（∫））。

θ）さ5に、熊イ狂宅建築殺舅報額（了8）1窪、

政后帽主宅建築キ籟（zの乙民間弓←住宅建築

壕資（Yr）とに二z分進牽り（ち移式（8））が、
　　　　　　　　　　　ノ
そ縮鳳回断纏産（一一乞の乙権危蛮化ダしミー

褒数（各1、りと1（ぎ一つて兼定される（ち移衣（

r））。

　本毛デ1しで僚用鉢ゐ彦．叡と才生良耗界・乱

下吉己の乙おりであ葛。

〔エ3木キ禰多七アルの蛮数と震敦角

　内生隻孝久1

　　・r｛；　裂萩ぎ』禽夢量ぐち為♂）



迄う

了3；

悔；

マう

Y61

喩ラ

￥曾1

Nrラ

了1。；

了IP

了1鑑ラ

Yl35

外生変叡二

　乞1）
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告趨信板需蓼量（稜万η子り

親淫寒着工量（ち石駅ヱり

住宅建．集看工量（自乃欲1）

非住宅違築老工．量（径ろ依二）

住宅殺昏総額（1兆円　、　45隣午イ西棒）

民圏住・宅担資（1把〔）4ダ午価棒）

三｛←住．宅逢築探環蘇と額（1二1巳円フ4タ

舛価格り

民圏非イ主宅走築、ヰ気資（f経円ク4∫

舛価権）　　　一

住宅盆綿新規・貸出額（周ur♪4∫
　　　　　　●
年価棒）

公的住宅盆縞新規・量出額（1托円，

イ縣価橋）

尻問住宅盆誌絢夫　も黛滋額（μ巳円ノ

4y年価棒）

個丸可処介町得（1兆円，イ9年価

橋）

告血谷桓価橋ぐ4∫年手七り二1・。）



Zzl

z35

z45

z5ラ

乞65

zマラ

丑8ラ

乞ヨ；

乙。1

乞16

　　　　　　　　　　　　　　29

尺ロ増力o数（乃尺）

稼肩住宅殺姿（ノ托円フ4ダ与価修り

政肩非住宅建築殺畷（1撫円，4∫

年価棒）

斯諏稼爾賀《と宅貨（1兆円，4∫年

価格）

盆㊧銀行賃出約定平均盆利（％）

回民統曳産（臼ヒ円ク49拝価梅）

ド　ル　シ／　「ヨ　ヲ　フ　　・　ダ馬　ミ　ー　箏ミ孝久

　　イも拝二1／そ確婚二。

違筆沽，動過・熱イ6ゲミー褒数

　　4曾辱二1　モ

　　その他の年二〇

第1・処后頑シヲヅク後の軽看構造一

の豪化左代楼すきダミー袈牧

　　碧一瞥午二1　｛

　　その他の午二〇

木秩煮界の千ヲ｝も左あうわすダミー

　　　　　　　♂褒執



・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　　　　　　　　5「○一鉾年＝1　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　その他の年二。

　　〔£3冬析囎馨tデルの権直た奪氏の纏定

　　　　　結果

　　　冬秩霧謬もデ1しの纏定鷲果は沢の乙お7で

　　お3。

　　　たぢし．巨2博、　自由度で毎正一煮ラ長定係毒久2L，

　　DW吃ダ㌧ビン・ワトソン根良量乱回フ季
　　係孝弘の下の（）nの数但噂、風帰イ象孝久の樽準

　　誤差左、それぞれ表わす。

　　（1）製粧品需要量

　　　￥1二’L又8十〇、1281￥3　十〇・06。71Zl

　　　　　　　　（0、oO7949）　　（6、δ3110）

　　　　　－9、4・3為二飢父48Zq

　　　　　　（3－04）　（L478）

　　　　　　　　　　　渚一・、93㌔DVV－・1アチ

　　（ユ）な板輻毒量

　　　　　　　　　　　　　　’



、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31

　　　　了2ニム存、91　十　6、282　了3　一α9ワ90　乏1

　　　　　　　　　　　　（o、2737）　　　　（Olg　i「3∠多）

　　　　　　　－ll6、6　Z日

　　　　　　　　（ワ3、4マ）

　　　　　　　　　　　　　　の　　ユ　　　　　　　　　　　　　　尺　 二〇、97’　　DW二人㌻o
　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　（3）系絶窪．築養工・・量

　　　　Y3二了4　十　了y　　　　，　一

　　　（の住宅違築惹工量

　　　　了4ニ　ー3、…7隔30→一　ノ、8L8三ダ　＼rも　　十　〇・0967’　乙ヱ

　　　　　　　　　　　　　（◎、04968）　一一（o，0266今）

　　　　　　　－　9、273　乙8　　－　7、48存・　乙1。

　　　　　　　　（イ、％1）　（2、曾・ユ）

　　　　　　　　　　　　　　　巨z＝・・マ93♪DW二’・’8

　　　（タ）　　考トィ主　宅：」　建案し着　 ユ』一　一量二　　　　　　、

　　　　＼r5「　＝＝　’∠｝，9　∠鈴　　十　　 ノ、76　5「　＼r8　　　　－　　0、　5－｛ア　06　＼「8　乙屡o

　　　　　　　　　　　　　（o、o「芦78）　（・，・β37の

　　　　　　　一ll・15－Z曾　　十6、611乞？

　　　　　　　　（yδ43）　　（5㍉936）

　　　　　　　　　　　　　　　ゼニ・、976フD卜届ユ



、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

　　（6）イ主宅‡隻餐爺絶宕喚

　　　了ドY7ナ乙3
　　（マー1）　　F㌃　間イ圭。　宅キ5≧、資　　（　臼i弓　和　30　－　　3ζア　琴　）

　　　Yマ鶉一5『、9曾つ＋o・044∫2－＼rB　・＋4・55－7Z∫

　　　　　　　　　（o・ol378）　　　　（人707）

　　　　　　　　　　　1ミ2二〇・786フPVVニム弦

　　（・τ一ユつ　民間イ主宅ギ気ラ貫　（一旨召寄『・そρ一縣年）

　　　Yマ＝z7、　oマ　す　ムケマ5『了D　－　0、∫～877了」b「乞50

　　　　　　　　　（o、1∫－33）　　　　　（6、f237）

　　　　　　　　　　一巨z一ヨ0・7存3フDW＝・・6ユ

　　（8）4←イ主宅達築才気資葦絶害湊

　　　了8二＼「り　†zみ

　　（9）民間非イ主宅L逢案キ気資

　　　了『　ニ　ー？・978寸　0・06イ03　Z7　　一　ノ3・17Z’o

　　　　　　　　　（0、ooヲ086）、　　（ユβ87）

　　　　　　　　　　　　　　ヱ　　　　　　　　　　　に　 二〇・％ム7DVV「＝’・02

　　（1。）住宅金縞新規」黛血額

　　　了1。　二「丁竃、　十’Tlヱ

　　（口）1ム自り住，宅生翫亀

　　　　　　　　　　　　　　　ぜ



、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　　　＼「目　＝－Llol十〇、存99タZ．∫　十〇121ユ8Z∫Zlo

　　　　　　　　　　　　（o、087’∫’）　　　（o・05へ？◎9）

　　　　　　　　　　　　　艮ユ　ニo・97∠｝ρDW二1・飢2－

　　（1ユ）民間イ主宅金高亀

　　　　了，2案一〇、9引・＋0、。∫232Tl3－2、7r8乙6

　　　　　　　　　　　　　　（0、oo77了5、2）　（1・’49）

　　　　　　　一一一＋τ397ε！・一

　　　　　　　　　（2、74D

　　　　　　　　　　　　　巨z　・＝o、9千1　フPw＝人36

　　q3）イ囚ん可タミ劣戸咋得　　　一

　　　　了13＝‘曾37＋0・83・軽7－0・3171Z7乞1・

　　　　　　　　　　　　　（o、oo　63f『’6）　　　（0，02．9∠｝ユ）

　　　　　　　　十27？墾3乏三lo

　　　　　　　　　（3・、37）

　　　　　　　　　　　　　巨lz二：0，？7？フε〉レV’二！、75－

　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　3、外嬢数誌キ禰畢への蔚鯉の

　　　　　　計則

　　　　本箸で｛を・上記の詐則結象左tと『・一墾．『ヤ



．：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

　　総生彦や㌍医策友数与ごσ）外生変数台v、製材品

　　お・牟び倉栂爾蓼量ヒいがなお蜀響左お’よ塞ガす

　　似その族尽勧果左参ヤ侵覇1す含こ乙‘二｛鶴

　　　計剰鑑㌻あた．つて喀，キず、13本の連女研至

　　煮。左鱗き、その係数イ直と匁数の期間内平匂但

　　左鴫いて写車力権左を1ラ魁寸2と、、ラろ活左乙つ

　　在。　傷1｝え嬢”、昭和40昇甥降におけ含瓢攻オ父

　　離唄伎宅負（芝のが㌣、製秩品粛夢量（了，）ヒ

　　およばす液尽効果7セ‡、〉π衣によつて争えう

　　れらρ　　　　　　　　一　一一一一一一

　　　て一1妻・一奢　一一一…一一

　　　　＿つ毛　2も　9’碍．亜2工L．並．jZ工L．　zタ

　　　　　つ’f3　2丁与　∂了6　9『τ72’「華。∂丁薯署∂z∫了1

　　　　たた∫し、　Tl　3　’TI　の期間杯『干亡つ値

　　　　　　　　乏5　｝z．7の期間内そ・る『｝優．

　　　双㌫勧梨の計τ則矯象期筒1寺・田や30－3今年フ

　　3y－3ヨ年）40一鱈年）4丁一4ど年）4曾一gl与お賦

　　左砧ユー曽寄の6期間乙した・

　　　試5斡鷲緊は、表1－1のLおフであフ，そ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ製キ描緋総繍舞の卿陛醐くヒ燭ゐ
婆網内納値蜘権の計ラ則値

1　　　　1

財

　　　堀悶　　　　（a琶和，年）

O生窒数
3◎一升 35」3 40－44， イ9－48149一到i∫ユー∫チ

1 i　　l　　i　　｝
1 l　　　　l　　　　i　　　　l　　　　l

さ

倉橡価やを乞1
1

0、3塾48iα2％？・α2。8∫iO，量贈… ・：1も4今丁η17？8

i　　　　i

人ロ堵伽数：zユ αoも・li　6・039千 α。2マ7・oゆ3ム7Eα。3亨Oiα。3・6
1 l　　　　lL　　　　l　　　　」

詠　往宅殺賀z3 o、DD8千 αδ。？∫ o、・1引 α021’iO・σ267iO、◎ゑ71

製嫉轟

b量

xl
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師枢塊酸 α。168 0，。2zも 0．0317 0．04931 αδ4ダζio，。618

縁養 i

貝究嘱辮翼z∫ 0，D到ユ 　　　［O、Dも午も　　0、oユ13 　　　1ｿ｛＞3631　0・0477　　0、07∫b

住宅喚
i

姻銀行手甫モζ
一 一

一〇、ユ。2マ 一へ17。。L噺12i－・・1・6’

雀到 i

㊨民艇生産z o，ユ1δ2 o、2弊2 α4ユ？今 056存oiOβ7ヱ5iα43。7

i　　｝
1　　　｝

盆キ駄価祐z 一〇、贈7 一〇132？i！－Ol’967
，杁1、18仁爾註一似。マ6り

1

人ロ蟷加歓zユ 似3・イα1ユ8 o，。633｛・，。616…α。64…o，・魁
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倉板
ﾖ零量
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厭翼

’財故キ安融資　z 012745一　　αz335『 αb48d o、。εloi α。7η10」・・

住宅貨 1　　　　　｝　　　　　・

全回銀行手吻z
一

1　　一一
一〇、464（＞i一α285一もi－o、2－3∫2」一αi737

夢君1 i 1　　・　　1
轟
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の乙割りでeあフ，そのう3の1却乏図午した

nが‘ A図1一守で協9．　こ二｛d告．外生麦
毒ケしのうぢ冬キキ鴇毫におぶ1ぎす影響わて顕名であ

も乙おもわれき財改殺衡う藁イ主宅欝（乞rりフ盆

固奮艮竹賃由約定．千壱り金利（乞も）お茎1ド国民穀

佐L産　　（　乏7）　に．つ　蒐、　て　、　そ．ヤし　う　カ†　そ　小㌧ぞ　塾　！o　プr

匁化、した乙さの一禦粧一 V盆一ξ．ザ倉板爾琴量の変

化の康俗左図希しておnた。

　銚剰彰鼻δ・う以「＝の論～ξ・がβ自うカ’にされた、

（1）　これろのタト峯袈重久繕，ヤ沃して、裟書づぞ施鶉

　寧量茎リイ≧救需婁量にア皇｛・窒プ響a冬えてお

　ゾ、な板鶉毒量㎡羅清豪動ρ絶瘡畝案の劉

　響差よフ強く凌げ急こ乙。

（のタ隊褒数のラ事で纏、回民聡生農が．裂

　特8ロお牟が倉板需夢量ヒ与・え∋犀う響かぐ他の
監

　匁毒欠1二垢べて熊津に∫多くなつていD・　しカ’

　　し、その彩響力喀第｝毅后姻ンヨヅク以牌、

　ろろキつて喝、急ここ。

（iiD手つ生利が’対ナスの交裸左製粧品撹

　　　　　　　　　　　　ノ　が含糧鴨毒量におよぼして・、）が、その影



図レ今外生脚力傑協繕ザ餅反鵜量
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1、。（イ）昨婦纏住宅章（この
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、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38

　　　響力嘘与マ弱き・て、・ひ．従つて1金離政

　　　寒の勧案＿熔、以前隠ど強力弓モので覧セ‡なく

　　　褥つ　一（いうこ乙ρ

　　（‘v）財隊誹粂論曵資イ茎宅倭1昏、両麟の～翻毒量に与・

　　　気ゐ睾う響力左年久強めて、、∋．　す奄わう、

　　　爾頃キの爾琴量が務碗の屡才師爆に反耐9

　　　度なが高ま2－一二（P9こ乙一。

　　（の疎自修宅段餐お参ザ政府烈三佳宅逢築殺資

　　　の罪う響力倭若〒で1婚あ2が汽拝使5多ぎ・て

　　　へ、もこ乙。

　　（V一乳）倉柄価橋喀、’裂キ宍晶δ｝1〆倉キ匁禽季量に

　　　が与ワ強｝）一影響色お活一¢してい⊃が＼その

　　　巌倉喀、年々－5るぎソーつフあ）ここ。

　　（vll）人o蟷伽孝ダが・萄麟の鞠蓼量にあ’ふ1ゴ寸効

　　　象憾、きケ浸コ期間ヒさツ’てがなり異奄ソ、酒

　　　偉で礁恕、で乙、箸。

4、　製キキ品お凄ゲ・盆板需箏量の屠宋テ湾

摂繍多毛デしキ鞭の目掬の1フ‘宏建良



．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

　　ざれゐ級癒暖褒、の下で、目樵麦数ズ為∋襲牲

　80おぎゼ信案夜の禽峯・童が’このよラヒ変化・す∋

　　が左定一量げ）ヒう測寸もと乙tピー，シミユレー

　ンa／倉杓阜左這Lじて、i軽清・活動や経潅改策の

　1効果jL超髭屋’す2二乙1＝あ一5。

　　　そ＝で、本箭で惇、冬秩鶯季乞デ’しま絹h

　　て、ヴ復ありうべき級看縁タもの下で㌦未椅爾

　　琢が・嗜末どの奉うに須化してnくが乏シミユ

　　レ戸ト言各こ乙にした。

　　　㌻す㌦外生多＿数に権．窪り．∫ξL定左言安1イたラ1し、

　　そのイ改定．胤女こ女に系負2†俊わぜ3＝とによつて、

　　毛デルヒタト妬し∵伯樗一委1数での製儲諮よ

　　び倉キ反禽馨重⑦う刺まお＝なウた、

　　　各1剣期間喀、日召和雰一lo年の6年間とし

　　主なタト生亥一婁久の処定：但1香以下o血ソであ∋。

　　　こ＝で1告、外生窪．数oう3、學・峯深Pてポ

　　幾われう頃玖段舘資イ主宅豪）塗瓠銀ぐケ手り璽

　　4・～おぎザ国民薙集彦につ・・て喀・2－－3のクー

　　一ス左建定し／、そ叡以外の外壌変敦1〈つPて

　　ヒを、　’ゲースの舞1二眼定じた。



竃1（著遷し公雫侵価権）

でユ（人口瑠ヵり数）

Z3（喬（后く主宅重灸蚕）

z4（蘇肩邦←イ主宅逢筆穿気資）　：

　　　　　　　　　　4⑥

　最也5ケ誓圏のキ均

　値，

扉ま捕人o簡題係穴戸弁

が啄剛した桁来搬計人

ロがう纂畠、

　最厄5力与間の千も『1
　一侮幽．一一

　　　　　年牽9ヅ・の璃

　　　　　力に）σ

zヲ（興才玖‡気融資イ主宅一蓄）．一：

　　　　G）財改穀餓資穀顧のラ副値の2ユブ・．

　　　　（｛の　午季3・みOl≒落力a。

　　　　（iの　辱孝5へ゜／・ρ蟷加。

・z6（盆固参艮竹毯出辛η定平七勾盆千急）

　　　　（i）　最Z丘…「力昇圏の干土3（75聯゜／・）。

　　　　（い）低生利故策の場倉（6，・プ・）．

　　　　Gの　島璽剰隊策の喝信（ア、o・ん）。

宅σ（匡］民報生産）

　　　　G）3欠勾噸式イ・麹線に月看刻但・

　　　　（1の　年双長卑テゾ左仮定し1三喝省．
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　　18ケースのシ三あし1シヨン左おこるt、、

　その結菓と分棺したとこう、欠の。乙が判明

　　Lたp

　　①・このケース王送．んでt、象鞍晶および

　　　な糎僑弓量1奢／デ後，t璃匁して篭’くてあう

　　　　う＝乙。

　　＠　風民鞭生犀む一杷牟但と〔てほ、zケー

　　　　ス左、ギ距）盆斥昼）σ＝フロてξな、　3ケ’ス乏

　　　　それぞ翠像包したが’、御袈数乙もどのア

　　　　ース獄緬す3カ・で一㌧一磐価およザな板

　　　傷馨量．のそ誕ム値はがろソ巽存・てくらこ

　　　　と．。

　　③　慶キ玖キ気＆零賓く£宅一賞1＝つnて熔、3ケー

　　　　ス左廻．定．し乏が曜、ケース（iフと（iil）乙

　　　　幡ほ｛ゴ変負似した斥吉東左手・匁うこ．と．

∫、　零　杓

　本章の課題喀、・経靖変勅あ∋・Mτ軽麻攻策
　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のが『 Aキキ究濡琴にnカ・う急影婆β左素覧ぷほ亨が左
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　　冴3ため、峯秩需琴℃デノし左構筆し、それ左

　夜・て勿携首か＝てぞあつ表・

　　　キ鷲鵜琴でデ’し左構案すり1・あた・ては、

　　巳嘗須数．乙して製．秩δ』おふゼ倉牛皮稀参童乞選

　　が、それうa摂細拝肩知・久＆の最丸の職

　　穐馨先であ参建案，畜予門ありn陰正ダ／自の雫灸う肴彦久

　　壕箸乙圏逆しグけ⊃3乙些一し左．

　　　キ楕粛琴tデ1しの分杓あ守ガシミスレシ
　　ヨ／分析の斥麦果り・う・冬秩禰琴の動｛司に姦t

　　夫き有妥う響左子えりの時一印医縦蛋産で率ソ、

　　麟政盆融原策毛が与ワの知果左お穿ばしてP

　　も＝とが略うかにされ一一た。　　こ傘轄、血年・

　　冬株儲夢の尺照左砲すイ麦宅逢築が7、景気袈勃

　　や盆昌名橘智答の影響左多・1す∋＝こが7勿く存つ

　　たとnラ身実乙ラ寒のがカ’わりがあきモのこお

　　モわれ⊃（注．の。

3
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　　（注のこれ5の誹纂ちラ亀しつ、，て1昏、算朱；

　　．の碕表一1フ借表一え友参解・のこ乙・

　　（注．2．）代鱈職の進寓お牟がその原薦にっい

　　　て喀、　文献〔1〕　PF．　lo6・一”1　左多留、の

　　　こ乙σ

　　（注3）文菌だ〔2〕R3⑳。

　　（シ蛭）文献〔3〕巳8よリ多鳳。

　　（ま5）その原囚乙して喀、以下の言繍、があ…

　　　げ5承ゐ。

　　　①戸勢一のうえで憾一1一セー斧1イ主宅が喫硯一し、

　　　イ主宅の・量的紀尾度が島キつた二乙1二塗ソ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　｝
　　イ主宅需撃老が建設略期左醒爪す吾＝乙が可i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
④住宅・需弓階層が若苧着）低戸咋得雇に客でM

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
つたこと。　　　　　　　　　　　　　　　1

③勾朱的倉イ圭一宅キ安資が、暑気調旨野犠翁乞の面

・台、うっκ＿き．＜気1窒ミ重ハすδよ：ラ1ニプ注つた，こと、箸

（ラ圭≧6）　フ辱」そ萎圭ヒ茎、　主＿乙して二玄ζ穿㌃索こ｛二∠｝・〕、　隻二募…っ”



　　　　　　　　　　　　　　　　　44

、・て書き直した七のであO、　なお’、文献

〔r3，〔もユ、〔マユ拷考にした・

3
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〔参寿緬だユ

　　臼3悉井簑長『赫繍給の動伺と秩拭劇林

　　　　業』，日本購調鉱フ199・・

　　〔之ユ縫看弦画肩編『麟r応弁版糸都者白書

　　　　ヨー弓曾○・

　　〔3－〕奮賄釈言†一角一％一杢．璽仏宅βヨ和4跨

　　　　イ李宅一統計調一査の解き㌔，’ア76・

　　〔今〕ヰ出篠「RぐFer・u・・i・八E撫ct3・f　Ec・一

　　　　八。呵c　P6一旨　己γ　φハ　Pe」堅民へd　予。γ　L・U搭しeγ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に
　　　　a祠P｛γ…d」クThe　e瞳e八t　3七・七e・f

　　　　獅鐙e・eF・γ一・3tワ∫エt・恥凍拠5副

　　　　晒Ye一刀）－C・両一1一し犠‡i・性s　t・t硬XV豆

　　　　工UFRo　w・KしD　C・鴫9ESS，1981，　FR6も脚76・

　　〔㌻ユ地稿「慧矯撃の豪一重力に蘭の言惨勾

　　　　矧」，日本榊乞『第87回日本林転大

　　　　乞秦表論文集』フi778，　FP51巧2・

　　臼〕杣稿「逢簗隊策の暦禰畢へのナ皮虜η

、　　果1二つい知，．昨林鵜『第9。回昨
　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　キ樽乞フ（会奏表論文集』，fり7り，　FF・父？一
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　　30．

〔7〕ヰ出禿急「冬稿需孝に関可含一考察」，　日

　　本林尊・乞『第？μヨ日本林却乞尺会発表講

　　文集』ノ1980）Fア・夕1－∫ユ・

2
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借表一｛ 製キ才歩紹ソ孝の才佳定一

馳＆

X品 鳩　閑
i

i濡藁只 斐　材

讐特崎 勇蚕量
了 X Y／×

徹3 千7や

鴫和30
201 S11 30ユU 0，676

31 2円36 3幻4与 α632
3芝 ユ3ユ3∫ 31引曾 α717

33 2z3も 3，99∫ 6，72ユ

3与 23903 320了1 o、7穿iテ

33 ∫毛o 3切8 o，7・7
36 2マθ 400ヨ α728

37 2ラ80・ 1410も 0，726

38 3i80｛ 143iマ0 0．73
3 33∫33 ・朽穿∫5 0，738

40 33？47 4yg6曾 0．73

4 3も40も そ8768 o、暫

42 37マo 致71 o，7r8
43 4263ユ ∬－6テ1 0，766

魯 4304◎ ∫も8z o、7∫7

45一 4竹マ ∫805ユ 6，77∫

46 43　78 ∫78z8 o．9
イ7 4643ユ 6’i錆6 o．7

48 48935 637疑3 0、％8
イ9一層 43zも ％4千 o，77∫

yo 3？6ユ∫ 5ユ7 α7テも

∫1 4之．30 誌ro系 0．76

∫ユ 42の 5381 0，76∫
∫3 乍し12父 界76 o，766
5 437ユ9 ％oユ 0，781

乙’て＝89∫｛323

　Y二　3∫h81ユ32，

　イニaX勧回帰あ線麟劇き、

　た鳶・し久1香裂秩箏留ソ卑左あうれす，

車て立乞葛ろ徹3じ豪乳ヒて計箏す）．

　　Z×z＝　977∫7、ユ3テ

　　ΣTZ　二　　33ヲも‘、4・タ3

　　Σ×て二　4∫b31・4σ5

　　　　γし二　2∫

，・

A　貧二　 ΣX「「　二　〇、75・3∫5

　　　　ZX塞

斜二

乙x2ΣメT

ΣxTΣT2
（γL＿D乙x2　二ん175イ「」之

鉱㊨忌二〇，・・僻312

書た，譲定係数KZ噂

　　　　　乙（　へY一了）z

に2・1－
　　　　　z（レ〒ア

二α9ε5Z

　よ・て、寸じ胎ゐ日帰直季皐憾

　　Y』o、754X，92二〇395

、　　　（0，00443）

　ただし、（）内喀倒帰穏敦令

糎準1系鑑産あうや寛



徽4静徽幣量乙徽縣繍縫乙欄係

論鎌 勧＆網
蔚お叉{》　　9 ．、嫉

鳶要量

Y X Y／X
（百恥の 一（筋㎡ 6ぺ／㎡）

日召口30 14僧・穿 2129 63．1

31 18ヱ、637 2，776 6∫．8

3ヱ ’8∫、31ユ 2、ム80 6タ，3

33 2ヲ23祐 3，861 60．ユ

3今 27＆。穿7 4．73

3∫ 2り3、？17 、1

99．7

H2。iア

36 3も99千 33ム5’ lo7．6
3 3％06 4，090 96．8
38 魯8、8ヲ 《3ひo 1。3、え

39 鱈も3鉱 4？33 月o，3

40 劔箕03も ミi8∫ ll2．8

引 ム？2．1％ 62∫ユ llo．7

42 路，7z5 7，千20、 ”イ」

43 86、O穿3 88◎
’”．2

4今 1δ93、駅「6 ！o，5セユ lo3θ

．　4∫ 癖8、82｛ ／執夕μ 9呈8
46 12耶63 13，ノ6Z ヲ2．3
47 13∫確δ8 133之噛 「96、9

48 1％、9？6ρ 1∬5ゴ ノoo，

．　　49 13ユゐ25ユ 13、碧7 97　1

知 〃3。、16 10838 10衆3
夕’ 1235を ノ歌32） 9τ3
∫ユ ’臨そム ∫魯 9系31
∫3 1窺912 ・13魯 9凱　1

鉾 134，737 ノ3．73 96．61

l　　i　　・
ΣY二 20149」3・i　　l

8・∫？・引　　1

48

『T二戻×嚇囚帰直緯乞椎定

すo。

　　γt＝29

　Σ二xユニ　22。7、8763ユ　　　．

　ZT1＝2’伽77612∫

　ZXT二幻71兎、ユマヲ7

∴宕‘ c等二98βタ6ユ

　　　　ΣXえΣメγ

　へ去　Σメ了Σ了λ　　　　’
　　　　　　　　二タフ14Jl4午　σ二
　　　　（↑t－1）1乙X缶

嬬∫羨一云63666

書吃．液之係婁欠ぐ礁

　　　　z（　ヘイー了）z

ぐ＝1－
　　　　　z（’←〒ア

　　ニ0、？730

　キ・て．キ』あ3向帰直線呼

　　Y二　98、4　X　　，　尺z≧α973

　　　　（1、6の
’

麦だしO継回痢律の
キ讐課珍左冬うわ可、
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第2奪 林豪おぎvごキ秩閑塵彦蒙左

弔も乙した彦蒙昆筒分杵

／、憾じめに

商奪の木キ欄募Lデノしの斜権集ふフ・素

嫉　 その加工蒜ロであ含襲鞍品・・含キ玖およびそ
　ノ

れ5の蠕蓼先であ3透筆評門や一総絃麿五あ

5わす長数相灸閲1二噂、誓埼ら関1皇のあ含二

踊ぐ明う・M。された。　このこ乙力巧未粧の

カロユ＿←気略ヒ《Lrて春立言◎木キ費関塵彦．葺モま

た、畑集ヒ関産して、、むであううこ乙が希唆

芝を・｝。　実、縢㍉キづト烹噂右くが）木キ或関連産

業と前堤乙して昏立t、‡た、冬椅閑蓬．ゑ家

博他産業音ア門、例九ば違診蒙卿『「有ガヒ象8・

左俵謙な吉さこ乙によつて発履tてきた一。　　1

　　　　　　　　　　　ど台・し、冬燃じへわ3へ格縣が直曳窒る｛二重ソ、
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それうの相互依春関偉・ず褒宿しつつ部否二乙

輩考たうれδ．

　本奪ぱこれ5のこ乙左明確にうもた訓二設

定Lさト含。　す奪わ5、本章で熔，ヤド業およ
　　　　　　　　御
〆キ株閑速産業左彦業却門しして7クロ白りに

災たた喝ノ言、それうが回民経瘡においてビの

茎うなく鉱置にあワ、〈也径薫却門乙ガのふうに

蘭産八・てい∋が、客た、その相ゑ依昏圏係が’

ご6ぎうに変化してきたが左、産煮直閑表乏

爾いて分キ←「す3。

2．漕桟描ガ材欄え産業左申・こ乙した

　　彦業i皇閑表の作戚乙考察

　図2－－ll昏、わが囚におけ㊤キ冬煮尉参が木

キ欄左彦京（袈か木裂品，家乳バ1しプ’
糸氏の瘡塵．業）の生、産顧力丁、　回内i綻隻産態にし

める比・卑の堆籾左、日召和3∫フ4。ク4ヲノ恥拝1＝

つ・つて図ネしたモの．であ⊃。　この図力’う・

　　　　　　　　　　　ヨ巳召和3y年において林烹およザ冬キキ閑産彦蒙の
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生産額比孝昨、叡7％であつたo〆、タD弁に

憾35協へと激ケして隻・⊃二乙がわが含、

　蓼ち、キ冬烹生産額の3ナに一つPてみれ痔’、そ

の比牽噂二の庁年問に／・7・／・・’5・・4協へと

う敷裁してい急こ乙ゲよ3ナ乙れ．う。

　このように、＋桟掃ガ肩欄最蔭業の失

産額を個剛に乙りだして、一それ五公彦一窯乙の

婚比で針りと、その相婚　つ地イ仁噂但下す）イ噸

図2－1　生産額で昇た杵葱緯ボ木キ亥

　　　　閑武藤の也伽樹勿

（％）

6、o

∫、0

4、0

3、0

2，0

1、0

0

　昭和35’4・045　go年

　墳柔十：行i敢管多望行他「彦蒙㈱表」

　疾：二〇図博．林蒙欝が雑キ閣速彦烹⑦隻彦顛

　　　の対回内蕊佐彦額比・率記図希し賛ゆぞ’韻。
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筒にあ9．　　しがし、これう一彦蒙の商品感，

他厘嘗の商品左生産すoための中間生産財鱒

椎、橋・左自す∂モので’あ谷こと表考農すれセゴL

こ塾う彦寒が’視在でモ有お璽零亀厘烹であ∋

tτに変り1〈茎なく、、氷椅やキー材カロエ6ヒ喀砲の

彦烹ぎ遷Lして囲民の縁ラ肴生潅に薯予して、、る。

　そ侭で痔、キ知気お拳び木材閑速産蒙の生産

期噂、、・がなり産煮彦鯵由㌃てどの拳う1＝鶉

恥れてn《励㍉　の陛た麟却rr間吟
キ目互依呑図係や瘡産蒙と最終儒肇（家言ち玖

庖フ海外り乙の間の取引関係左具体的有統計

墳料によつて歓・量鯛に鴫うがにしたtのが、

雀葬正皇閑表であり。

　そtで、この産業直閑表左利困してヤト寒お

き1〆冬椅関Σ皇産寒の多危4≠ミ五貧暫づ否こ乙しし

た。　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　凶

　乙＝3で吃、産一業違関ゲ「管痔、その創絡老で

あ葛W、　し才ンチエフtz圭二べて、、⊃ように・

その目的臨「新6禦ラ験の一隙均衡・里論左・相

互じ関逸吉δ級靖活動間の’数量的な柏互依存
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に関する灸征分智し直含ざ也㊤」こ．乙ヒあソ、

「も乙モ乙陰、あつ国民縁湾内の拾種隻彦野

門乙蝋鶴照乙の圏欄イ紅斜唄ヲ輿恨稲
ために閑発」された」（注tり毎のであ各。

　わが回ヒお・、、てモこの歪里論1こ則つて、日召和

3。年1二a召和4午彦．奪直閑表が1倶表さ責～たの麦

魚初乙して、B肺3・年表以降喀ダ年ご之に彦

糞直関勧咋鰻れて、）飢　しり’し、＝れ

うの産寒産閑表モ、㌧風全体釧篠の縁麿
構直左「1尉し，それに一蔽rた苅策左たてる二

乙」　（ラ主　2つ　左　主一目　白つ　と　　し　て　イ乍　表　さ　れ　て　　い　　⊃　．

冬桔関産鼠蒙に苅象左しぼつた房キ肱おこな

うたあに昏、　こ．れうの彦寒おぎザそれに直壕

閑庄左モっ乙お寿わ船含産家静『へ左宇爬∠し

て産煮£皇閑表左組砂が丸、統盆したちがイ更利

であ⊃。

　ここで雌、種望の樺試の結象、経看の論彦

業左誕の’7却門1二統含し殖剣Oここにした・

　①林集　　　　　　 6製キ宍・冬象品
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　③家具　　　　　　④’駒しプ・紙

　⑤岬刷・由片反　　　　⑤逢設寒

　⑦遷｝務甲品　　　　　⑧梱包

　①襲嘗1　　　　　　　⑮漁業

　①鉱業　　　　　　　　⑭その絶の製血業

　⑬電気・ザス・承直　⑭肉発・盆離1・保険

　⑤運輸・釦壱　　　⑱公務・サービス烹

　⑰分類千明

　わが’回の肥和4。年彦朱昆蘭表（碧x胃音戸門

表）おぎザ知年屋業産閑森（61x6陪辞門表）

乞蓬奉表として、杯知博ザ木赫関連直蓉の

斜欄1婦焔した蕨一 o衡表一（－17メ17音網表）

痔、表2－1（イ），（・），（ハ），（二）の乙

おりでお唐。

　さて、　産蒙産関表ゆ、それ彦行ち向に鹸め

痔‘瘡彦煮却門の生産賜の販脆構叙左朗うカ’に

筒こ乙力訂でき含。　n叡日乙和命年の林寒

舞『へ左例ヒ乙含乙・二の彦奪で感1この年に

回内で邑1兆4’8マ億円の生産物が’生産さ†・たが’、

　　　　　　　　　　　　ゴこの虫彦朔の縣跨痔沢の4つし盆・’れ9。
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（イ） 　　　　「P位110。便訊

①　　　② ③ ④　　　⑤　｝⑥ 惇⑦
B召和4・年

杯刻裂糖猫 家臭　1“げ・紙 瑠・撒1毒媒 篇困み

①杯　業 30．◇◎9う ∬㍉827 α071午 3178’6 α A2、ll　。
＠製キ亥・冬製品 o、oケ1も ’3537 9，007 系’午77 α074∠声　∫6、4’33　　　α’εマ

③由　　具 0 0 0覧2793 0 d’似・781、986

④酌しプ・紙 oρ妙8 o．4925 05り22 鉱3”
’？、9763i　A668∫一 凱’タ8テ

⑤解ll・露版 0、0ユ1も o．04アo 0．0730 6，867 鼠ム脚α7団 ’772δ4

⑤　　徐，、 o．1’∫3 0．£llO ρ．2667 0、ユ3P
α2？43｝　　o吾7’3｝　　　　　　（）

⑦　　弐肴用品 0．0926 α20存 0．3316 人ユo∫
o，ム’981　4し873◎1　　　　0

⑧煽　　包 0 0．1143 αOo36 o、991∫ oβo％ 0 o

⑦　　　，、 0，0ム96 o 0 056ム2 o o、3？月 ○

⑩漁、　　、 o 0 o ○ 0　0，012∫ 0

⑪鉱　　．、 0，017 0ρo月 αooo∫ o．ア627 o綜ヲ冒22 o

＠そ砲の毅葱 3，038 乱08∫6 ’ム841 6，26iゆ 系894 227、273　吼甥

⑤・・．ガス．植 0ρ3ゆ o．？046 o・474’ 4．6671 0563ヲ ・％客8｛
（〉

④敵’鍛僻 ’，ヲ07 £6∫玄3 を684フ 6．7780 系o？61 鉋＞19241 阜卿今

⑮昆ユ・虚落 2．3296 2，引ユ ノ．2628 系o媒6 3．7276 2ど，亨476 0．763タ

⑮公務・やビス謙 0、1ワ7 05マ）7∫ 0、721ア 人lb％ 人4278 ∫，03δ　　o

⑰分類千β 0、1．98 o．0943 0魯巧 ρ、7016 輝3112／2。引α3鰯

3㍗26。 9ぎ．0948 2．ε、7｛角o 93．67
4’、ノ2．2・3　4’♀千25：乙　4・6、096午

書

① ＠ ③ ・④ ⑤　　　⑤ ⑦

銘和5ひ与 ・林発 熱淋襲函． 家　具 1軌デ舐 鯛’姻毒嫁 尋糊品
①林　　，、 知、8678 137頸5 qo2父3 3」6タ O　A9210 0

②壌’キキ冬襲品 0、0そ03 36，33砧 36．7700 ユマ，鋳9仔 o，・7・218ス986テ

③占　　黒 0、036与 oJ99亨 708暫
01218 ρβ79∫

61、6。・∫i

0◎

㊥酌・フ『紙 o、Drト辛 2，60。 2，61e3 搾猷i日7も 68、・矧 8，1988　274δ46

⑤¢側’出版 o、，791 083 o，ダ772 30．3610 弧06711 ス8∫2ユ　　　　0

⑤　　設蒙 oJ　36 。」閉 0．2270 α3388 o、・∫28 o、暫3∫l　o

⑦　務田品 o，Dフ4 0，63杵 魯o、4493 ∴2ア68 α？舞ヲ 2．8311 ◎

⑧梱　　包 O 05㌃38 2．317’ 46633 人・7略　　　o

⑨　　　　，、 o、，723 α0140 0 oβ570 oは7743

ooo

⑩ラ黛、　1、 0 o o 0 0　α0261

⑪鉱　　蒙 o．oo88 0．0040 0 ／．7∫49 。16氏89？zi　　。

⑫その他・撚窯 3、031δ 12．7971 3τ082i ’8．7931
’吼兎73i弓7・、3・771

17∫6ヱZIi

◎電気・ガス・植 o・03ε7 3、99ヱo 1、9乎60 17、6？o存 ・，79・｝・3、・∫・7i oi

⑭献’錦報 3、36㌻3 ユ3，2も1∫ 　噛Q2．7971 32．9∫41
又顎719。i・るヱ・6り8ilτ・8ア1

⑤豊輪二画言 6、932今 桟6曾73 6．63・6 ’わ．8075 ’・」・・巾715・5引幻曾78

⑲公物サーピ嫌 oJo之6 3Jy釧 3，3？8 ∫．31％ 　　　　　　｛N軒マ7i　7賦8％∫i　　O

⑰禽類千明 o．918ラ 3・7？z3 7岬31 〃、・3タ7 A3芳引82、31・斜o、。・。仔

6∫、9P5一 243．δ293 1ユ9、96λ 3弓6．8D36 1979僻il9・覧川4 6躯76｛
一［
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（の

⑧ ⑦ ⑮ ① ＠　｝⑤ ⑭
月召和4・年

楓　包 農業 魚業 鉱煮 ｛幽継業i麟伽随蘇錦礁

①林　裳 0 一〇」638 0，〃91 0，7∫40　人ダ83iα0。3も 0．0026

＠襲柳冬製品 3．4マlo 『ρ、。。91 05右」∫ 一〇」断 12、64・引0、。。37 0．92％

③尚　　具 o 6、，ll8 0 o 3。・之7i◎Jo48 o，’7曽

④酌しブ紙 6172∬鴨 05も60 OJ64∫ 0、・．σ1 　　［Q＆マワ？5i　o、o＆42 ス6マ鐸

⑤印刷・宏版 o o・oδ2今 o o，β3◎ 三97・3t o．0766 錨67存

⑤　　徐，、
◎ 2，303も o、2弧2 o、6国 榔嘱　、幣 3｛，819∫

⑦　燐絹品 o o、。タユ4 o、048守 人。。ら7 18．3∫471◎θ18？ ’鉱醗3

⑧煽　　包 o 0 o、087与 0 73・・も1δ…1∫ 05岬も

⑦　　　象 o．・371 23，％ユ3 0 o 276、。辮　　　゜ 0

⑫漁、　　、 0 0 α7763 o ％、ユ7861　　。 o

⑪鉱　　，、 O 0、∂022． o．・・zt 0，3？匁 1．773・ ♀7・ヲチ o、◎Jl8

＠その伽織窯 ’、4095圃 66．’81今 ’o．6488 鷺113 13。。、o％3 13．73＆3 305270

⑥馳．ガス・植 o Ol＆2る∫ α・4η 2，26∫ 存四6？ 2」2．7 9、笈z6

⑭敵・鍬碑 A存73り 12、，・・？ 人909∫ 仁88。1 162，67∫ 3」3略 80．6167

⑤昆輸・直落 Oli胃73 35も7存 Ol7午マヲ 1．2742 78、6。3　1　3、4　曾7 3？、劔8

⑮公獅擢裸 0 6，16b o、383チ 04∫80 3㍗8・今 2，1ユ．9 2案齊％

⑰分類千β 0 6糾7守 人6∫77 o、・∫1？ 知、96812381存 lo，33q

13．6り43 〃0、758∫ 17418y 16559 2胃z、6矧42，晒ユ 24マ，20・∫

∫

⑧ ③ ⑯ ・① ⑫ ⑤ ⑭
石君一和5ひ弁

梱　包 農　焦 魚蒙 鉱業 そ融雑業 雛・欲・・随 綜・辮・餓
①林　　，、 0 05678 o．’991 α414 ユσ287 o 0

②　’キキ奉製品 名868∫ 0．67’8 o．679｛ 0．21∫0 30、。20も 0，02｛ 系62∫

③占　　具 o 0、lo76 o，iol忍 odo25 22β。48　1、027。 645マ8

㊥酌しブ紙 4糸ヲ04∫ ＆6747 o凶7存 0 71，・17．i
OJワ巧 2㍗971

⑤岬刷・出版 ’．9ユ88 o．3117 0，081 o、3ユ1ユ 峨4・6引　A粥 26」22∫

⑤　　毒乳蒙 0 1．？1σo 0．oヱ63 0．2613
13認兜　ノニ88兎　　卜 1ε3364ユ 1

⑦　務田品 0、D夕’8 o，ユ？㌻マ ’o．1’3∫ o、1？タ2 2∫、千3．2 13033 　　1P系。3・6｛

⑥糊　　包 0 亀1、49？£ σ、6．7 0，009 9∫，ユ吟 0 ㌻，4316

⑦　　　　，、 0 83、？734 0 o 757．461z o 0

⑩ラ警、　1、 o 0 3．6770 o 92．283） ○ 0

⑰鉱　　寒 o o 0 o，4z？7 992r6～フo 82．7483 0ゆθヲ⊃

⑫その他・継窯 1飢2833 2。o．0727 3＆627z ’2，2も9も 　　　脚唐R、釧旨・ぎ、9780 67」8ララ

R存、％o⑤電気・伽植 0，583 3、ρδ7δ 0．28 3．も086 　　tQ13、393　i　　’3，0？ユ8

④商素錦イ搬 12．127∫ ∫2、∫み47 6危距 lo．3776 8ヲ・麟｝ 37．8371 甥、375う

⑤露輸・画さ 2．613今 z3、835も 剰610
ど36．263δ 31z，7〃◎｝　ヱ25｛733，23∠私8763

⑲公街・サーピ欠業 65射i αOロ仔 o、4贈 1、o僻 　　tQ32，6珊｝ 　　1f0、’8’8　　　’曾O、46皿

⑰禽類千明
o、03るz　l　　A2886 側87 系36rも ・1＆・ll引1387・81

7’」㌻ユ1

8τ913仔37＆‘？2マ 61．’366 6留4剖 ？03ヱ、3497132＆3315113ヲ3、476∠f

i



和d糖梛冬欄繍左献乙した麟鵡長僻晒）5？
（ハり

⑤ ⑮ ⑰　　　生辮 ω　1（・）1 （3り

石召和40年
置輪鵡備鵬案 騰棚i計 蝋嚢妃i園職森 韓纏

①林　業 0 0．6ユ73 O．36？∫ 忽5’27 系’848…　　oiノβ∫30

④襲キ亥・ギ製品 o，079 08噌 0．798ユ ’δ1．8872

1
357093i　　o5’47　　　0，3687

③尚　　具 α1＆ユ8 2、鰯8 畠737 ユτ・1ユ1 ’・18797i　6魚3‘ 05898

④1マ，しプ・紙 0．3000 人6存77 系26う1 ’城358？ O」η。。i　　o 人9188

⑤¢ア刷・宏版 0．9063 ユP268 0、6．6δ 61，831も 　　1?O3379 oloゆ4・？

⑤　　徐，、 二4舛 凱怨83 αoo乃 ㌻㍗副 ム併覆 6・∫、17鐙 0

⑦　　稀絹品 2職2，0 2」486 0、049も 4タ．0217 1、・747｝　　○ 0

⑧梱　　包 o，496 0、IO83 1、7崔73 13，667 0μも6 ○ ○

⑦　　　朱 o 引ヲ742 烹227 引？、7’86 8邪388 6ぽ87穿 ＆7？43

⑫漁、　　、 ◎ 2．ム682 012ρ2 2？、7贈 ユ1、997。1　・ 653i汚

⑪鉱　　薫 o！囲 0β7瑠 0θ35 β∫，。引 1，3ム7。 o 1386。

＠そ碗．の継烹 ∫7、6もタ8 ヲ8，80。 砿636 1瓢83う1 7ケ3、貿31 313、37∬ 3糸ゑもlo

⑤・・．ガス．植 4．81？3 lP6到 2．27％ 留．78佑 4㍗4％ o O

⑭麟・鋤碑 121341δ 33、03玲 乳4363 378、型ヲ6
タ80、曾之 3？、7・β 3．73？1

⑮昆輸・虚落 ・ユ6μη 18、oも73 凱3300 22α甥1 1ρ6、8～72　　∫・∫8σ8 ぬ45ユ8

⑮公務・・レビズ京 214’i ’203016 23‘8 ’oo、43骸 67？，卯y3 o o

⑰分類千β 1，78ρ マ．7’78 0 ？蒙7・38 1546 一◎1？o乎6 A9乎15

〃系猶8 23？，4・3ユ 975728 3816」730 2321、獄）42．　976ρ08∫ タ6、胃3ダ
．

言

⑤ ⑲ ⑰ ・内麩略 （の （ユ） （3）

冊和一ぎひ辱
齢画色 瑞・螂業、 町類千明 言寸 道賞支也

塚・

]松之麟蘇催磯編
①林　　，、 0 2，o？7 0、02ユ∫ 置2。｛、861 凧7141 0 0

②壌’キ求・キ・製晶 0、133存 3」28 lJ　893 詔2．1787 像523『 0、4∫ゐ2 2、ユt。今

③占　　具 人997 17．8470 ∫」引2 1265り・ぎ 4’、曾存3ム ％693 3｛，も83

㊥酌しブ紙 1，632 19．7167 20．マ103 481、61ρ　437ユ2 o o

⑤¢ア刷’也腺 6、013ユ 12ユ，333曾 lo，678 29竜、ヱも12 9凱3今2引　　　o o

⑤　　言蛮．際 個，3 24、詳θo 0ゆ鱈 勿、劉 o’06亨51ρ守 2・7ヲlo％マ

⑦　　｛務田品 3、ム26午 lo、’70ユ 噛30守32 、㌻761 o o ◎

⑥梱　　包 03338 ・0億21夕o 0，0鑑 〃21鼎z 0　　　　　0 O
1

⑨　　　　，、 δ．o％ 3∫、3鱈 ヱy3∫駈05幽 90繕θ68 ユ3㍗7？ヲ　　　o 副ヲ

⑩ラ篶、　1、 0・oo7 28562ユ o、d87 ’・ヰ、67％ 76、・188｝　　o

⑪鉱　　業 oρ218 o、47芳 lr、弱83 1ρユ216ヱ・8 δρ防　　　o

oo

＠その伽裂蘇 68ユ，9z68 49糸∫・。7 1ぎ8、o端 810∫，83。 ま∫78、334勾餌6541∫｝lo妬、ム183

◎電気癌・随 ユ7．6737 ？o，3脇 i7，ム3・午 4弧4μ今 ユoε，6073　　　　　　　　　0 ○

④離’錨イ纈 2331217｝ 34ぞ5ユ2∫ 　舳撃c6．927i 2釘6、σ・1り ・77ム鋼レ争4％引23鉛・。テ

⑤｛里輸画さ 233、5㌻35』 1翁56・7 〃o、66y6 1350、7勿2 6曾＆・貯。1ス739　・・，甥・6

　　1O媒衛牛ビス窯　　　　　， 3皐31イ 167み32 ヲ曾，o蛭 ％＆686午 3り4？、。31　　0i　　o

⑰分類千明 2？53叶 ’oヌ覧86
◎ 町，98・8口6、千・3d　78テ・ワ1⑳、・・6タ

’266、o存6ユ 163ρ、o刷 タ16ρ182 ’7736、445：弓吟　’σ686竃6∠←‘o 1つ牛71ユ600　3存57。｛ジ200

1　　　－一
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キ緋繕淋キ欄産蘇坤心とした彦業産関表（雁㈲58

（4） （ヶ） 影繍毒 鰹蘇） 　　b淲y湊；名召和40年
輸也 矯需 計 輪入

①林　業 o．332曾 0．oβ ヱ88竹 一16、鞠 83、6卯｝

②襲嫉・ギ製品 3337z 0、。P8 8，8’胃 一μ亨3 1・？、・車・

③由　　具 0，4z応 α04∫0 ’8，3曽6 一〇，。77ζ 　　｛Sぎ，2941i

④酌しデ・紙 2．39？2 0ρ’0ケ 9，。もo∫ 一3、608マ
1・6、8・。引

⑤1矛刷・宏版 05730 0、川3 ユ｝夢6も顎 一α686i 　　1Wユβlo∫1

⑤　　徐，、 0 o 6・6．72z2 o 6も年。。63i　　l

⑦　稀絹品 o o ムρ客7 o ％粛引　　1

⑧梱　　包 0 0 6，，2‘6 0 13．6743

⑦　　　象 ノ」2d 032i弟 1ρ1，3・72 一呪4ユ6亨 343，61曾8

⑩勲、　　、 タ、2勇 0隻1243 2τ？162 一’Jl33 夕6，％杵

⑪鉱　　薫 0亀23∫
o・ρ。・7 3㌻8？6 一8＆21？o 兄42η

＠そあ砲の搬窯 27糸138∫ 至8305隔 1381、ケ186 一β3∫33 3143．8ユ16

⑤・・．ガス・植 0、。47千 α316 47，8θ7 一〇、0232 13スタ70

④麟・鍬碍 1752フ之 刷6i 饒3、4〃ユ 一％ユ曾∫ lo36、3δ23

⑥置輸・直《客 4㊧、7878 0．6776 163、3ム62 刊9毛冒8ム 36＆・381

⑮公務・也ピズ業｝ 1，35之 0、76鱈 68｛、6鱈 一2、7穿？1
ワπス38・引

⑰分類千β 鍋専oも 一〇、8？8午 η∫38 一a3243
？脇⊃｝

● 3も｛5存02 衆｛蹄ア。 3物∫、3贈 3鳳6613 718∫．9・71
1

（4） （ワ） 最・一多 ・（重室㈹ 面肉罐額
召召一和一5σ昇

在純，琶 輸出 計 輸ぺ
一

①林　　，、 0，32存 α？83∫ ？・ヱz∫ 一6？，ol・8 ’4儒73

②　琳・キ・裂島 一知30 2．7266
1δ．8181 一2訊41ヲ7 328，188

③由　　具 ヲ11291 1．37％ 87，7δo 一212ユ18 2’2亀07’

④酌しゲ紙 一8、89魯 131z388 9．7366 一1甥・。イ7紹胃到

⑤岬刷’出版 系2ヲ∫ 人8163 91．4322 一3、7012
37y、？？・・1

’

⑤　　壱乳蒙 o つ 31風露73 0 訴。㍗晦1

⑰　務用品 0 6 o o 6御61

⑥梱　　包 o 0 0 0 ll2δ9セ

⑨　　　　，、 ヲ8，308 ’、oワ8 28∬6呼 一213、ヲ賃2 976，613。

⑩ラ驚、　1、 一〇137y‘ 25も91 78．3？ユう 一17，733δ 18現3⊃3u
1

⑪鉱　　業 一16，7賃8 lJ4埼 一’気331？ 一8㌻6」49∫固、桝
1

⑫その他・裂蘇 2δ1？ユユ5一 1961．3％3 労32177・8 一6・条・馴・7・怖｝

⑤電気・ガズ’・随 0 o．2633 勿8，曾7・6 一α・酬6ム争2引i

④齢’錨’搬 12，36そ6 86，マ3’乎 　1R14σ13230 一3ム。μ嘱773ヲ3チi　　l
⑤｛里輸・画さ 3，1囎3 2峰飾28 97ム忽‘杵

一’ち∠親2・フ6∠チ　匁，ρ8｛373ユi

⑯公矯’｛Pビ綜 ’0 8僧86 39タ717860
一2？、4317i千697、040　｝

1

⑰分類千明 0 81、oユ。∫ 1・∫5831 一70，24611　61113｛？8i

タ2，1。8ユt2・・τ個 脇1、ユ。31 一206辛ケも5て）33ユユ3、o冒3
L
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づ有わ3、

（1）原椅締乙して他．の塵窯｛罪rへ、例匁rギ製

　　キ究・侭裂品音争門などく｝需蓼さ躯急！牙（申

　　固鶉募）。

（£）ラ緯麟乙して家計玲、・睡久后へ輻肇

　　さ牽急研（藪終稀募）。

（3）殺鯉才乙して濠気掃n喀玖后へ葛孝
　　ざ躯も分（量経儒肇）．

（4）外回へ輸出さ稲分（最終需募）。

　林業の喝分、（1り一の中間綿零の盆計吃

zりt三’86俵乙円z・なつており、その約7劉が毅

燐・木毅品御門で購＼された。　　また、最終

囎辱につ・・て御急と、林烹の虫彦甥雌、項嚢

威として7ワ1僥円犯うれ、森蔭飲として夜厚

キ矯ヒ32儀内向ゆうれ、さうヒ外風へ98俊円

翁出さ塾た。フまり、最終駕琴の醤桝フ・ユ

イ拠円であつた。　　このこ乙かう、ギ冬業の生産

賜感、直埼、働民の経靖生老に像立つこ乙樽

ケ有く、ほ乙κご拭自卸門をち噂イ也彦寒却門

の働勉牡ロ孫糊さかで、・駆乙が㍗カ’乱
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　と二3て㌦キ冬業の生産朔乙して、ぐ固儒夢

おき1〆・飯終鞠ξf司レすに取一弓1されたなが1二略、

輸N8ρモ包わう熱てをヤ上ざ悟て、、り、　表」二

ぎも乙、輸〉＼顧熔6ヲ。ノ便円であOがう、申間

輪琴計乙菊終編零訂乙の倉言すきワ、これ左綬

眠すo乙、　そ躯熔、回内生産顧に’垂拠す含、

　レソ、上．に∫圭二べたように、彦、蒙己皇関表、左竹ろ『司

に冴含と、猫友産裳師門の敗齢権砥左用うカ’

に議〇二乙ができ魯ρ

　しがし、産裳却門ご一ろ！三一、二のよう有記罠

左して、りく＝乙憾冗．表に過ぎりので、こ＝で’

1舎、杯業♪冬株関昆産業・おぎザこ肯・う乙関塵

が深n乙おtわ†＼告産業締『へ間の主たる琳引

蘭係のガ左乙り卒げ‘、それ左図示薄9てこに

した．　それカ・し、図ユーユの（イ）おぎザ（

ロ）であ3、．本図左糧《にあたつて蓬穿、校

＼く糸敏がσo、olレノ、共の乙き、首書友彦窯奮や門間

で・取引関イ糸があつた毛の乙冴与し、それ冬満

（D値左乙9乙き礁、その閏イ糸が゜鷹｝がつたキの

乙　ギ艦｝　断　　し　駕　　象　補　　む　　こ　　乙　　に一　し　　た　。
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鉱烹
（イ）　9召和∠｛一◎午

　キ桟

3∫、り垢

凡例

勲
奉遇

6も碗只

　鉱ヱ

1788

まニ

　　し糠右麟姻遠薦鋼1と弓・1て，

　　そoキ寿プラフの石権の蓼値，感、固内街鰭

　　飾5帆輔款（俵奉）薩舞》

　　橡トん薩網の櫛額乙伸゜
鴨　価値額面・す．

　　　齢梼フ’ラつ碗憐融伽輸
　，　入額左評、う・わすの　＿．　　　　　『．・　＿’

冬・そ柳睡轡昨？味その
　　キキク勿フの右・便1｝の敦値感、キ冬蒙繕び

　　キ嫉闘」皇彦糞のう3、主たう4・窒入天・

∫’麟洲のヰ撫圃婦．



（・）B君和∫o午

蘇柔

製キ穴

冬

二杯煮　　425

瑚％　杵19慌円

6？ol

俺円

’．7∫i胃

備考：注癬’胴砿図ω乙nし’・．
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1



．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

　　　図2－2｛二さり、日召和イ・年乙ケ。年の彦嘗締

　門間の関締斜頃郎検錆しほ課、以下の誰
　　、ζ、が’鴫うがにされた。

　　（1り木秩おキび可冬秩㌍工品の最匁の需享掬

　　　　礁両舛左直Lて逢言嫉音鯉「ぐあll、そこ

　　　　で博主dて製キわ冬影・，家果乙して

　　　　剰粛されて・・るこ乙．

　　（勾1のしプ・紙・括側・出酵匁梱包揃が

　　　　冬務鴫品の儲留rで利鴫されて”るこ㍍
　　（3　）　a召弄ロィoゴ千　と冒一5qひ『：一と一ζ歩し車ダーす　2　と　、　キ～キづr

　　　　閑連産業の回内生産額唱キ矯循のそれ

　　　　ヒ比べて相苅勾に蟷フ（していO。　すな

　　　　わ5、キ木寒｛諦門の風内里産額左両年℃t

　　　　1・・しす乃乙、イ。勾二お、・て製萩’峯裂

　　　　謡鯉『のそれ・客13・であ・た・カY，∫・与

　　　　に　t告　ユ31忙、　を　た，、　ハρルフ゜　・紙音争rへで1皆

　　　　’∫Z・巧33∫一へ，さうに家具却rrイ噴∫千

　　　　がう／9八こ尺幅に蟷尺しての∋ここ。

　　（4）昭和イ。年ヒ礁、キ桟却門・’うハ㌦プ8

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　紙却門へ　杯矯習『がう鉱額戸rrへ，さ
　　　　　　　　フ



64

う1気家臭却rrがう射繍踊唄への流
翠があ・ためが’ A9。拝にお・・て略それが費

有くなつてい否．　　こ一れ喀、　＝のノo秤間

にギ燐にへわり《矯嫉の閑奏おぎび‘その

侵透が兇建に箆んだためと考匁られ含こ

　乙。
〈ヲ）林業跡一 U木キ禰舷寒萌がて’噛伽・

　価但率横・t島…叫桟で1系り、つの

　ぐ観老州，1似プ’締やr㌔製蜘木
　驚。告舗の，傾こ与・て胡，勧比卑《鑑を

　4。弁L9。弁乙で噂、〔秘κビ郵6しての

　有、、こ乙．

（6）杯業、おきザキーキ究閑箆塵業にお1・t31玲・緋

　の輸＼比・孝碓、　＝の！o『L固に台、を｝り場尺

　　し㍗、吾か寸、この傾口は乙くに杯禍禍

　　にぢいて、顕老で’ありこ乙。

3、キ氷業、，木嫉鴫」皇．夜誉乙他産業・卸門乙の

　相亘依有一関係
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　レ／、虹の寿察より、キ叡欝、2木核閑速彦業およ

が他農業老鴨乙の違閑閑伽N’緊彪て‘『鋭二ζ

が噂日目うがとなつた。　　し力＼し．　以虹一の〃：↑キπ博

産気獅門間の直窪孝的ち・蘭係1二眼定されたモの

であ・た。　そ＝で＼本箭で博林烹）木燐関

遵彦寒乙也産業告幽乙の直キ孝的有蘭イ糸の計な

5ず、間琢塾り蘭係左一鴛一考農｛㌣氷鳶～た疹掌却【

間猷蝕依昏邸系1二つ、・て寿射急し乙1（し

た監う。

　乙二3で6、　産業、塵レ1瓢房キ町にお～、て膝、産焦

紳門間の相隻依昏関係喀正行ラ3魚筆ダ左絹、、て

お二なう二乙ができる．　童行列魚獅焦嚴

終綿寧が撃たうれた場貧に揃。倉産奪の生

産し雑す吾直拷，間壕の激願知果の頚ミさ五
あらわす言す数であフ、きリ厳雲い・元・で∫主

嬬胆し、也厘完への最終鶯琴に袈化ゐ俺力＼っ

た乙きに、柔郵責内のすべて嬬什㍗’うの守間

輻琴と最終螺華乙き過不足なく満肩のに・

獅産知順塚・脚孝にど塾だ゜けの生産量左
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作．うねば8毎う亀、、がユ（注3り左示す。

　二の左6列像敏に博種煤の1隻台ドあゐカマ、そ

齢寺、どのぶうな産気連関仁アコしa仮定す3

側二依存す急。　硯在の乙L3．左ぞう列の9

イフ゜乙して〉処の5つが’ l一匁う拠て、｝り（，主4）。

G）（エーAア㌧P型
　　　　輪＼左言ぎ有・・単純有毛．デん五イ皮定

　　　　しち賜倉．

GD（エ．＿Aゲ1（F一凹）型

　　　　巌終需琴F乙輸入巴が’体糸9トの・1看毅

　　　　有・う外生的に争えう叡ていγ易倉．

　Gの　（エーAナ臼う’しF竺一

　　　　最終粛琴Fのけ既矢oであフ、車翁》＼啓

　　　　回内の軽看箔勤不苧の須化左直して

　　　　誘発さ．れゐ乙イ玖定．した場倉。

　Gv）［エ，〈エーaりAゴ㌧モ（エー臼）・

　　　Fq）＋F（2）｝型．

　　　　最終螺募の冴ピ毛矢・で馬あウ、輸八1を回

　　　　内て“の｛鶉塚1二衣二じてジ声ミ定され・　しカ、

　　　　モ」繍N品が’輸出ざ躯3＝乙ほ亀∩～：



67

　　　イ反覆．しち夕亀谷。

（v）（工＿A4）ρ1・Fよ

　　　非麦吃寄輸八・型毛デル左イ反産しし、オ女入・

　　　係敏（A嫉）♪最終粛寧（Fd）ζt風

　　　　産〃ヤにつ、いての∂ナ考・えた場盆．

たマごし、　Alキ隻＼イ系孝荻竹列

　　　　　工3辱Lく鉦竹列

　　　　　F　　；　最系冬悟鼠　厚　　ベ　　ク　　ト　　ノし

　　　　　呂弓　輸ト、ベ　ク　ト　ル

　　　　　臼；品目男・」輪Nイ兎数りnし（二図こ／x‘

　　　　　　　産出量（xこ）1単供あたワに

　　　　　　　・勢募な卑愈N量（図のり左女く1徴

　　　　　　　琴奪と3る卑翁＼係歓行列

　　　　　Fω漁終鵜ベクトルFのう5輸

　　　　　　　也ベクト1レFω左博い儲酋

　　　　　　　①ベクトル
　　　　　　（う
　　　　　　；輸出ベクトノレ　　　　　F
　　　　　含3品目呂，〕輪八係数念こ（二図こ／（

　　　　　　　乙x》＋Fω）　た嵐・萄
　　　　　　　ぜ　　　　　　　腱守間奮琴～）左対で『蓼煮乙す
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　　　　　　　る卑命N係毒反竹列

　　　　　A誌；囚産品殺1＼イ爺数行列

　　　　　F試1國彦品に対すδ最終鶉夢ベク

　　　　　　　ト｝レ

　さて、本論文で苅象とす∂木キ宍閑連彦．烹1な、

先直したように、そ（P原株茅十略が有ワ輸Nに

依昏しており、奪盆＼品を一その一ぎ呑輸也され急

こし喀郁｝乙考たてよ・がう、こしで臆、蓮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一i竹列とtてGii）の〔工一（　ヘエー口）A〕

乏L　イ実　田　　ず　　　告　　：こ　　～：　　r：　　し　　た，　（注；）。

　昭和4。年お享1〆5b年ヒついて、ノ7部【産素

産風表の連竹列係叡髭す剰した驚集賦表2

－2，（n乙おワであゐ。

　この逆．行列係数左納困した‡邑橋乙1て景う響

力偲数乙1恕応，度係数．があもが、これうヒ‡后塵

業が’縁ラ香盆体に・ぢふぼす影響あ⊃い熔系を一ラ看生、

体がう受昏き勧集左尉竃誘3さいの有力亀格

嬢、乙考灸うれ一吾。

　蓮竹列係散の列1告、首該却rへの量終需寧が

1難脚頃たζきに翻勧固物二’賜乙な



69

タこイ本、の生．彦璃カロ量ぞあ⊃．　　従，つて、列斥ロの

αμ部劉イ維儲あ5わの略、列音酬の
猿終鶉夢量㎡1単依蟷伽したとき、ぐうの倉却

門が直埼・師琴に生屋頃艸ぼなうち・童
①倉鉢のキ殉左肩乙考裂うれ、首詠6‘1若餉

が’危彦業に争灸⊃影響量の矛喝左あうわすモ

のと者含こ乙ができo。　n篠に、蓮竹列の

量・匂単く鉱蜘・した乙き・髭宏言解rヵ適峰

間伽蝋縣鈎べさ失産≠夢量の倉言特冬す・’

う、竹の瘡彦寒が後吋さ急た量の手吻左あう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハわすと計うこ乙ができo。　それ故、・婿e冒

穏ザ糟ご・評蕨醐ご乙1二比車交勃・
とによ・て、塩産窯却門の累曙力や鳳庫度左

知き二乙ヵ訂できる，　そして、勢観鋤二産葱

　　　　　ロヘ　　ヤミ所吻煮諾e亡」で酬り：乙によつて規
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① ② ③　　　㊥ ⑤　i⑤ ⑦
E召和40年

杯業 懲キ穣島 家刻1寸げ紙 ¢7刷・蹴灸陵言嫁 喜翰鵬
①林　業 4z76一7笠＿’z97 、塵 ，盛 ．。683 0426

②製越・冬製品 』皇 、。z4一ぬζ o留3
　oob一 、o・引 、o．3フ 。i76 、〃30③由　　具

C酌しプ・i紙

．」亜L
@。。4も 、olム8 嫉z3 」。7／2も 4 、oユ％ 3砿

⑤¢ア刷・宏版 0022 、Ob㌻ユ 、δi28 ．1些 oフo Oll∫ 淫2％
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⑦　　稀絹品 oo魯
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⑧梱　　包 oo．3 、00z 、ooz 。i31 o．8 0．30 606

⑦　　　蒙 　oo9も一 、。β8 、0窪lo ＿02も8 ，δ3z 、03？

⑩漁、　　、 ooo ・、oo1亨 、oo午 、Oo∫も 、ρ◎！1

⑪鉱　　．、 、o。2も 、o．？

＿皇塑
、。176 ∵。。73

＠その砲o搬窯

泌一蟹
yム9 、2卒。1 21隼8 6∫13 、471父

⑲・・．ガス．・植

　、／65丁一

Q　廻一 、02 、07z7 030∫

⑭麟’金融／俸塗 、033 、ノ勃8 、〃。2

、δ30

Rユ4

⑤昆輸・虚亀 o∫もo 、oムz8」墨＿塑 、。778 、0奪381

⑮公鵜・牝ズ発 、o．96 、0122 、。3．3 、oユ56 、03呼 、蟹 ．oユ38

⑰分類千β 、o。午3 、。oム午 ．　、Ol∫3 、。’87 、0271 、03．8 、02フ

i

「

一

l　　I
① ② ③ ④ ⑤　　　⑤ ⑦

君召和5σ弁
林匁 裂椅涛窓 家　具 lNσ｝しプ・紙 矧・鰍武欝 青繍島

①林　　，、 13｝∫ 価3
．07ユも 、O∫1）2 、01β 、oz∫ユ

一　一一「
Aoヱz3

㊥　’キキ奉襲品 、00汐 」ll7も ＿」亜 、0巧∫ 、04別

③　　　具 、Ob。り Lo刈 、002∫ 、00又 、02b∫
δ。ユフ

㊥酌しブ紙 、Oo48 、o制 ム占ユ％ ．02ρ3 68ユ6

⑤¢側・出版
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Q巡1劉
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⑦　齎臥亮
一」1亜
@o。4も一 　o。も一 、o．32 ．o．31」．凶

⑥梱　　包 、Ooむ oo35隔 oig3 o町 oo 、o。今8 on8
⑦　　　　，、 ＿、並 　02zユ＿、 、6｛衙 、olO 、03。2． 　032一一

⑩ラ蜜、　1、 ＿、06iユ ，ooz8 ，。。【7 、。o｛も 、凸．ヲ1 、Ob4

⑪鉱　　寒

＿三立堅

Q」姐
黶D」四⊥

D、Qユ…皇

@、o。そo

、oo4 、oo88 oo7

⑭その他・黙窯

＿」囲
Q」．切

　。。4』＿＿＿」一■■＿＿

Q翌止

．＿、越

＿⊥鑛 、於33 5で3

◎電気恢植 　020＿～ 、O寄2． 　。2わ一 　62λ一 、O岳3

⑰献・錨イ 、03谷 ．b㍑“」9ヲも こ皿 、∫つ も｛ 、勉2

⑤｛里輸・画言 ＿＿、Ωi愚 ＿．漣宣．」堕 、亟 。o？2の

＿033
　　一I公砺・牛ヒス煮

＿、q鷺乏

Qq墾
@、。｛。マ

．＿．。ユ2も 、oム30

⑰禽類不明 0ヱ03 、o∠砧 、o魯λ 、o｛8

　。舛3＿、

@、。3もO

、o塗。

D、。3λ1

i
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（oり’

⑨ ⑦ ⑯ ⑰ ②　　　⑲ ⑭
名召和4・年

客囲　包、 農奪 ラ魚業 鉱寒 そ碇・裂罐鵬’劇
・商烹’錨イ

①林　業 　225ユー 、0。マ3
、。之…垢 、o／20 、OO寛 、00
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　へび’ P紀夜偲毒机であ㊤，　　す1暮わ3、

　　　　　　　　去会eこ」　　　列和の平均
黒う饗力係毒久二一器爺・・」　二盆体の干喝

　感応廠偲敦二＿卑＿＿＿二竹和の平ウ勾
　　　　　　　寺得鷲e・」　　　全体の千匂

　上．衣が〉、累う響力偉叡の値が℃1よジ丸きけ

蘇ビド、危列紳門の量経鵜夢が’！単依翌霧搬した

乙き、　当畝列却『『が弓産烹盆体｛ニテえ∋琴づノ響の

庫、信わ’r、　産業・千七勾ぎフ匁き鳳｝こ乙左キし・1

占ソへ・さけ熱ぱその蓮であ∋こ乙乞抱妹すD。

　書1ら、臥応度係数のイ直が1よ？六きけ塾ば、

倉列却門の最．終韓箏1単位の増力りによつて、・

当畝竹却門有・‘妥げ吾感たの度倉が、産煮千吻

ぎ・）t丸き、つこ乙左気・未し、　ノふソ’、・さヒ†躯

涯麿kた直が手吻ざソ・トさ、つ二乙左寛σキす含。

　図Z－3、街通竹弓楓数表乞も℃・二計算し

　　　　　　　　へた影磐力イ系数，急赴度イ纏矩それそ事権軸，

郵良軸に乙ワ、　産業：笥5r「とフσロヴトしたモーので電

あ∂。　図力・う、産業却門で日召和40与う’う9
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りモやヤフ島く、キ冬業のぞ塾喀く氏《有フーて竜、り。

　寸有わ5、’＼ρ1しプ・紙吉や門が他産烹へ冬た

訴う響胴牽a苅鯛にζ色nの1二比べ、キ桟・4弱

、、乙，ギ）気、よラ。

　書た、急応度係数が島・・酬盛、・＼σ1・プ・紙

ぐ糸1）1林葱唯千均程度，製椅・木裟品は手

均よりややイ昏め・であひのに交4し、家累喀千喝

ぎワ扮有りイ氏く一有つて覧、り，

　キづト寒熔、a召和40タトにお・・て轄、イセ薩業挿門

がう多けり慰応皮が相一婚的に5皇台’・たのが’・

∫b警に1昏メト均よフ弱く有ツて亀う，。　　o承熔

タト椅への依呑度が＝の’・汗間に兇徒に島㌘

たこ乙乙閑f皇があo乙おモわれ含。

　以虹・n分キwがう、木キ宍関逸塵気おキザニれ

5彦烹の裂5・の鶉馨短であ）¢ア刷・出版ワ建

誠，蔀翻跡∬梱包辮r鱒乙んごカ’
繍弁とモ劉響ブ］イ糸数が為くなつており・これ

う傷業音幽・源葦煮の他却r「へ与えり影勢啓相

酋的ヒ3釜、、＝乙力寸θ只うが｛二・さわた（庄の。

　　　　　　　　　　　　ゴ



7？

4，最終臨募ヒざる先彦講発知果

　告彦、業群門の生産憾、申間需多およ’び’最終

囎毒をヲ爵た苓ためにおこなわれりカ、亀、　この生

産フト弊痔家椅z臼つに1穿最終薦辱にぎつて1狂定さ

ヤ・∂。　つ客フ、生．彦箔動の起勧力博最終零

募でありと・・え3。

　そ二で、本箸でtを、林欝・，木奔欄建屡業お

よザこれうに閑連す3一塵烹音戸門の生直蒲勧感

鍛愁粛票のうちのこの却門によ・て話発され

たものでありカ・ぎ針うため、最終露夢音P門紛

生産話格係数茜寸剰すりし乙にした・　この

最終鷲考却『『易’1生彦爺発係熱樽、叢終需写部

n易質産誘廃額左紳ぞ撤粧す含見実の最

終葛考却門の倉訂額で除する：乙1こ参つて禾

めうれδ計数であ）。　最終爾蓼葬門耳’｝生産

話奏イ蔀毒匁左日召和40与およザ5b年につPて計測｝

した斥舌界1寺、表二Z－3に・斥・す乙おフであ⊃。

　なお＼本表じ1香、巌終需馨項目にク、・てヒぎ
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その主たるモの乙考えう堺含消顔支出フ囚内

　　　　　　へ統固淀資本行う敬（玖麿，民間），輪滋の倉噸昌

のみ慰射’諮献麟音爾につ・貿麿桟♪
冬株関箆彦洋およザこれうことくにラ案のガが

わりのあ21童業却〔の砂苓掲げ’、砲の産業壱P

『へ喀箱顧｝した。

　さて、　生産誘絡係毒欠1を、蘇、終曾肇！単《エカバ

告彦象む峯ザ産業全体で’これだ1！1の虫産乏語

秦言∋ゐ’、その双駄の度合左斥・す。　徒つて、

＝の係数を冴れヒギ倉産業の生産が9ビの景拳冬鶉

琴ヒ｝ワ話馨さ熱や寸t、ががθ目うも、乙なo。

　表ユー3により最一終需蓼疹†が倉産窯書督門に

糸え急誘奏勧梁左滑喜と、4。年）5⊃寄の爾与

乙℃、違設裳却門台マ扮サ触叡て高の．　害た、

最終鵯毒の危項昌が告彦煮辮rに争λ∋効集

左両午につPて個々に謁べゐ乙、囚内総固定，

藁本吾ろ瓜が建徐業、五牟設i敷す否履倉が圧倒的に

残、、。　寸なわ5，違設業却rへ喀囚内釈固定

　　　　ロ畜本影砥の顧力v’堕位ぢ1寸垢加、た場含に・

　　　　　　　　　　　　コその生彦態が4b午1二1を0・6引単く立♪知冬に博
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o、も7「7単｛女話癸されマ覧、き。　　二の二とがう

逢言隻業喀nがに回内総固鼠資本看う砥の葛響ざ

大きくうけう部r『であ急がが『わがき。

　㍉こで，　その内容彦さうヒ訴しくみ急たくめ

に、♪でヒニ、彦烹締r¢1お・｝ザ最終禰馨夢〔左細

介劉した産業塵関表昌キぐ覇れた隻産誘格

係数左困口て考察左御『ううこヒにす∂。

　表£－42∫，δは、竹畝管違有が’それぞ

拠鴫和4。午）4∫午ノ“拝につ・・て　ノダ8却門の

産業直閑表り計算した最終鶉舜仰r男生産
き兎格魚叡表（注「τ）左林寒おキザ冬キキ関産慶嘗左

申心に一ζ．り手乙めたもoで「あδ。　　これうの

表」・う以下の論～蓉、が’姻うがにされき。

（1）ぎず、巌終鶉箏言寸’単依看、”話発すo全

　　彦業の1蝶生産額曝位博、4。拝ハ86∫ク

　　ィ甥ハ9｝6フ叫’，8∫3擁つておワ1

　　より大さ、、こ乙。　ぎた、最終爾薯殆頑

　　目の産業全イ本ヒ婚すδ言青癸一知果と齢吾と、

　　これうのラち、　すべての年沢にわた弓て

　　章も亀nの感輸出でポり、ク、・で回rr民
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表2一千 日a和4・午最編鯵却門別生産き秀受係数

終緬 9目o マ1ユ1 9’ユ2 ？130 914’ 9’4ユ 9仔o 9ユll 9ユ’2 93・。

項　目 家計タ← 家計 嫁謬・ 一鍛編 幽糎定 纐程三タ 在 輪出 出 魚終
辮『名 須餐娼 瀬安出 熊駒 靖紘

　　　　　電

a縞
　　　　」

ﾙ形へ純電 （欝瞬 脅季
〕

纏始 （み応） （汽間） 計

’

oゑqム　林 0、o◎引 o．oo38 o、。の31 o、。olう一 o．0128 o．02りo o、，z2｛ oゆ1。6 0．0060 o，o．？£

0λしzそ6砲ハ赫業 O．OOZO 0、ooラも 0、0。。『 O、0002． o…。午 0、o．o∫ 0．ool3 o、o㊤1り 0、勧粋 6、欝2，1

oヱユo　　秩 0．Ooも3
　　　．

純ﾏo瞥 o．oogo σ．Oo23 ρ．0211 o．0480 0．03芳 0．0170 o．oo9タ δ、ol今7

2 ユ引o裂鞍・倉縁厚 o・o。η o．oo67 0、o．92 o、ρ02も oμ？千 o、075曜3 0、ol4引0μ膚 o・ρ吟 杁。2・8

2ワユoそ吻　　殉4箆 0．0083 αbO67 0、。。ヰ3
o、・。β

0．oo32 δ・o。8秀 o．・ρ9今 αOl口 戯Oogo 0、ρ06ワ
§

3 ヱもoo　　　　自 0．OI4ユ ・o、ρ．86 o，oo巧 　　　軸O．OO35 o．oo82 ρ．oz37 o，ψ今 o、ooもワ o、o’9ユ o、ol。も

4 2711　’▽，しフ゜ 0．oo60 o、ooイ牛 0・DO73 oρ6z 。…zり o，0醗o 0ρ馴 久olzo o、δ。曽 。、o．4？

2マ12　紙 0．O｝2写 0、δμ5 o、ρ1呼 o、ρδム午 0、0．63 o・D。87 o、。3η o．o’30 ∂．ρ1ツo’ ’似ψ？

27zo　紙製品 o、。2。8
b、。162 0．00？3 o、o．98 。、ρ．8フ O．Dll2 o，o存膚 0．0242 6．・198 0、o杵8

∫ 2曾DO　印馨｝出片 o、Oz8｛ 6、，361 へo騒今 o．021写 o．0163 o、022る 0、。又65
o、・3ユ？ o．091◎ o，030。

6 40ρ1　イ生・宅新建簗 0 o 0 0 α・44 0、3．56 0 0 o δ．δ5存2

4002イト佳宅寒嘘筆 0 6 o 0 oJo96 。・21ム7 o o o o．04∫z

4003　｝芝霞補噂修 o、。。ヲ曾 へ。勾7 o、δμ4 oρ980 0、。06ワ o、o・8午 o、o．？o δ、ol’7 。、・’・7
δ．ol∫o

4。・今購業 0 0 0 o 6．464∫ αρ030 o o o o．ρ40∫

4009　そ6他ω違言気 o ◇ o o 0、2ゆ42． o・1．17 0 0 0 0．03存う

7 8もOO　　希用占ロ o、・．41 0，0。4今 o、o。ヲ午 o、o．31 o．oo％ o，⑳7守 oゆ・4仔 o．oρ80 o．σ093 αoo∫3

ミ

8 87・。梱　　包 0、。。61 o、oo　52． ρ、oo3z 0，0。呼
0・。・3｝ 0、ρ．43 o・。。宕7 α。1ρ8 o、o．91 o、D．4り

その伽甜 1．6364 1、6。竹 1、4りヌマ 1，3｛沌8 1、02芳 1、4．76 ’56y6 2，3．18 1．91夕8 15射o

；

き

90？り『『生音門言 ’、766弁 ’・73η 人占幻 1．36∫2 1，97ヲチ 2．z373 1．7780 2・弓贈 2．097曾 A864？
糞

’

（粉1、イ御管・賄「昭和4b一イ∫一鋳埼統蕨翻灸噺擁く・）一．棚乍成、

　　　　z．計熱他臨、階y年価橋表午・額額に5フ計筑鉢マい洗
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表£一∫ 瞭。4蛭最終鷲却印亀ユ生産話禿イ糸数

終緬 9月o ？屠 9’ユ2 ？Do ρ141 9’42 9’タo 92η 9ユ’2 93。。

項　目 家計外 家討 嫁毒・ 一織編 国醐齪 固円綻重ク在庫 輸出 ’　出 姦終
辮『名 編姑 瀬効 非渤 糊紘

　　　　　弓
y赫ろ

　　　　・
走{形へ純堵 働鱗 脅季

5礁始 （穿焔） （汽間） 計

’

oユ踊ム　林． o．o・2？ 。、。。勾 0．Ooヲo o、。。lo αρ。73 0、。’亨も o、。。召 0．oo43 o、。。38 o、。oダ今

0勾2そ6価林薫 0、oolo o、oo　16 0、OOOユ 0、oooo 0．Oo62 o．o．03 0．ooo3 o、o．lo α・・。7 0．oolo

Ozユ。　　秩 o、，oラ8
　　　噸
O、o。2存 0、OO42． 0・。。杵 o、，Io2 0、。幼6 o．o◎1∫ oゆo露 0．ooタZ αOOア3．　　　　　1

2 ユ引o製嫉・騒1ケ 0．ooマ3 O、ooワも o、oo8ユ o、o．31 0ρ292 o、oi汚』1 0．0142 0、σβ2 o・0膚 o、o麗

ユぢユoモ吻　鴛聾
o、。。6も O．oo46 oの・27 o、o。。8 0．oo46 o、。。9ユ αoρ70 0、o．73 久o｛阿 o、。。テも

3 ユもoo　　　6 αoz杵 0、o．75 αo’22 0．OO4ヲ 0．0161 α。247 o．02％ 。、・・6今 o．・171 o、o’呈8

4 271ロ、°，しデ 0、Oo顎 0、ρ凶ヱ o、，｛b9 O．oo39・ oψδ33
δ．o・3？ O．0130 αo。92 o、ol．8 α。・471

zマ1ユ　紙 o、δ貯 o，ρけ7 0、0之24 0、，oδO o．oo7∫ o．o・ヲi 0．0310 0．0173 ∂．o勾ユ
　　　　　1O．ollる

2720　紙斐呂と　ξ』、 o．olり6 o、oπ1 o、δ160 0・o・73 o、0π9 0、oBδ 0．ρ320 o、ρ矧 ρ・・2・7 6．O佑ユ1

15噂 28。。εア刷・出片 o．0236 0、0ユ8ユ o．δ7£3 o、o忽8 o、，’69 0．0183 o、029穿 o．ρ241 o、o∫る5 0，0餌今

1
。6 4001住宅新建簗 o o 0 0 o、，60∫ o、2引？ o o o 0．O∫9∫

イoo2争佳宅華暖筆 o o 0 0 oJI30 oJgoユ 0 o o 0、o∫。も

4003　3麦毅ゑ南’イ吻卜 o、，lol o．0297 0．008∫ δ、o’2千 o・。。7り o、o．77 o、。。89 o、o。？与 o、o〃7 0．0166

4。・存公笑業 0 0 0 0 0、39引 o、。。3？ o 0 o 0、03．ワ

400『　その他㎝違鹸 o 0 0 0 σ，1りyも 0，1．o∫ o 0 0 o、038i

了 8もo。　務絹品 oρo∫も 0ρ04午 o．oo46 0、・0竹 o・o。弱 o．oo68 0．oθ70 o，ρ。6も 0，ρoiぢ o．oo∫3

1
8 87。。楓　　包 δ．oo93 o、oo　86 、0、oo4・5 0、Oolも oρ・％ o、δ。右o αol38 o、，llり o，ol．z σ．ρ079

その伽辮 ’、6．84 1．6220 156劔 1．3669 1、3．88 ’5ユ9∫ 1、976り1、酬 L8亨マ9 1．61％

？09ヨ内生老門言 ’、73も存 1．7457 ’，7345噂 1．4377 2量1532 2，26引 21佑雪7 2，矧7 2．0398 ム93∫ヲ

’

（・主う1，イ御管輔「昭和4・一イF鋳キ与統麟翻表・計編（・）一．ぶワ作氏、

　　　　z．計熱徹、南∫年く踊表和趨額に㌻フ計箏鉢・臓
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夜£－6 96和∫o年最終需獅照則生彦講総係軟

女終緬 9110 91ユ1 9’ユ2 ？130 9141 9’4ユ 91タo 92’1 9ユ12 93・δ

項　自 家計外 家討 嫁き・ 一椴」噸 国戚殴 闘集隻タ 在 輸出 鎗　迄 癒終
辮『毛 須電娼 瀬安出 冠瞭」 ；竸紘

　　　　　，
¥赫ろ

　　　　，
ｾ本形へ純電 （麟購 脅

痢嶺始 （碓焔） （昌間） 計

’

σユqム　『林 o、。。i？ 0、001ユ o．oo杵 0．Ooo6 O．oo43
　　　1
ｿo。87 一〇、0141 o．oo18 o．oo’6 α。02？

oユ1ユその価林業 0．oo12 αoo口 0．oooo 0ρOoO oρo．1 0、oooZ 一〇，Oooo α。。。7 o・o・。7
o，。・。7

oヱ⑳　　　鞍 o，o。2も
　　　．
O、0。1も 0、OO2ユ 0．0010 0ゆ070 o．0140 一〇，034ユ o・oo27 0、δ023 o、o。4今

2 ユ引o製鋳徽存 0、δ082 0．oo48 D．oo58 α・。・7 o・。勾7 o，04弱 一〇、1・6仔 o・o。77 αo。引 oしδ1存2．

ユワユoモ吻　黛塁 o．oo引 0、o。3仔 D、。・・も o・o。。チ o、，・ラ6 o、ol醇 一α0042 0．0631 0、oo3チ o．oo4テ

3 ヱ600　　　自 o、。2竹 o、，070 0、ol83 o、，048 α014も o．027b αo朔 o，o。曽 o，012∫ o．・121

4 ユマll　ハ『，しフ『 o、Oo　43 α。。37 0、oo6ワ 。、。。31 0，061 0．oρ33 一。、。97ヲ αδ。7卒 o．oo£2 o…37

27書ユ　紙 oρ回 o・。1。も o・・1タ7 0．Oo73 0、。。も2 o、。。η 一α0433 o、。β今 αρllも 0．0δ％

2720　皐氏製品
o、。’ム今 0、ol鎚 o・oo87 6、o。辟 0、D．？3 o、。ll？ o．0181 o、，170 α016之 α∂138

∫ 2曾Oo　印弗う・嵐片 oμ。8 0．0260 o、oも91 o．0210 0．012？ o、o埣ユ 0．lO30 6、o’7∫
o、027810、oユ杵

る 4ρρ1住宅新建筆 0 o 0 o o、06。。 。，3．∫1 0 o 0 o．・6存7

4帥24捲宅孝縫蘂 0 o o o ◎、14ユユ oJ740 0 o ◎ 0集04i弦

4003　蓬設繍㌧修 0、ol48 ’o、。174 0．ol40 0．013り 0、60？9 o、olol αoloユ o、o月o 0．0160 0、014之

4。・今公芙業 0 0 o o 0，3り．13 0、oloも o 0 0 。・03ユ1

400『　その俺ω1盆蒙 o 0 o 0 oJ？66 0馬ll∫8 0 0 o o．0379

了 8もOO　　務弔『品 O、OO　32 αoo　33 0．oo∫2 o．oo3今 o、，03も 0．oo43 0．ool3 o、。｛咽 0．0042 o・°°37

8 87・。梱　包 0．OO％ 　　　　もO、。。80 、α。。18 0．oo’ユ αoo35一 0．OO48 o．oo8タ αo。7ヨ 0、OO曾O o、oo辞

その伽甜 ’．6327 1、夕886 1、33｛万 P今8ら ’．’83マ ll　3タ60 1．6132 2」972． ’．7216 156習

90曾り内生若門き ’．7∫33 1、6？ユ3 1，48’8 1．4146 2．073ユ 2」2．40 ’8101 2。2タ曾z 1．93δ2 1、8タ3守

3

（・劫1、イ纏管鮪「昭和4・一イ∫一嬉キ搬麟翻表・計編（・）一」よワ作べ、

　　　　之．竃ヤ蜘醸、1町午く踊表冬・額額に㌻フ計箏鉢マ臓



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84

　　間条匙固良質本f竹砥であ急こ乙。

．（又）産発却門別ヒ冴り乙、最終霧事計の生

　　彦話発勧勲寸藁モ島・嗣建住宅峯喧£象で

　　幽ソ，っ・・で゜非イ圭，宅争τ葦』築とな・て・）δ。

　　　さラに、その他の毘設，公芙喜寒，rド

　刷・出版，製紋・倉板’イツプノ逢設繍
　修ノ柔氏製昂ぢ一よ一一｝べ家具箸が’それに’綬く。

　　　この拳う紀赫繍一聡醤住額ケ建難戸

　　門の集産左姦t刺散す∂．その議奏保敦

　　侍、巳る和そO午にぼ0、05、チであつたのゲ、

　4ケ年0、060フ9午0、06∫乙年俊島ぎヴて
　　きて・うρ一一一す挿一宏一傷宅孝健難酬

　　は生彦活動の起動一カーたつ最経粛享の影響

　　左フくさく妥ヒγうよラに左｝つてきてい⊃こ

　と。

（3）最終爾琴の亀墳自が『倉彦葦音や門におよ

　1ぎすき肴桑〉李カー果一左毒約す∋と》メ下のζ畜フ

　で’あ色。

　①家計外ラ自貨支出購、家具♪紙フ系氏象品，

　　　　　　　　　　　ノ　印届・1・出瞳およ1〆璽建客安補卒参の集彦一2L卑’1，髪矢
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す9。　　＝のう3、家兵，逢設穐修につ

、うて噂その廠．倉が’年快強きつてnきのに

苅し・紙フ紙駿品ノ可刷・出版、では連に

その度公台寸弓弓蓉ワつつあき　こ乙。

④家計璃賞女出庵、紙♪紙穀ξ』フ¢ア堺1レ

出版，建設繍修の生産左刺浅気すδ。　：の

う5、くくにβア刷’也版畜貿rへのき携奏勧

更台ぐ比・卑女殉島6が、そのキ呈屋1守年契弱ぎ

りつつあD　二乙。

③苅家計民間イ←営利風体ラ首貨灸出が瘡産

素音P門左肇うヲ歌す91袈倉1昏、家具）紙，憂ア

刷’出版，建設禰修の倉看p門て゜覧強く落フ

ていさが’ A　乙リわけ呼刷・出版却門で名

しいO乙。

④〆総歪～（庵消領女出ゆ、　¢ア刷・嵐版あ’き

び゜ ｧ吉灸そ奄“疹の生産左刺ラ敦寸〇二と。

⑤国肉隊厨縦〔蜀定窃本彰砥が『その隻産左

最モ柔・｝ラ数すδ音や門噂、餌矢専業で卒リ、

千o午におPて1委　0・46∫）4ダ冬o・3タ4フ50

昇　0、371乙さわだつで島・、値左と。つて∩
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乱　rの他の建設，詐住宅新建梨の瘡

却門への誘奏効呆キ、寸べての拝・処にわ

在つて係右久が’　0、i以上．の｛直左と⊃＝て．が

う、　きわめて島、、。　　その他、蒜久麿華匙固

定資本形敬博住宅新建案ノ製キ才・省板・

千ツフ9，eア刷噛版，家孔勲宍箸の生
産左刺霧気するが’、　このうり製燐・信キ反・

年ツプFぷが壕燐に対す◎誘発知東の夜

倉博弁η弓ろ客りつつあ含二乙。

⑤回6民間翠絶風定餐本而叙が’その生産a

巌先刺ラ敗亨∂師門啓体宅寒町違筆で率ク、

そ（n値博40皿辱0，3。7♪千5｝午o、2タユ，知午

0，3ρ5乙きわめ一く　彦〕n。　　　っPで、　非住

宅新逢築（・、217フ・、17。フ・、’7のお’

よがその他の違設（o、P2ク　o、lol／

o、口6）の危却門の誌発勧乗が島く奄つ

て、・も。　さ5に、製積・省板・チツフ゜ノ

家乳知勾←側・出版，紙製品，都木

の条却門が濱れにつゲく。　これうのう
　　　　　　　　　　ノち、戻間純固定．質本代う眠の離発・勧果の程



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8？

　　　度が‘辱慣弱害ワっっあ9の盤、非イ主宅新

　　　窪案，籍☆’懲恥イツプ，烈礼βア剣゜

　　　出版，脅林の倉音p門であソ、連r6雛り

　　　つつあさの熔、　家、具部【の叶であ∂二乙。

　　　⑦在庫純唱の生産誘発知東・叡印刷・出

　　　版，家呉の両若鯉『で腐年俊島ぎつて・・る

　　　のに酋t、紙裂品，一称，幽しプ，製核゜

　　　倉版・テフプお活ザ秦萩の倉音鯉『で臆弁

　　　拝弱ぎ・て、19。　　とくに、∫b寄の製核・

　　　斜恥チツフ゜…＼魎プ，紙）熱才の儲P
　　　e『1のき肴奏イ糸拳タしt！キ、　それそhオ失一〇・’06，

　　　－0・・ヲ8，一一7・、・43ブ…3午と々イプス値

　　　をしつてu吾力・r、　これはこ車う彦．業、が’后

　　　三由シaツ7イ豪の千ラ危の昊う響左受けたため

　　　乙考一’えうれ3こ乙。

　　　⑧輪出が’全産奪ヒお亀ざ1τ『す勧集ヒぎ、最終

　　　雲も募項邑キで㎏最六一乙存つてい急力κ、そ

　　　れ呼主．乙して他産業音やr『につ、・てであり、
1

　　　・こ二で婚象乙す⊃彦烹部門に1さそれ1署ビ

　　　たき有勧果左お’主ぼして1｝有奮、ρ　　それ
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でt輪出陰・官倒・出版，紙製島，紙フ

製秩・倉キ反・チップおぶザ葦雑などの希

卸門の生産左が有ワ豪・）敷しひ）急。　1が

し、　その程一屋1を、、ず車も年貸弱客ワフっ

あ急こ乙．

　このざうヒー，表λ一3が5博㊨内縦〔動定．資

本石う叡の建設蒙却『へに矯寸も生産言鳶亀効県〆

きわめて島n・こ乙ヵ’fθaうが1二さ齢たが、表父

一4，5’ C　も．にぎつて、．その内容左より許畑

に知ゐ＝乙ができた。　　す有わう、　㊧肉羊絶固

定覆本影一砥を疎廊静『「乙民間師門と一ヒ分け3

乙、隊后部門の生産爺穐勧果カドち曳、の1穿、順

に儲多象，その他の建設、非住宅新建集，

住宅新建豪であ葛のに娼し、　民間静門で熔、

住宅獅逢築，非住宅新鑑条戸の他の逢さ窒で

ある：．乙が’判明し　た。

　この二乙がう、住宅新建策〔客國内民間総固

定，窃本而砥の睾う響左尺きく夢す、をた窃（膚の

建，簗政策の黒ろ響寿がなワ多曽もこ乙カマわカ、o。
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　さうに、㊨内綻風定，資本看う6丈台・‘林煮卸門お

きザ冬秩関鹿彦一業紳門におよiぎす生産誘発効

象rき、璽体乙して許∋乙、建き孚一業の后師門に

㌻しベガ、有りイ氏く与つてt、3二乙力、う、　こ一れ1）

の部【1を直樗的に総固定資本形砥の蜀響色う

け2》＝乙のケ有6窟糞であ含と考λう躯＆。

　以上の7ロスしクシヨンデ㌧ヲに七乙ゲく

分柵裸燵、剤孝で’お賄つた冬キ繍毒の

七デル町祈の孝ち樫左裏づ噂るモのであ急し

t、え．よう（注8）。

’



go

（注1）文南だ〔1〕F．lo「τよワ引用、

（注2－）文献（．又ヨP．i左参考．

（ラ主　3　）　　女南だ　 〔3　〕　　F．73　ぶ　り　引　絹o

（注4）文蘇〔3ユPP・口7－’2・，臼ユFP．

マ1－8・フ〔ケ〕PP．184－’87左参条．

（注5脳）この型の凌し行列尊頭下・φよう にして

『辱出さ塾合．

　　曳、さ、産出量ペクレ1し左×乙3うと、需

給ベランス衣1感、　産出・量十輸＼量ユ申間

脅學量十輸出量左除いち最終漁峯量十輸出

量　 乙あうわされ吾かう、　こ・れは行列勧式

　ぞ》艮の奉うに表現されり。

　　x寺岡二AXすF①＋F（ユ）…一①

輸N係敏獄こ二翫／（予萄締F（1））

　　　　　　　　　　　　　　へ

ぎ玄寸

角募煮乙すo輸八イ糸壱う（竹列とト残乙す委と・

　　　へ　U2凹（AX＋Y）　　　 一一一一 C

が欲立寸る。

④左Φ1二くべ》＼て　吾　と、

　X＋臼（AX＋T）二AX＋F（D＋F（ユ）

　　　　　　　　　　　」上．衣左整哩すると、
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　X＝〔エー（エー臼）Aゴ・

　　　　｛（　へ工一図）F（〇＋F（ユ）｝

が得うれる。

（注も）なお、黒う響力係勢乙愈た度く無獣1告、

倉産業音鯉へ1二お蛭さ自音碑「の逆そ奪弓郭緯疑

ち償めて言す拐「｝さヤkて・、るため、両年左k巳車久

穏二乙1・いて、倉彦難鰍の翻孝・間
跨の両効果の変化左叶急こ乙冨イ¶きさが、

亀産却師門の間袴知梨の変化の冴左ただち

にさ爽3ナとゐ＝乙唯できな、）．

（ラ主て）文離く〔6〕、左考・照。

（注曾）本奪は、文献〔7〕に蓬プき，全砲

的に書き直したtの「ビあ〔｝。　 憲た、　文喬だ

　〔8：1　モテ考」考≒｛ニーしたσ

♂
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〔参考久献〕

臼〕W．しオンテエフ紙籍脚宏訊『産

　　業蓬衡斜㌔フ岩，囎店一76乳
〔之ユ行啄管埋唐他「巳召和3∫－4。一亭∫・年キ孝統

　　齢連関表一葱眸醗鵬一」フ階9．
〔3〕新省反蛾『齢歯一

　　経潅鶏報払，階8．

〔4〕盆覇鯵『鼠嘗、速閑の理論と応用』，
　　　a　本・き平論私　フ　ー1？177－．　．一　一

〔rヨー |故管理行他▽日召和，4・－4∫一∫・年キ毒紀

　　　産糞連関表一総倉解乱編一」，198°・

〔6ユ竹玖篭哩唐他「巳召和4。－4テー知等拷乾

　　　彦業塵関表、一言す数編い）－」一り8°・

臼〕‡出稿「Kぐ四d・・i・いE俸d3・f∈・・一

　　…｛cP・lic／・（D・…dテ・γL岬ber

　　伽dPlγv・・d，‘‘T－』eeuγγe匹t伽t・・f

　　」卿一eF・γe・tワーエt3Fヒ・レ｝e旗S区憾d

　　　Fu　t“γ（と一一力　eδハtYiしu、　tl。セ・3　to　tト〈≧　XV工工

　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　エUFkG　W・RしD　C。嘱9ESS，19曾らP脇一76・
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〔曾〕才出稿「キ秩鶉事に関博き一考察」フ日本

　キ冬『皐乞『第？1回日本キ冬馨乞大．乞発表論文

　　集．にむ　♪　　’980フ　PF’・ケ1－　∫2・．

’
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第3奪 木椅鶯學ζ．冬キ家鴫逸，産寒

の現状牙析

　第1章お｝一ザ第之」季の倉朽結果ゐ・う、未棺

鞠馨おざザ木キ弐関1産彦業1告イ主宅建言気乏窪じめ

乙3－∋逢築静r『9影響左一クウーう台岸、そヤ㌧噂害

在家極閃に痔、働民の経潅活動や欧麿の締靖

政策あ恥・喀住宅改策の影響左うけて、・3二

乙が鴫う台、にさ一熱た。．　一

　そしで・本奪で熔．　これラの分栴驚果一左考

麓しつつ慧究鶉夢と木燐蘭連産業の規状につ

・て考一寡し認識毎采踊ことに寸う。

　そのために、さず、第｝飾で憾，戦後廉開

ざれてきたイ虫宅政策左日本・経看の奏展乙対ノ記

さ¢ながう郎ヴけ、つ・，で第ユ節で＝叡と蘭

　　　　　　　　　　　　ノ蓬の深・・建棄箔動の動ロヒク・・て走バう。
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　　ての後、第3箭ぐ一冬材需辱おぎガ木燐蘭建産

　お多び盆板一（一製峰蒙うζ弔・制二1て考雰す多

　　こ乙に重う。

一／、一．わグ倒り一佳．宅啄策一亘．堆和

　笥1奪の林楠零・一毛デル斜町が5θ彫右’

な茎ラに、木械驚蓼は住一宅．達一設によつて規、定

されるが＼．裳言＼噂一一わ一グー回（◎一佳宅政策の影響～L

たさく受吋てミら。

　そ一tで、本笥．で時・わが働のく主宅政策．の才佳

病左回民経看9一動q室ぎ♂経瘡改寒乙関左さ

辻亀が5旭べゐこ乙　ヒ：す含（注．D。

　住宅政策感、建言安政策の一環Llてわ∋い

1を薗工建設の智組の宇で進や一5れてきた。

　以下、戦イ灸がうoれ喜で’になされてきた住．

宅政策の〔邑奪左、（D戦後～巳召和3・午，（

之）aa和恥昇～イ。タト代後寺ノおぎザ（3）昭
　　　　　　　　　　　　ぼ和4D午代後こ峯～王乾在の3期間ヒ．区ゲ「して、言繍
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述二する．こ乙にした．n。

（1）戦後・v昭和30午

　わ脅て面の仏宅政策一啓、終戦直後の釣千ユ6乃

戸にむよんだみ塩嵐され参条色姓的磐イ曳宅1卜足

状郵1『ト符た博り＿三一玉．か〉一縮客つた。　日召和之o

劾・うz絡ぎで’の5井間に一速の力包策が9講v

うれた締栗、杓2，43乃ノヨが建き象されたが’、イ主

宅不尾1昏なお探刻であ・ち。　そのため、住

宅蘇策左ぷ？具多魁艇ず一争こし左目白り乙して、

肥斥ロ2∫午にt唇、住宅掌縞公痺力Σ設丈これ、さ

た同弁1二略逢築・基準箔、之も午1二喀ム営住宅添

が制定さ背～、窒うに一3◎午に1昏一日本イ峯宅貧団が゜

設立された．　これうの施策憾住宅逢設に玖

脚順琢関与筒一 O左開・た樋乙（て乏
教があo力寸、30与に至マて多住宅の紀酋的千

足状兄感解漁されず、その千足ア数1客ユ70角

戸にモ直し、欠期へ楕～越されゐこ乙にな㊤。

　　　　　　　　　　　ナ（え）昭和30午～4・午武後千
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　　　こ《n期間【客、わカベ’回後看が為度臥長左遂ンげ’

　　た晴期に冷たOρ一3与わう、a召和30年には

　　也界第マー仏にすぎながつた劇民総気度は、イ之

　　午1嚇西ドイツ左抜・・て第之仏の地イ立左占φ

　　色に至つた一。　　そして、　このような豪墾ジ鳶の飛

　　露暁最乙統．些一人旦寄述塞一看師圏へ集守す

　　る＝乙になフ、住宅問題喀一、老P布整備の立産

　　れ跡蟹つ㍗喝儲飾筒題乙しての樹躯
　　監可∋に裂・た。　従2一て、この晴期におけ
　　魯　　イ圭L　宅　重竺一策r　肛窒　　冬　　つ　　の　　ち　　向　　て’1展　閑　こさ　　れ　　た．　。

　　イ）第1博、　いガガ戦前承ギ左回ぞ亥しな・・イ主

　　宅看1晴左改善寸急一ため、住宅の量臼り確保左促

　　芭す3ことで．あつ参。一　そのために、日a和30

　　年には、住宅対策乙して住宅千足の解箱乏a

　　キ豪乙誘る「住宅毘設lo箇年計画」が゜策定一され、

　　をた、同撤戴啄殺融賓9栖一一用にいて犬者r

　　やおぎびその周E地域の勤静指に縁貸佐宅や

　　介譲住宅左窪設すうこ乙左主目的とした日本

　　く主宅ハ固が言～～立さ・れた。

　　　　　　　　　　　　　　び　　　さうに、日召和3ユ午に捨、新泉期縁煮計画（
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32＿拝ゴヴ、う5一プ3午間）　〔く：ほrFし「（イゴ三一宅亭1ト煮（の孝～定

左目キ黒ちす∋「住も一建設タ箇年畜す画」が策定

さ叡一ちρ一一．　この拳うにLて、一こ．の賄期に礁、

貧固、鉱扉亀ごに牟つて域的体宅のイ探給左1昏

炉ろうとす谷故策〆新たに住宅改策の守に組

け7＼ヤ』一う拠り9．竺一！「一塾一2．童」のであ含。

　その傷輌燭一の経清臥日欲・3略の回民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ飾得倍．蟷訂南．の策良一以断、めざ窪tい亀度砥

塚ζ左遂γジて秦展した．。　　しがし。　その’ろて”

経濟砥表9一坐ずサき先Mラバー ｳ一種反の問題が’

隼一Vち・じ　 その’フカ寸イ主一宅搾へ題でを）る。　す

なわう、産業構直・一島度イもヒ乙モ奄D、人・

や彦業〆御や1ト集キ1す∂1・？わ申5都布化ザ

進展したが、それ瞬曹音伽人・短露乙芒等

義文の蟷勾ロ左モた5し、イ圭．宅難左nワそう探刻

なモのと・したのて”あ∂。　　こオ｝｛二交言タ〔とするた

め政府呼引年ヒ住宅。逢設計画箔左制定，し、　1

世茅／住宅左喫剣るため・67・月戸の建設

左目梧乙寸う一ヒ第1期住宅建設∫箇午討画」

　　　　　　　　　　　タ（41～4テ拝度）左実L施一した。　　これは、住宅
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　　盆馳塾峰や白一本体宅貧団箸の活用に茎・て秩

　細赫「1り強化嫡ろう乙ηひであソ、こ
　れによつて故肩施策佳名の建飯が’推進。され一た．

　　　その継集、日王盛な眠問イ主宅建き皮乙旭専弓て

　巳召和邪年の佳宅調宜の結果で1感、戦後初めて

　盆回ρ住宅稚戸塾が［稚竺一帯．数左上一客わり、《

　御年地‡双左除け1で、量白りに一塙住宅千足が解消

　　すゐ昆直、と．なつ在。　　『『二で、さう｛二！人、

　　1室左a桿乙して9年度ぎでにgy・乃アの建
　含9しき二　五盆＿一ぢヌ＼す一一も　　『トー乙　　モ　　に　　あ　叶つ　　せ二　て　　イ主．宅　の　　『奏　　（n　　向

　よ一左キ重点一乙守㊤一じ第え期く主宅窪二設ダ箇年計

　画（イも～9。一年度）が策定さ触イ麦宅玖策の

　　ち伺雌量的私汽力・う鰺鯛危更へ乙転換された

　　のであ∋。

　　ロ）この時期におけ3住宅畝策の第ユのち筒

　　　　　　　　　ロ　　博、経瘡の為度叡長こ手匂して進メ租た人・

　多ハ態の麦化や地域構危の変秀糺によつて、住宅

　　固題が沢第に御布・二L杷固題としての極棒左

　驚ザてきたため、宅地囎給の円ラ骨化左めざし

　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　て宅地疎策卸広魅也た＝乙で’あ・た。　す
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　　なわう・照和3㌻年に1愈・宅地輻紛の緩和ノ宅

　地の倉埋一的利困の促一進一亀くを内容こす3宅地

　総倉苅策が鳳策之さ一勢仁・　一ハ・イ‘，尺御布固

　　左キ1心じ探刻イしした宅飽・難、ヒ矯処ごでDための

　新住宅布街地開発ラ亀（38年）や千動産の鑑良

　語伽鍋3⊃濱律．（ヱ路二）－2一住宅也郵峰蒙

　　ヒ蘭3吾箔律一の制定（3r年）フ宅地違甥取引

　業の改正（3曾与）一有ご、種久の苅策が諸じう

　れた・ので亀あ1）。

　　　し∫fプ｝　し1．　日召魚：L∠卜04千一一璽1二♪＼・－2一一てモ｝礎」価一（島a禽

　　伽、・t型一に光糟化し御’つた。　そのため

　　。佃二塁ブさ，后飾釘画ラ替教本的に改正し

　　た約御布苛画漁左公守（43与）♪施竹（4存拝）

　　した。　　書ち、　こ外にあわセて、違筆物の困

　　途規劉拶鮒もす一急違築基卑塗の駅準（4㌔イ∫

　　キりおざザ市街t也におけ⊃二L地の島度利唄乙

　老飾楓能左更類す3ための都千再闘発漁の制

　　定（4ワ午）有ビが割こなわれた。　　さ5に、

　　　　　　　　　　　　　　ク　タ地収困漁の改正く仮年）　地価亀斥・濱の制
　　　　　　　　　　　　　　フ
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定（4輯う，娩欄乙騰硫め鱈且税綱
垢竃活ρ改正（4略りなごの一速のム地対策

つマ議vうれた。

　つ害，・二の期間一二お寸ゐイ主宅政策，博、「

£o午ヘカ、う楕う趣された住宅千足一1（カロ久て兇

速」る迭竹．し一一茎∠Σ旦動．態亘匁化讐に起囚す色腫う

尺有イ主宅」漁夢圧ナ1に直面して、イ主宅の量臼つ千

足の解ラ為に盆力左一注、・だ一碕期であ・た」σ裁）

と、）えさう。

（3）昭和40年代後峯一～王見在

　わが回の経和叡4。年代後キ1二至り飯い・

状ラ凡b直面寸oこ．乙になつた。　寸なわ5、

イ略のドルンヨツク，4跨8月の総鶉夢抑制

気同争徹の゜FECによ∋原三酬西キ勧太幅
引上ヒジ，いわウ⊃箱1・寒石一｝申キ〈ヨツクおよザ

それによ否一段乙厳い・統葛學抑制穿Lがそれ

で亀ある。　　二れに一占つて、イマタトに14軽清の焔

欠陰と尋，、教後・最・丸の千ラ凡1二危舞わ浴Lニ

　　　　　　　　　　　ノ乙に・亀つた。　　そして、知年代にお｛、て博、



厘ひ・

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102

　　従朱の為度経看祇長呼キ痔や望めず、経矯基

　　　　　　ア　　調k‡寧定砥辰跨線昏乙麦イ白してきている。

　　　この峯うなi軽潅環、一境との篭し、、麦化に審ワ、

　　1hが國博、産禿構準転換の促一蓬ノ公茨殺覆ヒ

　　お吋ゐ一生矯関産舷乞資本整備の動勉ご，眠

　　箪の冬窒．竃鮪象91栗峯椎1二三亘う塾ち。

　　　そ＝で、日召牙04零午に一窪、ラ古力あさ雁｝矛止ネ欠禽

　　左め一ざして経清社分基本一計画（計画期筒9力

　　年り力寸策．定さ詩～、害た、90午には新たに、字

　　定～ξ絃分一一≧めざして、日召和9年べ前期経斎

　　計画（引～応午度）が策定さす｝た。　そして、

　　これうの計画の策一一定と一・予夜し一知種久の二L地・

　　イ主・宅手i欧等～ガ｛講　じ　　う一叱ト　フ乞　。　一　　一　゜す　　有・　わ　　5　、　　47午　f灸

　　キが5イ8年にカ’寸ての建築篠株の需緯のい・

　　追つ堆一価・建築質の為騰に女4殴すOため、二L

　　毘苅策乙して1穿一四キ利用訂画ラ亀の制定・施行

　　（4r年）フ都申計再ラaの改正（同年）フ達案

　　墾秘の改正（同痔）語犯の緕薮的キ籟の

　　才梱（同午），地価埼・制度の犬幅穿広太（同

　　　　　　　　　　　　　　　　　秤う　宅地開発ム巨〕の設立（9午）急ごが実
　　　　）
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　　竹された。　　審一た、で虹宅対策と一して1・ぎ、イ主宅」

　　盆鵠勾庫の融資戸一数の拡≦乙離資顧の引上ず

　　（イ8年夜以瞬））一イ条一名建殼に件う関　践〆公衆勾

　　益内色設整備1c苅す否助砥指置の強化」（4フ年）

　　有この力包策が1論一rう車た。　　さ5に、∫1与に

　　博・最低居体杢準重蚤峯瞬も手一喝居住木準の確

　　保左a楠二した「第3期在宅毘言安噸雫栖
　　」（r卜∬午度）♂寒夏一ざ娠置丁が＼この計画1手

　　住宅違診にお、・て一量一的有面一ξ一り　モ規槙左中、く

　　ヒした住宅の賢の向よa最篁点乙して・、駈菅、

　　ヒ矯懲～があり．　　¢艮垂呼，∫も与に策定された

　　「獅期住一一宅蓬毅写鶴一計1画｝」ぐヶ6－－66r年度）

　　にそつた住1も蓬徐言す画が進ahう熱て覧、㊤。

　　本言寸画では、さきの第一3期住宅蓬毅5軸後答言す

　　画におnて定ζoう†・た．6。拝の居住冬弊目キ爵・1

　　引き継ぎ、回民の募望の島さつて隻、∋佐畷圭乳

　　砲につ・、て寒珂たに住環境、木準左設定し、　これ

　　左指針乙してその改老に努わδ二乙乙して・・

　　う、　　ぎた、本誹画の重～落・穐策乙し「〔、公択

　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　績貸住宅箸の内確郁笑給鮪家禽駐への円履
　　　　　　　　　　　　　フ
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　　整備の一堆迄ノ既存みト7．クーの有知話用おぎザ

　　イ主宅生産・俵斥谷の！a王里化有ごがギ街げら拠てD

　　◎。

　　　上一4一した住宅．啄策力寸計画的ヒ袈施され・、住

　　一宅逢き竪活殉r旧に存一やれ口舌象，図3－1
　　儒o　・－L－一一’一・一　一1

　　蓄3°

　　『一歓　1｝．

　　‘；
　　．．綻
　　＿＿イ圭．一＿一

　　　宅
　　一一婁ぢc－lo

．　　a君和33　　．　38　　　－－43　　　48 ∫3　午

一霞針一：総埋府条も計局．〔1日本の在宅．巳群。ぎ3辱イ象宅統言†

一一

鼈鼈黶D一＿一一調公61解一言塑」，P，2．＿－1．一一一

　一一 }3刊一7一総也帯郷w系危住宅数の才鋤　一

　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　一
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に冴るように・わが匡〕のイ主宅のストフク数感

毛喫」3場尺し、一日琶やイ8午星二啓、盆風のイ主宅総，

戸．数博、31。6乃戸．と．総世昂毒医左　ノ引ろ戸丸㊥

．oばがりで亀く、盆名戸直府県1こお’、・てイiL宅数

がせ第敷左」＝回さこヒと有つた。　　寸有わち、

一亨れ．を・ぐイ主宅政策の魚匁の目桟乙さ熱ズきた

住宅の量的ち面での解ラ自博、一 `・昇ぐく後手によ

うやくその一目鯛左直爪し一 ﾑ1のヨ’あ∂（注3）。

　そして，　このさ「ラな雀武左「肯黒しして、第

3期住宅群館栖で臨綾宅故寡の主軸・環

屯確像がう賢の伺上へ乙転褒し、そのち箇椎
熔第舟期イ主宅津一設計』画「こ多「マーせン雇鱗・目一に打

出さ　】ト　た一の　で‘あ急　、

　こうしたこ乙かう・一ヴ後のわが囚の住屯蘇・

策博・回民の住・宅ヒ婿守さ後内飼県欲ギ麦P

がに満一足さ也∋が乙、）う1乱に香でぎす重鵡が

おがれてく急こ乙乙おモわ船⊃。　　しがし、

住定の損に娼寸杏輻夢喀わ権であり，害たを｝

摩化tていう。　そホ時、《多豊｝ズをゴ、住．宅の字

　　　　　　　　　　　　ノ盆椎）Fろ犬椎一愈毛乙より，居く主性，耐久椎，
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　利便秀肇㍉さうじ博立吃，規槙7煮り態，デザイ

　　ン）インテソフ，エーフ夙アリア亀ご様々な面

　　にお、、て冴う1ト9、

　　イ疋つ一（，　これ力、5の住宅正久策乙してヒキ、回

　民の住宅・鉾の．向募に対船事璽五渦殿也

　　つよう一、一住宅o胴⊥量互確俳」カ・う「喚の向上」

　　に重｛砦・左おn在施策左キ佳薩で含こ乙力も望毒ぐ

　　踊礁その一眼皮左どの程劇二免キ鋤蝕・ゲ

　断募ぐあ含とおモわ塾3。　 そして、　それ乙

　　とモに住勉爆一9陸礎内矧とモ、・うべき宅

　㌻杷の字定一く笑系盆乙地ゆ≦｝．為騰甲ろ曳のための興L価

　キ卯劉策左たたず検鱗誘さこ乙が千可処な毎イチ

　で鳳ある乙、）λよう。

Z、　住宅建設。の勤口

司箭て博、教後・巧最臨でのイ気宅政策お

ぎザその背景なガ【。ついて論庄した。　そこ

　　　　　　　　　　　ノで、本断で1客、現実の住宅違設の動伺ヒつ吃、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　10？

て考寡す3二乙一に亨る．

　前直した．ように一．、，一教ぞ象のく麦宅正欠策1《．畜｛⊃て

臨く主一宅戸歓②一絶苅句不ξの解ラ帥ぬ委馨・・

つ緊知の課題であ・た。　そのために種復の

住宅鉄策が謡じうれ、その結黒、依宅違鍛熔

璃尺してさ垂，一．図3二£墜、鴫和28－∫∫年

におけ急一わが囚の走築老工面積の椎千参左住名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
づ←一イ主　宅一月電玉　lrこ　図示　　し　フ…吃　も　　の　て‘脅　3ト　）　o竜　　　こ　1へ　1・：　よ

る乙・統違築着工面篠1昏48午害で若苛の変動

略あも一tの一の蟷六イ頃f司ヒ．あ・た．　　しがし、

4ヨ汗1く陰、、る乙、前辱に比べて豹3劉毛嶽ケ

した。　二車ゆ、第1衆石油ンヨヲクの影響

左匁きく受け、逢築活動ザ千・活発に存・たた

～6乙おモわれさ。　翌．年の5わ年1；1徳、さう1（

減ケした台マ、以1警、∫存年書で昏徐復ヒ（ヨ復し

ていつ一在．　　しセ｝ し・　55一年｛ヨー至3乙再び前午

地9ヨヅ．の減少左升にた、　この原囚dて

1を、所得が伸ガ悩んだこ乙，民圏イ主宅ρ一ン

の盆到が引き上げ’5れた：乙ノ委也価や違桑費

　　　　　　　　　　　ゴが共昇し在4こ乙答があセボうれ⊃．　つぎヒ、
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　　違策壱工面稲牟佳宅、づト佳宅男・ユヒ升さと、4テ

　　年頃客で．両老の一間に至勢喀ビ’匁きな閣鑑轄存

　　扮つたのに垢べ一，一髄午丞降、佳宅峨瓜向積博

　　絶婚数に一お・、て判←住宅逢案面積左嫁啓力・に〉灸

　　鴛一tて．お，疹自されさ。　巻ち．49年の苅前

　　㌣し一鰍匙一・一≦麹一り一亘礁伽それそ承2効フ

　　3丁％，氏少して一おフ、非住宅毘桑老エ砲積のた

　　が‘后ヲ申．シヨーツフの影響左きり強烈ヒ塗寸たこ

　　乙わ寸わ台、ゐ
　　　　　　　ρ
　　　峯ち，表一3↑い書、e召和39辱以降の新設住

　　一宅ア叡の騰一稗左貫盆型にみた先ので亀あ各ボ、

　　こ熱拳曜148拝のピーク1二峰，す一3客で’新き象住宅

　　戸数喀看裳に璃犬してきたこ乙ηて冴乙れO。

　　　しがし、石ヲ由シヨツク後のイ曾年ヒ感　131乃

　　戸にラ舅矢ラ叡した，　　そのイ灸．，　5℃与1こに136ろノラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノー
　　∫1年　’ダ2乃戸と回｛須に向うがに冴えたが『，夕2

　　拝がう∫み零害で＼　喀1ぎキ養lrギ㌦、状態左畢売け、∫∫

　　拝に至ワ，前与垢’5隔％書蕩ダ∫叡した。　　tがし

　　なが5、　その中ヒあつて公的費盆仏宅の占め
　　　　　　　　　　　　　　メ　　る比恥客、眉拍d委2yヅ・姻午・引感幻ヅ・であ
　　　　　　　　　　　　　フ
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表3－1 葦盆ス5老タ新霧女イ峯宅ア数の塩斥わ

（単依1千ア）
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資珠 違設名「建桑統，計年孝皮」
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　　マた毛一ρが゜、碧、知年の両年に藪紹・ヅ・，∫3午

　　3ヲ％，応年1二1建チ3一確と綿　～しておフ、財隊」欧

　　馳質箸の公的軍盆ヒ盃一みイタ宅逐齢、つ憲ソ、

　　窃（廟のイ主宅正父策カベるイ峯宅伏緯」二果たしてい唐役

　　薯塾い客きわめて《き、、ものがあり乙t、たよう、

　　　秘募イ『嬉、イ主宅蓬．参隻の動ξ司左逢簗．為工・自積

　　およ1ド着奔新3隻住宅戸毒久乙覧）う裂甥面の才佳物

　　にぶり概観したが、・笈ヒそれうの藁盆的な貨

　　景絢冨主宅蓬勲輝の動向ヒつ、・て蝸う6’

　　｛判飢一一一一図3一ニー3一墜、案賓体宅蓬廉殺賓の

　　堆物左袈質団民親集彦のそれと苅垢さすため

　　日召弄ロ30～－5『存タFに一つ・、て図言・したt（n！ぐ辱あ診。

　　　こρ図り，一く主宅建築才傾の対図民総集産

　　比幸感、3・答の3，7乖がう4跨の．718協ぎて閃

　　落手の褒動喀件亀・1つつt蟷六・してきた台㌔

　　石油シaヲフ左契機、乙して叡ケ．．寸⊃傾同にあ

　　急　　 ：二』　ヒ，　　カ’｛’　わ　　つ、　　る　　ρ　　　　　　　　し　　・り、　　し　　、　　　イ主　　宅　キ気　　「資　　の　　壽i色　女寸

　　額その毛の博、4守午の藷込3ナ｝窪孝）つたモのの

　　30拝以瞬＼蟷尺亨⊃f頃角にあ∂。　イ主宅殺資
　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　感、銀后仏宅坂資乙民間イ主宅厭資乙1（一《別さ
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　　れ9（注4）が、両住宅寂窺乙も若干の変動1手あ

　　3先のの璃丸傾口にあリ、乙くに民間佳宅秩
　　資の伸ゲ㎏一鞭“‡．い）。

　　　ヒ＝3で，住宅建設感縮し末、景気動国に苅
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　寸苔私応度台寸比較臼り’1・さPモのであう乙ざれ

　　てさ一た・一．．一一墓一実L生室，起み健一一逗一弁害ぞ礁昂気

　　繍にt台・が棚で一窟㌧墳しち物喋楓

　　左たごつ一て一きておソ，象気後丞期じ雌界気の

　　下気丸的有役劉左駅たしてきち。　　し扮し、

　　巌進で臥一予塾事ざ＼ζ一様室昌が一変して佳宅建

　　鹸t黒一気須動の影一響一乞受け⊃番うにな・てき

　　てし、各。　＝のtZ－一呼・前孝の産蒙毘閏肯暫

　　で1正ぺたように．住宅新違案老仰「ゆ最範にな

　　るじつれ・．生彦、箔勧の起動ナ］乙ちいうべき最

　　終薦毎に牟つて話発されう皮倉ゲ高香・てき
　　二て　、、　竃）　と”　・、一一う　審㍉（寒し一1『　よ　τ一一二⊆＿も　哀プセナ　さ　れ　よ・　う　。

　　　住宅逢設が黒気梨動の影響左受けて景気変

　　動・乙同じぎう有褒動左すも乙、、ラぱヲーン博、

　　日召和46辱の千芳も期にt3ナうれたが’、そ十しが最

　　　　　　　　　　　　　ナ　　t立齢的にわうわれたの礁、イ8年琴犬一が54り年ヒ
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　　．カ’けての戦後最《ζ・われた千ヲ応崎であ∂。

　　．違設一箱喀、この紹年におけDイ主宅達設．の急

　　三臥の募一囚左民間イ主宅樫資ξ用いて震寸量的秀洩

　　に　　よ　　　つ　　一て　　司へ　　う　　　幻、　　｛二・　し　　た　　（3主5・ニフ　。　　　　　　　そ　　の　　奉r…　　巽し　　、　　イ主

　　宅建設激鼠の主たD募囚乙して、住宅ローン
　　重縮’！｝一，．宋篁一P午て号＿9－』ゲ壷塗け一．お番ザ石麹ンヨ

　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ツフし審る兇速・なキ～L質苑蒼なの激、退．，将来くの

　　千字力でわげうれて監｝る。

　　．このように住宅建言気が暑気変動の劉響左受

　　郵争ぎ一うに一な7あ．肯一景苓主二～一ζ｝，以下の3つ

　　があγブうれ・ぷう、

　　①住宅建設ぎ在博賄八老の住宅ローンへ引依

　　有＿皮が島書つてきたこと、

　　④B召和48昇にすべての都直后県にお、・てイ虫宅

　　戸孝久力寸牲第勢く左上回・‘た；乙によソ、　これま

　　での住宅ア叡の維村的な千浸．．・に況が塀消tた

　　o～：、

　　③法人蛋業、にざo分譲仏宅建．設のウエイトが’

　　島香・ち二乙、箸。
　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　乙くヒー第1のイ主宅取，得藁盆ヒお1・†）盆縞
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　　依呑履の商奮り竜、住宅建設．が景気麦委力の影

　　響左受寸や寸くなつち最丸の學囚と寿え5れ

　　挑　姉臥底間一銘名機閑が賑蛋な住宅需
　　毎じ婚、、積極的にイ麦宅rユーン左紘丸してき

　　たt乙や，奮也価島騰箸によソイ主宅取て寄能．力が

　　砥下丸マつ乃り鑑．三塔に｝．創．

　　　表3一スの最ち欄｛二鳳．住宅・一ンの苅民

　　一間イ奔宅縁資地孝の塩和左、臼召和4。一野冬の期

　　圏につnて掲げちが、　これ茎り、その｝し牽は

　　年！3蟷．丸一しコフニ豆一て劃つ！一一一．歪o弁一一しは45rんで

　　あつた主一のが、語拝！三啓実一に‘7，9イ』に毛直し

　　ていも　二乙がわが：）。

　　　そ二で‘，2処一に住一宅ローン・動口につPて述

　　べも＝乙ヒー寸る。

　　　イ主宅」盆融ヒついて陰、弁く、”’う住宅」金誌玖

　　痺埼のム的撤蘭ヒよ⊃帥資が1一竹喀われてきた

　　が、40年代に八・てが5民間盆島名機閑によう

　　イ虹宅ローンが本梅化した．　　その結果．、図3

　　一系に毎るぎう1二、公的住宅ロー一ン乙民間住

　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　之ローン乙左あわ仁た住宅ローン新規貸滋額
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（喫篠）｛4、拝快を曽長1て、）る。　3与みに、

日召和イ。与がう蛭弁一！3がけて一の拝手喝豪後祇辰

卑く左計算寸㊨乙一，一それ時305％と驚異的な伸

び左斥して、）9。　　害ち、ム臼り住宅ゆ一ンお

参ザ民間仏宅・1ンの年平均叙長奪熔それぞ‘

煙9・⊥鳴3タ，一いムざLあソ．＿好に民間住宅・

一ンの伸ザが顕老であ3．

　この民間住宅ロー一．ン感、その丸静分左全風

銀竹フ粗互銀行ぢょびイ畜用貧庫等力て短期の預

金箸一左原負として一辰期一毯匂サさ．れた毛のであ

り。　昼間の金一縞機関によう伺人」司け仏宅盆

離誓は鴫和3ワ零唄仁実砲ざ塾ちの力寸最初で’あ各

乙いわれておフ、系れそ盆帥搬閃側噂・うηた

場匂質盆昆用の矯蓼乙してよソt狽隻獲得
秀段乙しての色彩が亀濃く、　その客負もわす”〃、ケ

ものであラた．。　　しカ、し、タ6．午以眸、住一宅盆

融左行なラ金舘柊k関1穿既・φトo盆舘機閃の1容こ

んこし族ザ、寺在佐宅盆諭負左専門に瓜ライ麦宅

盆融盆舷が言灸丈・きれ・たここ志加わ1♪、利用着

　　　　　　　　　　　　ノが蟷加した。　その葬集、47与fd4前午の倍
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　　以上の伸ザ左赤し，殆年‘召昏実窺にして3兆

　　3も・。俊円乙イq弁の夕％亀日ヒ塔べて飛躍的ヒ

　　蟷《した（表3一ユ参熊）。

　　　夙固住宅・一ン碓盆知啄一策の粉タトで憐な・

　　がう、璽縞逼．1亘晴しは急激に双ケし、反対に

　　盆誌蓼蒙馳一期韮壁そ覧一圭≦墜ヘー寸一3乙、、う不宇定

　　な樵櫓左有して、）さ，　往一つて、景気力寸瞳鶴、

　　補3こ一乙によ一・一て盆論畠引締．め隊策．が乙うれり

　　と・住宅・一ンは裂淑し、そ叡にイキ・てイ主宅

　　建．殺ヒ‡蓄．う一塔褐。一一乏に、金離・が’緩和され診

　　と、住室ローン〔ロ増丸し、建諒毛囚復一誘⊃。

　　　二のイ噸ξ司噂、最丞Lにな魯につれて顕名に・2ナ

　　うれる一（図3二5参巨の。

　　　欠じ、住宅ローンのもう’っの構叙琴素で

　　あ9公的仏宅ロー／につ1つて述一べO。

　　　わが㊨にお、∵てイ主宅盆縞が7感ドめて行なわ

　　琳たの博、日召和25隔与に創設された住宅盆融公

　　庫による住宅建隷藁盆爾藁であワた。

　　　その後、3も昇に年盆福祉を煮団や履用促進一
　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　弩冬倒がゑ建～譲ざ躯たが・その主た）業務モ縮
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冬住宅の幽籟金や欝擁置rての房譲佳
宅答の違諏資睾に苅す．コ融窃であつた。

寺伝3・年に言鉾され窪a本仏宅・2個礁麟

貸住宅乙曾譲仏宅の建最左行な・て惣・ね

礁分譲仕宅1どづn一崇ｷ期向・つ衡拘劉賦
麿ラ斉一ろ．一罫」孝言琶めてGさため，　これtム的イ虫宅

盆島箔で「ある。

．一上直し在住宅金麟参峰，年金福ネ崎奪団，

雇困促直亭煮一因フ日本住宅媒．団1二地ち公択風

体箸年？Pみ牽牟体一f公一自り住室～只一ンの秩給主

体ち一し一・一一て、イ主宅効策才佳進レの原動力こなつてき

ち。　　これう《n岩機閑喀財政ヰ気馳資言寸画の玄寸

象機閏乙なつてqり。一一す存わう、　これうの

危逃幾関は財政坂離、資訂画にき寸虹されてい∋産

煮縁貢騎剛乞計フ資一盆醒困却資一金ノ簡保環生．

おぎ一ザ手久府保証僚・啄府保籠佑卜金答の危・膚・

資力、う資盆秩給左受ウ、それに自己資金箸左

加λて、そ恥ぞれの関連キ業、左行な・て・㊤

ので’あ⊃。

　　　　　　　　　　　　ノ　さrこ、　図3－6礁、財政キ気融萸イ東庖別禽類
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　権磁噂扇鰍左図熟したもので踊。　こ

　　の図の・最趣1一喧導，生伽蓑・羅備，厚

　曳福祉，文教存どΦ・わ中一杏生・醜盤御プが

　　「割弱ノヤ’ト企烹L農林源寒が1答1ざ之割ノ直

　蹉㍉埋輸遁L佑フ地域開奏答①nlP申り産煮基

　盤伺づ．ゲ名劉弱ノー一茎幹彦業．ζ一黎易・経瘡協力

　が廟弱乙なつ一て一・。。一乙一くに、血弁の財

　啄キ灸融員博イ主宅1二匁きくキ辰ワ筒サうれており、

　イ塊恥貝敏ヰ矯麟講下』厚4弦砧婦
　　じ多2τ11一急為が参目．さ．れo。　この墓うに

　界キ隊坂離霞仏一宅質が彪たした．二てヒぎり、仁、

　的住宅ローン喀一堪尺tておフ，そ二には爾う

　　わ、に正の棉閃閑偽一一ヅ見出さ磯～「色一（図3－7参

　照）．　賊疎霧融資の住宅口け・騰尺したこ

　　乙によワて、公明住宅ロ、一ン（実省）熔、日召

　和4晦の623倹円一がう弊午のノ兆43。6儀円手

　で年手均敬在孚・㌻、1％tの島孝で彪丸してぎ

　　たのである．

　　こ（n財政キ安離賃4一総麟¢欠女畠と，巽なワ、

　　　　　　　　　　　　　ロ　　その女く1象憾あさ斥呈庫一眼5叡たキの乙与急が、
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その眼度内ではさわめバ弾力的有醒碍・パ可角乏

ぐあ臥黒一気褒動一1免楓重坤rに苅処しうDと、・

う特後気左有隻て一｝急。

　禰しつて、　民間イ主宅盆謡が盆縞直差L期ヒ落5

込んだ乙亀住宅盆馳塘なガへの麟政牧融
賀ヒ茎．3一簗㌍帥重…E乱二て一貧的体宅盆綱左電

㌍さ竺・一イと宅建二言気一岱一竃影響．左願ぼさ存nよラ

にす急こ乙台泣でき⊃ノー一劇豪、9召和4r与の千

天時じ1飢民間住宅．ロー一ン啓．酋前与地18・ム郭

毛激配一した一一帆一一公的住宅ローン庖もに43βプ。

塔加駄生体Lしての一イ主宅ローン．の幕ぢ込み

左　7．3郭の救少に堺えてn∂。

　こρ岳う似最邑魂助り住宅ローン感民間

住宅マーン左禰兜しワつ住宅盆馳の吻定佑お覧

参vぐ円揖化」左図・てnD走の乙才敦察され魯。

　以メ1ワ冴てきたぎうに．イ主定．建識喀＝れま

で電1二なく景気、変．重ηの景う饗乏L一髪レナヤクすく有一つて

いゐた一め、住宅達設の動向～呈馳きわめゐに熔．

　　　　　　　　　　　　ノそ車左取リ蓼く後率「環境」の動筒五的確に柔巳握二
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　　寸3。乙が・≠箏であ急。　第1奪の轡キ需多

　　仁デノし1を、二のよ一ラ有一雀見嵩がう構一短さ雪～た毛

　　のイあマた。　一これ審での王見状勿暫がう、本

　　キキ鶉毒モデノしな現更左力’なり抽象イも乙た宅

　　のであゐヒ～をnえ，愛数問の直鎖論風係左明

　　禿．ρりセ乙うみ得塵⊥七．o－4寿璽1断され各．

き、一一一わがaお牽膏轍一藝㎜三『木一キ才関連彦ゑ

　　　の動伺

　わ台て劇の冬材鶏蓼轄、逢筆賀核向け乞守・心

ヒして堪丸してきた。　逢筆田霞越乙して依

紛されゐ冬キ才噂、製．棺品訂牟ザ合板であ魯。

　烈て、＝の両老・卑彦じ伏ざ塾さ側知寸

木キ究縦鵜馨に占めか劉倉昨、林・勇行「木嫉需

紛表」ヒぶO乙、巳8和5∫午でセ‡、製キ宍困タ2、0

％　合板困広8垢乙な・ておフ、両老で住体
　フ
　　　　　　　　　　　　ノの2／3弓有左占、め91二至．ラーてい：｝。　　　こ孝し
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　　うの製秩品訂ぎゼノa板に対す色需票の夕強たに

　　女えうれ∫＜．一製稼焦，一含板製芭朱有ご木嫉閑

　　逸繍1峰辰してさ一一た＿一一一一

　　　そ二で、本箭で1才，冬秩稀零の動伺乙製粧

　　業、，倉板製乏業庖中・く乙ドた翠椅蘭塵ゑ烹の

　　摩拠的鋒稗郵主鳩衆堺些ク9ご（考冬す告こ乙

　　に，した一り。

3．」　一…一わが肉の氷一椅禽一蓼一菟冬一キキ関｝塵．産．業、

　3．1．1　氷嫉濡多構造．σ）変、化

　わが回の木獄輔劾客、戦後の復興趨程乙そ

恵に斥彪く一函度経漁爪辰期にお1する住・宅の絶蛸

的不足一択ラ兄ぎ省昂として昇反蟷《し、昭和千8

年に熔1債』一マo。石記（丸だべ一ス）に蓬した。

　しがし、司節で託べたよラに、第1渡石油

ンヨヴク左契・機しすO千孔箋にざリ、仏宅逢
　　　　　　　　　　　　ナ．諏左噂℃’め乙言o違築活動が＼チ『拝フ勤年こ
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　　選続して穐奏創喚量輪・械め、替禰
　　夢量熔免午1停は？800石η～と碧与オ文琴に客ぞ一

　　気に緻少した。＿嚇気器気の同復・㌻伴勧・，

　　　　　　　　　ぬ　　木燐鴬華量噂蟷三へ左繰ワ垂しながう詑徐復に

　　風ぞ乳てり奪顔㈲にあ急（注6）。

　　　二の一壷ラ匹一、48弁手で戦後一貧して璃犬血貧

　　《司左ちごつてきた叡キを鞠蓼量倭、　石ヲ由シヨッ

　　7の影響答にぎワ．上、一マたん落穴きく雍トぢ込冴

　　左冴ゼ：ちモのの再び‘娼加3壱傾f司に，あ9。

　　　一し　ρ〕　し　　」　　≡L　6｝　固．　1ニー畜一一ヒ㌻　さ　　木　キづ【　の　　輻　零　構三董L，　セ黍

　　六　きく　変イ乙した。

　　　箆1の変イ乙噂、斬炭赫1二姓す9鴨事が写取嶽

　　した乙一ちである帆一表3マ3略、木秩稚鵜蓼

　　量の椎勅を用キキ2薪炭キ才月電〕に舞たものでGあゐ

　　カベ覧、　乙れよソ困管彌毒量台べ’蟷《してt、⊃のに

　　比べ、薪戻嫉鴨夢量がn曾1こラ臥ケして、、葛が

　　がヤがo。　薪炭越がう虫産さオ～3木・農や薪

　　1・‡、芳年頃書でゆ回民生落に乙つて・≠需品で

　　あつた。　　し扮し，農山村のエ墨疎化によりi翫
　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　肥核輿産が減ケす否一ちで、工矛1しキ㌧隼弁
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表3－3 冬キ嬬勢嗣赫嬬軽の塩物

（単イ勾千の

木　キ才 1

泰繍騒 困 1　　1 箱炭材

総歓
響’縁　i lfル7°痢 倉板唄 その他爾 i

『《ご‘・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

巳召和30 6r2。も 4∫278 302曾∫ 8285 229

。＿↓＿一。＿’　　！　　　　4存。1

　一’，「　　　曙　　　ヒ、

I9アユ8

31 682．9 48915 3λ27 88目
　　　　1Qマ7も 46テマ 196り仔

3ユ 7i　3。卒 ㌻図4 ヲ2i7b∫ lo？17 £も8α ダロ2． ユoo　o

33 65－o＆5 48011 322？8 8ユぢ3 2y8” イ876 17。7午

3 6ワり12． yl屠 3371ユ 9181 3δフ・ 到3 1存788 i

3∫ 7i　467 ％鉾7 3778 1・18『 3178・9371 囹ユo

3も 74停2 619も∫ イ◇891 月83午 336∫ 労75 1苓77

3 7引48 63gyも 4196 12，8．5 4，？◎1 ゆ7り ’月？ユ i

38 ケ7佑7 677も1 4鱈婚 1存615 43∫2｛ 4370 9今○も

3 789？8 708λ8 4も7yi 1∫一〇∫3 408 8．81 8｝7◎

40 7ら79δ 7σぎ30 47δ8イ・ 1存33∫ ケ1曾33ヲ2千 6ユも8

引 8ユ470 7ム曾7も ∫「0373 1も375 62 ・　3871 狂？井 i

4ユ 90775 89947 雰3？8 η37∫ 警76 36曾8 4828

43 9ワ783 ？180も タ87別 2ρz25層 8？1ユ！3も曾8 3？7

4 り838∫ g覧70 ぎ9∫3舟 ユ2122 1・ケ971331 2．割5’ 1

イ9 Io∫oユ 1。2もη 620．？ 2存88i ’36蛾　2724 23尋8 1

イ6 1．3731 1δ140∫ 男8。1 2∫71∫　1336ユ 2∫ユ 2326

4 lo8弱8 1。ら贈 63613 262．ユ1143・ 2380 2。9与

イ8 μ？13 ’η∫81 67470 3δ稠171rl 2勇5 ’野8
イ曾 〃穿576 1’3（浮o 6。73千 34？57； ’4481 、2868 ノ∫36

「◎ 9や’ ％36？ 獅引 27ユマ8 〃’7311　　2∬ ／132
i

rl 1．369∫ lD26。マ ∫7374 2ヲ63 1ユ？3？ 263 1．86

∫之 lo290子 ’。18暫 「6ゲも千 2ヲ8引 ノ27川2732 1。ダo 1

夕3 lo卒3。？ lD34’ ぎ7∫60 ユ95噛9　｝　13∫85’1　267｛y 89ユ

9 ’1。7ユ3 loり7ど6 6，314 3二2・13　　｛　　ノ39’5－1　　3∠｝2－O 737

∬ 〃0164 lo　896 ∫6713 3∬68 1ユ8401　3『43 ／ユoo

喚糾
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朴野行「木木楠磁」

1）辮凱嫉の鶴量乙獄厳・御いσ’げ勧無塀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　の品目左赫材積1燥恥嬬縫乙左儲†唄・で拡

ヱ）勧姻照林，電携くP燃，賜妹趣紺姻箸で緯



メ・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130

　　によつて木炭．や薪は、博じめ感嶺炭．や石ラ由に

　　茎　う　て　、　さ　う　1な　倭一多や．布　力’1ス　）　プ　ロ　1・ぐ　ン　ガ幽ス　7

　　電気の使．閑が毛・聖一寸一3こζニーに寺うてタ（かうk：

　　代借され、燃果十布場がう箱ダ退L1余儀亀くされ

　　ちのであ9。　　そのそ毛果．、日a和30与の斬炎キキ

　　齋馨量矯ゴ9ヲー鍾一㎡と木粧維輪毒量の30、6％左

　　とめ一て一、、たのイハ飼、　5軸｛ジ」午｛ニー｝雲、！2．0アう㎡とわず璽力、

　　／・’％左占～6つに．一す一ぎな・1モの乙存・て・帰。

　　　第£の鮎ひ寺、戦前がう重撃な木稿需蓼締

　　門で欄あ・≧キ寒木一7杭冬，．電吉手，く・つAた，足

　　場気だ箸の駆繍蜘寸、マンーフり一ト，鉄楕

　　答の代毯賠の進出によつて淑ケした＝乙であ

　　る。　斥れう倭㌧3「昇の．ダ39石㎡がう∬年の

　　　　　　　　　ヨ　　3幹乃記へと淑少し、現在で噂総需馨量の3ス

　　『ん左占め3に赴ぎ巧｝覧う。

　　　第3の一蛮化喀、南・プ用一越畜博ザな糠醐キ

　　の喝《でおo。　　寸有わう、　木キ穴の最人鶉卑

　　聯門であき製材甫獄が弓木キ究親鶉琴量に占胎急

　　比牽憾、3・年の46、㌻ヅ・ゲう鷺拝の515協八と

　　　　　　　　　　　　　　ず　　過キ左越λ3に…L・た〆、その一ちで、ベル



㍉・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131

　　フ゜用キ才の構欲》し卑葛客、　向其目藍翁1二お、・・て　12，7ブ。

　　力巧32・6ヅ・へ、一害一右∴一貧一糎用材主β、9・1・脅’う

　　1’、7rんへ乙蕩父塙して亀、う二乙で℃冬魯．

　　　ぱ｝レプ用核が‘電《したのは、紙八σルプ原緋

　　として千ツプ利唄の比率・丁為ぎつた＝乙しよ

　　O。一一．征条畦，．ぺ．些＿で毛を亀で’原木左た裂チツ

　　1燗二が噂千ププ化して利用して・、た．　しが

　　し，追坪じなり，林地のヂ文桑キ穴や薪炭椅のふ

　　う有‘1・そ象キ＼あゐ、1略工場鯵くキ宍与ご麦千ツフσ工

　　場で’イー一ツ7°亀した圭ρ・ぬ’fルーフ゜工場に樽＼

　　さ塾ゐようになワた，．　カロλマ、4久年頃力、う

　　そツフ゜輪入が1本橋化し、輸X先の勿角化やす

　　ツプ零甲船のまだ擁箸ll9よi）タト薗がう大量に木

　　キキ」千ツフσガぐ輸♪＼さ熱Dよう1二1きつた．。　 その

　　ため，チップが紙・ぐ，しブ原緋乙して利困され

　　01隻盆がきわぬ一て高くなη一た一が一うであ∋（注「τ）。

　　　きた、　・台キ反爾椅ヵ寸電犬、したの啓、　倉非反のi裟

　　造，煉稗愈が島彦イぐtたこ乙によリノ台キ裂鶉琴〆塔

　　匁し仁＝乙、お博が’建筆工満の愛化乙あ（ぎ

　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　つてタト笈、7床張つノ　っンフリート『塁・樗箸の辛后「
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　　しい利鰍分野・べ電開けた9乙1。茎るモの乙寿え

　　5れゐ。

　　　3．1．2　木析く笑紛構造．の亥化」

　わ一ゼ印f｝一丞榔i覧．総構蓮窪、一タト椅輸入の激蟷

乙風産株イ宍総の減ケとによl／夫き《麦化した。

　外株一の輸八熔在斥感一大正噴賀脅’う行なわれ

てきちが、その輪入量尊ごくケ量であり、循

定Lのt一のに劉珠う一堅⊥て一と室．．一一一寺ち，学＼後キ昭

和芳年喚害での木椅一毒雌とんごが回産椅によ

ηて秩給さ・れておワ，回産株で熔ぎ力・有え有

覧、　タトキ宍　fデ『輪～＼　さ　　す＼　て　　、⊃　谷一一1二　　寸　　き一　ち｝　カ、　つ　　た　。

そのため、外椅と回彦椅乙の競倉関係14あ手

ll冴うオ～ながつた．　　しこ3が，昭牙σ35’奢が

う3も拝にがけて回マ『の冬獄仰棒力’ζあ騰したた

め、諏后感3唐に外積の積極的輸＼促進箸一

逸の木株価橋～タ定苅策左議じ、緊抱輸＼乏実

施し、木材質易｛寺自㊧イもざれて、、つた．　以

　　　　　　　　　　　　ぞ瞬、外松輸八量感年復電人し、〃ト燐イ衣谷孝（
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　　困椅）礁、3D午レ痔ダ、y％であつたものが、

　　3も昇に1窪’75ψへと璃へした一．。　そのイ裂毛わ

　　が回のi後瘡奏展…ニキソ丞塗3色木冬才舜琴の蟷

　　匁に婚し、回産燐生産は｛れに苅／赴可ゐ＝乙

　　ができながつたため、イ∠卜拝ピー啓、つnに…Fh’、o

　　垢ζ過キ勢重趣柏…三至2．逸。　タト椅依昏季

　　捨さうに彪匁し、48与に陰6千一％乙6劇左越

　　えこB一寄！『は一7劉弱一二蓬し亨葛に至つて、、3（

　　図β一一一一8一参藍）ニー…ミ「お蕾r5凶一正外一麿輪Nが顕名

　　し蟷起一一！で…．手里一申ζ一玉一て、一％一下一のき着蕊があヒデう

　　れ”（覧、魯（注8）。

　　　①戦後＿木椅関彩」噂無徹し有・・しは免弔しのち

　　　ぐ司左ちどラ荏が～岬午に果質的｛二｛4冬材関

　　　弔し喀なくなつた乙考匁うわ・き乙乙。

　　　④戦後におけ∋タト械輸入の強力有噂壁であ

　　　δ在一為萱鞄里が急速に郁倒、輸ペタ鵬

　　　のフ（兇左とめ葛抵だにつnてヒ‡、35一午に盆

　　　て焔女乞されたこ乙．

　　　③冬一嶽鶉募の娼1程ヒ鱈し・囚産獄生産は傷

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　端しちため、その魏韓ギヤヲプ左埋め⊃1ψ
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　　　蓼桟つ・う外キキが《量に博免入さ塾たこ乙。

　　　④タト秩喀回産秩に比べて匂駈りであり、し

　　　灼・モ六量取引きに直して・・る二乙．

　　　⑤タト粧1穿概，ね㊨産秩ヒ比・して相蛸勾に価キ庵

　　　が覧低〈立で’ありこと，。

　　　⑤外秩噂大径長フ〈有規栃萩乙tて、建築構

　　　造上」、　そのラ自嶺が定＿趨イヒ」してきた二と。

　　　⑦外核輸〉＼の慢、、雪乙して商紅撹、木萩蓉

　　　肉船の献航箸外獄一液・蓮面で貢亀欠したこと、箸。

　　　毒た、　図3一ヨは、　鴫稽・伏斥乞にξ）監けるタト・椅

　　依喬幸の堆物亀製材眺盆板甲，南しフ禰

　　およザその他鴫にっPて冴た先oであ魯ゲ。

　　この図よワ、、、ずもモ落舌の変勧左伴亀いつ

　　・フモ匁昇してき1、・吾こ乙がわが∋．　ζく

　　に、　なキ夜鴫キ究のタトキ宍依喬・一享L整一一，　3b午の80，7・／ρ

　　カ・う雪午の96、。ヅ・へ乙蟷伽しておソ、な権唄

　　椅熔いがにタト椅に依春してい偽がが升とれさ。

　　　ぎた・製椅用，lfl・プ用，その他困の甫秩
　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　の外粧依昏牽モ遷拝、島害・てきておリ、巧
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　　誓視在で底3看ζ毛6r％一前後の比孝鞠・

　　ている。一　＝のよ⊃－」『二」外秩tな伏紛締門別ヒ

　　乙5たてt稼電し．てき．て．n∋のであ箒．

　3．L3　わ台κ回の一木粧関連鼠業の動（司

　前也したように、わ看マ㊨の氷祈鶉馨噂、級

　　　　マ瘡・奄度敬表ヒ乙tな6彪匁してきた。　木

嫉膝、一第久葦で鴫うカ’にさトた髪うに、豪粧

6苦各最終ラ色墾ざ躯て働民集塗1。直彦寄≦トす

⊃乙、りう喝唇啄少争．、、台’う、冬寿皆露季の喀乙

んピ燐、却越蘭直彦！業、の裂品に雑す⊃需蓼て随

あうし、、つ二～よD。　．．そ走一ワて、木キ久に矧すδ

囎蓼冨璃尺す急につれて、冬秩蘭産彦蒙も生

産規複左．瓢匁し、廃褒し一てきたのて‘’あ∂。

　二しでの且的陰，＝の墓うち木賛関1皇彦蒙

の動て司左明うカ’に博⊃二乙ヒあ⊃が゜、その旬

に氷秩閑逸．産索に唯、、）・たPこの茎う毎蒙

種がかもカ、1しノフしつて3†各して1二博O．

　　　　　　　　　　　　ノ　表3一弁喀、　置商産窯旭「エー蒙孕乞計表」カ、
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睡

A、メト嫉・年製島製危煮

　　　　D製キ突完・①1籍隻製キ宍烹

　冬製ぎ。　②単栂象亀焦

　製産．欝、　③尾根板襲鞍

　　　　　④緯未・同襲品裂ご鱗

　　　　　⑤木毛裂危烹
　　　　　④た3・おけ椅蓼毒重烹

　　　　　⑦床坂雛業
　　　　　⑧キ詐キ年ツプ裂曙

　　　　　①イ匹犠喚i楠、、矯殊

　　　　　　　　　　裂キ嫌

ユ）茂作鞍・唱　（P造メ乍獄製鞍

　倉オ友・　＠なキ反製鞍

　遂筆駅負立③逢筆爾ギ襲i瞬

　キ掛縫寒　　　耕婦峯芭業
　　　　　④i、しテイク’・ギンド

　　　　　　　　　　製載

3）木鵜器①悔しう倒曙
　製蘇　　　　儲製践
　　　　　②新箱梨彪烹
　　　　　②キ．箱菱ミ芭京

　　　　　④牙・Q雛煮
　　　　　⑤ラ午局雑．麓

　　　　　⑤おけ襲迄烹
4）木駿燐き先の

∫）その他の綴島Φ君宍黛品築埋業

　雑業　　④くっ型箸襲置烹

　　　　　⑤曲輪・由吻襲蘇

　　　　　④イ也に・分類さ琳ら量）

　　　　　　　冬雛雛烹

B、 家乳・装備品蒙亀烹

　　D家具製造烹①家菓簑遊係

z）鴛姻臭

　製亀業

②㌶桟家臭縫」蒙

⑦r～ヴトしス・系艮スフつ

　　　・ヅ雑業

質緋：齢産業亀㌔a和斡キエ業絞誹表彦孝糺

3）逢具裟蘇

ヰ）その砲の家具・『①専霧戸闇・店舗絹

装て鍋製鱗 　　霜熊雑業

②宛用・でびう絹

　　白助犠薫
◎　 吃∋本1ノごよう適｛㍉衣二う’

　　鯵ト搬寒，
④艦む1・審・篇霧、　1

　　　　雑業1
　　　　　　ヨ⑤権に嶺さ秦な、i

　鍛’装嘱品製琶業i

C．　パ，しプ・i肇氏・系氏力ロェ80製」隻二業

ウiぐ」しプ製造業

2）紙製鱗

①溶解・1ぐ｝しブ裂蓬蒙

②衡師げ裂蘇
①ラ〒柔氏・機榔さ

　　柔・紙製蘇

②橡紙雑焦
③秀すさ轍雛劉

3）カロ工諦氏裂造業①蚕エ紙製彪業　i

ヰ）紙製品製蘇①孝糊紙裟島

5）紙裟繋器

　裂亀業、

’　も）その他剣、6｝しデ①セ，Oフマン製蓬業

　　系氏・そ氏加τξo

　　製蘇

　　　　　　サ含雛，罷繋1

　　　雛蒙
《）プ’ヴクバ）てンテ署ング‘

　　ク杁襲鱗

　　　繊｝

④そ・砲噺雛麗業i

①重包蓑紙袋裂域i

②鶴紙籍銭i
④段駒レ箱裂鱗i

④毎氏器製色業　　i

⑤がド乃停・バ｝

　ナィズドη仲獅続

④繊轍残麟
③紙襲衛蟹キ脅製蓬業

④砲」二昇類ざ焼・Mfr▽ら

　紙’i詠ガロ塩製造蒙、
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う木秩閑直蒙雁乙おもわ躯急モーの左旅衿し、

キ覧ヒデたものであ各。　表、に斥づ乙おり，木キ宍

鴫直彦糞憾株復の業・種がう構ぢ丈さ熱てPりが、

そ翠略・冬麟・木裂品製色～朱フ家」集・装備品

製危業お駐ザバ’しプ・紙・紙力。工品蒙色業の

3つ」狂ち剛へ姓一亙。一一．＿三．塾う芝産糞嬉、それ

キわ冬郷・辮㌔家．儲醐㊨峯ザ泊しフ∵紙

柳門乙熔1ぎ舛た蘭係にあり。

　表一3マー「隆．一鴫和曽与磯奪にお骨さ二がう

3産案の主零紐誹キ琶キ累友不㌧たtめぐ見あ∂。

　毎お、第1奪吻’う、二躯う3産奪の躰’で
最毛冬株カロ毛一業勾色零う一の一壌一づ産窯噂、木秩・

キー裟品裂危業であ》し乙が判θ目したので＼表

1二窪、その橋敬糞種にワ・・てモその言†歓乞箱

げてわいた。

　ぎず，表い）、冬秩関直彦窯全窯種の冬糞

面孝久博ID為）征業老歓｛を／6’乃人・ノ裂造．品出

萄額箸感’3兆や。・俊円フ省伽価値鯨喀4つヒ60

　　　　　　　　　　　ゴ6。ろ円ぐあり、これ轄、そ†kぞ叡盆裂崖し蓄の



140

表3－∫ キキキ閑速彦欝、蒙至重刈主撃∫硫きす旛樗

（日翫・嚇）

．－

@　　　　1

知縫 征発老敦 現笠継争 原士キ糟 蒙造．晶附婿錐額 　　　　　E]衆創。んレメ妙節ち

総　　額 く実贈等 也萄額箸i 　　　　　1嵐阮D鎮
タト利編

（人〕 色稠） （蓉ろ円） 　　　1i翻円）1　（葛扉｝）
　　『
i翫，、、

年練嶋一一緬一＿　一＿し　　　　　・吃　　　・事　　1　　叉韓ン‘『’ノ

i
A、赫大・キ襲島製危．、 42875 4・∫626 7。1ユ6∫ 337属3 ダO列4？0　’も3穿696 例〔o 739338

1）籍キ業・本簑品寒造業
228∫8 久318。3 3？31守∫ 19ユ6も18㌧曾7436。iglも。2マ 4153タ2 428z・7

①一般製特，、 zo30 200∫60 341097 ’688361…　ユ5ro　ヲ80・ 79。る79 3｛巧ll7 366ユ皿

㊤’板毅直蓄 33り ム・2り lo75 434771 ‘6ダアOi　22顎曾 1ユムユo 12ヲも3

②屋根板製蔓業 ？o 434 イ暫 ’43α 婚90i　lρ・8 2も3 2∫6

④緋・同蒙品襲蘇 313 1912 177ユ 鍔72 　　1X288i　3舛2 亨…呼 933

◎氷毛製産業 川 428 343 独
　　［
P3141　　7弦 9∫ 86

⑤た葛・おげキキ裟造業 6ユ 342 イ66 〃2∫ ’9暫i　　9ユ3 ノ％ ’78

⑦床板製此業 2ムり 7齢o 192対 8691？
E

　　　1Pユ后？7ダ　　40｛汚1 1773今 196’8

⑧旭キ『：ヅプ製直煮 テ。∫ ll23フ 18610 8労8α ノ34’40…　　　4∫661 24960 2％16
⑦癬鎚鮪覧’　　　　　　　、

460 33’9 44野 13各η：婚。251 lo．70 3808 3930

ゴ）造炸キキ・琳反建蒙 1

穐立麟縫薫 3∫2 3亨2ユも 18存131 月137∫21 　　　　「fタな7ム49・　46も218 23もも3午 238’ユ6

①屹作燐製芭業 ’到7 1存oタ8 ユirl　3∫ ’07そ971　　〃・？6781　　60？3i 2｝イ96 2157∫

④信板裂亀煮 1存6り ∫803i ’321曾∫ 8午2・3フー’る∫38・．32。8。8 1373．7 1曽31∫

③建劉燧緋 ㌻．6 μ75巳3　・　　　2・370∫ ’4δ53・z2z482i　736∫6 3∫Ozヲ 362z6

④酷カフ臨ボギ製危．、 35隔 13i哲 1　3｝b千 1ム46il　　　300δ》2 r　i。＆22 2，800 21・08

3）木裟容器製造京 夕916 3316δ 48・8午 13鬼7 ユ32181… 9与2％ 27371 2810千

4）　装博きキの裂麟 夕口 ’70も 12汐 3タ＆31 　　　
U88∫｝　　　3300 2岬 2跨

テ）そ磁ゆ冬裟品製造業 1。．63 ∫37ヱ3 7千63
’9188・…3㌻・41811辮31　　　　1

4／293 446z引

i　　　，

B　聡・装品製芭業 イ1645陶 3。穿品。 ぎ2与z81 　　　　トf㌻755隔3∠｝」z7971D8；　臼？∠｝2・
E

36も露。 31再33『

C　l“しフ望紙・そ氏カロエξ1口 l　　　　　l

製色烹 177∫O 297460 71◎127 ％70zテ3
i　∫6’947∠｝、　’7チ1491

ノ67紹幻 ～75769’

’　　　　　　i　　　　　E

木キ究蘭毘産烹．竃ヤ loユユ70 10077％ ’？3∫673 86173兜 1ヲ46％孜 4露83夕 2762胃｛ 288P98

全製危業 7393吟 ’0899ε62 2存マ98i巧 ll3月08碕 18弁・1マ376 6479663り 3る232026 37r目6曽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リラ主・齢薦祐「a召和魯午工掌編計瓦キワ作砥，
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13、8°ゐ29・3ヅ％．7，3％）7・1％1協局．

　そ冬蘇、冬一萩閑逸産業一琶金製直烹1二占めさ

絶依昏扮なワ高のとし、えぎう。

　この冬秩閑建産業に占め合木キ☆・木裂品製

造業の比卑喀、喜糞所毒う（）従案着毒父ノ蒙直品

出荷一薙箸につい一て∴一ゴ至．塾．て塾41・フプ・ノ4013ヅ・ノ

375ヅ・であ1）、木秩・木裂品裂芭奪喀木キ宍閑

直彦糞の豹イ劉左占めて監、う乙1、う｛しがで

き髪う。　　をた．、木鞍・冬裟品蒙直烹におい

て、原椅昼條困一額一箸一〆琴1埠壷亀荷額箸ヒ占あ

謝倉熔ユ／3強そ輔り、全裂危斥手朔の舅

％1二比べてやや為くなつてい3。　従・て、

肩知冬毅範裂一一色業墜，製迄完のな・’でも原

キ或妹依呑度の比車友的亀い彦．冬て5’あ⊃乙聖）えよ

り。

　図3－’o喀、冬析・木裂昂製造一蒙の奄業種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
家具・装備品製血業，幽しプ・紙・紙力。工品

製色業フ木秩関逸産窯誹おぷザ盆製危蒙1こつ

いて、それそ”れ1亭寒戸8「あたワ往蒙名豪欠ノ労

　　　　　　　　　　　ノ種れ生彦1医（そ乏斥老1人一あたり有加価値額）お
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　　　榊イ勧生厘椎、

6、O　∫、0　4、0　3、0　2、σ　ム0　0

伯ろ円／◎

：　l
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l　　　　l
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　　　　　　ぐ
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業種名

，， ?D
「　71
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う’・∴㌔゜・．・ノ．∵！噛・」∴・∴・二兜・

、∵∴・・　・　’．：’陶，τ：㌧．．㌔㌦
重

A．木越・冬裂品製危業、

D製キ宍蒙・冬裳轟製箆欝、

①一総簑嫉蒙

④単板裂造欝、

③屋根検製造煮

④経木・目製島峯透薫

⑤木も笈豊烹

⑤た∂・お寸携裂董寒

⑦麟反裟彦寒

⑧麟特ザ製麟
⑦他・禽類さ蝿皇噸殊製獄窯

’「 d1 ，㌧1 w’ 諱B’∵，

駆塗1、・：・，・，・∴一
亀

2造縦才・分椴・鎌聰立椅
緒景蓬欝、

①造炸獄製叢薫

②倉糠製遣烹
③違葬穣糸館麟殊裂蓬煮

④1、鬼ティクルボンギ製董寒
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図3－｛○　　冬キ穴蘭塵，業種別主募練潜キ旨標
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　　よザ静働の資奉集灼彦（征業着1んあたフ有
　　勧回定翼底額り左白ネしたものであり。

　　　こ（∩囚茎．ソ、．．以下の論畜・研閉自うがにさ．†・き。

　　　①1亭蕉所あたり従裳老敏左冴3こ、征煮

　　　名娩模の最t《一趣・彦蒙噂、1執プ・紙・

　　一瓢㌍．兎邑祭造．気＿＜．17一へり．て“あワ、全裂蓬蒙

　　　手粉（汐κ）左上．回互砲　っnで＼木秩・

　　　冬装．＆製直爺（．『一尺），家異・装備8。象危

　　　業（マκ）乙な・て、、9。　木椅’木叢品

　　　裂藁蓄一手吻で嫡、一一r二．のよう．1二盆襲直ゑ手七り

　　一一．ぷラモケなく存つ一一てi、）が、その内容は業

　　　種によ・て株嬢で‘かり．　　侍なわづ、木裟

　　　博玉モの裂一重．業．（3尺〉♪木も繁直奪（イ

　　　尺うカ・う、盆板製亀業おきザ1マーラィクル

　　ーギーF製葭蒙（4・⇔1二至急害で、その範

　　　圃唯広く、てた窯一話ま鳥榛の異一．なる業種が呑森

　　　ずゐ。

　　　②許働生産椎につ、・て升O乙、’、°1しプ・紙・

　　　紙加工品製亀業のそれ感生襲色煮平匂とほ

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　1害曜讐しいの1し鱈し、木核・木毅8c蒙危業、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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　　　家裂・装魚品蒙造一業呼全裂重気手均の蓼りユ

　　　／31二博ぎ参一｝。．冬キ知一木叢あ製色煮の

　　　拾業種しo、、．て一ゼ3乙、曽働案鼠4隻・め低い

　　　木も象色奪（18。ろ．『／ん）戸ト製1窪き七の裂

　　　迄’業、（’90ろ円一／．丸）イハう、壽｝｝・、1、°一アィフ

　　ー一一些一f一マドー製一庫艦一．f7豊91隻一6／一些一）害で様又で唇

　　一一あ色。一

　　　③静て卸の藁本集約皮一（碧働の霞本装備孝り

　　　ヒつnて冴∂乙，パルプ・紙’紙加工岳製
　　　直誉、呼一㊧製亀一気手一一喝一羨窟一ゐ一≦一亀・て1、あの

　　．＿に蝋し、冬筍・一一型一一難一一品襲庫爺フ家具・装偏

　　　品象崖し薫1委低い冬準にあ否。　　つ告リ1木

　　　燐・冬襲㊧ノ家果」蒙備＆製亀係喀、生蒙

　　　危寒手均と比べ∋と嶺本節絢的で、労働集

　　　約的であ吾といλよラ。　　本キ才・冬製品製

　　　迄業の与がズ1建、一与ガ札す困冬製昏きtの

　　　毅盗業ノ木毛製置奪が’静働集葦り的て’喝あ急の

　　　1二苅し、　1、ρ一ティ　クル寸ぐ一ド裂産L奪感きわ

　　　めて質本集約的て“あD乙、、え⊃。

　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　以」＝一に肝てきた牟一うに、木嫉関逸彦烹が盆

　　製遙蝶にとめ∂地イ鮪台’有ソ島く、それ左本

　　キ知木製品フ家果一・装備8略ぎび’ぐ1しプ惚氏’

　　紙カロニ品の3厘蒙に《一別すさ．と、ぱ’しプ・翠氏

　　紙カロエδ』製危寒陰、　どの指橋乏L計てt全製薩

　　素平弓と1写壁鳳同じ．皇と各．た益生！L一各漆鴛して・・

　　る，一一一一逆に、木積’木製品製直寒お’よザ家臭・

　　舞備品製造一業博6ず覧れt象芭寒手七り左下同弓

　　てい葛。

　　一木」械一二冬製昂r一製一直．奪！二渚「亘，すゐ乙、　この産

　　蕉感マ聡的1る原キ穴．柔十依春1隻が島く、静働隻産

　　極や貯イ動の資本集約度ψ低、、業種であ◎と、り

　　λ急。　一一さ窒一｛9財一ぞしよラーに一、一この産業に噂、

　　吻働生彦椎o低隻・モのかう彦弓、、モo客で葛、ま

　　た、静働集約内な奄のが5資本集均臼『1なちの

　　客「（”名ヲヨF重易ヲ様のうζ種台嘱1あ芝）ρ．一＿＿一　しf7、し、　表3

　　－5カ’う、この産奪の主毒な孝種・冬、一般製

　　越誉、お茎ザノ言栂製芭業であさ＝乙カマわが⊃。

　　　すなわり、一般襲燐掌ぢざザ倉板製彪京の
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　裂産．品出街額力ぐ木椅・木策品襲直．洋のそれに
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　　とi～～一、：｝　石≡玉”ミ’上巳『宍『一一」喬Lこ一それ　ぞrを【し49・6％フ　2・3、f6／ρ

　　であリ、両稲で盆体の7劉迩く乏占めておワ、

　　これう2．業種感木核・木緊翫裂危業表へ森で

　　むモのと．、、λぎラ。

　　　そ＝で覧、本論文で一啓、木キ才閑速彦．業乙し一（、

　　その申でt．冬探便困一鍾摩の島．P翠紋・冬緊品

　　数亀業、、乙リわげ一嫉製萩蒙，盆板蒙迄業左

　　鮪象乙してとりあセゲ．分哲言9ここ1『3⊃。

　　　そのた．めに，以下に毎いて製鷲葺おぎが倉

　　板製崖L業、の．手見一・民分哲各行項｝一型ことにした匙、、

　　3．2　　製核品需要乙製域煮の現状倉析

　第ユ奪にお・・て弔うが1三さ堅ちように、製

ヤキ品博、建設ぢよザ産京用塾石楚董キ穴乙して回

民鯵看募、重毒有地位左占めてい否。　　そこ

で、　t二で痔．　憲ず製執＆～禽毒の勤肉に・つ、、

　　　　　　　　　　　　ノて考察し、鵜夢関躯左計ヲ則す3。　ク1）で＼
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　　製熾品左秩給し∫てきた製．赫一欝、の多見・Kヒついて

　　老察す一3。

　　　3．之」　製十究品鶉導の動肉乙綿琴図毒父

　　　　　　　の計尉

　　　表一3－－6し含、巳召」和35「一寛与ヒーお昨む製キ突品

　　の卑彦量乙困一虚別密一毒葦の堆物竃斥した毛の

　　であゐ。　　こ．の表よリ，日召和∫『年現在．の蒙材：

　　品生彦「量整i36フ3石．塾3．であ一，．、48年の最亀乏

　　言る録Lし た一4ミb十一乃㎡∫二ζ盆一くあ、湊一一ヒrず’イ氏オ曳i準1二と

　　ごぎつてい否　こ乙がわがる。

　　　つぎに．．製粧和鶉募量（串萄量りヒっ、・て

　　∂†壱z二、生彦量の動同しn棟じく申／〆・磁んで、、

　　る。　　＝れ左用在刈の需蓼量で’壮急と、鞍秩

　　品痔逢築困析左申心乙して、木狛仁組・板・乙
　　人一　t窪σ　う　　閑　　キ才　　ノ　　　家　　具　　建．具　　閑　　r杉キ　答　　　zL　　し　　て　　広　　く　　イ吏　　甲

　　さ翠てい亀が「、　nずれの用産にお、、て宅、千3

　　辱に比べ⊃乙、篭tく八少して・）D。　しが
　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　し、　窪簗田粧が全体の約3／千乙相袈わうず曾
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表3－6 製燐品の生彦量お’圷継房儒縫の堆斥珍
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出力彷KW以上の慰キエ場・数値であり。
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　　儒の熔左占巾めて．嶋蜜困趣・〕の構知
　　そ侭昏で一丸き・～一愛一化生一一㌧て一．9ろ，監｝。

　　　し扮し有か鱒う，一、　迩答に酎唯O∫多筆鳳鷲のう

　　3の栂類や逢築鴎管以升の土木逢案甲箸の襲

　　キ究品じ婚でり需零噂イ考輝｛吻〔司左看・してuり．

　　　こ胞篤鉄，．了一1し乱一サ．ツンフスイ”し’・°f

　　プ答の代矯賊の直出が箔し・・たあて‘協ワ、こ

　　∫nイと孕向噛今陰｛参．t華乏く一缶一鈴乙号総ぎ畳＼急。　　て

　　のため，獄穴8。需票噂一きす一ぎす建筆甲抑謹

　　くζ・が界勿つて穿くく七のと才佳察されO。

　　　さきヒ建粂鴎析が凝材品需要の六、潔麦占め

　　るは勘たが’、一と一壁麹一一棚、冬嫌汐

　　き劇り類，いき角額の3フヒ人別され急。

　　　震キづト氷一産粕「氷燐需，緯幸豪告二書」に駆⊃と，

　　鯨類一乙博、「厚さ一が1－7、5：9爪未満で、幅が’厚さの

　　締以よのtのユ左い、・、硬劉フ頽乙啓∫

　　厚さが’∬・詞ト満で、惟が厚さの弁倍木満の

　　七の」左い・｝、‘いさ角類とは、「厚，さ塚ザ幅が

　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　τrcい以上のtの」査さす。
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　　　図3一口の3角図表ゆ、　二れう3老（D建集

　　醐に占め∋橘欲比糸の褒イし左、巳a和39－55

　　耳に一ついて図浄した一も加であ含．　　＝れによ

　　さ乙・板類の比亨・ウ∫弁のヲ似力巧∫略のユ3

　　協｛二参で減ケした一のに対t、　かき割ソ類は逆＿

　　に同期一間1『忽偽塗ラー首協杢と、1怨1ぎ板類の滅

　　ケ外だけ塔づ（して、うO。　　これうに比し、V・

　　さ魚類の比季痔、こρ．2。拝卿。｛割ぎ一貧して

　　43ヲ』前イ裂の値左乙うておソ、《きな豪化は孝

　　う車与D｛を、1・5捗L目され3．　　板類が＝の拳う

　　に減ケで頃向にある一のは、建．築の構迄しや糠衣の

　　疹化あ急い略建キ才の隻産稼循の進．歩箸により

　　糠1財ルヤ非冬一篠！質ル筈の倉種《暫動。

　　そのンニ7左奪われたたおと考えうれ否。

　　ケ後モニうしたそぐ管財の進滋がそ穐され⊃こ

　　とがう、板類の窪築困材に尊一り∋比率1〈茎但，下

　　しr（ウ《モの乙おもわれさ、

　　　そこて“、　レ只に、　このよラな現状ゲ「峯『左・i、ぎ

　　λて逢築禰裂精品の鞠夢閑数左計ラ興質⊃こと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　1二した。　 鷲卑閑数乙して感、》πのような対
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　　熱線型囚帰式a穐之1、一年捉噴糸ラ逃資暦左利

　　甫して、　通．一常一の一一最掛Z乗箔1⊂キ・て訂尉左き式

　　冴た。　一一なお、き肯ラ剰期間1害、昭「和35『－5’与ぢ

　　茎び離和4。一応年の2期間とした。
　　　　　　　　　　　　　じ　　ド　リ　　　　　　　　　 モ　い　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　kPこ二α。＋戻一牲’f寸α2秋Ft＋α31秩P乙

　　　一…　　．　　　　一一す．丞舟．DUで（1－＿　一一一一　　　一

　　　たぢ‘一し、

　　．．－Pこ一；逢筆困養該一象一一鷲．卑零夢量．（百乃筑3）「

　　　　Y5縦建豪毛工量（蓉ろぺり
　　一…一一e‘1拳ξ麹裂一材一壷一一実賢一価橋捲数（巳己和知年

　　　　　　二1。o乙す3一般奮ア郵物価権数1く一よ

　　　　　　　つて実質一一イの

　　　　一R’；代楼麟実噴価橋指弊（照斥・や年ニノ。。

　　　　　　乙3∋一総多ア乞物・価指数にきつて実、

　　　　　　質化り

　　　　D剛3算1衆石坤シ弓7ク後の木貸烹界
　　　　　　　の千・敵し左イベ理さセニコダミー変、崇ヌく

　　　　　　　B召死ロ3i「－4『年一一　DU岡二〇、O　　　　　　　｛

　　　　　　　昭琴ロ5D－99拝一一一一E）U卜1＝　1、○

　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　尾二Al建桑照製秩品皐総計
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℃二ll建策爾製赫品弄反類

f二．2．；達築用一塞獄品歴き劉リ彙喚

｛＝3；逢条閑裂椅ゐいミ角纈

　よ、武の茎うにキ佳定式左苅数線型衣に矯良《乙

し在駐矯、携星一墨一降係瓠グそρ条ま製秩品鶉

琢のち静、褒孝ダに対寸5弾ナ｝杉L左あうわすがう

である。

　違筆困製椅品総試一）キター類フ銃き害1｝ソ類およ

がひき角類につ、・て、それぞ叡上式左権良し

た緬果尋毒杓寸急乙一f記の乙おワて晒あO。

（D言棚、結栗左全一体乙して許唐乙，総建峯毒

　工量了（の（動り昂係数噂一、、一、で3噛れ先統誹津的

　に計てきわめて為彦に有寛で’あワ、辛嫁聯こ

　老エ堂感製椅品鵯夢量左飛定寸る童募与畢．

　因乙考・え．うれること．

（ID首畝製秩品価キ右P乙の回帰係獣、すなわ

　ち自乙価格弾力極熔、製キ宍品総・言†，縁類ち

　ぎ1ドいき劉ワ類について落、、、ず’れ℃マイ

　　　　　　　　　　　　ノ　すス左乙り豪託計顔冒『）に叶てtわ、なワ字定明
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　　，であつた。　」グし、かき角類の自Z」・価格

　　　弾力株t客、 きわめ一てフト字一定．で゜あ9、有寛な

　　紬果．左えo＝こセ‡できな匂、つたこと，。

　　（iの梨キキー品鶏毒の現駕分杓・’う、ぺ毯麟が製

　　キ宍晶粛毒量に影響と8主1ぎしてし、急と考・え

　　　られ合。　　そしぐ＼資’楼麟乙して、告虚L債

　　　板，斜殿恥力呼一キ賄与この木質糸建秩，

　　　お墓1ド尊委二量石う鋼ノーや一季隼スし一トノ石こ一ラボ暉亀

　　　一ド与ごの非木質系建燐左選択し、それぞ

　　　　　　　ノ　　　れ　の　イ西・赫≒　F己　一．左　一里一きユー一て．製銑一8口需　毒二量　左．き旋」6a

　　　さ隼て3ナたが’、9ずれモ皐危言†尊的に針て有

　　　寛な結艮左得鉦こ乙熔でさ存力・・たこ乙。．

　　（lv）木粧業思の千一1矯峯．ダ寒一麟久D州左用・・

　　　て代埋させて3ナたカY・　いずごれの回帰係象丈モ

　　　コイナス、の笥号斥イ午左満足す魯うえ、ぎわ

　　　めて宿苑であ・た．　この二乙がう石油シ

　　　っヲク後の経看状勢の変イしが製管品臨寡量

　　　じおぶぼす影響腱グ与リのモのが’あ葛乙判

　　　断ざ熱⊃こと、箸。

　　　　　　　　　　　　　∂
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　　　堆定緒緊のう3、統計津的に舞て廟をと判

　　断さ塾さ椎定式噂下言乙の乙おワで欄あ谷。　な

　　お、　1動帰係毒気の下の（）内の毒欠侮喀｛司帰で斧数

　　のキ慕準き呉を左、　艮Z博自由度修正煮来定，孫数左、

　　ぎた一、　DVV博ゲービ≧・ワトフン仁乙左そ躯ぞ

　　れあ〉一一わす。＿＿一一一＿＿．＿＿　一

　　①違簗用袈・稼品統計

　　‘i）B召一うξ0　35「一一55’一年　　　一一　　　　，

　　　　1ρAニー1、7ユり1寸一ρ、47州牲’T－0、17’弧鉱

　　　　一　一　　一　（．9、ユマ4『）　（0、0381）一　一　　　（o、o？48）

　　　　　　　　－　o、　’o尋7　DU卜4　　　　　　　　　　鳶　二　〇、9728

　　　　　　　　（o・o｝6も）　　　　　　　　DW二　1、174

　　　Gi）．日召和イ〇二5「年．

　　　　1憾DA　ニ　　1，8176　十　　〇、3曾02　k、「　－　　0、0936　t抵　鉱

　　　　　（o、2い沁）（o・o∫晦9も）

　　　　　－　　O、Oヨ∫り　DUN

　　　　　　（o、ol5晴＆）

②蓬箪用製キキξ』キ反類

（D巳召斥⇔35哺一9『年
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対して最も称．鳳i『反応彗o製キ亥品ぐあ∋乙

いうこ乙が亀で覧さよう。　　キ玖実負のダ単杉…・イ直ガゾ3

品目のうちで最モ体丈な・て、、30痔、前

述したぎうに倉種の一代鷲販の進出にさ・て

糎類に対寸。稀多・寸低↑しつつあ急二乙と

閑直が「あ含董．璽乙一む一上．．虹外る。

②製管品鶴摩の殺建家着工量弾桟値左昭和

3∫↑一…貯午の期悶く．以下、．卑莫自問とよ・了⇔ピ

購噌D一婁与の期間（以下、正期筒乙よの

と匹つPて些躯．す一争．ζ、製キキ品級銚で1昏、

工期間の僧8力・う疎鴫の．Ol3りへと鳳ケし

ていコ．　　客た，品目別に∂ナる乙、板類啄

’o、酋（工期一間γρ’一う一．一ρ、1・（ヱ鮪間りへ、さ

5に、かき劉リ類一倭・、ηがうo溺へと滅ケ

し1｝）°・　このt一乙臥最也にな臥1二つ．

れ、板類，銃き劉リ類羊圭逢築活重汽lo反応

でる度倉が’低下して、、3t乙左希すちのと

おモわれる。　　∠くじ、＝の但下傾向噂、

キ玖類しおいて篭し～｝。　　これに灯して、廿

　　　　　　　　　　　ンさ角類1客両期間とto、4ユであり、豪化1建け
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　　　られ有覧う。

　　　③工：期間じおけ葛製析晶需琴のイ西格弾、・株偵

　　　臥製秩断樹で憾一一・・17、板類で順一・鴻♪

　　　歴き劉ワ類一〇、36となつていo＝とがう、

　　　価格が製矯品鶉毒量におよ1實暑う獅寺、そ

　　　れ、写一≒覧一丸き巡ケ9．．r三力下わカ’3。　この価

　　　橋弾峰値感、正期間ぞ礁盆ての品目にわた
　　　ク　　ノて　　、　　　ごΣ　　5　 －｛f「　イ廷：　「F　＿し一　♂て　　、、　　～）　　こ．　≧二＿　rウ、　　う　　、　　最　ヱ色

　　　に≠i｝さにつ1hL．、イ西棒が’｛襲1秩占ゆ霧馨におぷ重で

　　　づ勧果喀弓ろ左つて一一土L争七一のと考一えうれ⇒。

　　　㊦工期間にぢ賃葛ダミー匁数．の回帰く糸書欠憾、

　　　製秩品総毒寸ぐ｛昏一〇－oフ孝夜類で憾一〇、24，

　　　’かき劉鳳2条嗅一〇竺。7，一鯵き一角妻喚一〇・・5と落・

　　　てい9。　　この係孝参（ヰ往定．値辱、工期間と皿

　　　期間乙で博ぐ 1香と，κご差累感亀叱、と1）・て

　　　よく、　守定L的であ∋。　　このこ乙力、う、　木

　　　械業、界の千天」の影響が’最モ夫き《反映、た

　　　のは柄豪魚で’あり、他の品目感それ1唇ど《き

　　　くない乙判達『され一〇。

　　　　　　　　　　　　　　’
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　3・3・2　寡と秩業の現嫁分キ『

　こ＝で賂、製管品の生産左担つてい⊃蒙特

業の動伺につ、・て考察する二乙に一事⊃。　キ

ず、製絃エ場の概乳に一ついて迩ぺ、っいで製

キ蘇の生産き脳箱，従係着数の重力肉につPて・ト

れ、最後に、1孫、木俵紛楕造一の豪化乙製キキ係乙

の関」皇にっnて考一寮寸o。

一（1）　製獄ヌ場の一概卿

　わが㊨の製棺♪場数1唇、巳召和野与現在、生

回に22「・。余の　りき左数え，都直府県別には

者綱県の’・86工場1山嬬県の’ρ・2工場力’う香

ハ県の’引工場，ラ申縄県のチ登工場に至乙害で亀、

あ急程1隻の差，博おさ主（∩の、啓1てゴ盆固円に行

叡てい乱　　い・し・表一マの乙おワ、そ

の総旅確3存拝以隣、篭干の変動左f牛・・つつ宅

　　　　　　　　　　　　ノ舛R、ラ飢ケしてきてn∂。　　＝拠左集骸園動角
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、・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　163

　　の出力笛雇別に冴∋と，、出力麦見襖37、ir　KW未満

　　の小規模エ喝が’逐一与．激少す否一ろ、それ以上一

　　の一規模リエ場・鵠葛加．亙つ．2一あワ、劉キ蒙璽体

　　Lして喀工場が夢た「勢イしす3働向にあり。　　し

　　がし、　375、にw奉一満の工場敷が摩縦エ場数に占め

　　る割含昏、雰弁舌艮年一1狂劃いて毛43、2協であワ、

　　づトだ、製椅工場のアラくしを雫一細一∫L傷て“あ含＝乙

　　左4｛コ実．1二斥、し一てt、否。

　　　製越工喝数の電加傾伺が系裂、・・て・帰出力規

　　棟375魍墜rド尾に・マ・1て｝一一千喝数の昇手場舐

　　辰．孝左昭和引二芳弁の．期間些つnて階層別に

　　菜めさ乙、375－75・・KW雇で・害25協，7∫、・

　　－　1亨一〇・ρ　KW層　で一1窒　一一6、ρ゜〆・ノ　∫さ　う　に　　’｛「0・oK｝vpレX

　　上・ノ毫イ’博’1、マ・／6乙銑｝つてい9。　　：L（∩＝乙が

　　う、規模．の《き、、『旨層一1徳ガ、その伸が章が’為

　　く、　出力規」槙の太「隻化」で雫〔司が㍉看た、、て、、う＝と

　　が’わ育、∂。

　　　害た、　製椅工喝ピーおサD製粧用動力の系込出

　　力数は、笄年以降、一貫して堵穴傾筒にあソ、
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　1工場あたソの平均出力数モ蟷加1てきて・・
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言。　　二のように、製粧工場の出肉規．ヰ更が《

墾化一～、出力数・寸増《弐も帰壬勲乙して感、

奉材脅募カギ島屋鋒溶砥表に・イ手、・増匁したこ甑、

タト秩原木の蟷丸に件つてLこれに対たすべく

丸r里生産設備が碧八された二乙，お｝・ゼ征業、

拳叡の激夕篶に．垂一一つて名力機．鰍導八の1肇夢椎・

カ’「為さつた，＝ζ、箸が『あげ一う一れ⊃。

　1工場あたりの原木漁養量につ、・て冴り乙、

こ熱tB蘇b．3略の．ノ勉め｝一一セー豚冬のユ3・・徹3へ

な童一動熔奄3．錠ρの徐なヒ璃伽しておワ，工

角の《型化」《頃伺左賜話つて、）り．

　このよ一う一に，一｛裟赫工場｝は全㊨馨復痢’復に昏

在弐、　しガt雫細規・模、のモのが勿n＝乙乏婚

徴乙す3が’，フ笈第に匁型イ6す≧傾口にありと

覧う匁よフ。

（之）　製椅豪の生産設偏

　　　　　　　　　　　ノよ．迷したような製粧二場の出プ1毒父の塙加1を、
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　　生産設偏の拡な一ζ5気q関連が層あ否。

　　　さて・製秩二『場1先参．9ヱー略、屍木の鵜室入が

　　5嬉じ香つi｛裟キ宍8ロ駐串街1ヨ至∋凄で一凍め

　　作奪冨有され壱，　こ砲衆．蘇工程熔、蛋産，

　　診備7原叡の葡状フー品賢ヤー桀．品の朝種類1しぷり

　　カ｝亀り異有一りL寄プ≒－L壬：一餐象一の一前後ガマ八寸～力・わ

　　ること先あるがf．一舟気臼り有エ！程左．看・せ．ば＼つ処

　　の峯う．ヒー亀9（注曾）。

　　　（原一キーり「「〉一博く侵り丑切ナー→犬劉り

　　→申’4・割ワー一ラ榛七ηワー一ラ1至剛一→寸り

　　込考マ→鷲束．・包装二7？（製昂り

　　　そして，　上．き乙の寡ヒ粧工弄呈のそれぞ熱におい

　　て、樽望ち機械設備が’用9うねていo。

　　　さず、「rきく侵」二｛程で「感、のこ歯左1、ため

　　ゐ樹皮やそれに付随した曳砂1を取ワ貯1く、作蓄

　　がなさ†、⊃．　　二〇工程博，従未、秀作業、k

　　よつて竹われて覧、たが＼　適：拝に一有フ、為カイ也

　　綴キ叡Lして1寸一カーが殉くイ吏鴫さ甑り峯うに

　　有つた、

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　欠の「王t一ηラ」エイ呈は、亙切ワ盆害たは示
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　　宅1ηリ場】有どて1行わ才k、　圭一乙して『：エ・ンソーガ

　　閑、、うれも、

　　　「匁割ワ」おきザ「ヤ・’ト劉り」エ。篠・でτ礁，

　　八≠～左あむそ移1勃の《ささ1二し，さうに最糸冬言

　　ラ去｛二㌔トくイ乍蒙が亀さ塾色が曜、　こ†＼ヒ‡主．乙して

　　節の9監ノー一りZlざ一ニー♪一毛一望2㍗一一なごによつ

　　て竹わ躯る。　 この第のこ盤｛二1建、自動走材

　　躯4，ラー一ブル熱用迭秩射づ，自動・一ラー
　　丞り　ラ　ー　プ゜ル　さ丸　を）’　ぎ　Vご　テ　ー　　プ’ノし　杢く　ち　こ　　の琴重類

　　が’あゐ。　 このう5、 自重力遠歓卑何昂のこ盤、

　　略、一丞秩専によりヌ作物左勤力込りして作業

　　紹効織鰍であ歎テー一ブ，レ燕困懲鉾何帯

　　のこ盤終一，一総のa勧遭ソーアーブノし訳乙して
　　・、、　宅，ユ　ワ　　F目　　lr＝　イ蛮．　ラ～　　で｝　　よ　　フ　　　定　盤　　の　　耳女　　り　　イζ㌻　竃す　　カバ　　「『【　有乏」

　　乙有．・ていゐもの左nラ。　 香た，　色重カロー

　　ラ　ー庫フ　テ　π　ブ’レ氏昂ρ　二｛藍一僑、　1個害たは

　　ユ個以上の直ワローラー母び’その駆動装置に

　　ぎり、ラーブル上で工作物左遣・てで刀司マ＆

　　先の左さす．　さうに、テープし太帯のこ盤
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　樽、ラーブ，し・定規箸左備λ、工作物左テー
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　　ブノレhで選動に守一マて溢霊）、切削亨∂帯のこ

　　盤左いラ。　一り一ツ1＼°二ち’ξ一一びエツジ’ヤー博製

　　キキ品左自動丞＿2し、一．稗γ『さ一（・1・害軍ユリう寸急抵

　　の二盤であ急（ラ主lo）。

　　　「横切ワ」工程熔，工作物左tη断して適為

　　な景さσ㍉製一秩品に3かたあの工死呈であ3が、

　　一それ唯、碓乙んビリツ’、°－7エツジヤー以外

　　の丸の一一こ盤にざマ．て竹わ一勢一⊃、

　　　その也、製燐キ場に陰選鳩女困械キ叡としてフ

　　六一ブリフ1トー妊一．糸り＿L一萄1乃遼堂些一役立・フて、）9。

　　　をた、素キ宍一あも｝⊃昏裟キ究一和左重力力に牟ソ頼気

　　丞博る在酪の盒舌重9設備があ⊃。

　　　さて、表3－8博、わが’国1二おrア∋｛裟特用

　　・機憾言郊魚の堆勅左略和イレ！許拝について冴た

　　いで辛O．　利㌦一製材工場の主零機櫨で
　　あも昂のし撃に．つ・・一て無翫乙、自勧丞一燐卑碕

　　が『帝先勿く利用さ塾ており、　香た、自動ロー

　　ラー塗ノ）テープ’ル衣の伸ザが’老い｝．　これ

　　博、工燭の倉理化の直展や原木伏輪構直の麦
　　　　　　　　　　　　　ノ　　化左艮畷しちモの乙考えうれ乱　 り内寸一，



・，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　168

　　エッジ’ヤー．レソ・ヲトの≠kの二盤ヒt茗しく織ケして

　　い葛が、F車1守一昂．の⊇．盤9堪尺に峯ももがと

　　おモわヤしさ。　＿窒うに｝一．一亀力イ焔響噂．キ叡、乙1マ璽の

　　べーカーフフ才一、ブリフトが場匁《璽肉乞鴛・し、

　　動れ1二きo椒丞L設備のあ3エー旗覧叡がイキザrlい

　　急つボ、一一こ塾う1建缶一業家グ汐働りの飾約おキゼ

　　生彦桟ρギ・昇一左燵が急ちめ一一ピー薯八した紬寒で

　　あるζ堆察さ込急一。一　　．　．

　　　表3－8　　・キ究鴎。6冬’譲備の権勉

（難；台）

佐　の　二　盤 江の二盤 動旗よ受

択 自委力＆ 脅嫌閑 色重加一
一　　　　　　　巴‘

Aレツル リツlf－・ そのイ巴 べLカー 7σリフト

材鮒 送燐軸 農序労しエ’ 式 エッジし 1 蝸工場

B召和和年 ’㌻733 862∫ 4261 12273
一 一 一　　ぎ896 3夕06

引 16ユ38 8888 イ780 ’3∫B 一 一 一｝7379 388ユ
42 17ρ㌻ テll7 ∫246 14。暫 一 一

一｝ヲ36今 43δ3
4∫ 区487 889曾 6ワ3ユ 14236 49曾7 引017 一　蚤16忽o ∫786

4曾 1曾784 函77 δ123 1舛77 3∫2存 370．6 ヱ91。滋∫43 6730

引 ’8938 1ψ？ 田48 148知 293z 3288タ 309。，2夕46千 75「1

9 183。ら 9∫87 曾7タ 138ヲ1 3370 26630 3r9フ｛ユ7貿o 77’1

資料：農林木産着「ギ材需給報告君

’

、
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　　　表3一ヨ1客，製秩甲機総言気倫の保有択乱五

　　出力セ皆層9ヨに一9ナちモ《Pでありが「、　＝の表ガう

　　出力規キ裂の璃ぢ｛『件9，　’工場ち佐ソ懲皆徽診、

　　備の保有乞叡1告勿くな・て・・3ここがわが∂。

　　　峰の；盤｛つついて博、　7∫、oKW未ラ島雇乙以上・

　　尾乙一ズ＼　香ち、 フ秀一プリフトや’働］力にき3

　　鵜象迷・散偏箸じつn一て略、　373Kw未ラ島雇乙以共

　　雇しで唾顕峯奄鑑のあ急千乙・が設めうれ、規」

　　榎が犬きく一亀ゐ碓ご瘡力化・翫イ鞘の薯7＼が進め

　　5躯ていう⊥9乙一左斥ol灸，して、、否、

　　　　　　　　　　　　　　　　表3－9　　製嫉弔重力力の出ブ1ぐ皆尾別キ幾キ叡設｛掻

　　　　　　　　　　　　　　　（巳君和引年）

婦　の　こ　搬　　　　聖@　機梶購

o備尾

自香九産　’

ﾖ卑碕

争の・森継

ﾇ車耐

自動・弓一

浴E斤一麹’

Aーフルエ バLカー

フ云一ク

潟tト

動力i・楠’

F譲魚のあ吉

H場数の輪

75－225kW

Q25－3マ5Kw

R7∫－7ぎ・o柳

V∫、o一ゆ，okw

撃窒潤Cok購メ瓦

（台／・喝）

@1、03

@1、02

@1、07

@1、2も

@1、78

（台／∫場）

@1、。2

@1、oユ

@’、08

@Aユユ

@’53

（台／工場）

P｛D3

P．o存

f．oり

@’，30

@1、％

（台β場）

lol

@’、o存

@’、16

@’，38

@’、？1

（台／場）

oユ
@1、ρ8

l・∫

l・7

@’、勾

（台／二・る）

P．05

f、月

@1，3ユ

l7イ

Q161

（％）

計 1、’ヨ 人08 1，3ユ ム2今 ’竃月 1み3 3ユ

注；濃キ峯爪彦船「木燐鞠給報告二書」亭ラ簗出。

　　　　　　　　　’



（：3つ　 製キ才煮のぞ度烹老数

1？0

　製越工喝の従煮着数は、表3－‘。の乙おワ

9召和43年以降、〉処第に激ケしてきて、1否こと

が唱 墲閨A急。　　香た、　1工喝平やり復，蒸彪躯感、

引与1二覧香、　ll、1み一．で．．あつ一た一9がρ，仔拝に一ヒ峯、

　　　　　　　　　　　　　つ8、8へと・存つておリー一一、これモシ臥少イ桑肉1二ある。

　ぎた、労年一について塗工場数の21ヅ・左占め

る7、y一ユ2、9．　kW層のキ均往業老蘇唯、3・2メ、，

手仁，同じぐユ3一ゾ・圭一占顕りユ21∫－37、鉢W屠の

それ、を、　・そ、7一メ＼乙亀Lツてぢソ、　この1（ぎ、カ、う3チ

てt製越業の娩槙の雰紳十生が゜わがo。

　このように、繁材工喝の往，烹危静、博、年匙数

おきザ1工場あたリ乙先胤ケすひイ頃了司にある

が、　それ略、　乙くに出力美見榎の尺きいF看雇ほ

ガ顕彪であ否。　こ熱穿、二れうの階屡にポ

㌧、て陰、前庄したよラなた髪裂秩権蝋イア掬気乙

工禿呈しおすさ箱力化言気備の尊入答が’行わす・・

　　　　　　　　　　　　ノ緯営の信埋化が蓬展してい5ため乙お七われ
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表3－10 製キキエ場の製湘鯛鋼薩巧コ征業犠久

茨 計 τ∫一・・5副2・8一耶kwi　3て9－79。K酌9、ト19・，。副’9。，。醐上

人 刈　　　　人1　　　　人1　　　人1　　　人

日召和引 ユ6弓733 5－04∫21　6∫「8　i　8676　i　4∫－762｝　2’％∫

（ll、D （48　『）　i　　（駄7）　｝　　（’70）i　（．3αo）　｝　（イ・7、o）

4z λも守∫6一 4～ヨ18 ｝　617曾7i　3874フi　響31書一　　鳶～・ジ｛， 篇

（ll、ρ （4、7）　｝　　（？、「）　i　　（’6、1）…　（2810）；〈473）

尋3 ユ7且421 4ユ晒1㌶946i　874・・…弦引フi3・18。
（lo，9） 伶プ（8・創（塩o）1くユ6・∫）i（46・・）

4牙 ユ63ダ了8 378ユ3 5尊71？　i　　8362∠卜i　　93332　i　　3穿δ80

（lo、6） （岳3）
　　　　　…
i7，7）　1　　（’3、8）　1　　（24、7）　｝　　（43，2）

4∫ 2∫「343 32λ30 496ダ3i　811801　タユ9コ3　i　383ダ6

（loみ） （系o）｛　（7：∠｝）1　　（’2，8）｝　（22．ユ）；　（3♀1）

4も 24牙960
3’　1《70　　；　　　　∠多5－－6　’ε》　1　　　　76　∠r：ヲ乎　　1　　　　5「て）95齢5－　　i　　　　40ニヲ6δ

（lo、D （系・）1（帽）　（’・、2）｝（・1．。）｝〈ヲ6、8）

千 ユ弓∫9∫も 2・77ター8　1　　43ユ？3　｛　　75へ2・午今　i　　go　39｛1　，　　4706Z

（lo13） （系8） 1（6，7プ　（〃、6）、（2・IDi（36，8）

48 243181 26・？i3917δi　73982、「’39千：∫25・8
（1・，ユ） （3、δ）i　（65）i　（10，マ）i　（18・今）i　（3紡）

4 23ユ「汐ユ 24塒i397661．6りユ・ziケll77i∫ヱ383
（マ、7） （3，7） （6、1）1　（lo、o）i　（163）1　（32、o）

∫o 2213∫6
2．ユ5「63　　　1　　　　　32　∫「66　　　［　　　　　61645－5－　　i　　　　　4δレ88冒7F　　i　　　　　｛ro＆8∫

（9、） （　3、6　）　1　　　（5㌔8）　1　　　（　？！卜）　i　　　（15㍉8）　i　　（2ラ17＞

∫i 2159ユ1
ユ07千3　　i　　　306δ　　i　　　6∠ト∫67　　1　　484ヲa　　i　　　5リ4ヲo

（9、2） （33）i　ぐ夕、6）1（衆。）1（1∫，2）1（・8、9）

㌻2． 207イヲ2 1836ロユ8747i姻・47・％・ダ’2
（名o） （3！卜）i（∫，3）｝（＆6）i（1千5）　（・乳チ）

∫3 2σ238i
16∫66　　　　　2　　4rア∠釜　｝　　　60∫て）8　；　　4608　　　1　　3』！72ラ

（81？） （3．3）｝（£・）i（8、穿）i（’系・），（・6．6）

幹 ほ7∫70 1㌻’481　ユ614卒i　，7806i　4614今：　タλ32

（88）
i

（3、3りi　（鉗）…　（曾・。）　q3、6）　（・％）

芳 194278 13840｝　ユ存798；　3マ35二2、　4～コ37　　　夕3汐1

（8、8） （3，2）i　（窯9）｝　（昭）　　（13、D　　　（291z）

資料

　ラ主

震林奉麹「木キ矯繕皮告割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノDlユ月1・ヰ縣1た工場1・つ、1ての数宇で’あさ．

ユ）（）内吃隊場干均の従業老季疑紡わす。
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3・　裂材エー場壁、一・・わゆo家族首働力左チ

心乙した循で‘ N宕竺れて9る場含が％、）が、

庭与，一一吻一働一力の一島断イ9’r曾一9・若与貯働力の

不足が“問題乙な・てきて、、∂。

　（4）一一一原杢堂～．貧構璋r－．の愛くも乙製層業

　さきじ雄．べたξ一う．に、裟管品需零セ‡島度経

看朕象乙乙一七に塔丸してさたが、4り午泌降、

激退彰・し一窪侍滞一つ．襖回に、めゑ，　これに件

・・、製積品の原秩督であ各製秩用薫獄の漁倭

量ぴ・）て1を八萄量毛憲ち同じきう有動伺左示

してきた（表3一μ参照）。　表にみ3ように、

製糟用煮秩礁、規夜その約61劉左外材に・依存

してn37於ラ1もにお∂。

　〃ト秩輪》＼は，一モーとモと回r『－o原木錦票量の

名しい蟷ヵoし舛し、囚内イ笑給力び弾力的に対’

応しきれ与がつたたお、　なされちモので’あ（

た。　　し扮し、36午》メ瞬外株の輪ぺが’匙秀久に

　　　　　　　　　　　　ず蟷力oし13テ年養eξ、製材用煮秩）＼荷量の／o％
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表3－ll 回彦枕外析磁場傑材用鰍緬量，ラ顯量

（　単イ重二」　ラ　ニ千価へ3）

入　　筒　　　量 糊量　入萄量

@鞍量

N・穴

回彦椅 外　　　　　材

総数 総数 ラワン管 米材 づb著燐
二ちニヅ’

宴塔h栢
その他

億3和3略 37ヲ78 33δ17 3761 239り 8ユユ ∫存o ％471
3も 400『 3ヰ360 貿3曾 308ヲ 1／12 933 6口 3ヲ1るも

37 41。も7 33884 7183 338ユ 196も ！092 743 3り885
38 43170 3396午 9ユoも 3785 ユ8ヲ2 ノ4フ8 lo31 4剛午

ご　　3フ 4545 34470 lo78∫ 引8∫ 38引 17曾∫ 〃7チ 443δ8

・　弓0 49？6？ 3引ユ千 〃845 440i 4191 ユ137 〃杵 4存i齊5層

剰 48768 3糸伽 14318 4997 則フ 2798 ノ40今 47貧8
千2 卯7フ1 33∫7ヱ 1921り 弊7δ 76．3 伽7 ユノ31 引240

．　イ3 豚ム亨1 3P。1 243ヲo 6198 〃08千 4ム73 243∫ 9初今
4存 夕68・？ 28876 ユ7？37 65、1も μ210 曽27 3ス86 芳8・千

4∫ 98。∫ユ 27362 3σる70 6947 13ダ．8 6タ70 3ムムタ ケムフ司

46 ケ78・8 263ヱ∫ 3iゆ3 7ヲ8仔 13夕B 66・3 17月 z2フ2 タ6648

47 6μ亮 ユ6433 34723 8367 ’4813 7’33 zo8千 之326 貿タ肱

48 637．3 ユ6102 376．1 9147 ’夕蛸 7701 17曙 3ヲ06 614？千

4？ ダ6447 ユ2388 3ヰ・曽 84存o 141’o 7父16 ノ％7 ユヲヱも 雰4引

兜 タ2377 ユ0961 3’剰も 7438 1363・争 6870 875 ユ｛貯 夕1千3

列 芳鱒7 ユi378 33667 763∫ 1ダo引 ％－6ヱ 10ユo 24．1 ダ3り9ユ

覚 ケ3871 20∫ユ6 3334ぎ 726今 1㌻196 7ユ41 〃oo 2弾今 ∫2＆4り

夕3 瞥？76 204冒2 3鱈9千 僻6？ 19497 78ヲも 〃32 ユr60 巧08。

％。1ユ 幻461 3存i引 68B 168巧 7072 1371 2，471 ∫留鬼

∬ 虫07守 209∫3 3口21 労47 1｛電70 ㌶37 ’％8 239ヲ ∫1亨ヱ1

「L－　一｝

葦緋

　注

魁林醜「糊離孝姥書、
の出力帖kW以よ・工場の数量て゜噺捕。

ユ）　日召琴口46与・以P粂の八指量は、タト禾才牛製ξ1口左含んで9監1∋。
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　　に言ぎながつちタトキ究14．47寄に熔、呼じめて

　　60　ツち　　左　 趣　 え一　㍉　　　、、　蓉一　ヤフ　62L　°4～　‘ヨレ　違　し　　、　　辛∈三　交で㌻　ノ壁ニ　1：一　し

　　て、　：：のr冬0誓間土『一一実．に　9、2イ缶先蟷力口してい議

　　のであ凱　 タト椅のラ3勲尺の比孝aと胎∂

　　の喀未秩であソ、ラワン机北ラ誉知x臆ぼ同
　　ギ比｛1『室ξ一一｝りて一一」L．∂一氏．一一壬のように、製獄爵、

　　木左タト回に依奪也ざき左匁らn竣匁麗腱、わがど

　　囚の資一，厚状沢」左毎た∋乙き、う介の間喀続く

　　モのと畜モわれo。　　しつ、～，最亀りう†㌔み

　　木秩専愈出一㊨の抵応」輸出規・制の動きヤ自風の裂

　　燐蓄亀叡に，もしつ“く製燐6ロ算需滋喀、わが゜風4）

　　製秩奪一に太さな影磐孝与一匁て・「くモの乙お先

　　われ、ノテ後の重卑有課題乙なウてい∂。

　　　以払のような原木伏給横遊の夏価左反峡し

　　て、表3－12．n乙寄ソ4ト材～長原料乙してイ吏用

　　樗一急工．場が堵カロLて、、3、　 す有わづ、製燐

　　工場敏を消賞原叡の種類による類型ごとに考

　　る乙、原木確保の困難亀＝乙力・う、因産キ才専
　　P6～　二［一　夕老i｝　rき　篭　　、　　〈　　シ会メ＼ニン’　　し　　、　　aa一そ恭ロ　∠r卜o　・生ト　1く＝　　1含　　／6　0ρ　o

　　　　　　　　　　　　　ゴ　　エ場正Lくあつたtのが、餐年に確7iro。工場こ
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　キ葛（以↑に瓜ケしていり。　　こ・れう回ゑ秩工

　揚｝の勿～ゆ最訊燐L．、外毯左穐完Lもつな括で薯八

　　したイ費用手場へF一転才災し1－gつた，　　そして、

　　それ以降先回産気一．奏生彦量ρヲ臥ケィピ蓼飼が続、、

　　たため1経～言維循の嘆享・ト生力・う1焉・碁石窪《呆が’比

　卑東的磐易｝．亀一タト材．北『鋒～｛き「ゴ．一．⊃／隻倉が為ぎワ、回

　一産　　牽キ　ー・　　ヲト　キ：キ　イ許　　用　　工・　ウ1嚢〕　尊　　「‡　　サー一毒　　す　　夕碧カロ　　し　　1と一ρ

　　このイ喚．｛司熔一4舟拝のじ．マク9寄（140・oエー至易）審で

　斥夷L、った，。　　し・6、し、それ左境」乙して目雇一キ玄・

　外獄イ首用工．場感鳳ケで頃向にあ∋。　 二れ昏、

　タトキ矯門匁場への物竹力嚇目一ち数あ・たためと
　キ｛圭．r察　さ，　萱へ．　こP　9　　　　－　一と＿　ヒ｝　一ト、　　えげ　、　　　回　産　キ：キ　　・　　タ←　材　イ首　　用

　　工場時ワ5与多見客1・ニーお一」、て．モ存お置手歓五とめ

　　て、、る。　 一ち、外秩零門工考｝噂、回産析イ汽

　　紛量の轍ケ・つイキラ外粧輸入量の蟷尺左貨界乙

　　して、4。年の6．68工場ρ一ケ巧与の33巧瓜場へ

　　と二のノ崎固じ約㌻イ巻に塔丸して・隠。

　　　キ右、毅秩絹素棺1＼萄量お牟“工士筒毒又左出

　　力F噛雇別，ヌ場類野‘）に行∋と表3－13の乙
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　サ　　おりで畜急が「、　香ず、　エー喝数の構へ刻・宕感、
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表3－12 工喝類鯛黙婦鰍嫡量び場毒知麟乃

；処 言 回彦ヤキ　門㌻喝 ㊨彦織・ヲ1燐イ喬用＃琴 タトキ残　準『二媛

μ易琢 入街量 工撰敷 八著r忌 エ喝峯ヌ八祷量
工揚毒ダハ萄量

（奪3） （魚3） 臼執3） 1（称3）

8召和イ。 247り∫ 4㌻フ6 1ダ‘70 228」ρ 8千 1777∫騨
　　　　

U68　夕38ダ

41 z46ヲ8 48768 f存337 二16引 ヲ∫2引　えoヲ16 跳…68・1
そ2． 2483？ 夕2791 〃？ユ9 17737 〃37。

i26。「7　　　　”り 11豊⊥一二＿i萱塗£．

43 2∫「2y ∬671 97ウ3　　　　　’∠辛6フ0 ’3720 幻786
　　　　1ﾈ酒2i〃ひ1～”

竹 2存ア・8 弼8・フ 9・。7’ ’3261 片ρヲ2 3．9％ 186プ13…

4∫ 24933 夕8。∫z 86∫D 1ヲィ・7 1％∫D 29∂∫2
　　　　　Q．ユヲ3　1∫∫73

4る 2引9 タ7奪・8 8486 13？70 ’3196 27舛2 瑚7116存！6

47 ヱ392∫ 6’1∫5 8143 1今・夕δ ’3076 27曾・亨 26861／9ρ7午

43 ユ4013 637．3 763∫ ！ユ7引 ’34．7 3・z・7
　　　i
Q《窒V1i　ヱ。7ヲ5一

4ヲ ユ存ooo 夕6447 76η ’倒弓 ’3δ∫2 26ρZ2 3331－9酬

9 236ユ0 夕2377 726季 ’・Bり ’・？司 ・4ウ・7 337∫旨7ラ・9

列 z3480 卿47 7z夕2 1・ア67 1ヌ786 2∫D36 34421　　1ア04∠弄

∫2 ユ3135一 囎71 7ユ33 1・7∫1 μ372 盈ヲ61’ 3∫3。119司

㌻3 2ユマ75一 5存976 7136 loテ．2 ’ユ・67 234？？ 3タ72　i　　zoダ7～一

魯 22甥 ∫60μ 73yフ 〃7フ2 〃6ア8 z3珂
3482　1　　ヱ07’《了　　　　1

∬ 2ユ13 ダ207 7僧6 〃386 〃ヲi「 21タ％ 333　1　1867ヱ

資料・熟キ纏彪「キキ檎響臆書、

表3－b 餉？賜剰工喝委鯉別製キ押無キ入萄量と工場敷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日召和霧拝）

出力F寵 言昔 国産賛 門工場 面甜キ升鵠イ袖　τ場 外秩一1門エ場

工撰歓　ハ萄 工一場圭駅1♪＼街暑 工全゜ K久［入銅量 工喝毒久｝八萄量

（イ甑3） （・穐3） （恥・3） i怖・つ
a寸、

22ユ3 ∫ユ．7穿 794ム 〃886 ’βrl zl4％ 333守　　i　　／8692

7チ22鉢W 43∫ζ 1680 z3・7 862 17i「6 697 2テゴ　　1・1

ユユ・野3∬k》 P駐3 4。η ’ア・1 ノ∫．弓 269今 2βフ 4∫8　　4曽
37∫－7儀・kW 7270 口？・り 2．0月 ヲ2到 千2存’　i　　　　62ア6 　　　　】

fρ’8　　　　ユヲ68

ワ気o－19のk紀 3鱈3 ’2770
886 3｛97 18・8i甥弼

7㌶136’8　　　L

1∫η、。ドw以L 勾o zl　618 乎タ 3070 832、　6417 8ラ6　1213i

趣斗 潅糊・輪「麟嚇年キキ禰霧幸畦書」

’
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　　7、∫層一225ドvvの也力鯵雇で1峙、　国産ヤξ専門工

　　場継、書た・2・5一庁・、。K、￥の倉膣雇で「寺、

　　回勧知タト棉個工場が、それそ悌魚粋肱

　　とδ（ていゐ。　　二れにhししマ美興榛一の章でフ（き

　　な1㌃0・oKW以上一雇で「1な、係困ヌ場も’ぶび外稽

　　薯門工場ガぐヨ塾．4L一抵丑穿・｝弱左占あている、

　　　♪処に．、葬キ宍入荷童の構6丈劉な左町5乙、75h

　　kw未満の危雇につ、・て噛工喝変欠割倉の場盆

　　乙同じ傾向乏斥し「（いもが、　75“K～v以上雇lo々

　　う乙、外株蓉門工場の比學が弓島客・て、、吾こ

　　と．が矢ρう躯3。

　　　レメ上の；乙がう、　出プ1美危槙カバ人きく亀葛に

　　つ塾、9ト株左耳5『リー手㌫う一千場がβ港衣博∋で鞠飼じ

　　あもこ・乙がわがり。

　　　穀秩奪落、ヲし末、1爺銑仁地型産業であoカ・

　　う、囚産棺とイ可うがの閑連左tつて揃へさ哲

　　奏履してきた・　い’し・外賛輪八鵬葛《，

　　風彦獄伏給・∩脅聯与・・し145臥ケ乙・・う原木の

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　蘇給構迄の季化にいて、止犯開にモ規キ軸9

　　　　　　　　　　　　　　’
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　　に一t匁きく転．換寸谷こ乙麦蔀俄なくされた。

　　　その季繰、塞秩一工場威、辮乙して規模の

　　キ広穴くし左　結ヒ竺「　2一る一が一う　、　タトキ才づ」タ号｝イしの　ち　伺庶．

　　た．ご’つ　て　い　つ　と　t、一スー　よ　ラ　。　　　　し　が　し　・　こ　o　こ

　　乙1害、従条6・う内隆裂秩業く乙強、、相ゑ依昏閑

　　係1免あ一2箕一回6．昼業．（3冬．ζ．㌃影響左与匁っつ

　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　ノ　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　率リ、そ一の一一浦長熔囚内林業の発辰をん右寸9

　　モのヒして唄題左才灸げがけて、、り．

　　　香　壱，、　タトキ亥一依病「．穆L一の　裂オ穴　工場｛二　あ　っ　て　し手、

　　膚・本抵禿ト左、、め、に字定的に后窪．イ界言急が、害た、

　　タト回が5の裂秩品輸八1二舛してわゲ風襲椅宗

　　熔どのよう．に対処言べきガ答の問題力ず躁在仏

　　していコ．　　これ時、　木獄卑翁出回において、

　　メトー獄乏L一種の戦瞬r物資乙して展」し否立場がう、

　　あゐいは森林質ヲ係の堺霞の女生易がう資卿プン．

　　ヨプリズムの気醒が函害り孝爾セ：て、、乃之之、

　　香た、自回の冬秩関産彦業のイ昇護おぎ〆育叔

　　のため、抵奏の輸出孝夫軋制しようとす⊃動さ

　　が強客うてきて、）るてz二警にぎむモゆであソ、

　　　　　　　　　　　　　ノ　　わが風難械完に乙・て重募亀解題乙・珠5う。

　　　　　　　　　　　　　’
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　　3．3一　倉極，豊琴．一些昼陸黎製董係の疑・抹二分杓

　　　二て．で晧、　害ず、　なキ改鶉募の動同につ6て

　　．Z査，　べ　　 で≒±一一あ　　Z：　一．2　　＿　ノ實　 キ象一ヂ＿　爾　＿募一一＿関一圭㌻～　ぎ　　 含『一　ヲ鼻君玉　「季　　急　一ρ　一

　　フ9．で、盆生反纂馨に鱈応して奏最．、てきた倉

　　板製一一芭一蓄の一動上r司1二つ」，一一て考察づoこ乙に誘さ。

　　一一　3．二3。　1　－一倉一ゴ杢尋ド響註一募一一≦狂一動一望『｝一一竺一霊一一夢関禦ヌ・の　畜吉ラ鼻’ユ

　表3．一ニー一け一一は一L昌．杢盆．陸医玉乞緯一ぢ塵含会の調

査ヒきう億糎の鶉毒卸門一級応孝左念したむの

ぐあ急一σ一一一一一こ9一表冬ツー，一含栂1窪、建簗，・丈木λ

家具，逢県賞浜v・家電キヤ．一に矛ツト箸㊧医失

活の勿ち面ぐ利困さ躯てU含：しがわり’う、

　輪學締門巧」歩b孚ぱ、｝童案・玄一木老ア門が’4∫芽

の45－、4ツるが一〉一チ8」・年（η5嚇6、千。んで＼と《ヤ畠にタ葛人し

　　　　　　　　　　　　ゆた。　　その後．、石油シヨツクが覧わつた毛のの

！
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　　その畳3響．喀卒奎ワ．ら≦、豚弁1くはほぼ1『承葬

　　9弼5プ・並奄つ…ヱジ．一一互。＿．．之寒一・炎冬部門し

　　つ口で一一需要が7ヲさ）．♂L．唾＿一家具紳門でありが、　o

　　擬一蓬吉4㌻一釜ゐ＾》そ£年に一一グ蛙．てラ叡少した宅のの、

　　，⑤容に篁」蜀｛夏し、　301冬．・ろ．ζ一る・て気｝つ．

　　＿＝れ一虻些比べ、沿・ては横！挟比孝の比穀勾

　　勧・∴一．ち逢一県，潔一電キーセ．．ビま一一ヅー㌧展冬差餌

一唾旦笠1一込一で盗一弁一一2叙ダー－L－一コつあり二ζが冴とれ．

る。一一一乙む一あ剋』建一策．・．≦誘ト困およが家臭用

表3－｛升　　塗鉢反の馨誘象静門別》し孝

　　　　　　　　　　（単位；％）

資料・日縮板壕組倉齢貧調べ．

ラ主：鶏毒部門別》し葦博金額塩く「璽わる。

　　　　　　　　’



評。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　181

　　倉界橘一両．危一杢塾1）一摯2－．ζ．！－5慌痔現在、盆板爾

　　馨全体の8∫、い／．左占めうに至・て・1否、　二

　　の：乙力、ラ　、倉朽需學噂イ主宅蓬L設表略じめζ

　　一3つ建築老動の動肉ヒよ・て六謎く左石され

　　3モのz：おもわれ∂．
　　・＿＿て．三二（L．盆．笠壷＿隻塗逢筆一重動一ヒよつ一．て」り一が

　　一なり．影蓼＿垂一う一壁＿て＿室＿左一＿が左至i月．うカ、に寸一一⊃…一左一弟

　　虹＿一録如需要賦麹縫±郵董凱こ一乙にし塵一一．

　　　ζ一一ちラー一で⊃盆噛タ礼一．壁｝一一一』単主反一乏一キヌご乙1二

　　おお宅ね直交．さ《、奇毒タ．枚キ多老剤で憾り倉わ

　　蔓．吃＿歓一璽瓦一旦コ」一（注」⊥つσ一．一＿一㊨一板1を、告匝倉キ灸

ζ循弓朱倉版とk久男・｝さ唖～⊃カv、後老楼「告通，

㊨栂◎表＿重｝一．lr－」布＿ニー∴逆二＿L．∫亡ヲー一でり／ト、一塗装

答のウ『モ左施・し←な牽ター年堕一う」（三主1ユり。　従つ

て一、．量一典や．セダ『叉出一萄一童＿ρ一存ρ・131言、矯殊倉板

観庫◎一一ザー．のモー｛1ま＿一璽一堕一一．♪＿一室＿ヱー⊥乞3．．　　一一一

　豊杯本産名一「瓶秩儒緯韓告名」1二峯急乙、

篭直な板一ぢ凄一ザ婚妹一信一板婚．さうヒ・処のよ一うド

硫類され∋，

　　　　　　　　　　　　」
4
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　　　　　　　　①ホ゜りエステル化粧倉板、

　　　　　　　　　②　塩イヒ．ビ　ニールイ亡＊左ン盆キ反

　　　　　　　　◎一ヅアゾルフヲし一トィヒ粧倉キ反一

　　　循ξ朱．盆キ玖　④プ9ント盆．板

　　　　　　　　⑤塗装含板．

　　　　　　　　⑥単板化粧喀り含板

　　　　．　一一一　　⑦そ一の他の倉板、

　　　以」＝－9一よラ1『一、告一亜乍二朽喀ベニLヤつアー倉

　　ヤダ乙墳咳朱ユアー倉昨反乙に丸剛さ躯3（辻，3）が、

　　っぎの．表．3一庁ゲう朗うゲ有ように爾毒の穴

　　壱P勿’1窒バ．干一ヤーコ∫アー一倉キ反であひρ一　　このべニ

　　ヤコアー倉栂噂1さうに、1類ノユ類およゼ

　　3類（n3ワに．夜易ε3さネ急。　二の類髪区分噂

　　日本農林規・格（コAS）に甚ゲく耐本鰺看力
　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　にぎさ区！分であり、　1類セ‡完盆耐叡鞍倉栂左、
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表3－15 告画倉板の品目別鵜童の権物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（難頃乃・の

　　軸騒

@　（出萄勧

N久

告適．

ﾈ冬反
i制う

矯殊コアー

ｴ　板

ベニヤコアー

ﾜ　板
i・卜計） 1類 ユ類 3類

昭和35 382，5ユ 37，788 2、i芦

3も 448、質o 4舛，3。2
一

3θ18

37 48∫、曽フ 47曾∬62 ユダ．之36 ’曾、脅6 273、．80 ダ、8ヱ

38 ∫3亨、2曾 タ　δ曾　　、 3L54 220ゲ～3　　、 27∫、945噂 6，z6z

3？ 6ユ1568 6’∫」ゆ 4ユ、ヲ1 27∫、？ム3 ヱ7も、233 6，2ヲ8

40 662，712 6∫も縄チ ∫y吾63 ヲ膚5b◎ 矧、舛 6、父48

41 761，738 7∫∫5寛 7δ，73？ 473・。 ⑳∫、616 6」83

4ユ 曾・2，616 896」ユ∫ μユ382 63。、o吟 1貿」3？ 6，485

43 lbも3，0・7 lo野5石∫ 1∫千，例 7ワア338 12、％も 75瞥
44 ll83、8 ll7千，3如 2峰／ly 総2，22 7曾、o。卜 9．∫1

4ワ 1ス36、象 122ム6D 243．08 彩3、・61 イoみ9 9、9ユ1

46 ノ2紺3引 ノユ％37 ヱ37、888 9夕3、臓∫ 2今966『・ 8、9i弦

47 13鬼、，1ユ 134∫lzl8 ヲ3ア，433 ？93、3るも ノ213曽， 7．2フ

49 ’372フ8マ 138，990 416，22？ 9岬、462 ノ2瑠 タOo

イ9 1240、37午 123∫宵も 引∫、27を 90＆5DO 紘フ84 4，618

即 川窯1引 川0562 2ムz亀もo∫ 839，770 8，187 3、ぎ7？

91 増36・6、 1ユ3、489 310．13％ 9z．6乙o 7与32 4！18

駿 ノ2娠夕z8 1ユ。o、6。 ヲz7僧o 87318 ノ僧 9ヱ

∫3 1ユ9336 ’2ア今、62今 362，67ア 930，6η 2528 S312

鉾 13ユ存 ノ32β．∫ 37、o．∫ ％牙、何 2，897 ∫」7

応 123今、β！ ノ無＆9蔚 352評・O 8ム6、ユ。 0583 夕、14

責揖 霞林擁箱「冬材禽紛報鵠、

’
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．2一糞負噂高1隻而4冬株倉板左、　香た、3類熔告直

耐’水・株倉キ反左天れぞ1トー表す（注杵）。

…ぎた、些窪鯵参板は、管置復板左色板ヒtて

表面堕£欠倣工したtの∫1’．あ．δが‘、建家工広

や生ラ｛隻株氏の褒イ9に対応⊥たイ主宅却借ノ家果

調皮一和ゆ豚畳主一」二．工一⊥．表一一旦↑」も仁御うれ3よ

一う17一鴨募・訂蟷フ（し．て一き五．

一；の一う3、一一一ホ゜ワ鮎スラ1りL粧盆板臥「表㊨

に紙ヌ博＝れk子一熱3含季無緯一一質一精針乏麦蓬獄乙

し、　古3り工入ラル樹脂左女秩乙した熱硬イヒ」株

樹脂左鮪倉剤零一堅迫旨一粧寄玉『一逃た筍糾a才一バ

ー　しイ1一カロエし一！≒．倉一「ドタ｝」．（三主｝亨）　芝Lい覧）、「更し匙、

透．『目一有表一．面一駐割一1『一？み上一グー整．すく、家呉によ

くく東われ3ゴ（注1も）。

一温化ビ刃レ化粧一錯脳、「表麹一ζ塩化ビ刻し．

桝脂一Z…ニーヤメ馬垂些旦ヨ1ヒ轡一胆ブイル塩ま言

一へ㌧しイカ・・Lした盆板」（珪19りであり、「磨

耗に3包く、比鯨一的字俸であるが気拷壱はむす”

つ、し　t、」（5封7唱）。

　　　　　　　　　　　　ノ　ヅ了り1しブタし一ト化粧倉板陰、「表面ヒ紙
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表3－｛6 鞠総板の凸目男蠕毅の権物

（単位泊巧の

辮量
@　㈱郵

?E穴

矯殊

q板
i計）

㎡奄1銘テル

ｻ粧倉

レう墨化、ビムル

ｻ精．台

ジヤワルフヲレ

ｵ’ト化粧。

プリント

栫@　板
i信，ラ薪の

塗　装

ﾈ　板

単キ反化粧

咊Dつ信

そのイ也の

ﾈ　板

麗和3年 78，イ6∫

一
38 ノユタ、砿2

13δ4も　、

4，661
一
39、2鬼 ！6．2％

3曾 li3、69∫ 1夕、82ユ 9568
一

岬、770 2’，446 lo．66ヱ 42、2。

40 ’曾∫、8どo 17，8ユ6 ’o，614

一
7ユ、〃6 ユ3．69り 1ユ．塑⊥ 46、8iゆ

4； ユ33，曾ム 2存、f98 ’3，667

｝
92，3∫3 ヱ6、8’伍 1脳3∫ ∫8，402

42 lo　5つ。 ユ6！1 70，D76276，378 26、や 1ヲ．970 23遡
4う 313、5簗2 2ム究 ’8，ヲ27 llλ、2監 ユ7．θ 30，680 97、ρoユ

4守 38∫、9万 ユ8、839 20．ユ35一
一

13も、1島8 27．3乎8 43，664 ’ユ9、761

4iデ 48？％8 3。、74卜 24，836
一

198．7∫ワ 27、．88 4ア．87∫一 1タ8、4知

46 48，383
一47 ぎ2乎941 2，688 z6．9∫ ／2，68ζ 22218 3今、876 6ムヨ7 ノ％53

イ8 ∫るo，214 ユり、？31 又6、3ワ∫ 9，471 2ヱ、ヲ70 37」73・ 8タ、318 148、∬隔6

4 4？’，641 2ム、1ユ 23、ダムも 6，73∫ ’92，666 3、ス7∫ 72．36 133．31

知 引9760 父｝、’32 1り899 乎，9㌻ ノ675コ 33，7も曾 67、晃 10ダ、3∫

5’1 4ユ3，6許 25582 1984ら 3538 ノ曽．7∫8 3系7ヂ8 7ノ∫8 〃0，フ鉾
5『Z 420，3∫2 2i汽188 1＆634 33∫’ 16’，Dl8 ユアム％ 曾5、7ワo 96，699

夕3 427，33守 24，143 17，96∫ 3、4．3 16ム，880 31，．80 8∫、テ68 98，27∫

9 脅2、2ヲ 23，193 1マ，ヲ2ユ ユ4ユ 130，ノム∫ ヨ1．∬8 83542 lo2，4認
∫『 3ヲ2，788 ヱ4，632 ’i戴678 3，08∫ 1∫千、8ユ3 ヱも，138 82199ir 8∫、4今7

資新 農林権箱「糊勲鰍告葛

’



N・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　186

　　ス峙．窺れIF類可一亘斥裁雫佳．窺秩料孝主基秩とし、

　　プロヒσ」レ≧桂4脹の一塑些二．じ一一冬．ヱて得うれ否アリ

　　膨7r乏く一ゴ乙コ．ヲ．ニノセー．隊左主原緋乙したジ

　　マー一り1しフータ墨・’卜．樹目島2≧一「雀で’て一しイカロエ・t

　　た倉キ夜左いう」（注1ヶり。

　　＿一プー．リ．一ヱ十．な．極一！窒．i二蓼．璽｛三一『ヒ刷カロエ五施した

　　倉牛駄」（ヲ封㌻りで1あワ、乞板にはラワンの箸透し盆

　　キ反〆用一、｝う一室一一一∋一一．。．．．重下躍｝一さ†ト⊃一の憾　（部脅台ぺ

　　鋳本白り有木目権．樵で一率互力磁、禾器の木自が5

　　キ肉．雪くキ6rj墾二ぐ二．あ一至＿＿穿一…互．牛多＿奎湊一力ご＿あ∫δ．σ　　フ9リーンート

　　ぢ板壁＿字く御一であゐり一み．！一一色一ヤう～2棟棟が’多見裸え土

塗ミ1二程fたした．て：乙一．－t⊥凄㍉一＿つ一て一ノ乞【く」綾「∫1一し《1套i毒．ぐ

れ：て、1．つ一。一一一一イ主「宅Lの｛『装キキ針乙t・てイ裂困さ鳶～

う．存め一、丞L辱、石＝ウポーギ讐乙競倉閑て烹｛ニ

ー毒「．う4．、）わ一れ丁．、、1）．。一　　一　＿一一

　至蒙一雀一空ダ膣．、「表一画！く，冬．竺通．一至緋（主一乙し

‘て二Lトロセ7しロー7ぐラッカー，　了ミノ ア，し宝

ド樹陥至堵斗，ギリニL匹ラIP樹陥至緋箸）左至

装した倉板左い～）一、透．明至蒙倉板クプト透唄至

　　　　　　　　　　　　ゴ蒙信椋の種類があり」（注19。　這日R至装倉線1客



18？

些浄車歓ξ一表⑫単板！生用！㌔⊃二乙台Yククく、主

4一して一輸顎．向でごあう。　香た、季〔包・目塗装倉

キ改噂・一餐板垂表一衡！色一至透『旦薬銑左峯守した倉

キ8脛て’＼一一カーラ　マ…塗一蒙三＿・信’一雀タ㌧乙一主一一、うわれて’亀、∂。

色キ玖乙して一、品質．の一一やや体D倉糎もイ吏困さ萱へ

てPる。

　単板年粧呼リ参板穿一∫表一⑫一に冬獄賢僑肴の

一美緯杢．目型り一苓．墨一て．薯単一委璽左張フなわせた倉板、

」（注博）左1、｛り、天．然本ゴし．．栖㊧板あ否nなつき

キ尽坑dマ㌧しイ倉板乙寄㎡でれて・｝2、　普

典参板ρ皿余面じ化栖一単一一圭タ動壁つ一充島級イし粧な

板で一あ．りが1《敏一木一が本末．も・て亀、9彦イ虫怯

の一ぎぐ｝一端一負一右9壷董越替」三客湾寸急高組化ロ茗

誓有ご左反ε艇して、疋L一年需琴が乙針に喀匁し

て9委一一．一一一9一の倉栂ρ．登替興先釜一して1守、石こ

う1ドニ．ドー．ノー一じテ．で聖裂一互一蔓郵一兜一ぐグ寿柔一う一れ

∂。

　そ．の但の倉坂こ啓，h記塚外の塘殊な板で

隊ラミン化粧徽，雛×ラミンィL粧倉板，
　　　　　　　　　　　　ほその他の坑一’＼鴨一レイー倉橡，印《倉孝反，張天
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倉板母ザ濠ミ用唇栃し一一車n．う一」（法’ヶり。

．脅一車倉．椋む一邑帆婚殊㊧板の品目剛需募量く

出御量）の樺物左一型したρ〆、そ弘ぞれ表3

二貯フ表3－－1ムズ．畜一争。　一

＿さゴ玉一と一前一。慮⊥一一起主＿ラ＿些⊥一一な極矯逢筆伺げヒ

天キー出一街さ躯ガ毎至ニー一一な版一禽箏左規記す∋響

一㊧を一些∫τ、客一ず⊃＿線一一蓬筆，袷一玉一量グ’あげうオ＼り。

　害ち一，な木私価権一王マをプ．尺一一の鶏響産倉板索

毒lo願1です二乙が考匁うトδ．　　さう10、　趣L

焦信板の釈鱈財蓄薫知f－7一一∫一フノしギードノ

77イバー一ギー下一フや一＝一ラーボマド奄ごが薩出

、て一、、一一吾た一酸．＿免込．至．』＿影．1砦．一．も考屍に八熱り

1糞夢が一あo。　　　　　　　一

．乗o一で一、一曾夢一劇叡．覧窪一∫てL≧匙9．ような対数．

線型一＠ツ昂氏て一二璽巻一1）．杢一裡二垂＿Lて血常の一最・ト

ユ乗ラ卸蒔・て、年欠瞬系列資結を利酬て

き乍則を竹う一二乙一にし一た．　与獄言樺糊間感

矯6朱盆キ改の卸乞物r勉一指数台べ’掲1ε＼されむように

　　　　　　　　　　　　ゴ喀・た照和40－一応年の15拝一間乙した。
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．一．11～D－r一丞。＋α」一｛竺．1＿±＿αヱ駅P　＋　α3侭Fノ

　　　　　＋餌D鋼

　たちし　一　　　．＿　　　一フー　＿＿＿　＿＿＿一一一一一一＿＿＿＿一一＿　 一．　　　．

一一一Pjな板稀一夢肇一一（．串一衛章一）　　（百乃パり

　一一一ざ一1一稚一建築看｛L．量　 く負乃バ）

一．＿

@P－；一客，損な‘橡価橋指考久（Bl3和只》与二個。

　　．一一一乙博る一ご一一櫨．卸亮甥イ勧才あ委久ピー番・て実

＿＿＿一一賢絢P－）一．．一一一一一一＿一．　一一

　一セ／；実一賢．べ後財仲一矯循毒ター（日ち和9与二1・σ

　　　　し樗り一舟iiし卸党物く勧キ旨孝久に・よつて実、

　　　　質化）

　　DU貝1第17処后麹シaツフそ灸の木稿裳界

　　　　の『卜沢・左べ埋ざせたダミー変委父

ニーゴ1圃1黙畿豊鑑一1鵠二1：1一

　上去左青直盆キ死特弥盆．板の若品目じ適甲

し1き寸刻左瓠升た（注i8）。　更縢の椎定にあた

つて博．、一一至た、言†ri皇臼｛∋一に一一冴て有一麦窪な衣左ぞ器3ため、

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
上1＼の一・服式の畳手がにき丸θR麦参気の敷2t胤うし
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　　ち式に2いて先‡径定．左イ「1つた。　　その稀果，

　　藁気一有集ζおも七L鱈＿3＿樺，家窒吃下記の一乙おワ

　　ぞあゐ。

　　①著直一骨一板需票．関一静一一の才佳…定L．結果．

　　　（i）一告遷L倉雫改（一骨計〕一一．

　　一　一1竺P＿三．3，7名皇L土一立』一η淫「」塾丁7－〇－r庁1筑P

　　　　　　　　（0・乍Ul）（0、04ム1）　　（0、083∫つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　一　　一一一一　ニー0・06チり一Pり郵　 ．一　　　に伽；0、9タタチ

　　　　　　　　　（o、oz82）．　．＿＿＿＿－　　　　PW「二　一’・∫ダ6

　　．一（ll）　老遷L償．」極」＿コ．肇更ノ≧‡塗＿一＿一一一

　　＿．、へP－3、－8号52イ♀，－1249伝￥－0、3772伝P

　　　　　　　　（o、ヨユ8マ）〈σ、0907）　　　（〇一も82）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食a　二　　〇量？73∠ナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pwニ　ハ877

　　．－Gi｛）一著遜L倉禾聴フー＿名類一一一倉．秀反．一一一一一一　　．

　　　　　伝D二3、23ユ6＋1、623y伝γ一〇，38　yo駅F’

　　　　　　　　（o，r3曾7）幅（・、一匝ラ）一　（・，’852）

　　　　　　　　　－　　0、　目　80　Dur》1　　　　　　　　　　　巨z　二　〇、877？

　　　　　一一一一一（0、Dもユ曾）　．　－　　　PW二！－ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　Gv）　告適L伶キ反）　3類倉キ良
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　　　ニー一ゆ＝剖・－63－8続πラ・4多’6い’2卍曽Duq

　　　．　一．一一一．（3、も9も3）∠01塾一亘）一．　（0、4・’6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貢乙乳　0、8∫－3◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PW二　1、8ヲ3

　　　　　　一なお，　管垂L倉＿板の一うう籍殊コアーな橡の

　　　　輪要＿一｛『：つ．△⊃1．整＿L＿一桑一一丸『窒｝一一多塞一之＿一森左ぞ寄急二乙

　　　　1告でき　巧｝　向、　つ　た．。

　　　②墳昧な板蝋箏鴫一黎の一雄錘諏参果

　　　（－1♪一一一塘．巧朱一盆禿麹．C盆．一をt⊃L－．＿＿一＿＿　　　　　　．

　　　　　　1株D＝1、δ240十1、1／8千’帆’「－o、6z　33伝P

　　　　　　－　　　　　　（　0、＿7「了　38）一（：o、　96－？57』二）　　　　　．　（　0、　’8　∫ユ）

　　　闘一一』一寸一61－4歩フ8「バP／げ一〇〔目4。椥N

　　　　　　　　　　（0、12ヲ7）　　　（0、05隔08）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巨こ二　〇19∫曾7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PvV　二　　2、03　3

　　　　　　　　たπ　し、　Fノ感石＝う　ボード伍箱左表す。

　　　（iDギワエ匹テコレー化一粧倉板．

　　　　　　しYD　二　2、4132，ゴ：一一〇、38イ存ノれ了　一　〇、22・67伝P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　
　　　　　　　　　　（0、曾8日）（0，0794）　　　（0、2010）
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　　　一一一一　一　　　一〇、ユ存3∫t）口岡　　　　　　　　　鳶二　〇・68～マ

　　　　＿＿一　（・1・亨1イγ一『　　DW二1、47季

　　　　（jli＞一　塩イヒj　t二鳳二・L　ノレ　イヒニ」粧　倉　索ゑ

　　　　　　一1．瓶．D－『♀、口85十〇、マ763　k了一〇18∫61隊P

　　　　　　　　　　（1、熔77）（0、lo　70）　　　（0，2710）

　　　　＿一＿＿一＿．二凱を生一誓pu璽＿＿＿＿＿＿＿－　R3訟　918ワδ6

　　　　　　－．一（一・1ゆ51）…－1－－r－一…一一一PW二’、δ77

　　　　　　　　　　　　　　’
　　　一（iv－〉＿フ兄一ワー－7　ト　な孝孜

　　　　　　　絃．Dニー1、9i子ρ1．ナー一一1・ρε一βi－1帆一Y一α46ヱolハF

　　　　　　　　　　（　o、93　？6　唱）（　0、　0777）　　　　　　 （　6，24　36　）

　　　　　．＿　一．．す0，∫遷一lol竺一Fニー一一一…一一　．　夜z二9，933守

　　　　　　　　　　　（o・1呈6の…．一一＿一一　DW二1、テ7－←

　　　　　　　　たぢし　、　Fノ博石乙う　ギー　ド価栂左表す。

　　　　（い）　ヲ箋装㊨‡反

　　　　　　　ik－P－＝　1、3昇17＋　o、40　1D　絃了　一　〇、05コoPU凹

　　　　　　　　一n一ぐ1：一雰一竹）1－6、1。8◎う　　ζ一〇、・臼3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶三〇、4ダ40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PW＝　0，760

　　　　（V｛）　　　単　斥反イ（，」粧　1香！鳳　ワ　ノ宕計　呑r象㌦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　－　一．し、－P　ニー3、9－6，7．二t一ろ6－8■零o絃’「　－　o、82∫b　I抵P

　　－…一一一．（ll　7y　2∫）．〈巫15魯〉一　（0、5484）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尺二　〇亀9326

　　　　　　　　　　　　　　　　　　PW二　1、73ユ

　　〔L〕一一jLず一L．窒垂盆笠魂一推．定髭果につ“て考

　　輌∂一一ζ一下記畦一おリズ⑥9ρ

　　①告鼠一参一魯一牟一碕9．奮…要雀一墜．．総建筆蕎よ量，

　　告達Lな板価橋竃皐ザ木燐業琳の千況左卒うわ
　　護ダ’三二＿璽難～－1三一塗＿2－一久＿窒施『目一杢＿篁、〔iヨ帰係数こ4

　　告葦煮く卑左一一淘．ξづを．鉱．礼統計宇．的に財て為度

　　じ一有飽一であ～」＿一．免亘1手一グに．、木質糸へ替一賊

　　乙し一て一銀．禿禍一一一〈匁体〉，製」嫉鑓嫌一、㌧ティ

　　7ルギー一ドノブアイκ一一む一一ドの価橋左、ま

　　私一悲一冬賢細代鷲穀為し一て石≡ラ左ひドの価

　　祐左謀θ只一蓼…多『乙して醒1〆、　灸女に宕絶θRざ逆て

　　針たが゜、廟耗倉ま看象4えう熱有力’つた．

　　②著置信板のラう’熱倉極に矯す》鶉馨量は、

　　親建築巌を量乙！き板イ㊧祐乙1二よ・て言紀日月され

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　3。　葛鳶の総建筆老工量5勤椎左み3こ、
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　　それ！‡2一名ズーあり、　乳熱俗．権に苅寸o鶉零が

　　毎｝彦、に3単力的で‘あD　こ乙左示　して　、、つ．　　　1

　　類信板喀、鮒冬椎がさわめて高・たあ，ユン

　　7ワマト型替，逢簗タト装有ぐに鼠、、5れマ隻、

　　る6ぐ、一このよう1『5単峰値が一島、、tLは、矯来

　　七詐常ヤr．有翠奄製あで訴一∂一ぞ乙左冬峻して・・

　　多。

　　Q客熱盆朽一に．苅す一2璃一．要一1垂一一，管直信板全体に

　　対誘∋需潭乙同一じく，稚患家老づ」量ノな板価

　　粉お｝一ゼヲニー玉二童一一数．妊．一走＿乞一て■一飲．『Rさ躯∂。

　　　一広類宣権一笹一3　’柔尊なメタほ1ぐ和窪苓桂は島《な

　　、、脅下‘雌L洋の笈瑚択．軽に硝一み⊃起め、建築内蒙

　　キキ料一，一一家．．具．な一一ど一一昼一∫裂昂．さ＿塾一．て一い∂。　総建案

　　惹．エ量弾・ト蛋値1客人Olzで‘あ急＝乙がう、ユ類倉

　　板淘睾量．庖総建案一一毛一ち量ρ一豪イ些孝乙1才一ば同じ

　　叢魯卑くで蟷緻一寸．直一一三「＿乙一！塑一一れ歪巳金．

　　④3類な糎に矯て一⊃需夢喀一，一鞭建一築老雰量乙

　　ヲ‘’　ミ　　ー　　妻．数　　乙～　竜二　　，キ　　マ　ー一て　　言…斥「β月一ご三　ヤL　　∂　　，　　　　　　　：二．．　の　　需

　　毒関数の盾程匁感、親建築看ム量の一ヌ単橡値力、、

　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　ー3、絹乙コイナス値で、げt島P値左こつ
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　　て、、∋一一三乙であδ。　　これ噂，　3類！含零反，喀一

　　らφ殖墨・陣憾あゐ毛のの而｛㌃冬斎隻1二乏しいたあ、

　　二の裂一み13メ窪亨急脅毒が零．慣減退一しマ、、・・た

　　たあであワ、　3類盆禾夜辱↑糸駅賠的・ト蛋賓左モつ

　　もの乙9匁某う．　　さうに、　ダミー豪毒女の回

　　帰俳肇客一琶rニー客1塗茎一．重．一至め一工、あP負但乏乙フて

　　い⊃3柔℃、也午の＝の製品に酋す3輪肇の
　　ラ取ヘバラ奪一う一ががわ也急、

　　．〔ユーユー一梁．柱一L一特殊！蜜顧一峰断縁につ一nて考

　　察踵一｝一ζ一以下胴φ乙おワであo。

　　①一精殊な板盆体に苅寸δ需夢量喀、総良寒毛
　　F量♪竺一ヲキー塗一楓イ型一循一，．一肇杢，璽一一至i銀楚戴で冷∂

　　め＝うギ’ドのイ西権斜ふ一ザ木管掌思の↑沢」左

　　あ一うめ」ダーミー：一変．歓．匹｝一．一つて．一訴．明ざれわ。

　　こ率う一ρ言顧目一一蛮一一数の．咽一2都趨鱗，すべて一一箸舌

　　衆什左満足，て2う丸、きわめて字定，臼りであか。

　　　謳6目変魏乙して、＿これ一5の匡が製秩品権類，

　　トち7’レ秘導ファ冨輝曜’ド有ご
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　木寧糸代毯財左t考農したが有責5・有系毒果時得
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．ラ塾一至かつた．。一一一一一一一一＿．＿一＿一一一＿

◎婚殊盆椋璽一ケ5一一避＿り＿壬一ろプールな橡鶉馨量

憾、穣∫建筆為一左一一葦一一フーな．糎．煙橋おふFダミー変。

毒朱，に：｝一一つ一て蘇明ξ飽一｝．か弘…疋L答のこ一の麟に酋

博も駕馨の伸ザ楢冴左反映して系蘇匙築毛・L量

弾・隆値ば0、38乙低く，まち、爾ξの価橋5ゑ梅・

イ直七　一δ、2L　3　 と　イ丘　ギ）　。

③叡で壁ドー．子ルー想樺倉．惣一零一夢圓蘇の説明豪毒糀

条匙｝盆，「桑　老　　∫～葦　フ　〈陣．奪　智一一圭一一f　ヲ’覧．ミ　ー一　　変一熱で覧孝・　ひ　。

　この縣一9＿一線．建．一裂．養．壬一量．一墜1墜璽．葺ρ・98ノ価裕

ヨ琴L・ト筆一重一　ヒ｝　　－　　o・一一8ξr∫て二馬　卒＿2＿」一．1ち゜　ワ．モー＿不　一ラ」　ノレ　　倉．牛友　にL

上し　べ　　∋　　と＿　、　　ヌ又　ち　　乙　　t　　彦〕　、、　イ直一　左　　と＿　　ワ　　て　　、、　　つ　　　二　　乙

がわカ、∋，

㊥プりント倉板喀、矯殊倉諏、一のなカ・で最モ需

毒頻摩．の一島6t⑰で．番一⊃．．がへ≡牽に・対すD需

箪量を．総建筆惹一三r愛ウー一萱費一4吉一塗権碑楼およザ石

＝うボ閲一ド価橋ヒふワて言為日月さ†・δ。　 綻毒し

案老二量弾椎値．嫁’、ρ6で一あり。ζカ’う、総・逢

案毛玉量の彦化卑乙馴害’〔ゼ袈化孚て“プワン
　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　ナ
トな栂雲1夢堂モ瑠シ叡す∋二乙がわグ∋。　ま
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在、プ鋭ンー一ト盆一み壁、鑑く一1。住宅の臼装材緋

し～て．一甲3｝一一5一拠⇒がへ ：：の分野1二1建千燃析骨

セ：し一一二て一ダ1＿1長こ一でf「左モーつ石：：ラ才ご一ト璽ガぐそンぐ考菱安宍監

して一準一一出している｝をが一う．一、嶺二うポーゼ価

権が有効一有飾明袈数乙なつズ・・き，

⑤塗装倉板鶉夢量は、縦違．案肴工量乙ゲミー

袈歓一も．によ・て一錦明さ一れ．亀一．力慌、．その言兇明力昨

塗一．盤．り＿ざ昏．≦な之一．ておフー．、潔集良一衣乙して熔あま

生満錘しのヰーく紅屯一ズ1生．有．ド㌧9－　＝れ博、　＝の

財ヱ『溢3＿≧一．鑑一馨．量一』一竺更9手敏至量和48寄左ご、一

一クー一ζ一3－一∋些≒一一に凸型．9．一Ψ．急、、宥父物擁泉ξ描、つ「（、、

急t一乙．こ閑連㎡畜…るtの一一乙．．奄ちわれ∂。　殺

建家老み量弾」墜亀一一整．ρ、三。子「．循．ド》9

⑱一単楓年粧ギフ倉椋呼、一プリント倉板につn

で脅要劉のカn矯殊倉楓て‘‘あ葛…一グ、この卿二

鱈」毒＿錦一毒一一壁線達．粂老一一と一隻一一4イ塾一捧一一竺1チよ一2一て

諦鴫され⊃。　卑栂化粧呼フな橡竜で、老直倉

柄の表砲lr天警㌔木一一ξ一1昏一・ノー貧サた特4朱俗板で一あ

るが’ A財本末の和一一賢の良一さや需琴着の島瓢イ乙

　　　　　　　　　　　　ぞ嗜瞥なごa反映｛一て一、ター．つ需琴一量博絶伸して
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　　き在。　そのため、鞭建業老工量弾松値啓、
　　ユ，o（1と．きわめて島ぺ）イ直左と，つ一てあ・ワ、　琴Lキ1粂イピ」

　　粧ばり璽窪ダの傷一妥＿り．曾＿だ至一一鳥、縦叢簗養匁量

　　の伸ザ孝の約2．倍で一多一ひ一免こがわ船3．

　　一　　　蛍＿　・冬厚L　イヒ」　粧　　ぱニ　ワー　璽一寄玖一整一　＼　一盗．互牛　　含　　キ夜　　の　　宥｝　　カへ　　で『　t

　　橋・墓桟の函、、製80であ∂乙、、天よう。

　　＿〔皿〕一一以一ち」一一告遼L㊨＿撞．奮峯＿野墳殊倫板の品目

　　別鶉募閑数の椎定．終果一‘三一？．｝⊃．一て考察したが’・

　　そのぎ乙め乙して、瘡品a呂、ユ需毒量の縦建筆

　　毛工一量一ぢ一きぢ自乙一挿一鯵．｝3．婿一すさ5東惨復左1一

　　才蜀図　1不　事　　つ　一；　ζ一一1二二．し＿た一　σ一　．．一そ　十し　が’　図　3　－　 13　∫で噛

　　あo碗一＿．こρ一図一垂一一フーL－＿董．車一．貧さ聖畜．一＄が牛奢殊倉

　　キ夜の占』目別婚｛塁タ・五募結〕可り一と夙下のようにな

　　一る。　一一　．　一　一一．一　．＿一　　一…一一＿一一．

　　①！室終一一一ろ．L一て一一㌧著趣．ご室主曳一ζ二＿讐一墾．餐一一匁乙左比早文

　　講も乙、需琴ρ綻．建築毛瓜．量弾梅値1告、騎殊

　　倉キ秩で感1、’ユと’よワ匁き、、のに辮し、　管逼L

　　なキ夜で痔0、77ζ　む査り小さい．r　　この：ζよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

　　ワ、埼殊倉糎博壱蓮倉橡に一些一べて虹斑嚥勾橡
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蜜年一主．つ一一て9．り乙1、えぷう。　 ま在、　自乙価

鱗弾塗一低を，特妹倉糎の一〇、ムユに舛し、告趨

分キ尽一1客一7．0・旦ぎ1塾＿互．．3一主＿歪う一一、一蕎癒な案夜喀矯

殊倉極一」る些尽て渉フ掌腐8・内権質左もつ寿の

ζ、・み∋．　　　　　　　　　　・

②告一亀塗一璽寛一」範塾一別＿に姓一≧…一祖L線窪㍗董み量

弾極値蕗・1類一餅募で噂・・！㍉．嫉鯵簿い2

一鼠蛋亙二3類貧笠一二3、＿金を往一一望．一生ておソ、こ叡う

3老の圏に一・告一明つよう有差異のあひ：乙が検

出された。　　このt乙が5、　1類谷板は上季釈

財内十生顎左、　ぎた3圭象倉キタ．感下無L財台り株，慣左

毎つ7乞モのであ急乙nうこ乙ができさ。

一臼乙価一祐鱒！窪f蔭窪L＿1∵建参一㌻憂．．琴類／言椋乙

t－o、38前後の値左乙つて、｝∋＝ζがう、両

賊乙ま．価一棒一に一タぐt－一て一ダ＼な一ソ非一5単カー的であ急と

，、、匁一一乱．ラ．一．。＿一一一一一一＿一．一．…一一一一一一一一．．＿＿一一＿＿一．　　　一一一＿

③墳妹な桓左贔目易‘｝に叶否乙、　害す＼辛匙建築

老工一量∫鞄’ト生値1手、　単キ辰化粧ζギリなキ原力†2・o？乙

圧イ馴｝臼つ1㌃島氏、ノブ、〕二て‘‘フρリント倉柔夜（八〇7）ノ

　　　　　　　　　　　　ノ塩化ビ勾レ化粧信一板（0、98）、塗蒙倉板（・・4・λ
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　　亦つ．一瓜一不7｛し〈化．麹㊧生反．（－9－L・8－〉の順とな・て

　　、、δ。　　このこヒカ、う、　単柔タイし粧1でソノ宕｝板カベ

　　最モーお一塗尽環実色り’降・喚2L，もつたもので「あ》～：n久

　一る，　．．．？一き岬　に　・　齋馨一f一皐一一己　価橋5単・ト生イ直　左　計　δ

　　と二　、　　キ毎イi二　tゴ　　『　　～しく　イし　粧　倉　キ友　　（　　－0，8　も）　　と一　単　‡彦　　イピ，粧

　　ぱワ倉キ改（一〇、1≧3）とが上L車女㊨り喬い値とζつて

　　おワ、一＝．れう一⑥プーワ≧ト貧．権．（二・」4の也亦つ

　　千＿左テ．一ル．五し栖信雀反ぐ二互Ll監3－♪．一．1ニー比べ⇒乙より弾。

　　ナi白りであ⊃　乙、、たよう、

　　　3，3f2・　倉一産机一製一危一洋、の．綿罫く．分誓

　　　以虹のぎうな信柄鶉學の増尺にささ1しうれ一

　　て、やグー回一一の餅硲製亀薫．t秦一裂．してきた。

　　　r．三で⊥一一9－一二＿で一熔一」＿走一亨1’．．i越孟蘂」こ．郵け5わが’

　　固信板梨亀冬の秦履の粧緯一一ヒク・・て跡碕寸o

　　こ乙1！：Lし≠≧、、（ラ主・1臼）0－一、＿一．　．一一

　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　（1）　わ脅マ囚な板峯一迄萱の一歴史的絃緯
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　　＿わが一一回9－一令一趣筆．，眞案㌧一壁一L第ユ・π忙界夫戦に

　　ぎワみ室一隻一委り馨一重＿受。豆」．．母和20年の曳農熔鴫

　　和も年一参晴ρ一水準一一に一一書一一ズ低下し、しガt磐辱

　　をで’1寺木キ才絞，争星i↑じおカ、れて、、たため、　その

　　蜂L彦シ舌重ηセまき←）めてヌトヲ孟発て”あつた．．　　しイブ

　　し12∫拝炉）ラワン粧が「さがんヒ輸八さ紅O

　　ように与つた一〇乙、　おさザ輯が5（r）朝餅動乱⇒

　　にイキう矯臨フ“一ムが起＝つた＝と等に，よ・ワ、

　　な椋蜂、産熔乙鞭に蟷太し、郊拝1二㎏啄ぼ戦前

　　．ρ一一冬・準一篭三圭ズ日．復．L．ち三．＿－28餐一ぞ匹眸にな急乙

　　主し、て了2くリカて司咋の倉板輸出がさがんと

　　亀リー，回一16蜜妥上塾一一一丞一媛墾一左し一奔たあ・倉板

　　工場の倉哩化，直代郵が‘進最一一し生産毒豪備も

　　亀蟷した。

　　　しがし、やがて、　＝のこ乙が蓬Lk二過．到生産

　　視象と亀・てあうわれ、31年舟月以瞬、曳産

　　活．動陰調整豆気F壱ヒー入・ち。　一ろ、わが目の

　　倉栂」輸也モ、34年害一τ’°一一」寺11傾調に嘱丸したが・

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　そ十＼左ピーフ乙してスト才辰、．｛二r後つて湾）く〃　 こ
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れ賑ライソビン、膨㍉鱗回なガが゜アXり

れへ倉板左輸噛寸ゐようになつた：乙にカ゜え

欧原木布喝の痔イ吃賃盆の払昇なビの問題

が生じたためであ魯。　以後、谷版製産蒙博

回内輻蓼に垂さ麦釘くようになつた・

　巳召和3r午・燐、穿、わが回柔猶の島度叙長期

ヒお嚇鮪格な違築需物ρ灸局れて・倉板

製亀業熔順調に発展していツた・

　と⇔氏4縣後キ・・うのわゲ回の黒気後

丞感、倉板製危業に尺．ぐ一な黒曙左与えた・

鮪わう、倉板価棒が6匁幅1⊂下知たため・

辰期間にわた・て・巾や含採纂刻れのオ尺態で

経営猷御ざ冷揖舶一・一・狙蒙力痔勧したのて“

あ3。　このような創嬬界の不況左た脈す

るため、千兄如しテノしが砧昇朝以降結叙さ

れ、才薪厨勧‘統一的に実砲された二乙によ

り、・・ねワの案況の（動復．左考年・

　しがし、4も与8目のドル・シaツクにざワ

輌咽の鼻気礁再ザ鶴叡たた猷この影磐
瞳脈倉板布ラ餌低遡蝿にP壱・た．　そ
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一ρ一た塗一1卓，初←一ρ＿見．問左．予之して、・た千ラ尾力

膨テ～レ咳｝重丞一褒透毎一≠L一艶こ塗フ「『二5目吉で維続さ

れち。　その葬象、4ム寄レあ’けり隻鼠量楼．

吏ギ初めて前誓左，下．＠一う一一3一差一ζ存・た（のう

ρ表∫｝．ニーぞ1参照），一一一一，そ9後．／a栂価梅熔一．進一

二＿退．璽ヨ些聾互『種．竺＿塵一∫ウ㌔一f7一与＿キ｝．皇・う48痔9は

じq @aトー一艦二：一イ7、　　ヒr　一二く　⊃一一イ塗…－　i≧三　養iニー案こ一　養　『≒一量　 力「
u夕一葛　プし　 し一　、　覧ノ乞ぎ

権錦謬一が一篭電＿L亙『．空L鉦一乱一ジー先循き期循鰍

ゲー働、・一た一一＝し一箸ゼう一一，一室諏一他修一6島騰した．

　その像、48年蒼而・う・価擁略千舞や喚口左斥・し

たゲ、　ID月の第｝・処石麹シaツクξ契，祇一乙し

て．、先、竹．きの一云左季一愚ξ艮一沓んだ仮禽募一力ざ’き秀

熱勢一餌ち菜、一瞬錫的互．綿絵ぎヤツブ゜台性じ・

他キ奄矯詫気騰した。　　　一．＿一一一

　タヨ餐一壁一・物一傅望定，一左主自臼りr墨客縦脅琴押

劉．案壷藤一丞上在＿童並，，塵聖重1塾篁新鍛隼宅も

工戸毒攣一 ﾉLて、前年垢約3。船激乙千活秦に有
っ一

ｽ。　そのため、鋤嬬弓拶八丞し、その

後、信板価橋毛下馨した．
　　　　　　　　　　　　ぞ　カ・《して、4讐釈1・凱参栂千・巳ザ顕在化
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寸も一；一一乙こ一一有一一リ，合キ改裂遣但烹め経営熔廻イし

して＿旦コ．起一蔓．＿＿．久6！．在一．埜＿L．．歪フ，年μ月に音遣L倉

板．にイ糸⊃卑．産調墾伽しテノし（季況釦しア・の

向マ訳一可さWた。　この不兄力・しケ1し唯、a本

な板工業組な卑一参．匁．お：．よザ．傘下の也区工一蒙組

盆一避一二汐一杢一奪．業．重壷重一墾．織一に一．閑すさ箔律』に

拳ゲー≦．守．良毎．烹差．．～ヱ1行一灸一．tの一で曙あソ、叢林．

1ト、産穴臣の齪可奢頑乙な・ていり。’

　一こ畑季一汎力’しラ1しに書リ、盆寺皮煮君痔訂画

？り与．空聖業短一縮左行う二乙ができ急ぷうに有ワ、

．筑餐一一L且⑦うB与7月香で断続司｛・で略傘き
が’ |1｝一回にわたソ繰ソ庭さ　～た（・圭2・）。

　ぐ5｛二∫ユ拝マ目～8R名博ザ∫ユ辱昌目一∫3

与ヨ目㌣1告・孝業箔動糧制一御一牟が窪林水彦氏

葺」ヨーと一11一聚動一一条外L一戸杢偉板．ヌ憐一牽且倉直倉玖

．6客一下⊥≧不ヲトIP　≦トー一場！三＿壷1［一一t一ご《　圭一査柔．．婁1繧≒」款葛　左マ『tう　：

4が教物づ零けうれ・不況カー一’しアルの効果｛り

・．そう為めうれ⊃街と．乙一なつた．一

　一ち、政后時不一品苅策一のζ壕乙・て「中’1・
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　．¢寒佑用保険シ乞」一｛っ痩ゲく脅1産閑£皇業！種の担



206

定（鴫葬r．みヨー午一一？．昌＿～一タ3一午1ユ月⊃ざよvご「雇困

保摩うち」．｛を葦ブL－《一雇＿困、颯整一緯碕盆女給対界掌

種の修起一，．（5峰．⊥月．窯発月9月）左竹い、貧

離一寡や佑用繍党」あ覧一亀一一野一を孕烹．矩一縮崎の・径困調整

のlr看くも左図一2ち。．一一堂一一｝－lr、一一「ぐ・1・匁蒙を

完彪＿重果粧並塞一一臣多一雪．産登一置．孝1」＿』一劉．一良杵一キ・て、を

寒転換一左…〔『滑にす一吾一ち至ρ一一念＿種の助砥燈覆ρべ

講ギーう一一翠ち。一一一　＿一一．一一一一一一＿．

　認和一53昇後半一一に一入るζ、一ニー敏経瘡が’がなソ

囚．得、一～一一、佳∵箪。毘梨腫．軌圭一塗一＿条＿些一一存・たためメ

分板豫一馨が増　～し一た一9＿．＿9一れ1こ．倉板原緋の秩

給元・であつ南一ラキ秩産地回ボA冬輸出規判ζ瑞

仏したこ乙皆の薯囚が舶わ・て倉板価櫓㎏上

薯しち。　その縮果、煮況喀、一鴫、か有？

臼イ夏した。　　↓がし、5年にな∋と、佳宅違

寒着エ量は急嶽し、気れlo伴つて合板嬬夢モ
シ含ゾ＼ケした6　　イフ㍉＜し「（、ノ∈≧キ反イ西格←客再1！ぐ下三凌｝

て谷こ乙と有ジ、その一ちで盆板原秩料のラ

ワン抵糸やキ睾看剤の価糖〆上昇し、材乗告鶉が

　　　　　　　　　　　　ぽ蟷仁してい∋こ乙がラ、弦烹つ経営は厳しさ
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　　ξ塔してu弓のが見択であ◎。　　　　一
　　一．（冬一⊃一＿令極一製蓬一意一の．盆一場数、お牟ザイ置寒老

　　　　．一一一＿蚤匁の一推麹＿　一＿．＿　．

　　イ、盆楓瓜．喝数の権物

　　一な糠一一筆．準一業一ぼ、一一一一至擬差．玉一場数にっいて冴δ

　　一乙、「車橡の砂」屠直餌玖の冴」r看直倉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　‘幽一一クー一一一一一一一一一一一一一一一一一………一一一　一一一一一一

　　板ζ一熔一殊貧極一ユあと墨＿ザーニー豚」殊．令．叡ρケ」一の千

　　つに一一肇裂髪一化・一さ一一丞一3．グLi－一一コ～一き一一宝一球告遡L倉板工一場

乙一一㌻奢．互冬一骨r橡一二」多陽一盗一ヒニ．分」ウL．す㌧～ρ　　表3－1マ‘o

冬り。，一傘単＝鯨と一場．勢＿璽＿推物一垂…互一∂乙、告虚し谷、

　　　　　　　　　　　　　ち．キ塗わ’ふ一一一！丹二芽奢〃朱一骨キ寡一お．一場一．ζ℃三鼠夕一空象伺にあo。

　一一壱一1車一令一祖一ぞ場一」三一つ一や一∫＿唾，追年一のフトラ危ρ影

響｛F．寺＿クL一堕．年．妃＿互一一旦．与．．に＿塗け．て体農業、一，｛劉

　　　　　　　　　　　　　　　な1隻φ’条考乏」出した『た一《￥つ、　．コニータ易一委界一一ヒさ：一ラ髪風シ邸＼し゜一て、、ひσ

一をた∴墳．碑宣一板一須場一一笹勉弁一一立と〉一碧午の！D午

．間、に一毎…三．ξ．．．り一褒一重カー一をあ．壼圭一璽＿9．一昼…ざ゜一．貧一して

蟷力・一しつプ寸、乳倍弾に蟷・。しち．　これは

前走したきう・r特殊な椋腐夢が‘彪フ（してきた

二乙、一一なキ反製造葬り一一諏一備喀上b較色り少額の資本

で喋7＼ぴ可能避亀こ乙警に一よ’．∂－tの乙おモわれ
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る。　　　しが　し、

舞う叡　3。

最逆L晧　季ラ危の一ちめ　Aケ客顔f司が〃

表3－17 工場類型別な単板二囑敷の椎奪㍗

》ヌし 糸え・数 単坂のみ 　　　　　　1ｪ齢橡のり屠直・塩殊鰍嫡殊徽殉

a召和3∫棲 ユ76

ユ82 1 5

3し

37 279 i　　　i
1

38 90り i

33 494 イ㌻ 　　　　　　　　　　　　1
P7∫　　　　　　タ2　　　　　ユ22。

40 4質｝　　3曾｝　182　｝　49　1　ユ巧
引 夕2今 魯 17∠争　　　　　　　　6∠｝　　1　　　2存ユ

チュ 全8ユ1　　4　｝　2。l　i　　‘1　　　λマ3

千3 9り守1　　47i　2目　1　　6存　，　之72
そ守 66－　　　4ρ　i　2。？　｝　　67　・　334

1

4ir 717
5「　　1　　　ユ’　　　｛　　　　67　　　　　　38∠卜　　　　　　　　　　1

46 7z3 55　　　ユlo　I　　62　、　3％
47 7161　∫ユ

｛？8　i　　タ6　、　410　　　　i

48 740　　1　　　　　　60　　1　　　　‘91　　｝　　　　　66　　　　　　　42－3

4り 767 98i　l竹　｝　　66　　　4％ i

5ro ・r久6　1　　　　　ぎ7　　1　　　　2．oo　　｝　　　　5フ　　　，　　　4’7

到 川1　∫61197i　47　4，1
9

ぬ 69千1　　60　1　’8守　1　　弓0　1　410
夕3 6も6　ト　　　　ぎ9　　1　　　180　　i　　　　37　　　　　　3？4

舛 6ケ　｝　　∫∫　｝　　’7『　；　　33　　　3曾7

ケタ
64手卜　　i　　　　　5－3　　i　　　　　’66　　　1　　　　　33　　　　　　　　3つ2＿　　　　　　　　　　　「

資緋

　ラiL

潅ギキ木彦祐「木秩鶴維孝農壱暑」

若午とも　1ユ月末硯在のエーfろ劣タ・で’卒る，

’
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9．、　な一楓一工喝の．規檬一の才隼一鞠＿

．偉板壬一場の緯一楳茎従袈重一5うに御る乙，蓄遷し

なオ夜モ・一場二ぐ一控一痘ξ室＿喚．一一1鞭ヘー％一ギの瓜場が’、千o

杵で1査53・。°乙・．⑥与．硫・」°／・ワータ。与鐸・zプ・ノ昼

誓．テ7－・フ。ん＿乙隼一体一9－一過一峯象気乏占めておワ、比皐交

重り．た規冬匁．有一壬一邑一些勿一．旦三．乙力工一勤’3（蒸～－3－

19参・り。

．＿こ 梭黷ｶ郵逃、．墳殊璽．さ反冬一場では、て更業負ぢo

へ冬癌｝の鳶のが一全イ本．」『孝．一姓．∂一比」ii季時、43拝の

72Lらゴ2＿カL＞＿三£弁一一質・〔乙ゴ旦．ヲー一旦室7テ・存一ヅ・フさう1＝、

笈洛墨金．一・／・と島く．り一一｛皇実一伺一i二あ一一フ∫、へ・規模雫

細有．一工一場が圧一倒一的｛り．勿9一を乙一重不して、、つ．一（

表3一二二け一参馬1λ＿．．＿一＿　一＿一．一．一一一

．つぎLに，老孟し倉板参場ヒつ、・て、1工場ち

歪りの生産量一の推勉達置一9一ζ一，三れはイ碍が

う．．48」拝一一審L－∫：ぐき安備＿－9－－4一へ一桑篁Lヤ［⊥丞＼。墾．二『一場のき気竃な

どに牟・て一貫して彪和し一てき一た．　その後、

・4『，知年時千ラ巳の．累う響左ラけて丸幅に激ケし

右Lが’、一一再ザタ葛匁一3各イ唄移1に一あフ、努「午1香roo6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
乃蘇z乙40年丞孝の．約3｝5イ賓乙有3に・至つてい
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表3－18 徒葬換規襖劉壱解板工場数の稚物

年液 弓人蝋下 lo～4？人 舅）～？？人 lo・－1？9人レ。o～2僧人130。人塚上 計
脇細o年 9 タ2 48 6 1　　30　　　　23 230
41 7 5「2 48 73

　　　…

R1｝ゑ7 ス38
イ2 8 ケ3 3 88 33　i　43 ユ62
43 ヲ 62 35 8∫ 4弁　14。 ユ7∫

4今 ll 61 37 6∫ y6　i　46　　　i

4ぎ マ 93 イ2 7存
　　　　　　闇　↑　一円rr　　　　　　　　ヤr－

U1｝41

278隅一　掴　胴，噌　E　　　r　幽　　r　、　－　rH

Q8今

4も ∫ 4？ 43 6？ 6ユ　144 ユ72
47 2 3δ 千3 68 ケム　t　4マ ユ舛
48 3 3曾 3曾 70 97；4り 2∫7
4マ 8 4∫ 93 68 47　｝　4今 λ6∫

，6 8 4ユ B 66 4∫　　　38 ユ；ユ

ダ1 6 48 鉛 71 37　132 2鱈
∫2 8 48 ヲ6 66 3り　　　27 ユ2今

箔 6 46 3∫ 62 40　i　ユ8 217

舛 7 4舟 38 61 36　i　ユ6 ユ1ユ

∫タ 9 3∫ 36 61 3今｝叫 19り

　　　資料

表3－19

裏キ林魏「彬離報嫉、

従無規模別特殊斜肱場数の椎斥㍗

昇・処 9人以下 lo～49人 タ0～？9人　！00～19？ん 200～ユ9ア幻30。人以上 計
昭軒3昇 7㌻ μ7 イ8 ユ2　1　6｝　4 27ユ
4仔 96 ’48 射 ユ3 9　　　存 33季 1

イ∫ 1ユ6 161 48 33　　’。；　6 38
4ム 1ユ2 ’71 岬 ユ8 i　　8　i　l。 ヲ％

47 〃1 ’73 73 35冒
　　F
X：　’。 410

48 巧 ’ヲタ 80 ユ 13｛　7 423
1

47 〃3 21ヲ 6存 33
’z　1　テ　　　…

4％
兜 ’．7 ヱ03 67 ユ7 8　！　　3 剰
ケ1 〃3 20 6’

2千
　　1　2千　1

4d
鬼 〃7 20ユ 鐸 28 31　3 410
鯵 ’20 ’70 労 廻 チ　｝　3 39今

舛 llユ 191 ケ3 2守　1　タ　i　ユ 38

露 ’20 ユD2 41 ヱZ　l　　タ　　　　2． 39z

霞糾 睾客林彦箱界冬禰倉締書、
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ゐ（表．3－20参解、）。

表3－20　’工場き在ワ告亀倉板先産量の‡佳物

｝処 ．数エ　　　｝生産堂（B）i’工場鯛嫉量才旨　婁久

（A）14凧綴㈹｛（・）／（A）舘）i（麟β4岬｛。の

日召和4。 z31 6ダ68∫『l　z84　i　lo。

引 1ユ3δ　η∫36。i　3ユ9δ1　’1∫

4ユ z62　9誓4引　3も。引　’ユ7
43 ユ7∫ 月8！テ64LO　　　　　　43’i　　　　　　　　　15』2

瞥 ユマδ 1存4・761i、ケ1？3　i　’83

4ワ 284 r了305r）5冒
@1　　　　60？3　　　　｛　　　　　2・’今

46 ユ7・【 　　　　　　　　　　　　　1f7？？zgi　6も’9　1　233

47 2ワ列　η・。’・t76祐i2る8
48 ユ97

2イ4？2－’？　1　　　　83ム3　　　1　　　　λ94チ

4？ ユ5引’96。81δ17・22｛・紺
『o 2ワ2　｝　ノ労之β。i　612。　｝　ユ1夕

5フ 2存・［’7鮒3　74・2iヱム1

鍛 ユ2列 ’8671631　83誓　i　ユ7∫

夕3 ユ17
ユ・1。3剃　　？ユも　i　327

竹 £1ユ　i　ユ13ユ魯。｝P。611　3蛉

応
1？7　iユ。。lg68i’・。6。　i　3夕午

　　　　　　　董妹二緩キ木本産名「ラ←燐漁緯幽報告考」

’＼、倉板製造．蕉φ一徒業着敦の才隼物

　　直商産寒福「工業統計表」にぶa乙、な板

裂直案の徒業層短、日召斥・ヲ。昇の1886存人力’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

う4蜂の81。13儲ぐ隔案」砂奮㌍してきちが’・
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　　そ小以後・店fの璃轍熔あ∂tのの珍尺ケ傾肉

　　｛二あワ・　嗜弁薦見在で博 ダ8031人乙ピーク晴に

　　比べて3劉弱モ減ケして・・9、

　　　一ち、享寒所数・香塔加傾口左たごつて摺、

　　巳己和舛午の亭寒所数噂3。年の9イ告・メ上にぎで

　　夕毬カロしてい∂。

　　　その稀果、’尋歯・．暫き一鑑哩従業着数噂、3。

　　年．の　6も．み一ρ・う　ヲ2」千　の　8i人　にr唯iかユし　た．あ　ζ　、　45・

　　午ぎで晧惹↑の褒勧喀あ7たtφの、1各1ガ80
　　メ＼莇イ多L‘て”才｛乱琴i考フ t　圏てき　ア…」『一ρ一　一してr、一し，　それLうノ、瞬『、

　　イも耳には69人29年に1守⑳人，さうに鉾タトに

　　1寺一40人こと・一漸〉π＿激ケし、　ヒニσ一ク晴のキ・分シメ下1ζ

　　与つて、、∋。

（－3－一）倉板生産の塩物

　表3－－Z跨、看一海な一キ顧よザ物総板の生

産量の鱈艇、日己和3r一労勾＝つ・て柔した

ものであ急。　倉板爾毒は、為度季裂看6実長に

集．ゲく、逢筆活動の活奏・化に’イ峯い急速に電フくし
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表3－21紬、斜鵬冨麟引奪生鯵の権物

（隼イお私つ

告　　　直　　倉　　板　　　　　、
ξ

舛吸 糸絶数　　　ベニヤユ7一会ヰ駄
鳳

曙…1一 ﾑ吻薪酸弗、

親諏
一　1額
2額 3額 一偉報

Bる和39午 3／63％4y8 3ヨ328
36 468イ鉱3 イ6ダ410 3043

3マ 州3鬼 タ）∫2ざo z64’ 1？8∫’ユ 2803ヲ’ やア6 ク87z6

ヲ8 夕76ユ32 ∫691ユ 3273 ヱ∬轄8 囎μり3 5ヲユo ’2ケ8千2

3 6碑7η 6，83尋7 43426 332／6チ zε27「 6留 ノ6’gz

40 71686ワ 710労8 ∫る686 イ・838ζ 4曽76 ρノ7 ’866・6

列 8ヲ0登8ワ 8ユ43’6 74乎2y 舛o％6 2δ8z∫ 編？ z3矧y
乎z 弓76682 ％ヲ52 〃？246 よ？27。8 ノ弼∫？8 6～∂o ユ82。87

43 〃227P 〃1弛好 1静蜘 閂∫亨2 1ユ’172 77・6 ヲlyo40

魯 ’z716％ ノユ61798 2277η ヲ9ムzムr 7フ7％ 98∫8 3861．2

4， 1フ8880∫ 1フ78’70 277632 1・ガ473 4106∫ ／ク63∫讐 4？9ア・ダ

46 ’36，717 13銚80 ヱまワ6憾 1・チδ。8 238アo 9β7 弼3呼
47 1矧7勉 ’与巧oB 360宿 1・4フ667 1∫3デ6 773ヲ 幻クε。チ

43 1rl6・η 1ylo766 4％283 1・P9 1ヲ「2ヲ 931 £6！377

4り ’ヲ833 13787・二 3甥78 ノ・〃ノ雰 βヲ6 46芳 4？フ・∫

知 ’183ユ46 〃7712 ユ7・767 ∂？6780 1。16y 3㌻3テ 4～73・亨，

デ1 ’3つ39ヲダ 1珂4呼 3ユ13’y 1∂・1ヲ‘6 6773 4存81 千・今74テ・

『2 1ヲ・84の 13．366フ 34『ユ8。 9㌻364 17タ2 478ノ 42。6．6

B 13ア午アlo 138フ48フ 378。・。 ’ρ08780 270 労ユ1 4巧3アδ

舛 14亨9382 階亨鋤 千。766ユ ／ρ33466 31アユ ∫乃5之 4労060

∬一 ’3守3？ヲ6 ρ38？3∫ 3アo皿ユ 9今77た ア盈 9．1 3？3夕70 3

董緋 豊琳彦ゼ柑需緯報告書」

’
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ていワた，．　その乏初．この爾馨に対応すべ

く盆板生産量モ増ヵ。しっづけ、48年・も喀史丸

最を】の生産＿量に一達し‘た，。一　　～な・9ナに一、　日a和39

辱がう4略穿での年手均へ長率をます算プりこ、

告血倉キ皮で1雲10、？偽フ婚殊倉板では1？・6郭（

3r7－48」千）と一有トつておつ、そのを㌃欲長・iマソカギ

うががみ∂，　しゴL、一貿年・嚇需馨の丸索

左と艶る建策簿動が、新謝主宅戸叡にして前

年し氏べて36・㍗んも微ケしたて乙ヒ升うれ）

ようヒ極度の千娠に陥ワちため、倉板生産量

晩激に双ケした．　そのたぬ斜硫秘
千ラ勧・陥急一＝㌃と与フ、需稔ギヤツプ乏解滴

誘3在めじ生産調整毒行わざき左欠有n状滴

がつブ・た．　ξの咳、黒気の一頃吻有回復

有どがう落一千の蟷轍a経たカ㌔豚庖の達築萩

霞の勧果有うザに建築為工量の回復が盆楓需

琴の蟷丸に暫黒曙左糸えた。乙七お・て、倉

板虫産量腱再ザ確《す9気配、左冴ゼた’　　し

ヵ・し、応年1二〉＼り、住宅建鼓が千ラ舌発に奄つ
　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　ゆをちめ盆キ玖生彦多釈少し、芳年現在、告通．倉
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キ玖、略前拝比7、34・鳳のD億4存・。乃駆ユヵペ、また、

働物板嫡㌣し11、侃蹴の3俊フ千・・躰㍉マ

炎産ざれε1二寸ぎ有、り。

　つぎに、倉板の生産品臼につnて砕∂乙、

視在先農ざがて、・D倉板峙，南埼キ究左原骨乙

樗さラワン倉板が《卸分’であワ、　そのほとん

どが回内伺けであ9。　．．一

　詠一1二婚して、回彦株斜卿薙は全体の

わでつ’－rヅ・程度左占め9にすざず気虫乙して

輸出飼げぐあ3。…＿一段．産一株一信重ゑ喀、カバ‘ノセ・

ン，ジむブ角どガ苑撹棟ゴし嫡で曜
亙産さ一れ一⊃一名．：集一樹一左原揖と一して生彦され呑が、

原結伏緒面の一判約や．本一回亀ご輸出先の住宅鶉

募千娠の劉饗左こうーむワ、碑ザ’1』んでい含・

（4）危橡用漁木の秩縮状茄

　わが固の盆椋鞍色業が奏履してきた理由の

Dとtて、参栂困原冬として比ヰ鮪り守価ぐ
　　　　　　　　　　　　ガ均賓内落ラワン美継た量り・つ字定肉1・輪Nす
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∋＝乙が4でさたこ乙があザう膏へ∋。

一稟r脊．　ざきの図3－9っ・う鴫うが有｝うに・

な寺改困峰キのタト燐依有牽喀，昭『和ヲD年1るむ亀、

てさ：　ヌ・一・　80・7θん♪　…唄一在一に皇フ　ーて　ヒ審　ア6・°ρん　とき

わ飴てあく、、盆種用核轄喀乙んごタト粧に依昏

して、）もρ

　か・て、わが㊨で一時、一一1a極碍酬ド乙してぬ

i随産一 ｣概車づ仁賜郁のブプ，年熔地
角のスヤ，山吃地ち一のマツ有ごがイ鯛さ躯て

nた＝zモあ・た＿－1カ｝し，撮在で臥主

1ζ輸也向け斜細秩碕貝てゴし嶋直彦樹種で

掃ンナノー一センノ伽偽ゴや卑允地ろ勧ブ『
プ毎ごの！乙葉一痩ﾏ隼一田一延躯て、、⊃にでぎず、

しが七量吻IF噛わずつ’で率9・　そして・！ヲ

の娼カロ噂望め一1｝、、とnわオ＼て6》一・

　そのため、償板困キ究喀輻八原奉に依春《ざ

各左えボ、外材輸フ＼有《して憾な柄裂色業塔

作鉱しヌ吻6とい・てか・過ぎで博刎’・

　－3慌庭午、ブイり翌ン左吋め乙苓
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諌南了ジ了の偉冬く馨給固が臼回の冬秩象爵・

の齢しヒ力左～参ぎ．瓜た輸賢規第り萄動き

左強イ巴、て、、∋．　　香・ち，伐濡卑参セの輿㌻包化，

キ積の但下箸モ顕老に与・てきて、・り・　そ

妊耽励でのきうにラワンの優良犬4裂奉

左置キ尺的ヒ輸扇3二乙ゆ、り・そう困難｛吻

lL害飢斜婦．原一冬一一巧郵界勧いモ・聯

に1租箕箆1ζ有ワてく∋＝こが’ ?�ｳれ9・

　こ6よう有状最がう一辞に名M9斜岬
鰍の．字蜘石鶴一に一フ∴、て…略一黙鋳マ籾・

砂そ女、なキほ袈良、峯が「ごの．さう‘二婚畏紀て口氏

がカズ《き亀課題乙なつて、・∂．

’
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　－〈ラ主1）なお．、一杢飾一左徹慮すゐ1二あた，つては

　　一経・斎年直・行一一£鋒i．童一一典一賓一」．7建設箱「逢設白

　　＿一書」一郵＿ぎV『そへ斐Σ閑一一rツ「3ワスト　トro．72－7（

　　－jaβo年日目1日若）」が．参考になつた。

　　（注之）タく献〔1〕P，46茎ワ引閑。

　　（注3γ住宅数の量的紀更曙、「1世昂うた

　　　’1の住宅鰍臥日召和3跨のo，97戸がう昭和

　　一一彩午鵡は’、。げ乙奄一つて’戸五超λ、日召知

　　48年に轄’、・rア乙上昇し、B召和∫3与に落更

　　　に亀客ク．一て一一1｝姻ア＿な存つち」（文献〔ユ〕

　一一P．－3一り一一9一ζ迄一キり．、．二雇pR一ラがにさ躯よう。

　　G主4つ政麿住．宅キ灸資一の才俵言†喀、（了）一般．啄

　　　府9逢諏に一プダコ．多一一〇竺一一⊆5）政后但蒙の

　　　違含支に砂扮㊤ものの2，つに肴サう躯てイ了な

　　　われ∋。　一卑気正久肩の建言気ギ女餐峙、　中来、一般

　　一啄府ρ．一住宅違一言客閑賃質1『一解ら．マ線政府のイ主

　　　・宅質乞倉計し、それがう用夕巴賞左丈室咋礒否

　　　こしに｝ワギめうれ∂。ぎた、後老の政厨

　　　狙蒙の遅参気キ客質Fして詠首す魯キの1藩、　日

　　　本住宅払団お峯び地ち住’宅借給公私の建言気
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．可一登一．肇i．宅ぎく圭「宅L一の一建二諾灸一賛一吻、う困イ牢Z・賞2Lヰ室．除し

　たものであ⊃，　　ぎた、　民間住・宅才室一’藁のギ蜜

　を†14－⊥一津静筆が揮訂す．乱一総・佐宅縁資額がう

　啄病住宅殺霞の塩計値た繧眸寸りこ乙によ
　一2－1て行有nわ一承一ち可一て一ま二詠二亡6〕、一左参考）　。

＿（．津呈一》逢言黛一萱f．．民．．固一住望．璽一．璽一柔被言瓦明1童数

　ζ一！一て＿言すラ則．Lたぺゆ下言灸＿の一直リである。　な

　わ、　観剰期間喀一曙歪『㌧引拝．1～3月がう4り拝

　lo　ニー　書2一月　　舌一．で量　下“　あ　　i）一，　　¢ヨ　キ　期　デ『一　　～7　力寸イ華L用

　さ勢一1－P．う。．．．．．……一一．一一＿＿一一一

　　一工U二24みo、弓5ご6．子．ρ1三「9歩二十DF¢一く一」）－4タア、o’マκ‘一’）

　　　　　　　　　（｛9、68）　　　　　　　　　　　　 （－6、19）

　一　　　．一㊧±塗ρ隆一RH－＿　一一一一＿に二〇1993

　　　　（－2、6之）　　　　　　　　　　　D．W、≠　’、斤

　　・たたハし、

　　エh，：．一実質1民間佳一宅ま発董…く有与価柘一り季

　　　　　旨調整君但
　　YbFた：一系面λ一4処一分r祈一得一／繭んラ首貨支出

　　　　　　ヂフレーター一（奪節雛清）

　　　　　　　　　　　　　ノ　　K：隻回銀そ冠貸出約定干均・金利
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－．

@一．PH：一民圏く≒一一宅．縁資デ7レーヲー

　有お一㌧一一一．（）内一重塾魚竺士璽左あうわす（文

　南尺C千〕．FP…ミニ17査，」Z－5∫一用）．

一（注．6）奄一お、　ここ一に、、．ラ．．キ粧留箏量乙喀、

　郷だの輻蓼量乙一製耕，倉板，チププ，パ，し

　プ箸一亜寿一冬些到L愈一壷見．を飛条棘積に襖葵し

　た．鶉．要一量　　し　を一一一合　言ヤー、　た一七一の　一で　あ　：）　。

一．（参了一）一一つ（献〔y一ユー一旦曾ξ謬考・。

〈注3）主Lして・客献一（6〕FP・316－3ユ1フ

ー〔イ1コ．戚1昇痘瑠．おポず〔8〕FP，ユ6引

　左参考。

（ラ主．9　）　　つく一蘇　 一〔　｛i「一一〕－rp．5「暫7二二3：8　左　参　考。

（注」の一瘡一種帯ρ一P一盤一9－一毎教・守、文献〔9〕

　R・千よリ引用。

（シ圭L　り　〉．ゴタ～．南丈窪一　〔－9　〕　　P・871　季　　つ　弓1　用　。

　（ラ圭一　1『二∫）　　iタ～一一南ター　〔一ヨー　］　　－P巴　一6　　一ξ＿ユ＿タ1　用一ρ

　（注13）ぺぞヤコアー／i≧キ夜レ‡、「’r亡一栂に単キ夜左

　イ更田して製、直した虐キ皮左PP」！嗜疹朱コアー

　倉樟乙臥「1こ勧・謙橡一・拶トの楷料左便用し

　　　　　　　　　　　　　ぞ　て製迄し在谷糎左、・う」（玄隊〔りユP5
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　より引用り。

＿（墾一堕一∫Σより言キしく、、ラ有うセギ、　1類信糠啓、

　フニノーノしr轍汽蜜客た一薯告）くラミン・久ワア芙

　縮倉キ封脂ズ拷琶し一ち倉板て’㌧長期闘の外気お’

　よ1メヲ呈5凶釈態に琉言たOモσ　左～、喉、、　2．類倉

　キ玖博、壱遷Lの面言フ1父株左尋し、久ワ了奪雪目きで

　緯巷し乞倉版で、直津の，呈潤状懲に嗣補

　一～のζnう。　一寺．た＿，3類盆キ寂膝、ユーり了

　樹鴫ξ嬉翫し右一跨看剤ζ使眠して袴養亙た

一．㊨産璽．下“．一あ＿2＿－L＿一耐一杢Σ逃峯一壁一一望．旦一グー一、一一1：応o一爾ラ呈

’ト峯痔期循で砿き3先の左し｝う。

（注19）旅南だ〔曾ユR6よリ引困。

（注1ら）一文肉丈〔lo〕、　F．1ム9よ．リ引用ρ

（ラ主．置7つ　　づ（南太　　〔．塵oユ　　Fし　’5も　　よ　リ　多1用。

（注18）なお，品巳別価楊旛数条列のデ嘘一ヲ

喀得うれなDた，め，普避L信’素反の是「｛売．目ヒつ

いて博毛一避L4≧キ玖釘’凌iしケ勿イ西キち毒女左、　キた．、精

一殊なキ反の一冶一品目…二＿フ．．9．て一博特一殊谷板色丁た物

イ勧才琶毒文左ぞく王里さセニて田隻、⊃こ乙にした。

　　　　　　　　　　　　ぜ（注1『）主乙して、 文為丈〔日ユ㊨よザ（1之〕
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一．㊧一一参＿．考一ヒ『一　し一搾…7＿」セ＿一　一＿＿一．．

1＜ラ圭一乏ρ1）一二ニーり垂．2－．為．一翌塾．畜．「『況1告㌧矯巧峯倉枚

狭造．嘗、ヒモプ（き有畏ろ饗左尽一言’した．　告血

な板象倥知d、・て衡ぐ叡慧ラ有却艮織的

有対応1守冴一うれ穿つへ・たが、脅・奄りの自主

》禽＼産が曾行われち一皇＿＿一＿．＿＿＿＿＿＿＿＿一．　　．．＿

　　　　　　　　　　　’
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　一＿＿一一一1〔参考一索献一〕’一一一一　｝

lc．1一ユー1舞姥ピ瞬婿2昇版毘設略』．

一〔r冬〕穣三里府綿計局．一一「日本・の住宅　日召和93与

1隼宅栖計調熱？一解塾±一．≧11亨8L

－〔3〕＿麓一盃，奮一色丘＿L照盈『．一警争庫版　 函民戸實得

　条紀計午報」．

工4〕一逢設一箏「照和．摯弁一．盾璽　建．一客隻白婁」．

〔9〕虹村武『一冬一析一の実際知識」フ東浮牽葦清

　寒町報そL　　lつ77．
　　ゴ　　　コ　　　フ　　 　　 @ 　　　 @　　　　ア　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　り

工も〕一卑倉勉『林啄．望』1堆捧社フ’973，

仁マユー岸根キー．即．『．森林蘇策挙」ノ震林・出版フ

　凹「『9．一．一一．一．一＿．＿＿＿一一一一一一一　．一

〔8〕野村勇『新外材観本一』一，一キ冬烹新聞矛丈，

　’1曾了ε．一

．一〔『一〕」袈．林杢一屡一渇＿「目召1馳塾．望一＿冬1越鶉給報告

一宅」．

五P〕一一三1肩一諏扁『天嶺一の1知認』∴縫煮調査会

　出版却フ　1り帽．一

　　　　　　　　　　　　　ずel〕潅杯統計協儀「朴隼一白毛」　（冶誓良版），
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　　＿‘．喀）．＿替一野鉛一煮．名＿二旦杢替業一井一鑑」　（埼年版．》

一　　　　 一

　　　　　　　　　　　　　15

　　一　一　　一一　　　　’一
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第舟孝 木椅閏蓬産業の七デル分析

曙

1、　　ヒエじめに

　わが㊧の冬燐鶉撃淳、そ叡ぎ鶉箏卸門別1：

冴た場債、製粧困訂ぎガ偉糎用露募が蛋体ヒ

とめ⊃劉信が圧倒的に高く存つて竃、ゐ・　そ

のため，　冬秩需琴左考察すゑヒあた・て熔・

製株品お冬ザ倉柄に矧す⊃鶉馨の動向丘杷堰

布谷二乙ゲ嘆毒であ3。　殺二て＼第｝彦ヒ

おnて、を、望フu鯛ヒ乙う匁た場ノ言・家：秩＆

おぎザ倉搬・鶉夢がいが有⊃参固1仁ぎフて規定

さ凌～、そ先～うの撃囚が他の論夢因こいカへ1二相

亙峠穆しあ・一て一・・3が産計量級シ解的毛デ

，し左構築すa：乙によつて分杵1た〃　その

雫課燭民轟糀ノ麟劇購蔭イ娩嶺，掴
　　　　　　　　　　　　タ銀ぐ螢醤り定手り鍋らこの言蕨数死襲秩
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誤o鞠毎お5が倉轍需謬に影響左隈1暫してn3

二・乙がゆ目うがにさ　小Lた．。

　・フPで，第之舞では、林気お牟ザづト粧関庄

産業左産掌zして財た場盆・でれうがご，のよ

う有仏置レあり、客た，どの峯う亀産奪乙関

歯概牢・が左産勲姻表左困nて斜頃た・
　その寒課、尉宍・糧齢p門布ゴギキ欄速

彦業舗氏住宅新毘獅ご逢設寒書p【の劉
響左匁廷く多吋∂二乙〆わがつた・　この建

言卿勧｛二臨玖肩の往宅隊策や回民の柔繍沽

動ヵで匁きく関争、ていき・

　以共・・う、裂襯、∫斜鰍蘇有ご’キキ欄

直彦寒につ・ての斜値そのた掬な吃それ
う左耳ヌり寺く環坑界什左的石径に死履礒も学蓼

のあ急こ乙が蝸うカ’乙有’た・　　『：のたあに・

第3奪で略1編が＝再でに行ワてきた佐
宅啄策碍幽左㊨民の瞬鋤射と閑連さ
腕がう糠観し、つ、・で、肩究鶉馨而綻囚
　キ乙考柔うト・⊃建案活動の動同Lっ、・て考察

　　　　　　　　　　　　　ナ　した一。　その後、木椅関逢産糞のキで毛乙ク
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わ寸重箏竜製牲家乙な・板製喧寒の撮L・に町析左

哲つた，　　その驚条，　①木4究1な乙つて犬き有

鴨蓼摺3であ∂住宅建家賦わが風経煮の島

底叙辰こ乙tに順調に瑞《してきたカ＼篇1
　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　　　　　　　　　　
・獅麹シヨヅク左契械こした軽澹紋農の緻逢

イしヒ・〈キの・イ考嗜…気ロ朱“であ）こと・②そのた一め・

製燐釦尉茎1〆含キタ1チ苅す含一鶉募先イキザ楢舞の

イ頃向｛二あワ、　＝れうの簑島左侠斥宕し1てo⊃裂

キ宍業、お糸び・倉抜製色薫の隻産．毛偽蹄が5であ

3二乙、　③香た、隻産の1ゑ材柔牙であ色原木喀

きわめて外粧依昏孝脅マ島《与・て、、δ〆・冬

椅輸出回におヒ†⊃資源プンヨナワズ有の毎瞭

や自国の木鞍関産屋茅為欲の気運の島習箸

に9、森秩の字定岡有確休グ艶にされOラ
久．、ご本うの回がうの襲品輸串圧プ］の強イしが’

牟可避の毛o乙なつて、・ゐ＝乙、④さ5に、

内ヒあつて博作発負の島琶孚イしがほ隻考、落拝弥

働力のタト足ヵて老tn＝乙讐、製キ宍業ノ倉板襲

黄先左乙ソま《環¢蔦舞炸1をきわあて虜しく・

　　　　　　　　　　　　ナその縫、1哲1寺千字定ち状難にあ亀力、れてD急二乙



228

が朗うが乙なつ　た．

　そ二で，本奪で噂、二れうの論橘翁五俊頭

k．八れ、　ぎず、製秩党ギぎザ倉橡裂農，蒙の縁

曽榔舷矧εしたう瓢赫わギ裂8鍬麟
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　ド
のフ・ロ　ト　ヲ　イ　プ七デ1レ　左橦寒　て　急．　　　っだ1二・

＝武デ1し左蜘嬬ぢ厨倉板穀越‘㌻翻

璽惚掌硝釦てい）翻麩聯勧ための第
1コ処的擁迂L左色式叶⊃o乙にした隻、（注D。

え、　劉嬬、構が斜礫琶業の経営状ラ危

　さて、一舟女に、狂．業噂原秩柔十左購八し、そ

れき生彦言灸備乙縫肋ぎ用・て生彦逐動左｛了

い、製品左販為す3こ乙に茎クて収・益（え払

為筈り左猛得す∂。

　縁．ラ呑多里論にお・・て喀、｛鉱糞の鴛動原則こし

て、狂二葱覧昏貝玖iた、収、益がう原粧絹・や労1働力箸に

　　　　　　　　　　　　ノ女仏われた賓肉左鑑し引～うた利蚕左最丸イピ・す
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る＝乙左日的乙して生彦活動左行ラ乙す替1」

潤嚴丸化鯉1ゐ焔るであ。。　＝のい’・企

無里翫して胤ギ託1しにいて゜呂局ト
続嫡赫《b仮言治，鮪御あ⊃争1約，耕
の下て悔ずがうの効駄巌丸化勃しどa目

蘇匁化仮説お博び‘行動材躯プノし箸が抽（広

の。

　ともあ軋匁奪経営の須動博、乏共島稲

うれ2。

　そ二で。・処に、裂キ燐お一きが倉板象迄業に

樹あ克卸あの愛動硯び稚彦倒の瑳力1＝つ

竃、て考・・察博Oこ乙にした一、。

2，1　裂歓紫柵が倉板襲直寒におけ∂

　　　亮」二島の愛動

　さて、図4一財、裂精業および‘倉板装色
　　　　　　　　　　　コ案｛二幽訓偽ω実薮上島の堆脅左り
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　　　　　　　　　　　　　　へし　た．の　1な　4り年　度で　あ　り　、　2◎・ん　減乙　有　つ　て　い　き

が、これ礁販1乞量ゲ1・・ノ・嬬左希したに毛かが

わうず，　一ちで唄反抱くあ権が前弁度比｝28イ・主下

搭したた払であ急。
　　　　　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　
　疑反苑価棒〆《｛氏下蕩、た与度乙して噛噂，

＝の1等がヒ、3ヲ与度（一’・イ・）ク％午度（－

1舟イ6）ぢ｝－1〆．5⊃奢」ノ隻一一（．一：．『繊論一りの3耳度ヵマあ

・ずうト》ゲ、＝れうの与度1嬬nて噂、蘇彪

量がそ叡％此のくキVご左年したたあ、灸メ亀隊

熔f共ニユし　「〔、、：）。　一　　一一

　さうし．貝桝亀量が’前年1隻圭しzo・／。以匁の伸1〆

卑友ネしたの啓，3マ坪度（z3プ，）ク4。年度（

2品），イ〔腋（2・・〃），43糎（36の，46犠

（2い1・），4マ午度（ユ3イ・）ち竃差び’P午度（イ7％）

であもが一，笥うり年彦の亮丸島穿nずト毛

前辱度に比べて璃・・してn急．

　％hの二乙がう，売．ム島の瑞侃に虫乙して

寄与一、仁の喀、4＆，4り年彦左眸き、販孝し量の

堪加であ・た乙・｝う二乙ができD。
　　　　　　　　　　　　ぞ　客た、48　碧の両年蔭蛾さき・倉縁製危
　　　　　，



二＿．＿＿＿＿＿一＿。一一＿＿＿＿＿＿＿．、＿＿＿3堕

　　業の三見状分キrrがう壱わ台、◎ように、名薄夜製造

　　年一奪じ乙ηて噂異牢と誓いえ9年暖て”あ・た

　　と判崔穿ざ皆～⊃、

　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　
　　　〔エユフ〔1〕ぶり、製椅ゑ，盆キ夜紮盗奪乙

　　毛、その亮幽を1髄力の主撃因喀、例外坪ε除

　　一き、貝反克量であつζ，9ラー二乙がて一き急。

　　　恢ちす糞～ヒゴ、両業種乙t、昊反灸量の塔力り14

　　さ葛売メ島の蟷伽、す有わち量的縮人に女え

　　うかて奏展tてき一たと一9う一二乙ができ6ので

　　あ◎。　そtて，　二の販を量噂tつぱう製品

　　需零じ依得し、その鵜孕噂、第ll季力’う第3

　　算香での斜紋1・お篤・て閉うが1なさ磐たように・

　　建攣海勧嘱・て噂風民鋒看％動の動口，あ。

　　n痔経煮隊策答の影磐乏うけ◎ので閣あ乱

2，£　製骸業ノ倉板裂危寒におけo

　　　縦積肉の蓼勧

：こで・1な、筆粧裳お↓v！倉栂裂z隻誉の生育・



23？

経曽状況左つスト面力・う考・寒す◎＝Lヒこた

、、。　さて、i険養用噂，マ・ト張業右「守’ト〈鉦

蕉の原価旛嬬」に｝り乙、裂迄漁債乙販克・

篭埋費乙に《別され，前矯噂さうに直琢矯乙
　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　
固簿養乙にz分され、後着宅臭タ彪奮乙管日理蕎

i乙に2こ有さ躯てn3（瑳4）。

　しり・一し、こ二で噂、一一一縦負困左、製粧津お5

が倉縁裂危業で比鯵内島聖、キ奮1あ）ヒ孝左占め急

キキ緋養，尺イ寄復ク灸ヰ久利兇劉31糾，租稿均課ン

ヲ敵価償去ア貨お茎1〆その也のも項目に人別し誓

察す：）マニZLIく』した隻⊃レ（注5－）。

　1人むたり喫賢彪瓦島あ博ザ質閑格叙の才佳

物左、象株業）盆板裂置室じつuてみたの力欧

そトぞ†L．図4－3♪図4一千であ含。

　香ず，緊管嘗につnて叶3乙，＝の嘗穆の

綻質困袈動博、若での珍巽博あDもの《∫）、一彪

某島褒動乙“カ・なワ類似した勧き乞年してい。

二乙力でわが3，　つぎに、秩妊鴛》人竹嶺，

女払利見劇31緋有ビの冷養用が綻養鳳ヒとめ

　　　　　　　　　　　　タ3比牽が、瞬頃37一ケ3午蔭の‘7午間にごのよ



図4－3
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図4一仔 休う彦ソ実賢急虹禽と積困檎砥の権物
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　　うに粧搦して、、・たカ・左骨り乙、桝糧の比

　　率捲63～73ヅ・の輩ヒ｛蜀内・で’、　手た人イ牛爵のそれ

　　噂臼～1マ％の往咽内で才色物してきた一。　　O才～

　　ヒ舛し，女角利絶刻ぢ1結喀、盆構へ嶺回の第
　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　　　　
　　3イ女の地イ立よとめて碓いう宅のの、盆体の3

　　－4％でありレ3ぎ有n．
　　　つ詞…柵傷一誌イ傾の畷目て‘途体の

　　約8劉左．』あて〔、∋のであ9。　　＝の＝’しが

　　う，叢キ宍奪におhりて熔、　この2養自が縦須爾

　　の愛勧左左ちす一3學固一であ⊃と考欠う叡乱

　っぎし、一倉橡製色寒にコ．、・ヌ針ひ二乙につ

3．　 ＝の業考種ヒ訂いてモ、総覆肉愛重力落、

若年の差異倦あ）ヒせさ・扮らフ類似（た動

き左看・、てきた二乙がわがo，　縦質閑の質

もの礁キ宍結嶺で9あり、そ†、1客全体の∫8～6ヲヅ・

の簑｛蜀内左才修や多し・てきた」．　　つぎ’t㌻・　匁きな

人くキ負の比率博、θ～17ブ・の箆祠内左・き乱
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2し～イ・んの範｛琶］r『て‘’才佳L斥勿し一てきち。

　二のこしがう、　合牽互襲亀案｛二おρてt乱総

萄唄のヱ穴蓼目財魅糠乙尺くキ質とて’1あり、

二　の　缶｝后　で‘全く奉・の　　8害・」　1重二く　　左　　占　め　 て　い　　た　こ　と

　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　1
がわが∂。

　鳳眞力・う、裂管寒ノーな板裟直業しt、鞍締

嶺お・よザ人イ牛養が’織賛困変動左菱≧起さセ色基

本的撃医1乙考匁うれ，．　　このラづ、　尺で守質

1害，粧針嶺乙存うκで直隼憾麦動コ久ト乙升

与き十、てい⊃が＼雇用望季り亀ご力丁あかたあ，

生産冬導の豪化にたrて〃・有うす向し宅す劣イぐ

系も自りヒ・蟷Σ敵補∂乙熔n、、ヵ≦’彦6’（注の。　それ取・

＝㌻で熔尺くキ質左孝〔勢良ユスト乙御有し倉獅

左直yr　3　こ『乙にす　：），

　走きじ∂†たように、籔椅隼お’ぷ1〆倉冬反裂良

業しお・・て燐米十質噂蓼処窃鴫の6～7割左占め

3ため、　この痩針）ヵv爺危負用ヒ尽1ゴす影響熔非

牽1二匁き隻う、　そ二で、・巨に、キ宍粧葛の褒勧
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ヒつ覧りて座ニペ告　二乙にしたい、

　製キ宍寒おぎザ倉板製危奪の場倉、秩針稜の

惟∠κご喀扉未代でありといη’（邊し1フがえ

亀、、。　そ躯6タ・1燐畳餐の秀L重プ］左冴急夕亀含、

　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
＝躯左寒奏購氷価橋乙瓜デ～賄八量乙loゲ瞬し

て考～察す）＝乙に樗∂．　図4－9略・　1ハ

当左リ豪後秩糾須お毎ゲそ吃樵献夢葬であO
気応購入価柘蕊一ぎ壼一瓜黍賄》＼量の交ぐ前与度場

剃＼上L左図テτ、し7≒ンモ「のdて”8）つθ

に一地べて九き氏増犬したの一噂昭禾の8♪4し43，

4「τ，51年度であ⊃．　＝翠うの年皮にお1寸う

A奏購バ緬棒の苅南辱度珍鰍比雫噂・順に・

0％，8驕ノ6ゐフ1％76偽であつたのヒ．
舛し，糺だ購八量のぞト喀順に巧弔ノ’8イ・2

D8／・ノ27’んノ’z8み・な・てn∋・　このこ乙

力・う、これう年彦に釦・て材緋養の噌丸ヒ影

響左冬丸たの噂A寿噺＼但摘り毛でし3購
　　　　　　　　　　　ナ入書匁量であ　つ　た　乙　の’ラ　こ　乙　力τ習でき　）　，　　　つ　ぎ
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に、粧料賞力橘年彦に比べて，とくヒ蕩画し

たの・昏、価ノP与醍であ’た。　このう鉱

40年度において〈だ購入価橋博熔前年度比」1

％の此昇で4あ9のに苅t、購八量のそれ感18
　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　
・んの嶽ケこな・て・・りことがう、この年夜の

桝績が鳳ケしたの捨餓入量の激少1港ゲ《

毛ので亀あもとnラこζが“わが◎。　　憲た、5℃

舛摩において粧矯養雌揃答庫ヒケヒベて久3％毛

霧久ラ砥した。　 二れ時前午度に比べて購八価粍r
が’ ?Cσ下蓬し、　‡た興舞♪＼量モ1ぎ一ヅρシ臥ケしたた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もめ、絢后の勧集がおわさつて、キ才緋餐左救ケ

さ也た二とに茎ゐモの乙おtわれO。

　太体にギ・・て、若↑ρ例9ト時あうが＼A奏

賭N価糖の対前年度ぬが上昇すると賑八量の

ぞ躯嬉三臥ケし，逆に、購氷侮権の対前『…度少b

が下蕩すりこ賂N量のそれ轄場帽すりとnフ

関イ爺にあ急乙亀、λよう。

　以hカ・〉、おおむね椅矯賞の増∫叡1＝久きな

犀曙乏与禍の博購＼量の瑠献であリ、賄N
　　　　　　　　　　　　ノ価橋の騰墓い’毎ソの勧果左撰¢してPたモ
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の払判断ざれひ．

〔之3つぎに、盆板簑造驚の桝横変動にっ

・りて考察すゐ。　牲崎養ゲ廟与／隻ヒ比して乙
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
〈に蟷微しちの熔、日断・イら43，タ8，ダ啓度

　　　　　　　ミで畜り、産＿に敷ケしたのは4フノ∫2年屋．であ⊃。

　　　　　　　　　　　　　　
へ

　そ二で、その稽畷事囚ξ撫だ購入価修ヒ煮

た賄N量乙に房塀して参夙べ∋凱癖bした午

度のうも、4ら43年度噂購入量の蟷燐にさO

ものでありゆヒ・苅し一，48，到与皮は賎ノ＼価裕

のk薯k墓Dtのであ3乙あヘモわトひ、
　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 @へ　　　

　牲暦賞の娼前午度比，が轍少した石ノ52与皮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　な喀、購氷イ趣柊㍉賭一N量のヌメ乃の対莇与履比が

下蓬あ急nは職ケしたた．飴であ⊃。

　生体乙tて、祈針貨の対前午度比の増；叡肇
囚　博　購♪＼ノ量：で’　あ　る　と　　11　う　二　と．　力丁　で｛き　‘1｝　カv　・　ラ

ワン八奏購〉＼価棒キ碕響鉾・て唯丸き存影響

を．冬矢ている＝とヵ’ぐわり、9，

　　　　　　　　　　　ナ甥上・〔，エユ訴ユ〕きワ・製秩窯ぢ茎．ザ倉
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キ良裂色業におけ3材矯須蟷，臥の箱1の肇囚唯

　　　　　　　へ諏去購＼量の蟷激であフ、Aだ購＼価棒毛ず

有りの影響庖願ぼ『して、りりことがわ船つた。

　抵参購入くあヤ参は在．糞1な乙つて落，、，わば子
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
欠5躯1ち毛の乙．窒てi多け乙きしが右くドその

褒勧・‡晴ζして佐薫1ζ太き有劉響ぎ願ぼす。

　とく1気也年にお叶3ラワン点だ価櫓鳳
図4一テに冴3よう1二iξL彦1下しておリ、　二の

こ乙がな‡亙蒙・芭仏業の縁嘗左不字定イピ・なうし

めD薯因bな・てQ急乙・りλよう、

3、　赫わ木裂品製〔銭のプ・トσくプ

　　　Lデルの横楽

　以hのこと左促頭におnて、本箭でゆ・本
キ宍・　冬裟品　裟達し寒　の　プ　ロ　ト　ヲ　ィ　フρ　で一デル　左干義

寒矯各二乙にす葛。

　4≧業軽営に乙つて陰、克」L島のう三則左qが

　　　　　　　　　　　　タに正石をに一できるが乙nう二z：がきわあて璽募
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有毒叶乙な・てno。

　そ二で，　「伍窯縁営の変勧左モた5す最人

の馨囚略，克虹島褒．動であ⊃」乙考一え・徒業

負1尺首変り苑上島atデ1しの且樵変委久こす
　　　　　　　　　　　　　嘘　　　　　　　　　　　1
：1｝：：と1二＿し　たρ

　以↑、プロトヲイプ毛デルの栴旭左、図千

マ610導拠しつつ庄べる宝．しにで乃。
①害ず、征＿窯屡1浸首たフ夷．h島（了1）陰、

頃＆売価棒（T2）と徒烹眞1尺首たウ貝反乱量く

マ3りしに分解ざ†、∋。皿

④このラ5、唄反麦し価1毛了スは、等と8』／単．て女萄た

り原価（hりに一定のコーク了フプ孚左案じ

さこ乙によつてテ喪定しさわ一δ乙イ取定，、た．．

　製椅在寒ノ倉板裂迄伍窯のながに略、・、わ

守る罧算割れの状鮭でヰ集業～L系乞げて、、も℃こ

うモあ∂が、征奪力fゴーイング～コンサーン

であさ眼り，＝の状現辱一晴的有tの1二すぎ

与nと考一元うれ∋，　　と一すれ・ヒぎ、　1皐く立もた

り偉価1二あ5一定の利三閏左見込んで販乏し価権
　　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　ノ左多デミ定する乙すさイ尿定感、が乃ワ琴糞性の高
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往煮藁i人当り

乞餌為　　了1

興蕨し価ヤ舌追 伏当フ嬰喚乞量’ら

製ど』1単位ちフ厚価論

1人旬綻原価了5

1よ当1）・袈品

圭表量　　聡

1人当りメ、什鷺’r ’人当フ校豪十奏帳

『

着二執設住宅

庫向積　　噴

．重一麺｝一

； 曹　一一　，曹　一一　一一一1

　　　　　　，
1人ちり

加二高論
（剃勧生産・惨）

　　は当ウ

　設獺産

し一。麺ぎ
（蜘榊）

　　　晴間

三1，　εz

漁考〕1、

　　　　z，

　　　　3．

辰、キキキま賄入

価橋　　　　z穿
1人着ワ原檎新
賄入堂　　　。

　ヨ　　写鴇首働着r人以」＝

・睾亀烹の1丸ちり昇糺金

・給予　　　　乙3

住宅殺翼’砿

艮問佳

宅橡董

㌔

塗劇．れさ

依纏　乙∫

固民糺生彦

　　　z7

舶工急・生荏あ一（直麟殖痢熱噸橿癖鹸拶ト・餌賃）．

口博r『生麦孝タ、乙．〔：：］陪外生童敦色あうわす。

価額表ホの窒毒久はすべてち誠テ「7し一ダーで実喚イしさ秦㍗、）。

図4－6 冬称十裂品製蘇の舜ト9イプ行’ル
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、、七のであδと一考一ス、うれみ9

③＝の製8ロ！塾位一当たワ原価噛嬉，　ノ人きた

り綻原価（TT）左1人首たソ裂品笠産量（互）

で除矯⊃t乙によつて弍こめうわ一り。
　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　
④’人巻たり総厚価喚「は、さきの図千一騒3ク

図4一ヰヒηたよう1二、製粧朱ノ倉板製造首

乙充尺イ午賞と牛才嶽一賞覧が一葦一亘8劇産く、巴おめ

ていうため、’G噂1人ちたワ尺イ牛漬（η）こ

抹もたソキ購篠（了のとに｝・て択定．され

ゐ乙した．

⑤このラ5、　1人当たワ人く守覆喩塔・　1期司

の1人う≠ビワカロエ・を】す項｝一わう～知働隻産十隻（’「つ）

と製造＿業、塗体の平七つ一犠隻（乙3）の景3響左うセす

∂乙tた．　製色京倭璽左訣臼目豪勢乙して専

八したの吃視史的碗見点・・う当畝住奪の鱗

盆腱他産奪の犠盆にスライドしマ，夜めうれ∋

環ジ乞’ヴぐタヲく6」声うけうれδがうであ∂。

⑤さて、狂。発ヒ‡、コスト須才旦の瑠た左婦項し、

でき葛だす利三閏左確イ象、3∂＝乙左6白りしして

　　　　　　　　　　　　ゆ級彰と行うが、その利5閏確イ条の手戸象乙一して、
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ゲP｛動生彦・ト生の引き基け「によつてユストのイき激

左憾が5う乙rする。　　そのため，　第3葎で述一

べた牟う響。、製笹工場，倉板製直・L場に齢’

て弥働隻産橡の向上左寛図した太型撫叡備
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　
力化撤械言安備の卿＼ゲさ匂’んになざれてきた

のであ2。

　そ拠み久、　1套目南一の一静イ動集．農十生商1を、　’期廟

の1人当たワ設備資産すなわ3弥・働の裸牽叡裳

偏車・（Zl）乙時圏豪豹（（乙）左う玄立一変委医乙す

9蛋彦関叡1痔・て龍明窪一れ∋乙した。　奄

お、張産関数しつ・・て臨後の第テ章にお・・

て牟・）一雇女ぢ八つち分析が電なされδ・

①’人当たワ縦1死価の一最《の構臥蓼奔で’あ6

1人うたワ秩矯稜時熔乙んビが／兎冬領て’閏あD。

　《乙つて、　’人．首たソキ宍料稜丁81寺，　’人一当た

リ原粧緋1毒八量（㌔りと原秩暦（Aたり略入

価キ看（魯）乙に珂解・さ躯2。　　oのう5、購

＼量啓盆．風のてした倍給量（回内虫産量†輪八

量り　（Z5－）に一よつて言旋」臼目されδと・したρ

　　　　　　　　　　　　ゆ　す有わ3、盆国の知想痔縮量が鶏尺すれガ
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縮建烹（千均殉企案）の賄八量も蟷匁穏

とし1ら。　　ぎた．，　A太興黄氷量は丈し左く置格の畢う

響左受1す9カ、う，　二拠左先言瓦萌豪敷乙1てが〕

匁疹。

　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
⑧ノ人一自たり寡を品生産量丁も1な、　1尺き彦曾ソ1殊

キキ矯購．入＼量’「1。にざつて決定され⊃乙したが”・

＝輩袴孫1奪で、一一一一筆歯尊原キキ孝彗乙の間に熔原

桝捗留害ソ率左イ㌃してけ制の対た閑佛の

ある二乙・が’さ匙めうれた＝乙によ急．

④そ也ち、ぐ走業負1人有たつ抱ム謬1’τ1のtう一

ちの嫡移煮で協訓偵たソ興硫量（T3）
略、毯工新ま気イ主宅．床面積（’rll）乙販夷」価r梶ヂ1乏

とレ：よ　つ　一てき蓑L｛∋戸1さ司hL　こ｝と・一し　たρ

　前迩し1乞キうに、　孝し虹島匁動に《き有影響

左冬えるの喀販紀量の塔激であ》力概ミ車熔

イ主一宅」蓬．策のラ舌重力いカ、ノし1二・がカ、つてn∂。そ

のたあイ主宅窪．案活重り衷日目希的に表す着エー新飯

住宅床向積左説明変数乙したのて“あ⊃。　ま

た、鍍鼻の貝夜糺価槍の騰鑑七貝タ施ゴ量1二馨づ♪響左

尽1ざ’す乙考えうれ∂たあ一頃夜急価検t訴明麦
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叡として薯Xした。

⑩巻エ新録位宅鼻㊨積1二熔、第｝卑の木材鶉

馨σ、七デ曜ル分物にお’nて術た｝うに、タヲくの

褒数台’ぐ関与一してく3ヵ’ぐ、　ここで噂簡隼イピす各
　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　1
＝乙にしたρ

　す有・わ3、毛工新言i更佳宅床・面積’rdl辱、佳宅

像資総顧一（服）に書・一て床定之枢合乙した。

　住宅坂資総額のうう，み麿体宅稼震（Zの

左外生套勢と財なし，もう｝フo橘砥謬窯で

ある民間佳宅糠質（、3り痔家極的に晧国民親

生産（Zマ）　に茎つて衆定され⊃乙した一．

　以上』カペ、冬嫁・木馨50裂置業、乙りわけ裂

燐急おぎザ倉椋裳亀発のプ・トヲくプ毛デ’1レ

の権短、であ◎，　　こ．れがうθ目うがなよう1＝、

本｛：デル博，環．史左がなワ神象《しした毛デノレ

で時あるゲ、木椅’冬裳幽製造，寒左乙ワ害く

環境、や経者濡動有このてプロ夜数と、平吻勾

郁固刈イ購のミク・変敏乙結節フ’けて・前老

　　　　　　　　　　　　ナゲ後薦じいが存き影響左1ヌば’すカ・左才巳握寸o
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こと一～L目臼り乙したtのであ⇒9

4・、　製稽業、’倉キ反製危寒の七デル分暫
　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　1

　本節で博．ささのプ・ト9くプ乞デル左裟

キ撲お博ザ俗板裂薩惚一堕砲甲し討刻左筍うこ

乙に，す急。　乞寸刻期圏博ゐ豪種乙モ匿やヲ7－

93拝の17年間であワ、雑定ろ法としマ略産欠
く景し・、、二L案ラ乞｛左・で華L目毒した．ρ　

一

　ぎず＼裂粧焦おキザ含板裟危案の両Lデル

におh・て装直1二用t、5れり蓼一委矢乙豪毒匁危左列

誉す吾と契の遷Lりで一あ∂．　有お、価栃表ホの

匁数セ‡1客乙んご昭和5℃年雲100　乙重3一腋琶ア

考も物イ衝キち歓に書ワて除さヤし、喫．寝化」され「（n

3。

〔工〕内生変数

　Yl；徒糞喚1人うたフ紀上島（千円／ん）

　毛．ラ艮反克価キ智（日乙斥ロぎb年二’o。　乙する裂ξピ

　　　　　　　　　　　　’　　　卸死物価指数）
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毛3従寒蓼1人互たワ販克量（ID円／人）

Y舟3蒙品1単位首たり原価（千rr）
、了rテ　　；　　　’　　メ＼　　当　　た，　　リ　　乗危」　1賢ミ　イ西　　　（　　『E　　円　　／　　　メー　　）

了6ラ　1尺為たラ製島生，産量
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　
予了　　＞　　　1　　メ＼　　当　　た　　つ　　人　　イ『卜　負　　　（　　牙　　rr　　／　　　ノ〔～　　）

Y8ラ’人萄たり粧碍賞（千rr／んフ

Yrラf人擁ソカ・塙C陥鶴御ノん）
㌔ラ1人当一 ｽワ原燐織購入量（1。円／ん）

羊ll着工新諒住・も床、面積（百ろ箸、つ

、弘1イ主宅な翼｛饒・額（千倹円）

毛35民間佳宅才気資（守億円）

〔1〕外生豪数

乙Pl人当たソ諒備舅産（労働の機厭装備

　　　孝）　（そ円／人）

　Zz；頃圏皮数

　z3；常閑静働着ケ人以上裂色完の1尺首た

　　　り現金給予額（昭和恥二100こす∂道

　　　貨老物価指敦にざつて実質イしり　（イ円

　　　／人）

　　　　　　　　　　　ノ　乞栖原株針購浴＼価松（鱗・9年一1・・乙す
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　　う煮な智を・物価指数・）

乙亨ラ全風≠N志て夜葦宕量　（菌ろ・夙3）

zもう政府依宅粒資（二〒債・円）

乙マ3風民聡生産（そ僥円）
　　　　　　　　　　　　　哩

4．1　製キ才業tデノしの雑定結呆　　　　、

　レメノF璽O、さきのフ9ロト今イフ’そ：デル左製キキ

奪に直困し椎を・しち結果左・処じ才笥ずる、　な

お1、帥則結粟のう瓠一く一）内悸風ワ聯敷の桿

準誤鑑左、飾尊自由彦修正ずけ決定で斥数左、

PVV博ダービン’ワトソン統計量ILそれぞれ

表す．

①徒案負1人首たフ亮鼠島

　Yl二丁ズも

②製品興タ彪イ西棒

　’τユニ　lz亀Ooユイ　o、イム71’「午一　13、も73Dp＿ワ3

　　　　　　　（　o・03δ》∠卜）　　　　 （こ3、　f　86）

　　　　　　　　　　　鳶＝Ol70ユ　PW‘ム20
　　　　　　　　　　　　　　　　フ
　　　　　　　　　　　　ナ③イ走烹員1人首たワ製品販売し量
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　醤～　二　　86、6　0《7　十　　’、　17　7　　「「｝華　一　〇，　80　∫7　｝≡乙

　　　　　　　　（0、2テの　　（0，6δoZ）

　　　十　ヲo、O円Dp芳3

　　　　Gい・8）　之％・・脚，pw二2説
　　　　　　　　　　　　　　　　嘱　　　　　！
④製愚o’皐依ちたワ原価

　YヂY∫／￥6　　　　　　　　　、
⑤そ産一業凄一i人う塗牙一手絶偲一一イ南一．

　篭fユ9y・夕1ナイ・970’η＋o・4も列竜

　　　　　　　　（0・ムy？）　　（6、庁46フ

　　　ーB62、ユD4？，．3　　－一

　　　　　（461・o）　　　ζ二へり782PW　52・o。

⑥《躍し寒員1μ首たフ製品生産量

　＼「6　二　 1、3218　す　0・7146　〕n。

　　　　　　　　（0・074仔）

　　　　　　　　　　　　巨z昌・’8丁㌧DW＝’5°

⑦従業負1人当たワ人イ牛賃

　論ニー130・Oo－f－0・25唱8りT7＋凱6マ糸Z3

　　　　　　　　　（　o、　o∠ト「ア∠卜）　　　（2、　13　8）

　　　　一セ　iも5鴨、i「8　D4？＿y3

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　（71、3の　　艮㌔σ・98。，剛‘2，37
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⑧そ疋窯負1人ちたり粧糾賞

　『丁冒＝、「b・Z4

⑨往し業負1尺きたソ加工島（ン期前）

　1バ角£2・。り23イo・846引抵乞1＋o・。47z。　z2
　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　ざ
　　　　　　　　　（0、1父14）　　（0・o。73。）

　　　　　　　　　　　　Fミz＝．　0、《r7も　　　　PW　二　　’、　06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　　　　　　’
⑯徒素負｝人．・ち．た一ワー原秩圭千購～＼量

　㌔。ニー1・373＋2、ユ7ぎZy－’・Pε葛

　　　　　　　　　（0・4。の　（Ol333）

　　　＋　ヱ3・8イ5－D49＿53　　　　　－

　　　　（4・｛87）　　更広二〇・8ユもクpw潔1・千4

⑪亀：L峯ケ隷イ主一宅1塞面1積

　モ1＝Ol2尋75‘でム7r3’「12－16、yl6D4？イ3

　　　　　　　　（0、oワ9）　　（3、5、㌻9）

　　　　　　　　　　　　Rλ　二　　〇、982　　　　Pl（／　＝　1、　73

　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
⑤イ主宅しオ宴資蕪と額

　噴z二了b十z』

⑤Fミ問イと宅才気資

　㍉3ニ　ーlo，つ37　＋　0・0818Lz　Z7－　6・7’8　D弓？イ3

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　（δ、OO330）　　（人280）
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　　　　　　　　　　群～ユニ　 Olζ『86　，　PVV＝　人ヲ8

　た・だし．

　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　

　以上の計尉轟果左｛註体乙して銭考晒3乙、理

論的有笥一号舞件‘建満足、ざ1トて・rりラ丸、蘇し計

弊旬『）1も寿て七が有一り良殊亀椎定，早毒果、カでぞ寄うれ一

た一乙判断ざオ～ひ。

　プロ　トヲ　くプモデル痔現更の　孝左が有　りノ裕

象し，畑躰qてu一るため、それ左繍ラ彪味

で実降の‡集定．にあたうて喀、篤1⊃笈も迫シヨ

ツク後の絶看イ蓉迄の豪化左代王里さ¢たダミ．一

豪．数D49－∫3や未ヤキ烹界1二おけ含斤況差代撰ご

竺たダミー蓼数P弼ワ3五説・R夜叡ヒして付け

カロ気た。　　その結果．、　これう熔雑L定．訳の訳日月

力左島め9のにが有ワ有如1二作屠しマ亀）つ。

　　　　　　　　　　　’
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4，2　倉板製危蒙Lデルの椎炮希義果

　っぎヒ、倉板製危業七デルの縫定縮果左才筍
　　　　　　　　　　　　　　啄　　　　　！
げ急＝乙にす∂。

①従案填1尺首たり絶上筒
　’rl二’段一・一㌔　　一　一一　一一一＿一

②製品販弛価柘

　追　二　33、747　・＋　o・06381　h　＋　5『1・4°∫Dブ7一ヲ？

　　　　　　　（0、。201マ）　（B543）

　　　＋22、2。1氏磁弓8一引D49イ3

　　　　（響0、613）　　　　 （7、784）

　　　　　　　　　　　巨㌧0、67フ，PW二21’ダ

③《た案頃1人一ちたり製品冥改宛量

　了3　＝　も7、2『’3　十　〇，767’、「董1－　0，43ユ8￥「ヱ

　　　　　　　（0、0783う　（o・ユ79存）

　　　すヌ｝・1魯D勤＿93

　　　　（1。、47も）　　貢㍉o．？46　DW二1、↑3
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

④象品1肇位当た7原伯
　　　　　　　　　　　　　’　悔＝悔／￥6
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　　⑤従寒段’人当ちり雑原価
　　，　’rケ＝　－　361、7ア　＋　2・383　㌃7　イ　’、1◇3　了8

　　　　　　　　　　（い8マ）　（。β3D

　　　　　－2㌻12・ヲP死
　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　ず
　　　　　　（837・6）　　更㌧・・r77，pw二゜2・’今

　　⑤従業犠1人蚤ちワ製品生産量
　　一　Yも　＝　　1、917！デ　寸一〇触◎8248　．）〕ρニー二2、372　D4？

　　　　　　　　　（6、・。87の　（0・62ワ）

　　　　　　　　　　　　　｛ミ～o。841　pヤv雲人62
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　⑦《疋一業負1人一当たワ人イ牛賞

　　　ηニー439、3・＋・，’617勤fl・・82Z3

　　　　　　　　　　（0、Ol37）　　　 （δ、7　5「）

　　　　　－183、1。P守？，，3

　　　　　　（32、。。）　　直㌧o，7フ6，pw・ム7’

　　⑧そ疋業喚1κ蚤たワキキ冬千賞

　　　了8参了・Q・z4

　　⑦従業輿1人当たワ加工高（一期葡）

　　　iトあ増5り・。テ・・4口・1ハZl寸゜・°8ムユ゜乙

　　　　　　　　　　（0、約8り　　（0…7・の

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　良z－6・ヲ2午フPw二1・12



　　　　　　　　　　　　　　　　　　261

⑩徒業環’人当たワ原粧厨購八量

　幅。＝4『・372＋2・覧ム48Zダー6・36z8ε午

　　　　　　（0、38ヨ）　（〇一δ18り

　　　＋瞥335D4つ，53
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　
　　　　（4・o。ユ）　　ゼニo’86∫クP　γ’・°2－8

　有乱①一⑤の権定衣吃製粧寒モデノし乙
芙適禍一の罫名1塗1でうHlhL「

　ただし、

　以幽の計剰結票左生く本乙して日終～6Dと，哩

論開有笥弓衆く魅矯足されていDうえ・釈計

導的に町て｝カ、有フ良亨キ乃雑果わ寸得5れた乙

おモわ酢3，

　　　　　　　　　　　の　tカ’し・製品蜀腕価糖迄）イ嬬買1人為た



262

り鞍品生彦量丁6畜・ぎガ従案負μ誉たワ原粧

瘡購N量の訳・r式に熔乙腋のκ杷が7残されて

い急とnえ5ラ．

噸　　　　　　　　　　　1

　レメ卸、木キわキ製品製危業のプ。トヲイプ
rE＿ラピ響’｝／左製ラ←：キ業あ、一を一1ぐ『＿で宣ヰター裟一直業tニェ直．閑し、

椎皇一した驚果ヒつ・・て箇単な考寮左行・た．

　その斥舌累、若千のZダ良の命地唯残さ躯て、・

9乙庖・一え．全体一℃．して・さ一…・倒ぎ兇・（力の

島・、オ佳定奉若果左イ琴葛＝乙ガ「できた乙孝塑1轡rさ†・・

⊃。　 そ＝で．このヰ佳定結果左第も奪のシミ

ユし一シヨン分桁左行う一一さnに刑鳳す急＝と

に誘⊃（注て）．

’
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（注1り毎お1、条奪で侯唱す9主な純言す凝掛

　博、申・ト毎案行「ヤ’ト佐窯の縁官才島橡」ポ

　ぎが「ぐ’ト企気の／阜価指キ寒ユぞ’ある。本資

　針で1呑、　「嘱負本金が’僥円り、下ヌー尋従掌負
　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　
敏力｛3。・人り、下の法人ス㎏個人」の住慮が

鯛鉦の苅象とされて、・O。

．（注2．）一一来献一〔Lユーヒヒ32る一一313左参考．

（注3）　なお，　こ二にいう興反毛イ㊨棒こ燧、　裂

　獄品御彪物価指敷左日召和兜与左／。o乙す∋

　一総御危物価揖数一じぎヱーて眸したtのであ

　り、　1尺為在フ販抱量乙1穿、　1尺為たり彪

　上島乏販克御権で臨寸Dこ乙によ・て求あ

　在モのであ一り．。　　　一

（注．舟）キ’、・征糞后「宇’、・猛煮の屏，価指裸」

　で陰、鴫琴ロ4り年牌害で嬉、健鼻但業ヒーつ覧・

　ての毎嶺目713手場原価額が燭紅され・処編

　侵奪にっ、・て噂貨目別権朕｝し章のけ渦ヴう

　寸・も・o，　そのため、日断・4ワ年度レメ前に

　つ、貿昏、処糠鰭し関して正確な貨幽〕
　　　　　　　　　　　　ノ　厚価額左知o：乙噂でき有聖、、　　そ塾苫女・
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本奪で匁う数値熔、でぺて健全匁蒙につ、・

てのモのであ3二乙左断つておく、ρ

（注9）二二1引・う轄妹章乙博、製危原価の

うちの直堵牲糾嶺と間拷材緋養乙左加えた
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
tのぞ’あ3。　　審た、人く牛一負噂、製危゜1幕価

のう3の直拷労砺貨フ間惇労務覆お’茎ザ福

利一厚．曳…喚…∴重ち養蒸三上一景蓼一弛二管多里餐のううの

瓢彪負奮暑手当一謌齠活齦沿黶Eを務負給材誉為お

よザ福利像生負一・賄須乙左ノ諺すしちぞので

ヨトゐ。　一さ玩些㌧激御一償a了賞憾、裂直原価，

戻机彪・管埋質そ査～ぞ゜れの激価イ賞去了養左加匁

た＿　宅　の　　で8あ　　急一。

（注．6）　玄．南メご　〔　2，　〕　　1Fセ＿’2＿一」董一一老『，　参　考　
。

（注のなぢ，一本奪喀索南丈〔3ユをモとじして

蘇良芝Lかロ裂た一七ので‘あ一葛o

’
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木析閲逸彦業の経営分析

1　、　　　　　〔告　　じ　 め　1（：

　わが回の経ラ呑へ長時、第1・で・ら強シヨツク

左契キ幾乙　して鈍くしす3イ喚臼しあ9。　　害た、

＝れしイキ与い木キ穴力ロ工品の主ち⊃需馨…先」で卒

ゐ住宅・逢設活勤も傅希有nし喀千活秦有探態

にあ各た一め、冬材加二Lぎ』鞠撃啄イ申～ド悩£でn

葛．　　二のこと感、ヤ∫ト・雫紳像業が圧一倒臼り

ヒヲり、、めが働タト株関産完屠あも、、噂¢業の経

鴬左千字定化」なうしあて・、り。

　本奪の目吻時，審ず、二のよラ舶丸糺左促

頭に置きっつ、冬鷲関塵．産洋の峯彦関数左計
ヲ頃「A褐し乙によつて、これ手での木楷関毘産

業の敬・良置程ム数量的に也転キ貧討す3。　こ

　　　　　　　　　　　　ゑの打桝力、5　　生産．左蕉し定す3孝囚存べ’蝸うがに



3壁一

され）乙乙キに、健ノ隻色業乙処項企烹乙で1を

生雇極ヒ滲異のあ合こ乙が序ぎ群3、

　灸つで、つぎに佐業カベ’・健生であ2が養力、は

、りがな急肇囚｛（ンよつ’て判定．すもヒギよ・、のが左、

　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　
と．くに製秩業お岳1〆倉板裂造寒左対象どして

初瞳鮒犠の一秀法で’あ辞覧iろ粉哲d・
・（行村し、＝れ一う奉秩関塵．修業縫営の不字定．

イヒ」馨囚左日目うカ’ヒす3，

£、　冬椅関庄彦蒙の碗択分胡

　本茸で’一貧智の苅象乙言3冬秩関塵彦蒙乙は、

ヤ4・拡業行繍「キ’ト但輩の経営キち橋」（裟1）に

宍騨＼ざ枳いる①裟稽・権島珠フ②家呉
・齢瓜業構ザ③紙・紙力リエぎ・タ斥の3蒙

種であり，その内参尺雌図9－1の通ワであ∂。

　存お、裂棺・木穀品工業につ、・て喀、その

虫肇構敬煮種ぐあみ裂燐業お皇vご倉糎製彪蒙

　　　　　　　　　　　　ノにつ、つて充ヒくに・寿察左宕へ冴ゐ．

　図5－－Zl客タト嫁蘭［皇彦裳’じおける主肇縮矯、



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2容8

　　　　　　　　　　　製材業

　　　　　　　　　　　倉板製藁業

①　製材・木製品二L業　木箱製造！窯

　　　　　　　　　　　ス穴一製直饗、

　　　　　　　　　　　その也木製品製危京

　　　　　　　　　　　家具製色宗

②　家具・逢具二」業、　　木髪ミ建具製危業

　　　　　　　　　　　爺製キヤビ号ヅト製造．京

麟斗；申・ト¢業庁緬「キ’ト狙業の経曽

　　垢矯、（日召でロタ『冬ノ隻、言周査）」

図∫－1 木キ欄連蘇の業種

　　　　　　o
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図∫一之 無釧樗才旨標の椎物

i
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（幻1．モ嘘功働蟻概紳しイ蘇則剛与間
　　　　加塙（蟻勧欝キ矯喚損膀ア踊一外，主墳
　　　　一袖助キキ針喚）左，卸彪雪獅箱歓（日召和賭徊¢1・。）

　　　　で瀞曾す急二乙によつて才ぐ弟た。

　　　£・」旨覧葡働の麟集雛鍋やし、懲幽矯楓

　　　　装備額左卸危物価指牧で除筋二乙1‘勲て家ψた・

　　　3、　W博，実喚薫盆左邸し、従業頃1人当ワ目手均糸留

　　　　髪喚左ラ首贅老物価指歓（昭和タo午手均‘1・のぞ眸す⊃

　　　　二τに左つて冬めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　イ、　L尊，イξ業轟嶺（左キ守。
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の粧物左B紳4。午庖乙蠕度につ、・て業榔コ

に不した宅のであ㊤。　この図り・う、ご・∩業

種しモこのノダ弁悶に静働生彦椎（T／L）ノ

労働の鱗集釣度（K／L）お穿横盆（w）
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
が＼そ程庫一の左乙そあれ電《している＝乙゜が「孝

セン恥合。　　し台・し、祁し寒頃歓（Lりは逆＿に三叡

ケしており，乙く｛c一劉塩冬製品象知略い

て臥絢キ牙直くじまで敏轍していゐニヒが
わがる。　　ぎた、労働生彦．椎u仏つnて2f　9と、

危懸駈掬群rイ略度‘略、質膝一寒乙κご

同一であつたのが’、∫千年彦」二博紙・紙カロエ品

嬬台送わ断島くな・ており，つnで顧、裂
嫉・恕象ざ』エ．蒙，家果・建臭工・寒の1・1扇しなつ

て、／る．，この庁年圏に、労働の須本集約夜

がr最七焔伽、1乞の｛・茎柔氏・系氏ヵロ象鼻ム業であ5

が’ Pそ躯噂＝の業種にお・・鱒樵械や設伽て

≠〈幅に一套〉＼ざ躯たたあであも乙おt1い船否・

　家具・逢具外蒙におセ↑o労働の資本象約承

の璃恒ギ畜守ザ穐矯額｛委、3業種申もつと｛

　　　　　　　　　　　　チ低くな・て、・急が、その割・鴬労働隻彦椎の



　　　　　　　　　　　　　　　　　　2？2

殆煙孝｛を島く存つておソ、二の寒種の矯｛教乙

・、匁よう．　　さ5じ、実後後金噂唇蒙種乙℃

肥和瞥午度において目千吻ノもろ円前後乙なつ

ており、　二の晴訟での業・種固棒差呼あ客フ1啓
　　　　　　　　　　　　　匙　　　　　　　　　　　1
、、とnっ ﾄぎ、）ρ

　図8－31香寒絶舅畳i鞭働隻産樺鱒佳物左餅。

38一鉾年庫一仁つP一て楢いたもoで’あ3。　こ

の囚がう、労働肇L産橡熔倉業種乙宅若舌の褒

勧1香あOl仁せふ、午快璃匁す∂＜頃向にあ含乙

乙、書た、業種間で開淫瘍広がぐりつつあ∋こ

乙力’デ雪つカ、⊃，

　で覧1感、　このよラ有勇働生産・悸格鑑喀隻、カ、1き

魯馨囚にぎつて生じたのでわううが・
　貯、働濠彦性（了／の【舎、資本（K）左煤

介愛毒医こ可躯ぱ、

了　　K　T
L　　L　　K 一一一一

i2．，1）

乙表．穴、て“きるカ・ラ、御働生彦椎博1労働の藁

　　　　　　　　　　　ナ本繁臓（K／L）と資本生彦修くY／K）
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乙の相乗種にぎつて渉天定されか乙nλさラ。

　図9二4輔召和∫轡度の製迄知7業種の労
イ勤輩L産修左桑従物に、貯・働の賓本隼約度友楼軸

1二∠ワ図斥した先のであ＆。　本図ぎフ卯働
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　ぽ
の資本集鈎度が島い業種倭労イ重力隻塵橡モ’諭く、

をち、幹働の質本集約度の但・・蒙物4静億雅一

産1生先低Pこ乙がわ塗凱一一．一裂際、曽働の資
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喚の相図開イ系脅ずあ葛キラにお七れれ9。　し

がt，単斥屯相1獄で糸数左計二執した維果噂、一σ447

乙が有ソィ巴く、キ目関倉杵によフてその有苑・ト隻

左穣定し厨毒戴る険率9ヅ・て1漁宛ぐ鱒御’
　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　く
つた。　　すなわ3、静働．依産橡乙責本生彦’捗

ヒの間じ謄冊準純相関｛雲勧・と・・λ§．

　以」二ぶり、蒙一直蒙穫の曽偶生産修｛窪、貯働

の資本集約夜じぎろて強乗蕉L定さか∋が孔質

本旗産椎の劉響賂艇れ1等ご受け存、、乙、、久．よ

う。

3．　木椅関直産業の虫彦閃数の壱例

　前御ぐ砺働隻劇生の蜘落説日膠因吻
働の資本獅り度であ急こ乙左知・た、　この

静働の質本象約皮と弥働生彦年生一陰、考見ξ、左袈

匁背～喀“ Aそれぞれ焦彦におげ含ヰ気八乙産出乙

左表わす主の乙考えうれ含．　そこで、殺入

乙産也乙の才女須的関て糸左午す閃イ糸ヨ＼乙tて生

騨拠言例萄こ乙｛二し’た（ラ主の．
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　本管で熔・まず、木析関建寒種左も俗めた

製迄業金服の曳産閑数左計ラ則／、つゲ1りて木

キ求関逸産業の失彦関歓左業種別にき士尉すりこ

乙1しす9，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　3．1　製造＿業種間生彦・関毒久．の計ラ頃」

　劉鰭一¢鰍の生産関数の計刻堤香、日召和4・，

楽y，∫○，飴午1隻の墾と薩業171寒稚のクロスセク

シヨγ櫻緋左瞬nてお＝々う，

　尉・、邸一4より生産関葦矩して欠衣左

計纂矯り　二しが考えうれ3（注3フ。

iレe免（杢一りα1
一一一一 i3．Ll）
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　　　　　ク



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2マ9

　　乙乙3て“、　（3，1．1）三叉ヒ窒フズL・ご～くのよう’・二蓼ヒ

価され9。
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とモいうり1つより製1嫉、璽鹸の生彦関歓左粧

　定，博急　二乙1仁した。

　　　Y二eα。KαILα2－一門一ニー一一（3・1．3）

　上．衣左矧毒匁変才更し、照和40フ仔，知，5存年

庫にっ・て鉾の剰略奪，あにざ・て臼肺
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ゆニし
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　ロ

k＝　0，89∫

　なお．Y／k｛4すべて陥和5め年～L基準乙す

雛偽燭創跨賓待・てデブし一トし賛の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のヱであワ、（）内憾回帰イ緯ダの樗撃謙を左、K

博自肉度硯卜正漬ラ寒定係敏．左あうわす。

　この塩．定縮果礁、　r、ずれモ適倉1裳が’島く、

ぎち、回帰イ糸勃しtきわめて望定勾（有免木準

／％で有抱）で’わ9、　　乙の偉算に老a苓る

と、KとLのべき数博、そ熱ぞ掌し負奉・，労イ動
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t、し、すμれ七〇覧5「｛！：危覧、イ1直とと二つ一ており、し

扮先孟1老の斥ロ噂1にきわめて直、り。　　oの二

・乙バう、倉午／隻の申小裂迄業種装乏盈，の生彦左

言も唄守急一籍女衣憾、

　　　　　　　　　　　　　q　　　　　　　　　　　l

　　了二砥荊丁一一一一一一一一（3－・午）

であO乙偲定され急。
　この穐一良の琴う・1難確がめさため、（3．1，3）

衣の1、°ラ）く一ダα1　と虞2に関丁急線紡制約

去、すなわち

（｛）　　α1　二促ヱ

（ll）　　α1＋aa雪1

が｛『崎に砥立す各がこうが左棟良亨∋二乙に

し∫…二（注4）o

　倉年盧ご乏の個剛ぺと二の一搬衣乙の適倉

蔭左七分脅検定した鷲果時、表ダーll二不す

乙おりであo。　　こ†㍉峯ワ、　さきの’舟気衣は

倉キ度の裳種間生彦関数のぺ仔一ン左礁灸的

に壱伽財3のに適切な七デ｝しで嶺も乙判断さ

　　　　　　　　　　　ゴ拠告。　この一腋1叉に茎齢呼’、生彦額感、質
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表∫－1倉個剛瓜の一鰍衣丁二ぴ／KL

　　　　　への適盆度の穣定

（注）Lt。熔t鮒量左、t軌．し†似。ワは、それぞれ

　　　石紀本孝　1・／・ノ5㍉ん　のt分布イ詮左あうわす。

　　z，表キ、・印噂雑定左κスしたtの，xピア
　　　　監・冬そうりで’プ1｝竃、tdつを，ξ・す。

　　　3、なお、二の場信の樺定憾、例燃適倉度に

　　　　閏す3湖赫羅と同様、熊稗∫ヴ・の

　　　　ち力寸’ヅ・リキ毒ミ定力が強、り．
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本乙貯働の相乗積の平ち根に比例礒2こ乙に

存o。　つ害り、本衣の比例定数孤が生産額

の匁きさ左ジく窪Lすも重多存イ糸数乙なソ、　oれ

1奢その年摩、ζおけ急『・4・裂直蒙（∩手吻旬りな絞
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　
・釘不…竿左あうわす先のと理解され∂。

　乙3叡ば、⊂のα陰、生彦滋勧の夕卜皮橋鑑

左～『・す垢橋と，な・）うる乙考みうれ含。

　＝の蘭く悉左鴫うげヒしたの拶、図㌻一6の

（イ）て協δ．　諦によると、πτ諮ox

で、隷術・博が撤Fの乙き一の生産額はOPで

あるのに酋し、非女術承誓が（×aの乙きの生彦

1額1を06L乙有ワ、版衛叡弊帆のイ直が匁さけれ

ば生産額モ匁きくな∂＝こがわがo。

　この伍左穀直業魔・般につ、りて年承別じ針尉

したiや吉罪」左．図汽、したのガ寸、図5－－6の（1コ）で亀

あ色。　　これヒ享れ倭“、　訊博最珀Lになるに！フ

れ蟷尺しておワ、キペ・製直蒙左璽体乙してみ

ε燭含、老実ヒ救衛本準が向よ、てきて、、る

o乙がサ乙れ急。　　書ち、，o午皮がう∫4年皮

　　　　　　　　　　　　ノにり、げて0く博それ．ほこ蟷《tて竃）な覧）。　　こ
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れは、石油ンヨヲク後の生産物の葛蓼不振に

毎・て¢発の設伽籟寛欲が威丞した鷲鼠、

族循・ド率の《第勃髄・イbしたため乙おtわ鋸急。

　図r一らの（ハ）フ（二），（ホ）1寝きの
　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　く
一続L式が個刈業程じも直！診す9乙イ反定．ゼた場

倭の（六の言ヤ則値を、①蒙獄・冬一｛裂品外業、手・均，

②～馨」裂・≠L累メL賞、一千一皆）お’よvご③系氏・紙力ロエ品

二寒手均のそれ一それじつnて図看・したtので

ちる．　　（囚が5わが急茎うに、　＝れうの業ラ穫

に訂曳りてt、製迄L業塗服乙n構、兼衛冬準啓

伺」二．してきてい∂先の∠お’tわヤ㌧a．　　乙く

’じ、家果・建具工寒につ、・て14他の蒙種工累

与ワ、日召和5℃－5：千拝に一ぢいて七、　それ以旬乙

同様、老袈に族術爪ギゲ筒丸してお？ラ虫目さ

れ㊥。

　ンン～上、の業種圏生彦関毒久のオ佳定．（クロスセ，ク

シヨン介析）に＄り、申小蓼と虚し奪璽舟気あ’｝び

ギ萩関塵産掌で噂、生塵の隷衛冬郭亨箇共し

てきたこ乙f芦臼目うがにさ，†した。

　な乱本脅ぐ扮抑。イ姻㌦ち煮緋を樽表一
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，も’㌻Vご何表一二之乙し　て才有セデてあ’nたLo

互しで，知気冬株関塵鼠葬の隻彦閑峯続

業種別ヒ崎糸列嶺緋左困・，て権良す急ことに

した、）。

　　　　　　　　　　　　　　q　　　　　　　　　　　　1

3．2　 冬材閑違レ産業のCES生、産関数

　　　　の椎氾

　CES生産関熱は、七し代桔のぢ勒檸が一
儲定．であも乙イ反定，し．ち場債、　このきうな稿で表

多見されるが乙・、う固題堤．起の下に、マロー，

舌工矛リー）　ミンハスなう「〆にソローの4人・

の経ラ鯖論にいて閣発された生厘閑数（注9り

であり、訂ラ則云、2Lっの矯移匁左有してn∂．

　1つ博、あうがじめ生産関敏の型を埼定fb

し与1つでtぎ覧、乙篭、ラこ乙であり．　毛う1っ

、委、前堤奪《キ殉・・渦艮さ責～て、）∂角倉、貫奉の

ゲ㌧9堺照也ず順代替の弾力1生左詐則弱
て二と一ヵ、ぐ・てμ ｫ芝）乙・、ラ：，～二・て”あ：）。

　いぎ、　1扱同レ処のCES’生産圏　数左、
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　　　　　　　　　　　　一ナ
イ＝1r〔δピア＋（1一δ）L「つ　　　　　　　　　　　　　一一一（3．2・一）

　　在だしY，K，L腱そ車ぞれ生産額庫本，碧働左譲た・

　　㌻，δ，ア・穏榊牌，脇，補壇岡詠解

瞬う1。定武化◎と，資本乙幹働乙の《驚

の弾力鞍r、香、C二1／（1＋ノ）　にξ・て糸

λうれゐ。　　乙二3で、一（31ヱ．D…＼セ‡、　ハ9ラ

）（1一θlo関して非綿飛りであ急ちめ、その藩ぎ

の循で直埼的にキ佳定L乞おこ有ラt乙感溶易で

亀n．　しつ・し、以fの舟衆件、す有わ5、

　込）生産甥ヤ喝㎡亭ザ生彦毎ゑ年場が兇墓

　　競争的で一あり二乙，

　し）すべてのデーヲ」焦均衡の状態で観刺

　　さ．れノて　い　る　こ　と
　　　　　　　　　　フ
　C）襖襖に関して豚篠一爆の知キが蔽艮さ

　　躯て、、◎こ乙
　　　　　　　　》
　d）了が゜生産顧あ各田奮伽・イ面イ怠顧にキつ

　　て表わさ本て、、急喝倉、生彦賜の価橋乙

　　篇金魁の間に悟定の関係つ略在しな’
　　　　　　　　　　　　’　　て：乙
　　　　，
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がすくこて満尾（Σれた場倉、回帰氏

抹壬二灰。＋α・い》一一一一一（3・2・2）

　（儲し、1筑博観鰍4叡左、W喀実噴寳
　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　｝
　　盆aあらわす。）

の1朽X一ヲa．，α1餌錠し、稲介鋪
賄えt蘇（3．2。1）武のcεs生産閣蜘噂

匂・れ、照が寄さしく毒孝武替の弾力権σの

キ佳定・値で’あ∋二乙が閉うが1二されて6る。

　ここで博、　（3，2．2）式にWの1手がにイ建く父盆

奪の場含にo，矧戴業の喝谷に1の値左乙
含ダミー豪数一X一 ㍼J難知して尊入し在沢
奏、にぎ・て冬株関直産業のCES峯彦関款左

粧茄配Lすること」ヒ：した＿。

kモ頚。＋α一牲W＋a・X・一一一（3・£・3）

た一た二’ ｵ、　「「；午間実、噴カロエ1為（何力ロイあイ直）

　　　　Lう従烹凌数

　　　　w；従一業負1人当ウ実後人．イ牛嶺

　　　　　　　　　　　ぞ　　　　Xうダミー愛老タで、
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　なお』、　二二1仁nう一処傾拡業乙1害、緯掌利嵐

客彦腱首業利蚕が処損の但業左さし、健全盆
　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　げ
業醐それ以外の食業卸、う．　（3、ユβ’）式

にダミー愛．敦X左導八したの噂、他の奪件左

一定に一した乙き、一但業が健全伍業て゜協卸’欠

損傘業でわるガにぎ・て、静イ勤隼彦誘隻に差異

があ肺・ビうカ・左純計藁的1。穣証す急た第で

傘。。　（3．2、3）衣左フト燐一蘭亀業種のそれぞ

れにつ、・て、昭和38一幹午度の略幕列趣払

利用して孟L津の最小之乗法にきつて計尉左お

二な・た。　その鷲果は表5一ユの乙おりで

あ⊃。　この権額舌果によ急乙、飛定係麹4

｛穿乙んご03以虹獄・してお，、香た、肇気

そ＼替の弾力権左牟す回帰係数父1　の才佳定一値一は

すべて有寛本準’協で有亀であリ、統竃す学的．

に計て良脅ぐあ9。　　碇1の懲定，値博，製古才

・冬躾ど・二栄予均ぞ1奪、／、3チ7製秩業ぐ噂・

　　　　　　　　　　　　ゆ／、碧，な板製彪焦人20，家具・違．具瓜業千吻
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表レ£ 糊関畠蘇のeE質彦閑蜘惟定系課

塩定式 1亮丁二いα一調鳩x

自蛎侮孝 9ニビン外

定敏工負 兼之イ矯欠 ソン比ノ’

α。 α αヱ ♂ D、》

一

1、裂棺・キ裂品工業 1．79ヲ2 ’．3441 一砥2ア8 o、ア6呼 μ

浮喝 （o、。4％） （o、。3ユ。）

巳

1－｛製盈蒙 ム4068 1、4呼。∫ 焔2ユ63 α9460 1，46∫

（α。6ユD （α。3の

1－£儲娼麟、 258ユ
『人2。’y一 一〇、28ア乎 o、89峰 2．oB
（瓜D773） （α。夕67

久，繰・銀工業 人6？96 1．327δ 一〇亀2ユ5℃ o．9606 2．i8

キ均　　．・・ （。、o存8・ （o、。321

，　凸　．

・o

3　紙・，　々ロェ島、． ’2．4063 ，人23。 一〇、1も78 α％8ユ 1、6．ユ

キ士・
7 （o、。ヲ78） （o、°ヱ77） ●

（注り」，（）内磁旗．回ワ儲数のギ案聯差紬うわす．

　　冬．テしヲの出戸縮中・ト蜥緬「キ’ト麟の纏指糊。

’
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ム33，紙・紙力・エあ嬬彩り’、23とな・てお

リ、　1璽二逗乳、イ直を乙：）こ．と」ガ《‘半1｝θ月した。

　に1二1の喝倉、　cεs娠産肉数噂コプ㌧

ゲグラス隻産開数左乏ト匁急がう、以よ・の雑之
　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　
糸繰吃木椅関建彦寒の介析iζコプ㌧ダブラ

ス隻彦関数左便困して計尉す各二乙の可負乞橡

乏L示ロ劉寸り一毛の一ζ．、、み毎ラ。

　書た＿椴定緒案がう、ゲミー窒数Xの係数

博、ヌイナス左乙り笥雪衆件左蔽足す各ラλ・、

回，昂イ糸数の糠拳蘇差喀・1・さ，く、ぎわめて申定

的で捕．　往つて，秀廻したように佳参弦

業乙艮纈征業擾ぞ纏、細計車的紀昇て、労働

隻彦棒｝二裂雲が響あも乙覧）ワてよn。

　〔翁∫－7博、　二のこ乙五確がめりために木稽

閑｛皇業種のうち裟燐’冬裂品タ煮左1（列乙し

てあヒゲ、嫉定蕉県、乙峯ヴき、曽働生産椎乙矯

盆乙の閑イ糸左図冬しち℃ので覧あさが＼　この図

ゆうモ．侵璽但業と処纈但烹乙でゆ鴫うがに

静働生彦椎に鑑累のわ3こ乙び’わがO。　囚

　　　　　　　　　　　　ノ熔箱畷したが“、他の木燐関注業種につPてモ
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二L＿＿＿＿。＿＿．一＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿．．．．＿翌1．

　　秀呈度のみこそあ魂～．同樽のo乙が観め5車た。

こ3．　3　　冬牽キ関違．彦、業のつプ’・ダグラス

　　　　生彦関数のキ佳定．
　　　　　　　　　　　　曳　　　　　　　　　　　　1

　乙二で鳳寿椅関直彦業の后業穫‘。つnて

つプ’・ダグラみ一生産蘭毒墾左計ラ魁す　偽　こ　と　にす

る。　　計刺衣1誉、沢の乙おフぞあ急。

　　YニeR・K次IL久・e碇・tx鴎…一一（3．3．の

　ちだし、了♪K，コ、t）x欝びe鳳
孜船ぞ！ト年間実賢η・二L蕎1一更鰺山搬櫨装イ為額，

征業負歓，日糊動数繭迩したダ’ミー蛮獣釘

ぎザ自警～苅毒久の底左あうわす、

　（3．3－）式乏耕欄箆業種の日召和38一巧年

履の噴糸列董締｛二直田して、画常の毒・トユ象

法にキワ堆良．した編県略、表5噛一3の乙おワで

あ含。　惟定鷲象穿、自由1敦イ掛正滑ヲ夜良係孝久

がすべて・3左こ乳てお）、こ鵬すラ則式、の豹

　　　　　　　　　　　　ゆ9目力感為、り。　　ぎた、　ゲービン・ワトソンキ気
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表5－3　冬燐閑逸産業のコブ・ダグラス生塵閣孝タの

　　　　　搬定華舌県一

粧甑3T＝e解」し・・eα・tx偽

一 自麹 タニビンワト

定縁工負 蝿 承定係数 1ソン地’

αo α1 az 促3 o阜 艮之 Dw
ぐ

1，裂蜘程品壕、 0、O．578∫ 0∬も8 o、67．？ o．0748 一α3∫18 αア2ノヲ Az37

年喝
、 （o、。832） （o、佑33） （o、・・7の （o、041z）

●

、

’

1－｛襲練蒙 　　　　　，Q．2080 05も2y Ol　3176 0．0∫68 一杁3。48 α7246
！、宵6

（αθ∫D） （o、’「32） （o、・σ73） （o、0387＞

1一ユ磁裂麟、 0、7．8∫ α3913 ◎．8604 0，，7yδ 一α33る『 0，914 A8。

o、日63） （odマ88） （o、。。86） （o、06ヱ4

又，，具・犀具瑳 ’、83。。 α2770 α823ζ
。、。亨8i

一〇12∬コ Ol％8 ユ1’3

キ均　　。・・ （o・08弼） （。，137。） o、o。∫。） （o、03曽
．　．

3　　紙・．・々ロェ島　蒙 A4∫61 o．471？ 0、6ラ与y α06i万 一〇12千6 α9708 1．97

弄瑚
（0、◎∫3了） （α1％3） （0・D。3つ （o、。376）

（幻1、o円の辮獺麟数のキ綿賎左あうわす．

　　2ゴンヲ・蘭ヲ軸嫁締ヤ・ト蘇の灘樹㍉．

’
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良tカ、なりの宣寸痩1さ＼にお口てキ更也力が鳴島、、ラ

え，風ソ昂係数痔きわき6て申定旬であワ、統計

蓉白り1二冴て高1隻に廟免であ9。

　し二うで、　Kのべき数L復1　あ’拳がLのべき
　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　
数α二購、そ膏～ぞ叡資本，労働の隻屋3皐’力斗案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r亀左ゐうわし、　久1　＋6～ヱ　が曾’ξリ犬・きけれ憾

規権じ関して豚種逓喧やり、’キツ小さければ

　　　ぬ瞭履遮鳳勾であさ．　征・て、堆定結果がう、
ビううつ・と、、匁vゴ、製株烹礁やや耽ヌ、程直∫蕨的、

その他の業種昏やや罫篠逓蟷的であ色乙nえ

よう。

　客ち、（3，3，‘）衣の瞭間愛歓tの係数促3

痔、隷．循進．歩季左」トうわ一すつ・う、才佳定継果．峯

り、恢循直歩孝の最モ為つ・・たの腱、家具・

違具工・業干場（7、8鳴）であり、ついで信キ反

製色業（7、6％），紙・紙㌍工品瓜葬手均（6・6

・ん），製粧業、（5、7幻酬鄭’あ加乙紳が

る。　　これうの業柔重のラ3で尊、　家具・j産一呉

エ糞キ殉の牧術逢渉卑が最モ亀く存・㍗・含

　　　　　　　　　　　　グ台べ　これ腱さきの図5『一ユの②きり、　この業穫
　、
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博・他の木椅関遠裳種」二比べて静働の須本集約

廠の蟷力舜が低いわワ‘dを静働生産櫛て璃《、

して1）る乙覧りうこと、お’牟ザ図「－6の←）よ

り、二の業種だサが旧召和∫o一幹年、度の間に士
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　げ
毛望じキ女術冬竿左高めた一乙堆ラ屡窪され∋ごし乙

笥そすさ。

　さうに、ダミー豪数xのべき数a4の堆定
イ直倭雪ぺての寒種ヒわたつて有剣示準1・／・で

有気ぐあつた。　　このρ4の値悸，とくに製

秩烹おぎザ倉板製遙し業におuて太きくな・て

・、る。　姉博、これうの冬秩関直業種で噂、

伍寒6購盆ぐあ肋噸6M。いて、力酢脚ζ

侭ぎな鑑異左生ぜしめるこ乙左燃語つておワ

注目され魯．　実晦，搬記衣が観刻デー9の

動き左ご’の稚庫」立イ以していつが左テストする

ためにンミユし’ンちン曾哲左おこなうたこ

・こ3、どの業種の懲定一式毛、ぎhて博害ワ悸き

わめて侵斜で璽奉ウた台ず、・仁嘗ヵペ健塗で『あ吾力、

奪がにいて蛋じ◎加工島の差冥峙、象キ燐

　　　　　　　　　　　　クお享ザな糎、㌍二肯、において降立つて昏在でδ
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：乙が‘ ?冾ﾟうれ．た。

3．∠ト　クxンタの生産閑蓼気にぶ否才佳・定＿

　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　　げ
　7♪くンタ憾、’767午にCES生産関毒タご左．交寸

数裂換して、そ牡乏《毯帽⇔x一タノニ・

の客わ…）でテご7一履L闘して、　3シ処以」Lの項

を拾いた也似衣左導出したぐ注の。　そoで、O

こ．で博、二．の巧民に言1もθ自麦数乙して、頃’間豪．款

丁乙さきのダミマ変数X勤りたた衆衣ぎ誇例

講至》　て二乙1く：した。

　　い一a．＋灰一牲K嬢1れL貿3（Lk－1脈し）2

　　　　・十　α∠卜｝丁　 十　　α1∫　X　　　　－一一一一一一　（3．∠｝．1）

　上衣り・うわが急ように、ワXンヲのC已S

生彦閑敏血似式悸、追加した丁てXの却分ま

眸け螺父つの奮P分に・分けうれ⊃。　　／つ尊、

つブ・ダグラス生彦関敦に一至弘寸否却命であ

リ、　もう1つ礁、その補正頑℃モいラベさ卿

　　　　　　　　　　　　ゆ倉であ含。　つ客り、募衣｛二おいてα3が’き
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1hめて　0に近L《　な車　セギ、　（3，守．1）　…民博コブ・

ダグラス生産閑歓に帰肴す∋のであ⊃．

　そtで、本ぺ左木粧関直業種別ヒ磁糸ラ〕謬

矯左困Pて計ヲ軌で〇二乙左言衣毎た。　　しがし、
　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　
そのキ監定結果憾、すべての蒙種にわたつて埋

容翁的箸若奪イ牙左満足．せ，ず，まち、糸危計葬白りに

おて有剣な惟定，ペー孝灸3忌乙がて巳囑きながつた。

　二撚轄、　（3、∠孔1）呑、の堆定一にさいして、勿

篁装孕皐1医が災じたためとおモ†つ“れ色，

　その　ため、一司｛斤の　つ．ブ　・ダ璽グラ　ス隻彦『瓢募

に．ぎもキ佳定の多ち・隆左左リ覧）つそう蝸うがに

講もこ乙ヒ｝で璽きな力、つた。

以虹、3、断の年廊爆危業権間擁関

巳s生産閑数の塩蒙≧緯果、あ雰が3、3節の

燈縦懐疹業のつフ～ゲグラス生彦曝知椎
定綿果ぷ？、冬毯関五皇産糞の蛋彦におnて憾、

毎煮代矯の弾ブ］’修噂／に血く、害た、規権に

　　　　　　　　　　　ナ圏して収穣一定に送L、う探ラ｝も｛二あ唇乙、、つてよ
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い二乙がキ1｝日目した。

　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　
　前笥・害ぞの房零r「緯梁一よ・ノ、但奪が’イ逢全住業

ぐあもが処キ負但業であゐが｛二よつて、生彦一陰

に濠巽0存在すう一こと．が練・言す聖的ヒ峨うかに

された。　　それノビ轄、　二の茎　う亀毎一裂蒔、、が

㍗2零囚ヒよηて生起すものが，　　二のこZ

左βへらがにす◎た．めに、企葺別のフロスセク

シaンデ㌧ヲ左利用してキ1拐’｝分何左おこなう

⊂乙に守る。

　キll納禽’桁昏％i曳量解キセ「，乞oハ秀三亀であり，

種れの宅教が躯れてD。（注マ）．　しつ’し

一憲で・・λ礁判別分抑手、目的麟ダが倣安

尺劇欝晴数嘲隔尺度で予匁沖てい∂
喝含、2．ク以上のをト集団がう乙ワだしたF個

の承唄袈葦ダ色もつ橘級左、、く巳つが（D睾煮じ分

解し、それうの夢煮左重孝グ帰二乙によ・
て、キ馨本が’ビの集団に属3’さが乏ヤ・｝定．すD一
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守箔であ　る　と　い　う　⊂　乙　が’で　き　よ　ラ　。　　　峯　た一、

データ解析の観訟力’う冴れ時’＼判別斜循な倉

i類ム判刈の絢面の・卜虫橋左有、たモのであ⊃こ

・・う＝乙がで迷ゐ。　すなわ5、母集aが臨
　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　ず
矢・の嬬本有・うキ1囲関数左継庭すり霞1窃で’感、

易「韓1左巳白『乙　したもので゜あ急と、）ラニ乙がで

き、搬定された刊別関躯ξ直唄して孝雁に循

5れ懲駄の戸嘱左穣詞船段P肯でt委判別左

目的乙した毛のであ∋乙・う二乙が’できよう．

　ここで凱健参盆業乙に纈¢斥ひ）う£群

（£っの跨因）鎗編卸に一・くつρ・
の経曽指標断鯛「湘ヨ5了で1鮪く、昇類

に霰1キイ気∫Lつ系皐影判別閲数左椎定し、　それ乏

蓬L困講〇二乙に，よつて苅象｛良業左判別す吾こ

乙にし在。

　・・乱判別関数了左・π武の牟う1二表わすご

エにす3。

了ζ嬉けα2叉ユ＋一一一極FズP…（4．1）

　　　　　　　　　　　ノ　　　　ロこ二で、箱，叉ユド㍉叉Fl守綱関数
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左樵砥でOPで固の変孝タであり、半11剛変数乙よ

ば軍3．　齢、角，…一，久Fl唇坤5の麦
数に適囎され否朱矢・の重冴係数であワ、ギ凶

関歓の魚熱乙ぎぱ魁9。
　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
　判ち・1変敬乙して・処のも拍綜力ご寿匁う才ギ∂。

　叉1；　経営賓本苅官業利嵐孝

　叉之；一　経営質本図転室

　コ（3　；　祀江を1苅贅糞利塗率

　り（弓；　ラ紀動比孝

　Xy　；　克上、為苅皐絶ギ1塗一．牽一

　xも二　％L亭し・管理貨応率

　これうの6褒数略、・、ずれ完『7・ト偉蒙の主

蔀悔乙物坤ており、申・、・嫉庁繍「中

・ト但烹の経楷指橡」に但斧月5銀睾デーヲ乙し

て梢紅されて・魯・

　そOで、　このも夏勤し左但業、が‘侵し生であ壱が

後がの判別左行々うためのギ1別麟玖貝て乙

りあザ、上一述したクロスセクシヨン資柔斗ヒよ

　　　　　　　　　　　　ナり判別分キ『左行有うこ乙〔二し・た。
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　6褒孝仏のうち、憲ず＼系条営畜本苅官業剰嵐

率（叉1）1奢、仁掌が本条の目明であ急経二鴬沽

動ヒ侯絹してい急校下縣産が’、その箔勧によ

つてガ常だげの利盃．左あけ“たがま・2t　3指綜で
　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　
卸。　従・て、二の・碑が御順ご傘弾の
県蚕台ズ㌻、、（：乙に，有⊃。　oのキ参橋腱、《体

｛二お隻つて、千・ヲ兄」の乙きに一呼イ丘下傾向左キ・、、

鵜づ尺」の乙きレ博上一界イ唄｛司2Lfもすとnわ塾て覧、

る。

　経宕資本回転雫（疋ユり感・奢誉・に坂千（Σれ

た資本の回車z・産度左．表わすものて“あソ、経曽

薦本の何佑の彪上左あげた扮左て・すモので命

急。　そ置つて，二の比卑が島、、二乙1昏，資本

の利困度が彦い、＝乙左苑ロ未す3．

　犯ヌ急苅宕業利在季（つ（3）感、吃」二島左／

ODとした場信、イ可郭の宕奪利益左あげ「たが左

看・す指杉ζであソ，利愉の舌i…．彦、左表　ヒ）すモので

あう。

　ぎ乞、ラ1も動上し」寧（叉4）1告、　企業、の支ヰム角乏力

　　　　　　　　　　　　クあうい噂佑鴫庫さLキす掲権・乙・、われ・　これに
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ぎつてラ為勧負磧の何借の，た∫動資産左モ・て、）

3ががわが3．　　この比牽が丸きい喀ど丞看

能力が奉ワ、経曽の申全が保たオ・て・∋乙・・

え急。

　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
　紀曳を〕苅総斥’1蚕率（叉ダ）－14、純克h島回に対

鵠利益ゆ劉償左て・すtので、収颪棒左判断
講告ための均し争て！一あ一金。一

　さ5に、貝反1も・管理貨比・率（叉も）熔、　1単

イ立の苑よ一に，苅可含縣L彪・管運積が闘どれ琴呈がが

つた力・左冬す指儒であ一ワ、。れがケか・喀ご

販急コストや縁賞知孝がぎ・、に乙左表わす・

　判別介析の苅象煮種一乙．し烈害、さきの生産

関躯の倉キ『きワ、健全貧煮乙処籟住業乙の渥

累が降立・て記めうれた劉燐鍵ザな峯賑
直業のユ業・種左、ぎち、矯象弁彦、乙して喀・

経．矯界のヌトヲ氏しの犀う響左《きく受吋ち乙誉λう

熱ゐ巳召和40年夜乙千フ与葭左選んぢ。　aa和イo

キ博、37，38年の才ソンピツク施き象建諏プ’一

　　　　　　　　　　　　ナへ後の千ラフも午で哩あソ、六盆窯倒彦の糸毛也！た
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年でもあ急。　キた、49靹叡豹欠石坦シ
ラツフにL色影響が澄透一し、経看界が戦後徽

犬の千況に1も舞われた与であり。

　とこ3で＼判別倉析の目糟・1客、畝切季の島
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
t、勧県的な判別蘭数左尊くこ乙に訪各力’9う、

豪敏童訳左お乙亀ラ⊂乙にぎつて、判別効孚

の畠、つ須叡左」蒙、iTF一乙一ρ寸千可処であ各。

　二二で博。ざきのも灘麩交互ヒ選界して

判別分杵左お＼oなう二乙とし有効与判別閲

稼の数の米定噂く－1ζ矧す9有菟楼冬貧定．によツ

てお乙有つた．。

　業種別、午皮片ユlc判別関数左権定した結粟

1寺表r－4のとおりであソ、、りす“績判別蘭

熱の麹4’個乙判定されち。　孜じ臨樗準

化、ざれたデーク左用nて権定した得循判融関

熱、，ウィル7スのへ統苛量，正準相関係敷お

ぎvごギッフスの凹統計量が提1げう†＼てい∂・

　さノ（、碍勧ギ｝刈閑敏左堆定す∋さ、、1二喀、

その前堤界イ告乙して一艮の3クが仮定さわ⊃・

　①　判別されO后群の笹集面噂正支危分布に
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表5一イ 索懲ユ潅釧棚欄数の雑定系課

躍相 ギ’ヴクλ

糸皐櫓尋1別　段　数＼ 覆享数 の唱

足

ひ
…

（｛）　　　製キ・才　，：～　　　　Y二　〇，68了3ズ1　†　oヒ3くL86　ズ5

α6？ ’鼠3♂

樗楠女 て建全4今　　　　Wjk3のA畠o、∫’

日召和 餅項又8　　噸

40度 2，）倉板裂造ジ蒙　　Y窩　o、8’6びyズ1＋o、3∫74ズ，∫

系z
キ躰数 イ建生’｝　　　Wilk5のく呂0、33ヱ

殿知o

（1）　　釜｛’キ　：養ミ　　　　　・＝　o、6月1ズ塾十〇、4’75つ（

α70 4条z
標椒健金66　　WJk5。A。α卯∫セー

B箔和 鹸40
（£）　倉÷ξし麗葬、　　　二　α7ム目　ズ1＋　Ol　316　　ズ．∫

0，78∫ lo．o
キ葱冬毒タ【　イ診　’∠卜　　　　　　　㍉ヘハlk5φ〈畠　0，3δ　　米＊

矯麹

　　　（注　林飽・ド準」一＿＿＿＿＿＿＿

’
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　　したがう冊集団であ30乙．

一②　危∵群のヂミ分蕎乙行列喀すべて同一であδ

　　o乙。

　③　倉群の丹集〔蜀喀紀盆k弁離されてo⊃
　　　　　　　　　　　　　　磯　　　　　　　　　　　　1

　　0乙。
　二のうち、①の正．規」・隆のイ反定博、　有免・隆検

定五お覧こ有ラさ、・の集礎．乙な9．

　害ち、イ反定②は、緯鴛り峯11別関数の‡佳一定じお1

、つて燵、乙く1。重毒であり、倉群の矢勿散行

列が亀同一イ’あ2と認めうれ有1、場倉痔、判剛

関歓喀線石ラ乙呼なうな1）。

　⊂の群男づ振貸叡行列のn答樺の根定．のさ隻・

｛（二ぞ気ゴLつの力で、表・ヤの才ぐツクスの蓬導f）1（ラ主8）

で釧、。れ1略つて巧価権定がおこ紳
れ。。　表弘麟・イ晦度の倉板製芭寒左の

ぞき、すべて有剣礫㌻ヅ・で「健盆嫉・乙処

頼伍業諾・・う之群の矢町歓竹列〔曙U・」と

いうイ反言紀熔縁才尺ざれた。　　1フをり、　之つの分

卑団の夜分叡竹列噂箸し1、乙いつてキ、、て乙

　　　　　　　　　　　　ナがわが9。　　さうに、イ反定．①乙②が満艮さ僥～
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て、、る乙した喝倉、つゲげて判別介粗左進め

るちめに覧を、　③のイ反．定が’漁犀一され1セげれヒぎ’な

5有覧う．　　二れ轄，n、、有・ヌーれ・ζギ、　「イ建ノ隻多こ

叡処損鱗乙nラ£群の肝均ベクレル砿
　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　セ
箸いり」と、・うイ縮舷鄭質訴と鱒賄
5有、り，　乙の判列の効艮左総信白り1二あうわ

で糸乞計量乙一して㌧ウィルク尺のく忽し言す量があ

り、その有廷樵の検定に略血似Fキ貧定（注9）

が困・、うれ9。　〈1昏群内積和竹列の行列衣

の至体の積和竹列の竹列氏にダ有禍比で覇。

　ノ従つ「1、　〈感0乙1乙の間の｛負左乙？、　〈

の値が’穴きけ塾トゴ犬きいほビ、　グ’し一フ”分サ

1舎うぎくおこ亀欠て、、亀亀、こ乙左表膏つし、　小

さ灯哲煤・トさ、、ほガ、　グ1し一プ分す博ぶ、、こ

乙左舌・す．　表5一ヰで熔ウィルクスのく砿

博べて5’鶉で有鞄であソ、判別分析左迄めむ

夜ロ冬があDと1、λ含。

　香た、表ヤの正奔相閑係数喀、倉権本が’そ

の碕に属す9乙き仁ヨうでか・乙き0左乙
る牟ラなダミー夜蓼、と判別’関歓’〔乙の相関係
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毒久左あうわすがう、乙の正準相関イ斥数、のイ直が

島、・1香ど、堆定．されたキ1拐噌1閑数の適．倉度1客よ

曳り乙いう　て二z二が、、スー㊥。

　とこ3て＼表r凶の衛州ヌ1関敦の鱗知、
　　　　　　　　　　　　　え　　　　　　　　　　　　　
蒼変筆拠左そ蘇ぞれ平均0ノ分散ll二橋琴自仙し

たうヌーオ往定工れた重叶イ糸彰こであさがう，　これ

捨、同暗し菜めた判別関数Yと個ヌ，の豪数叉こ

乙の祖閑係数で七あゐ．　従・て、ギ協変数

のう飢又群の判伽・最モ影饗左予λ⊃豪数

乏見出すじ曙，キ豪準化・さ叡た判別係黍気のイ直左

言鳳べ叡喀”｝、、。

　塩症L縮梨り・5、象牲葱乙倉キ夜象彦奪の両斧、

種しr尺直して’尺き1な影饗左予1して・、2のは・

経首資本婿鴬煮利嵐ギ（怨りであ含tこがわ

炉急，　キち、昭和イbフ眉年度とt、裟秩煮

ぐ陰、つ（1の1昏力・に彪募島苅営業利益率（ズ3）

が’ vラスィイ修用して、、⊃の｛o燭し、信ヤ気製迄一

業で喀、・（1の1態ゲに彪ヌ畜コ苅縦利食率（叉丁）

搭プラスの鼻う響を．争柔ておフ注目されり、

　寡と燐業＼乙倉板裂．芭ネの判’別係数iを、日a和40



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　309

軒履乙4讐彦乙ぞ吃そ糊ビ縦く変イしし

て、、有いこヒt興昧深、）為イあ9．

　そつで、　これう03麦数につ口て、以下k二

考県左参氏冴りこ乙にしたD，
　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　
　奮ず、3蛮．数・喀、それぞれ環のように臼分解

ざ県2．

　　　純為卸島一製亀扉個二販急・管運費

　　　　　　　絵紫覆本

　　　　　　　　　　　　　　　　　一。一一（系2，）

　　　　　　　　，　　営糞利蚕
乾暴為姓宕寒利糞…季二
　　　　　　　　　　　純急」霞島

　　　　製彪1費、価牛敗紀・層ヨ哩須
二1一
　　　　　　純乾匁島

気寡島婿織刹血孝二

　　　　裂迄屏、価
　二1一
　　　　純彪女高

。。一一
i4、3）

　亀」二系絶利益

一純免ヌ島

　　　　　　一一一一（4．4）

　7
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　害飢表r－51相a和イ讐度の製キ宍業b倉

縁裂危京それズれにつき、陣溝千朔の雍源

価嶺目の純乾共高じ姓す急色分比卑《麦、偉匁

但寒お岳が只．爆・盆斧、oつnてヤめたモのであ
　　　　　　　　　　　　　隻　　　　　　　　　　　　1
3（注lo）。

　これう左宅乙k－tて、以↑、蒙秩係，信板

製芭奔それぞ鳶～堂『づPて爾析すo。

D　 製椅煮の場倉
　表ター∫で博製秩業で卿イ建隼盆欝・，処頼但寒

乙先六、き亀比一卑く左とめ一む一の1痔、製、直／皐価・直

拷嚢て二あり、つnで＼管娯賞）製蓬ノ累価・悶

埼執販纐乙な・て・D。　坤～の衝目
のうう、侵牟傘案ご一矧難業乙で馳卸く累な

つてい色の感、直琢嶺奄っ・んづ『く直，偉秩稽頚

であり、絢箔の間に感約1。ぱ一セン1－tの開

煽瓢｛つ・う直琢轡綴爵、「影σの最免
に直惨道養生れる主キ才柔十ノ／象燐脅箸で、これ

が製品しして再現化↓す3七の」であ急がう、

尉燐で臨紳窪扉糧’で協3と冴てよ・・。



表∫－5　業種組勉亀タ4原価貨目垢孝（日a秘マ午度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1％）
　　　　　　　業種厚価鎚

製木燐 儘媒越、

」→
イ全銭， 矯弛、 灘｛癖 処煽伍，、

魚　粋’ 6α4 70一 タα○ 6チユ

質渚鱗
1．1 0覧O 05 1一獅

直霧領

タトラ主エ毯 人9 1．9 1β 2．0

直弐曽揚轍
6、 6．7 7’ 9．曾

の　他 o剖　　α7 α7’ αヲ

製亀膚、価

，ト言 7α6　77∫ 60、31ワ7、
1

樽境核ギ蓼 3d α6 05｝　5
構琢勇矯 ’．3 1．2 人引　o，

間埠鷲

穣瞬生’賄萄 0．8 03 o，81　α8

ヲ．価償宏 1，£ ’．3 2．1　　2β

顔　力 0β α千 o，61　八1

純賞困

重ラぬ燃檎 Ol2　　α1 αも 人o

そ　　の　他 2．3 215曹 3．6 引

小計
守、1 70 マ．8 〃5

倉．，．訂 鴛7186， 70．1 8ア3
1 1

縣懇織勃 o．9 o．7 03　　0，6頃反

譓ﾜ 気払建篭 1．4 25 1，引　2、？

そ　　ハ　　イ』 人9 ’．8
3．o み7

小　玄 431 系ヲ層 5．8 タ．ユ1

販急●管理萄

そ賜葱’当 2．1 1．6 o，7｝o．7管理質

糀．。’雪当 人3i　’、3 β
傾’免・郷 2，2．　　　ユ2． 2覧

租租公課 人引　人o o、 1　人o

そ　　の　他 2②｝　ム8 人7｝　A又

・1・計 斜i　8θ 76　6、？

信　　訂　　　一 13，｝’3．8 13，3口2，ユ
1

1 1

統・　誹 931之　’o。、え 83，　lo’5

ラ虹キ樽旛瓢鱗の脳才臨臥1㌶初の
　　分癖礁壕囚のあL鉱1ニケづ建、色貧比、壷左篁也1た．

3
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・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　312

　乙寸9存う｛・ギ、製キ☆業左官てむ1手均仁奪が’

便盆であ9が奮η・礁、原冬嶺右バ彪募為1二占め

る垢孝台v・トさ、、力、欠きいず1乙冬つて飛足され

る乙nう二乙が’で゜きぷラ．
　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　
　乙こ3で、さきのク・スしクシaンゲー9

網・派綱研㎡一の系課によ浜、秘燐の
判汚・1馨囚倭、一絃一曽資条甘鴬業到蚕率乙彪久島

熔営薫一剰蚕華乙であ2二乙カベ‘aa　5つ’にされた・

　前箱の維営顎本酋営掌剰倹葦昏・爺も絶眞島

乞燦僻1夏毒匁乙サれ倭11－一キ）へでのように分解さ萱～

急．　重有わち、

　つ害り、経曽藁本梵営業剰益孚の内房呼・

維営藁本日私孝乙絶よ一島セ寸曽寒利蚕孝であき・

　従つて、製秩索の喝乞仏知喉全て’協葛

わ噸つ・の判定臥秒島苅瞥到蚕孝と緯
　　　　　　　　　　　　ノ葦奉風奪亀卑≦に卑れ喀“ぎ嵐、こ乙がわ有、⊃。
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　このうう、経営資本回奪乙孝につ、・て，それ

台＼東騰に、健全但業乙艮積但洋乙で噂累亀つ

て曳、たのがこうが乞言訊べ⊃二乙1仁した。

　系社き・ヤ弊的に1奢、この間題喀、経首覆本囚私
　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　く

戴砿動イ欝嫉君キ乙処才雛鷺群と珊
手喝の佐の有責｝捗棟定問題｛C帰看す5・

　この2．組．の母平朔の有気家のキ俊定一噂、t昇

窃検定に牟つておこな匁急力v、この検窪L樽・

「ユ組の冊集風の勿散台林6箸い・と、）う一・

わ穿◎箸分散の奪イ秀o竺苑たされてい唐こ乙が

鰍鋒姓乙なつて・⊃」像の．
　そτで、　香ず．警・分蕎ダにがん寸るF行尋検

定＿左お：」，なう：二と嚇ヒニした（｝主12L：）。　　2群6國）項…｝

房煮ダに濠なし乙噂含イ玖鋭乏たて、碗散比・の実

現像百。島悌し、紳左有翻咋ケ％の場
ノ∈｝の　　Fi　4希で予　イ直．　Fi　o、o…∫　　　と　上b車タζ　し　た一　乙　　こ　　う　・

　F。‘0、3も1く　 Fo、。r　＝1、638

乙なつた。　すらわう、イ玖謙・噂採派さ†＼両

冊痛偏・咳しくひ）乙｛割派亀｛・こ乙力繍う

　　　　　　　　　　　　　’力、乙なつた、



．。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　314

　　　客分散の糸件の叙ゴLが確がめう†㌧たため・

　　つグ・て、健盆但烹群乙照肱需君で乙の｛野

　　おoなつち（注召3）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－4一　　　　七の実現値t。左計算t

七ゲド布値左式こめた乙Oう、

在。

　　to　　二〇、132

　　tO、O∫二仁9臼

、有亀冬￥ダu・／。の

〉艮（∩乙おりてあ6

　乙の季舌果、、　t。　＜　七。、。テ　で弓ある　た．め、　イ反霧兇」

盛採訳さ群、促盆盆寒乙処損弦業乙で礁糸季営

資本風転華ヒ濠があも一一と∫熔1～え有亀・こ乙が『設

めう熱た。

　それ吉匁裂椅嘗o場！a、但斧、が偉盆であ㊤

竹・葛がの判定．感、緒局、紀募島対嘗蒙劉塗卑≦

によ．れぼつ ﾛい二乙が判明tた．

　この克よ一島妨曽薫利蚕孝rを、　（千3）衣によ

れ曜、免暴為婿製色扉価比・孚告た礁売員島タ寸

甑勧管埋豪ん孝にいて左寝れ挑　鍛
燐業、の手均白り値掌の場信、’免ム島苅販危・管
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埋愛孝1客い表∫－9に牟各乙健全俊爺で14’3・子

’件セント）矧弛業ぞ雌13・8ハ㌧セントと

与つておワ、ほ乙んご差．台V1きnZ二計てぶ隻）。

　げし、絶外諏守製危原価比豹研・「的盆
　　　　　　　　　　　　　う　　　　　　　　　　　　　
業の場盆、確．企但掌乙処纈但薫乙イ『㎏、°！り、°

一セント直く隔つており、その鑑喀灸乙して

直緯骸脅嶺草の差に1昂因竃3。

　依に一判幻劣省め奪集台・うそ、製秩案の個

刈征欝、が促盆であ乞か奮が憾、彪」氏島対直惇

燐脅領比卑、つ害り彪ぢ島対贋木嚢比字の穴

｛1・ヒ：ぎつて募し定ざれ懲乙判断さヤL2。　　す有

わち、｛裟秩一ユー喝の経茗蒔原派倭1二峯つて《き

く櫛され、原糠と秒勧傑粧煮の巌た
の千字定化・毎囚であ吾乙・つλよラ．

2）　倉橡製造一蓄9喝倉

　クぎに，な板蓼と危嘗・にク、・て分暫3も二こ

に酋O。　　同Vく表iダーすにキリ手吻鯛存倉

楓裂芭窯の亀ヱ島苅原価賞目比孝左、貨目別

　　　　　　　　　　　　ノに毎吾と、巌モ島・・の博製亀厚価・直壕貨で
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あり、つ・で毅亀原価’間璋須フ管埋養，敗

彪嶺の順にな・て、、含。

健公但気ブ処才喚公集別に牡貴目髪し季友禰

ヒ、製直原価で熔、翻縁，間メ籟上し卑乙キ
　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　
処非資但肯が‘健生企業麦」博わ・て・各’の゜L舛

し、販売噸，蜜多里勧し刻飢わ寸nゐ・で1告あ∂

が＼健盆父洋が冬キ喚年業ξフ《さくな・て、・

3。　し力’、，最丸の相違1叡象嫉業の喝含

乙nギく、直彦株針須すなや蘇赤蓄砂峰
が、健塗傘業ズ1を90、Oif一セーントであ∋のに

哲して、処換盆業で唯除£1・㌧迄ントもの値

麦乙つてnりoとであり．

　さて、さきのキ捌斜πでを俗キ反裂直蒙の

喝含の健盆傘爺とπヰ負傘斉1乙の判定．」多囚喀、

経嘗資赫棺寒利後阜乙彪暴島ケ噺絶利塗躯

であ急二乙が鴫うカ’にされた・。

　前彪の縁蛍養本対営烹利参摩鷹前直した

さうに、経額本瞬律乙彪メ亀対営歎陳

率乙の積であ∂。　聖で、Cのう5バ魏
　　　　　　　　　　　　ク養本風卑梓1；onて、それがイ鉾但奪乙照負
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征業ヒで豚巽な・ていりつ・ごうがぎ石鶴鮒∂

たぬイ鯵嬬群と鷺蝕烹群乙nう父組の
舟千句の鑑の有麹蝉ミ定左t牙脅梗定1。よソ

お二な・た，　その鷲象，之魯集風の箸分歓
　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
の奪借博満鼠回～、奮た、Z稗の8手場に差

なし乙3含イ反訳」モ扉才尺された一。　従つて、信

板裂直葺におPて一完、健象¢奪乙処ヰ凌磯、と

で噸（を、経管養本回転率に鑑があ急乙落・え奪

n二，乙，が判臼目し7乞。

　それ族、宕板裂彦業、の喝盆、弦烹が健盆で’

あ急が9・の判画、締碕、彪共島苅硫到

糞卑お茎ザ免」＝島苅総利糞孝によ・て、つ蓉

互乙こ3、た昼島苅製芭原働し孝秘ゼ免メ

島苅戻娩・管多賜比孝によりお。躯ば’よい

こ乙が’ 墲ｪる。

　そ＝で、再ザ、表r－5左眺め含と、手吻的

な儘隻傘寒乙k損位業乙で1寺、瓢た・管建量

比勉そ担穿ビ糠な釦鮪いの1此べ・象
迄府働し卑感犬さな開鑑があ∋．　その違熔
　　　　　　　　　　　　ノとくに直樹舛横比牽で顕箔イ嶺乱



318

　右タ、じ、倉牛反祭直薫の経嘗寿また、た」＝島君

直熔管糾賞比望、つ専リ彪寡島対原木鷺丸孝

ヒ，番つて人きく左右ざ11～ていりミzしが1蝸うカ、

となつた。
　　　　　　　　　　　　　唆　　　　　　　　　　　　1

　以匁の誉察がう、製キキ蓉、，谷板製蕗蒸の絢

業穫じお、・て、気の経営乏な右す9ラ夫宜⇔り夢

囚雌、急共島苅原木霞比牽であOt乙が’判明

しち。　《乏りて、～勾糞種が1与後モ発履して隻、

＜た．占（｛二痔、彪某島の蟷《左昏つ’ゐ乙同晴に

蒙疏1象伍低↑、なつ・んずく1源木嶺但下左目樗

乙した信多里白り系重熔左お’二なう二乙が’≠夢であ

ワ、そ炉d客、集崖樵の偶匁稿び’原叡の量ノ

鱗勧字定確イ禾が゜嚇軸前褒徐イ争乙摘ラ・

　巖後仁、　この判別貧獅にぎ・てヤめた判剛

際姻、徹愁ぎその戸嘱グbし一プにご績呈

正しく骸輌急力・、その熊碑くに引・て調べ

のて冴3：：乙1ニーし1ヒ＿。

　　　　　　　　　　　　ナ　風5－－814判別分キ后「紘果台、うギめたキ1拐11得
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点左年度箔’ユノ業種別に度．孝欠〃↑布区ll二囚冬こた

毛のであ9。　　図牢、毒久‘ネ｛確に嶺盆業左、

勢喀≧2－・‡イ建盆」…：業まあろわす、　　この図力’う

射類の6阪∫力辛堕がなフ島く、勧集的な判門関
　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　
毒久左キ径定，す9＝乙が‘できたモのセ」おtわ日れD。

　さろに、表r一いくは貧類した橋本につい

て、実際の戸幅群乙一判潔ミ外在酢属舜乙の7

ロス舛解、表左、与度幻，煮種別に矛亀げてお・・

　　　　　　　　　　　　　　　ぴた，　　この苅熊表に牟り、疏類の砥切幸、畜票

町類の劉倉左t、クーそラθ目石豊1つ知急二乙ができ

よう（注杵）。

’
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表「－6　判別閲数によ∋尻類の砥τ脾

判定鉢総矯
姉類の，

1に煽 £健盆
享

巳乙和

S。年度

（1）製蘇 1に損

囗ﾔ盆

22

@6 38

o｛　　9’、7・ん

袈縢の

ﾁ属

ﾚ群

　倉板（2）　裂蘇

1処損

ｦ儘全

9’ ’lo

905％

日召和

C9午度

（・）製礁 ll（損

ｦ住生

3？

@∫

161

9辛3・ん

　倉板の　製危業 1処才負

�猪~

16

@’

　’13

9β．6％

’
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（注．1）本資緋の調査苅象〈蜜業1害、　「資本盆

矩しく脂も入盆の額が1億円以↑ス藍4征祥

負数一つで3c＞o人．以！Fのラ宏人、ス、喀《｛釦人・」てuあフ、

　「企業経醒，台べ比耳戻的整魂ざれて竃、吾住糞乏
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　
類象乙してn⊃」がう、キ・ト住業全島灸の手

均ぎソ、やや払依の住業であoこ乙1二留気

布3・勢馨があう。．　なお、一木椅蘭注屡掌関

係り資針乙して呼、｛徳つ・に直商産寒扇「工

案統鱈表」が辱あ3が＼縁紹関儒の訂敷イ直が

角希さ磯へてい花｝いため、本稿の分析喀主乙

し魚籟蜘昏ソお碕・ち、

（ラ主£）企焦の絃看竹動感、そ叡左取フまく

多裟夕もの委イbに岳つてっ（きくイ乍碍され9が＼

キ艇循明にき害∂キ支八と彦出乙の関係礁、そ

れう1二黒う響走れ含こ乙がケなく、oの灸味

で’隻彦閑歓噂自律！更が’島6と、、われてへ）⊃。

（注3）図r一弓侍日召和曽秤皮ヒつ、・てのモ

　のであるが嘲、也の午皮1ニフ6てt、ほぼ同

株の喜実が観寒された。’
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　　（注．存）この権定．ラ缶にっ、・て14、タ～菌く〔1〕

　　　PF一ユ8一130を参馨、。

　　（ラi」㌻）文献〔ユ‘〕各参照。

　　（注6）文南だ〔3〕左参鰍。
　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　
「　（注了）久南だ〔4ユRl77フ〔∫〕F・1ムち
　　　〔　　も　〕　　　P。　2∫一つフ　　〔マ　〕　　P。　「τマ　フ　　　〔　8　　ユ　　F●　　lo6．フ

　　　〔ζ1　ユ　　1λ　2・ワ曽◎♪　〔lo層〕　R　．1ア6ク　〔口3　　P，　63　　左

　　　跨照。

　　（ラ圭＿8つ　ラ之面だ〔9〕　FP．2．36－237　左参1§亭・o

　　（注『）文南だ〔1父〕－R470左参黎穀。

　　（注ゆう日a和40与夜1二っnては、処才負但業ピー

　　　クnて（∩層、価萄困力ぐ才局不されていち｝nため、

　　　奄厚価賞目の彪寡島に対辱す色比率ぎ求める

　　　こ乙が’で’きな右、つた．o

　　（注目）文献〔β〕R388ぶリ引困，

　　（注jz）朽ミ定法に一つ覧）て博、久解〔i33pp．

　　　4D3曽。も1参照．

　　G釦3）穣定満しつ・・マ覧奢、文献自33叩、

　　　3曾マー3『1左参照、。

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　e主i舟）本奪喀、文南丈丘1今〕ぢさび近ly〕五
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毛とヒ若千のイ豊場正左加えたものであ9．

ぎたノ文南丈〔1ら〕壬参考一にしち。

亀
暮

’
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臼43ヰ出稿「木燐関建産焦の生産蘭数1二よ葛

　分析」，　『｝林寒経ラ春』　（董982一　殺稿申　ξ乞

　理済みり。

白5『ユ‡出禿畠「木キ夫関遵ン産寒の判男関辣によ∂

　倉キヒτ」，　『キ叡葦種．麿己　（1982　壌稿す　受

　理済・毎）．
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キ冬尊分「第マ3風日本林弊乞《分発表き繍文集」

　1曾82（稼稿中　受゜丞望看針）．
フ

’
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篠犠吻 資越魏 往鞠燭 糠員1吻 千・り織
（ろ自う 網加痛 機練聴 肝吻κ 擾敦

Y／』 Y／K K／し W ］ 卸色判価 消儲甥
〔麟。4。与度 ㈲／ん） （イ彫9 ㈹μ） （人） 垢　数 価才旨玖
人俊緋㌫，、 1296 ∫、2．∫ 2イ 26．1 8ユ 1δ1夕8◎ o．4∫6∫

　　，ｦ，緻維射、 78∫ 集了6 165陶 2∫8 98

3裂嫁綴晶∫蒙 378 4、．3 又23・ ユ83 83 1

桑　異・具工、 73∫ 5121 14’ 28， 75隔

5、．鰍無加堪菊、 10。7　3、29 30も 30，0　1　　　771　　　　　i　　　　　i

6，師ヨ・裂本，、 938 3、3。　　28千 　　　　　　　　　　　　　　　闇R8，つ　　　　　　7」チ　1　　　　　　　｝
“　炉　　　　　　叩一ド”　｝　一　…〒亀｝層』

G

イし昂刃、 17ヲ 系ユ6　　イo イチ 勉
8ゴAヱー，、 81∫ 舷　　　19’ 3’、 19’　　　｝

7皮製羅践 9ダ1 イ、．6 23 3ヱ5隔 3δ引

’o、窯rl、 ％3　　」2 23今 278 120
〃、非欽盆属壕 〃6？　錨 321 376 8千

1之，鋳鍬鱗嫌 ／28？ ム86 4ダo 43．’ 8ユ

’3、盆裂品燐 11／o 4｛ 26∫ 3∫．o 〃ヲ

峰キ猟雑，、 〃イ8 3．76 30∫ 3＆3 100

1r驚懲瞬繊． 76£15．48 ノ39 媒8 146
’6、継’噛蘇蘇 1015　238 34’ 3518 ノ55

17，緒電鰍繊、 ヲ23 久16 ／29 36β 189

裂函，、・一） lo63 400 26も 33．3 1・1

〔θ8耕膚度

1、倉脇工、、 ヱlo6 ∬3　　381 4塗o 夕9 α63狂 0597∫
之，碁維．工業 ノ∫63 僧父　　3∫4 ∫桑3 9’

3、製材・檬ゐ珠 210・チ 3、5℃ 60’ 68．3 93
家呉・興工、、 1イ6’　∫、2 276 夕＆3 80 1

2296131ユ3 710 6617 76

6，解1’製本，、 1703　　　3，61　　　　473 67ユ　　錬）　　　1
　　　　　巳Vイし勘工，、 ユ2又 44∫ 6ダ6 78、∫－　l　　　g6　　　　　　　　1　　　　　　｝

εゴム堕脇察画、 1880 系35一
∠チ32し　　　　7み9　1　　　ノ∫ゴ

7度製品裟蘇 汐ユ3 8．60
17　　1　　72，二乙　　　　’3

lo，窯　．、 22」3 系ユ 夕161　6∫？1　9∫ l　　l
1，非鎌錨雰，、 ユ76目3，33 830　　　8人9　　　　〃9 l　　l
la，　鍛齪・エ，、 2533　　3、10 8’7 91、1　　70 l　　i
13，金属裂品工，、 21∫’∫ 千o ∫33 73、1　9千 l　　l
1兜琳器呉裂麟 233久 4ユ1齢∫ 82、口　g7 l　　l
’タ，勉甑線繊 116231訊32　3・∫　66、・1／391　　1　　1
’6，輸蝋憾濁、 i173Q　a峰3i夕63レ73、引　／・91　　i　　l
17、縮榔購具繊 ’7又0　　　6，72　1　　2∫6　1　　73，7　1　　／73　i　　　　　　l　　　　　　｝

製趨、手均） 2060 系06　1　　∫08　｝　　69、7　1　　　90　1　　　　　　1　　　　　　1

1　　［　　l　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　I　　　　l　　　　l
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懲藁吻 翼本生塵性 従矧吻 徒輯1ん籾彩り裾
（る目） 旨加工島 微㈱額 肝。勾塒賛 覆致

Yム VK K／』 VV 』 卸を調価 蝋瀦瑚
£9吾和9。篠 （そ円／ん） σ円〃．） （網μ） （ρ 矯　　敷 価場数
’、復針品壕 4846 6、僻 7タ3 ノ33．1 致 人Oo μ2z
急紛、維珠 3716 τ30 知 β’、ユ 8引
3、毅’製島珠 4083 7．66 ∫3學・ 1z＆8 671

一

全　果・想燐 3ユ7∫　7、。 イも ノユ76 μ1
ぎ。’御癌珠 ∫國6乞7　1　ε、bL3　　　　！1’ヲ ／62．1 7

6，麟”鱗業 4。18　僧 89今 16’．9 4引
ρ

。イし豪玉、、 61も8 6．4∫ 9ダ6 203，2． 73 1

8，ゴム轟雑業 4．34 6、6｛　　610 ！6チ又 ！o

テ嚥騒裳鱗 3210　杵、86 又16け4チフ 17？i

lo、餐、　、 4－7’　1　4i㌻　　　　1040　　　ノ∫3、0　　　　8 1

〃，熊鉄鑛珠 ㌻2。7　441 1　11801　17桑2二 〃9
12、　鰭σ二，、 ぎ766 430 134又 20216 79
13．金属製融工，、 イ7’5 系8う 976 16Aユ 73

壕，ヤ騰”給，、 タ．48 6β 79ユ 182．3 87 1
　　　　辱P∫．勲憐叡額鍵 328今 6、7ユ　　　48 ノ3＆6 9

　　　　　，f臥輸送撫叡雛、 4171 3．6 1／3∫ 172， ノ2’　　1
17績鰍鞭繊、 4069 冒1杵 ∫bO 1以8 ！07

（製匿蒙手喝） イ存90 352． 814 ノタヨ3 77

日召和竹耀度 1

1、　》品工．、 702フ　　　　5㍉も　　　　　　123∫ ’87え 夕6 〃75 μア3
　　、?C攣維ヱー、 イ928 ∫、？も　　760 170．3 67

3，裂材・冬穂』勾 6∬3 ㌶　i”32 206．o 4∫

桑ゆ果’課ヌ，、 4フ67 ＆6 ∫77 ノ87∫ 銘

5＿趣1趣竺量墜． ．－7∫9二」44∫ ’7ρ7 2’3」 71

6、解，1・裂本業 ∫5’3ぎ 系7 〃60 22£　　4刻　　　　　　1
7イヒ律工 7848 6．06 ’ユ9∫｝26・18i　66 i　　l
8、ゴム裂翻’誇 666317ダ2 886 266、引　βi 1

ア屡綴裂 438・｝7．3 6z3 ’97引　’3 1
lo、．、　業 688象o　　i　　　∠k4　　　　1　　　　／5－6　’　1　　　2’7：8｝　　　　　　　73

I　　i　　l
η、イ隊：鋸工， 75噂61i　5r2　　　　　144zi　2∫写1？ 1・ユ　　　t

lz、　鰭・ヌ，、 7’5－4　　　46タ　1　　’5『3フ　　26’、二乙 6£i

β、醒裂品工，、
6703　i　岳4…「　　　　　’5π）…「 237又　　63

1駅楓擁果裂瞬 6351ヲ　1　　∫・、66　　1　　　〃2．31　　　　　　　　　　　　6624．£1 i　　l
’∫、豫嫉羅昊”若 485「◎　　　　　6、66　　　　　　　　7≧乙8　1　　2．63、6　1　　　　　83　　1　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1

16、評繊熱裂彰、 ㌻48？142z　l　’3δ2－1236、81　8ユi　　　l　　　i
配緒肇俄釈器興継蒙 イ693 6、ユ3　　i　　　74　　　　2’三y、61　　／o’　［　　　　　　l　　　　　　l

（製餅、手切 6μ「21　　g，3＜卜　　　　〃5臨3　　　21？16　　　　　6　　1

i　　　　　｝　　l　　l　　l
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　i
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　　第6奪　　一木一較一一一閣連産寒の啄廉シミ久

一　　　　　　　　　　　一し一シ／．『7セ：征ヲヌζ策才蓬Lr葬乙

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　一一一　一一一　　　　重　　　　　　　　　　　　　　 1

　本奪で吃＿一窺れ一一をで．一の一一一身暫耗象左も乙一ヒし

て、一ギーfえ関速一産黛一一鞄」1わ．笠繁椅隼お塩vご倉板

写と蓬L．業が1ギ年寺くζ‘一のよ一一ラー＿腔一す隼二斥勿し　て、つくカ、左み

．各　た一帯）一1一型乳1策＿ン　ミ　『｝＿レー二：シー一『一／一ゲじ棺IL行　う　。

一．つ｝工て‘－L一三＝壷｝一一ケー一免＿彦気がレLケ」後さ5に湊／裂す

｝左一め．竺＿一窪一⊥－1⊃夕、＿．な一．3．－i琢．策が’一乙うす㌦∋べきゐ’

篭Fつ9て考察一．3翫ニー一乙一璽ヨー一す一一⊃一ρ　そのさ・）、

当き飯彦烹が一一当一一面苓一9－一一悶一題～ξ・左亭τ喚明に明うが

1こ　 一し　　ち　　う　　一ろ　 、　．．－3　　1っL　＿｝　 ．ノﾄ一 @　｛三：一参一∫ぎ　　瞳へ嵐　虚て　　き　　ア乞　　！牙　r冬ζ「　華養

一一果改も一一一乙一些⊥一一確一策一一堤．案一一左行ラーこ一乙一に．言3。

1、　製析業おざ耐．盆糎一製一疏業のンミム

　　　レーシつン分粒

　　　　　　　　　　　　’
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＿本祷で臆・＿第兜奪で塗一定した製秩寒訂さガ

償糎製置業の℃デー，レ4．用、・て、外壌委歎の処

廻イ直左ε童L算、　蛮イ6さ二す一一こと1二，キつて、　これう

の毎イ乙がr『卑一袈一歓一俺一一ど一のよラ左｝肉〕果左尽1穿噛す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　　　　　
6＼　、、わ冑⊃シミユ　レ’シβン房ヰけ左疹瓜升3

，窒乙1『3－》ρ＿一．＿＿．＿一．一

＿衿．3．ラ＿で∵一一一一之§＿i乞一一一L一ニーンー9－一ンし略、むし毛

粘一模一型一実馬展各．菓尼査二す．．∋＿毛嘗＿内．舘乱俺ぐあ含。．

　工　1牟　　臼つ石費＿∫訳＿の一一㌍「　象＿ご々ΣL．こ一一＿あ．．｝　．ワ　　‘仁　　t　　フく栄裂「や華してド

あるた一め実一島象だ一季＿亘一」堕＿童一場1言一，一虞島展が可徽で愚

ぎ～　つ　　一て．主τ一契コ←5こ．一左トー一責一困一空ド⊥一璽｝一一一空翌一リー一く婁　きq’　：）　ウ髪ち4≧巨　、　　あ

急∴）造∴＿矯界一生一毎．壷9『ンースーテー一タ…ゲ縁雑で一毛デル

イ亡が‘ �ｨ佳であ⊃喝盆一，ん一ζ一ド、一シミ久レーシヨ

ン博有廷教が2有一知一吻一秀徐乙tマー恥巧塾て

．き起ぞ一　　．一＿．　＿＿一＿一…一一一一一一一一一一一　＿

　多見袈4｝経看一シス．アー←lr三お・i窪て，感、　鋒ラ倉詠策

の勧果ヵ’「どれ4三ρ一一も一一ので＿あ一吾一一が五知δために・、

勾表縁質や公定．歩ぢ．なζ左実．F整一し窒動さ也て

袈亀展寸さ二乙購：ぐL．き有・）、　　そのため、　宣す量

経清tデノレによ∂シミあし㌧ンヨン1告、計量
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軽靖εデコレ左重実の綬一清ンスア角の棲毅乙升

毎すニー．乙1窒牟つて♪一‘種復9孕氏」L実馬裂左行おう

乙言もものであ∂。

　このように，シミエし一シヨン房析噂、実
　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
1馨些実亀黛左行うニーζの一ぐ一き有、つン入テ臼凸左・

その模族定隻一プール．孝＿甲．きL⊃t乙によりて可角乏な

一ラ、めφ．4ト」掌一一多一一有困．有．．ち～乞．ズあ∋。

　さて、　ンミ｝レーンぢンケ「牢π左ぐ‘3うに噂、

害ず∵筆デノし一の一一外隼。匁季幻r－2－一、・て将率御侵怯

竹うf－｝一穿ち一．は．但．一星一奮一．｛ラセー≠馨があ∋・

．．外タ≒．袈老ヌ漁．う一逡L墨＿童・＿一峯コベー．雑一郎但穿、一レ）人下に

」ネ守一＿とLお＿ゴナ＿て二＿．一」あ一一a－2－＿．＿一一．－Z…：だし、－t－1づF晴間奢…＿老タし

左あうやす。．　．一一　．＿

〔工〕裂秩業ρ一一場一倉＿＿一一＿＿

（工一ゆ常田一労一確飢老．㌻ん継一上・一一一客損弄見盆系倉与一豪1ヒ額

　　　一（一乙ρの予一剰式　一

　　　　亀皆存、35L重一5，8子94七　巨㌧・・％ユ

　　　　　　（3、48の（ρρ397）

　　　　　　　　　　　　ゴ（エーzう労働の楓械装備摩ca）の『卜刻氏
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　　　　　　　Z1二又㌻り、ワ2イyo、ダ8yt－z6ム、95－DしJ卜／

　　　　　　　　　（43，7z）（ケ、9之3）　　（63、62）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めニし　　　　　　　たプrし、　　　　　　　　　　　良　二　〇，847

　　（工二3）実喚一丸太騰M季一修一一く一餌一．）のう測式

　　　　　　　酔＝73、7，3＋2－8・3t　霞㌔o、61マ

　　　　　　　　　（存、631）（0、38‘∫一）

　　（工一4）盆匡ム寒一参一一蘇雑量一（．ξ夕りの杷定但は二疋の

　　　　　　ユ，澄Lり　乙づ　3。

G）で喚向一キ呈」～．一苦．）一場．金一一一…＿一．一．　　　　一

　　一茎究一≡＿＿虹了・？一ヱ？一一二す一室L－∫！7一チミゴむ　一一冬2、895　DU珂

　　　　　（26、ヱ33）　（Ol　3～『』37つ　　　　（3，803）

　　　　　　　　　　　　　　　　貢1ご0182y

（1、）俊1到9－一室た一イ末奪登一壁，日召でα一や午度以瞬

　300翌ろ！ペー9一杢一寧芋真fヒト下し．ているため・

　一／ヲぞ嵐七8。・・一ろ塾3一の一丞辱左倉駕ししつイけ

　　吾乙他定すり一一場償。．

（エーケ）稟損募肩住宅才灸：員一（乙ド）の’起定値噂沢

　　　　　　　　　　　　　　’　　　の2，孟Lワ　乙寸り。
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　　　　（i）μ萸向柔泉に茎葛喝信．

　　　　　　　Zム＝Olε3碑十〇豊ユ703　t　　鳶ζ0覧918

　　　　　　　　　（0毫ユ054）（0、0之OD

　　　　（の最疋Lr右．午間（弓召斥σ4曾一ケ3与／菱）のキ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　一一　均バ今’後も賃糸彪一3∋一とイ玖定，した∫竃俗，

　　（：L一も）震賢国民聡女出（ヒ7）の『15輿聖〕i氏

　　　　一一一一…を一三一鈴一13－一至ヲ3－＿十一f皇一，814t　ぐ＝0、98フ

　　　　　　　　　（1∠汽　02・！「）　　（’、36ヲフ

　　ー一〔正〕盆栂裂一危・業．φ．場．償＿

　　（正一一1）実後一至見！睾手曾．テ系絶額．〈一1匠1．つのう測式購製

　　　　一＿一．獄．窯＿の＿＿《一み一．」三〉＿＿≧…＿一同」1θ＿，一…＿一＿　　．

　　に一ユ）脚働の釈棒表侮穿（Zユ）の一う刻式

　　　　　　　Zzζ46ケ、491　イー6ラ，「145辱t－46、6ムyρO門

　　　　　　　　　（　’08し　ユマもり）　　（’∠f、6　0ρフ　　　　（15－6、97「）

　　　　　　一一　一一＿一一一一一＿一一＿　一．一一一一ダ‘Olタ31

　　（正ρ3）　喫賢ラワン栽秦男毒入一イあ「匿一（Z今）のテ朔り諮く

　　　　　　　z・f〒ぞつL9－一向登一＿二LZ・9ヲ4z七　一29、760PU門1

　　　　　　　　－（2、079）（o、勿3｝）　（3、o「ノ）

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　寸㌢3、19。P明z　　巨z‘o、9ダ7
　　－一一一…一一一一一…一一一…一一く－4、－947－）…一一…一一一一一　

一一一一…一
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　　　　　たた一し、

一一

（正一4）倥一働ラワーニィ＿怒一志俳手信量くZy）の想定．は沢

一一＿一一のり適ブ．一と．した．ρ一一　　　　　一

　（一∫）与一濠ヨ㍉主ヨーそ一一施．の一肇些一♂一一一一一

一　（の．年！隻．一千．均4°1。一ρ喝カロ・

　GiDラワ≧一燕一一た徐i終一一量グこ一、落1ぎ壬見在の不率

．　一一　で一あ一∂一一呈2一ρo乃＿！泣で＿簸一鮪づうとイ叡定．した

＿　．一一一場一盆一9－＿一一．．＿　．．一一一一一＿一＿　．

（正一夕つ．裏填み一后住一宅蓉資（乙も）の煙定一値熔、

　　　｛襲一稿薫ρ．（工一y）3同ダー．

（IL－6）実質回民稚支出（z7）．の豹冒〕式は、襲耕

　　　糞の（≦ニーの．こFL亙l」一一

　上記めそ剰（鬼走）値一左当一一該薩糞Lデ，しヒ

外挿し、目緯愛一数．であ∂1人う直フ実後危虹

　　　　　　　　　　　　ノゐτ1のンミユし一ンヨン左竹つた。
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　　一そのさ、・、嫉下一・る耐づ笠うに、製材需につ

　　覧・て鬼守、産ケー，ス．力忘＿穿毎一、倉椋製笈隼につ

　　qて略、6ケ’スのシミユし一シヨンが考λ

　　られ一る。　ケースー番琶と．そのシミスし’シヨ
　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　

　　二ζ．図Lの苅直な一興一の孟り一一て’あ含、

　　〔製秩寒〕、一一＿一＿＿一．．．一一一＿一

　　　食㊨一み．応一俳一一移量＿（塗ユーL＿2一旦一一了一．は．2・直りの廻

　　定ξ一L－一｝一．手た一索．質一啄一膚一く築一宅・振資（zρにつnマ

　　t2．直ワの桓定．乏咳3た．お、今ケースが誉え

　　5県δ。

一（二信権製危業〕…一一＿一一一．一．

　盆囚ラワン気たイ宍辛倉一量（Zワ）辱一つ・｝ては3遠L

りの，また豪賢8タ肩イ主宅・殺國買一（z占）につnては

之蓮1♪の想定左竹ラーため、’6ケースカ▽考丸う
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図6－li 従烹蚤1人きのたム島の釜刻　（製キ殊）

十

｝ ：一 　　　コ　　　　　ご一 一畔’ 囀 ＿噌＿＿＝ ヤー イ ←

P ，

二　＿　　　　　＿＿　　　　　　7r　＿＿＝　　＿ r
一　誌 ；　　　　　↑一 　 一：：二P－』 一雫 ＝＿｝二 P　I r

炉　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 「

昇
璽

　　　　　　　　　　←

〒 T＝＿

一一一
司τ一一｝一憐『　　　〒”

ひ

t→ ＿　　　　r　　　　　　　　← 「：一 r 1
二炉一 享一 L　一　　㌃ニー一 十 F

．＿　　　　　　　一一　　一　←一＝－」｝｝＿＿　　＿ ；『　　＿＿⊥＿
一
＿＿t

山　　　　　　r
t 弊 一

陣　　聖

iぐ千円／丸う
↑　　　　　　　　一一　一　　↑　一　　　　｝　　　一

L
一　　　一　　ナ　　　　

↓　　　　　　　・　　　　　　　＿＿＿ ヰ． ＿二 一｝v一
　

一＝　窄二 〒
一　　ぞ一 ・　　　一一　＝二　　．＿＿．：㌃∴ ←　二 r

｝P＿一㍊＿＿＿　＿ 一 」
｝

帰曲　　 τ　　　　　　　　．　一　　＿ L

一

‡

一一 @　…§ 一二　』＝一寸 曜 ；
重

一

一
一＝ ＿　　　十　　＿二

　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　二も　＿　　　　　　＿　　　　二　一：二一　一　　二

，　　　套 　　一 ；一 L
「

凹与。。・。

窄 ＿　一；　二　＝　　　『　　』＿二＿　　　＝ 一　一r＿；一 一 一

：　　　　　　　　　一 r
　㎜ ^一み ；　　　　＿　＿ 丁 二 　

炉』 ＿山ｪ 　
↓　　　　　　　　　　　　　　ト

＿L＿一＿ 一　一一 一P｝ @＝一 ＿　　↓ 二　　　　　』一一一 一一 皿 一｝　二

一一一
噌7レ ．＝　ま＝二 一一

一「一 噌一@　＿＿＿　　　　　　　　　　　　＿　一＝丁一　雫 一 　 L
こ
　：　　＿
F　．．　　　　　　＿

「

＿：　　」　　　　　　　　　　　　　＿一一 ；一一＝＝rゴ＿＿一 酌｝一 噂

F ｝　　　　r一 冒一－一 　
や

F　　＿一卜　　　　噌

雫｝ @　　　卜

「

　十　　　　　　　　　一一　一9

イ　昏　　　騨　　＿

　　　　　　　へ　　　　り　　　　　　コ　
　　　：　　　　　　　　　　卜　　　　曹　　　｝

　電　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　一

：　＿：

｝階
o

江

杭

しご鋤

｝＝o一

一一
@　　　〒十　　　山＿　　r

レρ＝?閨D値

．三観察値τ

一噌　　　『一

2興｝値

沖　＿一＿一二二仁＿＿：＿＿一＿t二

も一一
Sデ＿一．．

　　　1一β＿を左⑭

　　　　　ノ

．＿＿．＿

bP◎．＿左二怒i》）＿．

　　　　ノ　ノ

ー一一一 @φ／電コー一　　一一一

一1－一こ　一；：　　一
→（ガ＿

一十一　一一一一一一一一一一一＿＿＿ ＿r－一r－rTr　＝〒ミニ胴

＿＿ノ／

φ’

’

」：G．一←　』 仁三ヨニ
き　　一　　｝一一

一1一二三．・二．　＝
ヰ

一一 @　7－　 　寸『　　　 脚　
@ 闇

1

L－一一三 ＿一
@　÷＿一　　　　　　一一一L＿＿一　　　町＿←．．二＝＝土二…圭一ニモξ三三一三 1

一プdT－一一一一一一

　　　　　　　　｝「一一一一，一一一一・一一一Fτ＝τ一7三＝一寸『＝モ：コ＝髄；τr－＝一一“一一｛｝7’
4鐸しも。。。。　　　　　　　　　巳’に二二に」＿＝一に’一㎜：二．　　・一一＝三を』：＝乳＝∵ニジー一．一一二ニー＝一．

｝　　か

r『　『一F　　　　一
’1

募
　一 G一一

謎‘ぞ窪ぞ”＝i‡三圭茎圭｝一葦…曇差
一1－一甲㌃4三．三｝モ：＝：三≡三三一三三三三：と一一Lニー

二山†一

＿工　　　二

吟　　r　一一，「一

レ

負二弓“÷　．一一
・17ニー一一一1　一了＿二，

一　重P一一一一．ニー＝＿二：ニニ＿再＿＿　＿

1－＝』三r7ヨ＝二二＝二二＝＿＝‡「∵㌦丁一二：一

二　　r－　　　一：

一帥　　　　一　一　　　　十

＿＝＝団　　．－　L

　　『7　　　　－　r　　　　　「｝…

∵季’一一一一「一一b－々ンス（D一一一

し＿一　　＿　　　　　　F　＿

L　＿一一＿＿〒一＿
’

一＿　　　一　　”

9＿

L
：二7こ葺暮茎雪鼠二▽雲／

σノ

ノσ

叩一一一臼Q「t－一＝：一＝一二　＝「

‡一ちo．ユストω）

　トい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

＿＿ピー　　　　1
一一ト　　　p　　　r＿

し

「

・一 @　＝－t一ニニー：L　－＿＿一
⊥　一　一一　一｝仁一一r＿一一＿

一尺 二『 G一＝＝＝4二三こを　．

∴峯三｝言オ三壽手竺≦主三旦量至」一；暮そ　レ
　　　　　　　　　　　丁ニマ三；雪夢薯！＝：㌘「一一一…一二　r

リ　　　　　　　　　　　ヒ

ー当ニーご一誌

「だ｝セ’

尋，∫ユo。。σ

；克｝…｝

瞬」亀ト：1　－一
セ　　　ア　　　　　　ギ　マ　　　　　　　　ア　　　　　　り

当高　i≡≡．一

一　　t　〒　　　　　　　　　　　一

　　』　　　1
　　　　↑　　　　一

　　　　　　「
　　　＿　　　　L

　e

　レ

「一　’OOOO

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　←

『剛＿＿ 一　．　　　　　　　一＝ヰ＝㌃　　　’…冒” 一幽一
一

「　　　　．　　「 一 一

一一 ．＿＿
D＿　一　　　　　　　　　　　忙∵一…．o’与一 一

← 二一＝＝ {門　　・一 　7τ ＿二＿　｛一一　　　　　　　　　　　　　　　＿ 〒　 ，

＿　　　一　　‡ ・一…一 @　　一一一　一協一 一

一一一一 gー＿．＿r　　　　　　　　　　　↑一｝
L

7　　旧　　一　　　一　　一　　　　　一 一一
一　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8一　　　　「 一「 L　　　　［　　　　　一一　．　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　ニー

，　　　　　　5 一＿一　＿＝　一＿　…　甲㌦　一一一
㊥　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　凸

一 に＝・」＿ご＿　．　　　　　　　　　　一F　　　　　，一一『一『r†　一『　　　一一　　｝　一 一雫

@　　　⊥一　

@　ト 一㌃一1τ　一　　＝．一一一一一一　　7F∵一一　　一＝　＿＿←　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　一一一一一皿一一一ｩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

…　一　一 ＿　　＿　L　　　i「コー｝一一　　　　　　　一 噂L　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一二｝r ＿　　一　　　　一」　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　一 一

コ 一　・　・一一茸：長・一一 一一
一一『｝一一一 一　　　L

一」＿τ　“　．｝　　　　　　　　二＿　　o　』一コ　　　　ー一 『一慧＿一．一＿ニー一　　　　　　　一．r二＿　＝．－　　　　or

．　　＿　　　　ニー　　　　　　　一．　　　　　　＿　＝一
：

τ

幽

トー ＿－ @　L　＿　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　＿〒一＿　　　＿「　　　　』、 一

一一
1　＿ 「　　　　　　　　ト　　　ー　　　　　　　　　二∵　　ニ　　　ーL－一一“

鼈黷 P＝一一　　　　　　　　　　　　　　了　　　　一　　　．－7＝ 一

・　　　　　　　一一一一一一一〇．一立　　　・　　　一
噛一一 一

　ゴ．ニー＿＝ゴニニ＝＝『　一　一．＿　　1　＝’　二＿「 一＝＝ 甲而
一

1　　　一 一一 一二中

尋　．　　　　　　　　弓　．　一＝「二＝． 一一jー　　　　　　　　　　＋
1　　　　　　　　　　　「 一

皿 ｝

　一一
一←

諱F一嚠鼈鼈鼈鼈黶@　　　　　　…一　一 一一一｝ 　一　

一｝
一 一　　　＿：　　，

竿一≠　・　　∵羅。⊥一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿二．

一

『 ，一　一＿＿τ

州一十 一二r↓．　　τ一　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　？ 一

一一 鼈黹ﾑ＝案「
＿一
ｨ　一 ．↓．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　〇　一ニー㌧一＝一． 秩F

　

一

F

T

t　　　　　　　　　　　．　　．　　　　』噌…∵　　　　　　　．　　　．一｝ニー－r一二　　：　＿こ一　．一 直＿一＿
r－＿＿」胴＿

＿二＿レ＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－r

τ　　　　　一一　　’　　o　　卜．　．
一 ◆　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　士　一　　　　　　　一 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一w 一一一 @一一1 一 一

　　　　　　　　　　　　一

一一@　－7 十　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

E　　「　　　　　　　　　　　11　　　　一冒’
｝ 1－｝一

@一
一

＿＿◎　　　　　　　　　一

一1＋一 D一一二『← B　　　　　．1
｝ 嚇

　 　　　　　」一　　　　　　　　　一　　一　　　1　．　　　　　一一ｱ
P

L　　　　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　　　　　　τ 一

τ　一一　　　　　：一『　　　　　　　　　　　　　　一　　　　二　P 条剰裏醐＝　し 　　　　　　　　　　　　　　　「
@皿ｫ　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

｝二
卜　　　　　一　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　一　　　＿　　　　　一一

幽 　一山 卜　・　　　＿…。二．一⊥．＿

o＿＿一

一一』 hー｝一一　’　　　　．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
@　　o　　　　　　－　　　一　．－L　　　　　　－
@　　　一一〇 P－Q＿＿＿二

『一一

一

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　肌｝　
辱

一一一
ﾁ

　　　　　　　　　　　　『㎜　 一一一 一一一

一　　＿　　＿ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：一，

「

…一一 巳召和3738394◎4’イユ43竹4｛「46474849やr1タ2r3碧」宵鎚37r3月 年度

身

凋 6
ゾ

●

」L一己



350

しち場令のちが弓！人白．奄り裂虹島のイ多ザ孝は

匁ぎ、、二乙がわが∂。　　手在一政肩住宅才蒙貫

〔Fつnて晧、傾伺韓一ヒーよ∋場唇乙’最迫．5』力秤

圏の．一干均左像定し一た場餐一ρユ直響ノ左糧良tた
　　　　　　　　　コ　　　　　コ　　　　　を　　　　　　　　　　　　

が、　それ1等ご人き有秀一異穿3ナ5れ有o、’ゲた。

　一しがL－一．墜一廊蔓一宅み貧左彪ア頃《魯＝乙・誉

ノ人首ちジ売一≧島の蟷．左一三フー有が∋＝＝昏，

石径がであDと一一，ξ）㌧董＿船一．す｝一一3－。．．一＿

　雲た、図一る一「－」2壁一、一盆板製薩欝におけ∋従

一業頃⊥一ん．．う蚕ソ1一苑ち一島．の＿ンーミユし一シヨン紹

果．左一ギ覧図尋」一＿．し一一フ程一一多＿一璽一ゴ玉∴＿あ一：）一一∫ゲ・　’この図ガう

％下①き麸1蕎、一が一望B－一一皇一壷1－＿妊＿ミ．れ．⊃一。．一一一　　一．一

Φこのアース左選しオ尺：すゑ仁一しう、　1人哲1乞ソ

免h島熔墾動しっつも，環在ぶり熔増伽して

いく毎の乙る㌧も一わ一一れみ一一二．乙一9．

②ケース（P2（■廷2－）（逼》．の圏1チ壁、一一あ一一まワ弩．異礁

有く、をた一、ケース（い），（曽））（vi）の圏‘ニセそ

れほど逢異呼冴5拠有1）。　フ香りし全固ラ

ワジ抵応傭鴫は、この仮定左採用するにし

う、1人当たり彪ダ痴再’、それ紅阪きな
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影響熔な【ぎさないこみうれり二乙。

③啄膚住宅秩負に一フnて略．病勇筒緯によひ場

倉と趨乞テカ年平つ一左建定した場倉の2直り

左訟のたヵぬ彦タ商在宅嫁質左ケしでう璃伽さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　也一∋ト　乙　　：す　一3　　存喚　託『〕」手皐一ヨー一ヲ望，　k二　　、婁　　⊃　　f易　倉　　の　　ろ　　カ、マ　、　　　／

人．ち！乞一ウ克キ島孝一若千劣グ．う増カロさ亡てD⊃

こ乙ρ

2，　一一一製一秩京争ドー冬一マぐ倉キな馨産L業の間題‘ζ、

一．．一

@一4重メ家生ξ燦L＿＿一一＿一一一＿．一一　一

．こ＝で∫亀害ず’、叢粧急一お博ザ倉糎裂迄業

竹マ為面可⊃悶題高匹一フーi1て明うかヒしたうえ、

一こ琳害での一一倉一杓兎毒果左旦）まえつっ、首畝産掌

ヒ舛す一3啄策堤，案ξ行ラー＝こtニー噂∋。

　之一　製材業の筒題，ξ、こ啄策堤梁

　　　　　　　　　　　　2
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　を）ガぐ固鋒潅の痙養倒が‘あ蔭斥室毒～弧長がうぐ丘ネ条

煮一叡長へ乞物行3，ヒと一毛な、、、製貌薫乞乙

リ手く経瘡的壕i境♪灸∫チ墜一柔3『す、厳しくなつ

てく葛　七のζぢむわれ）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　く

　．そニーで，一一＝一二ぞ．碓、　その一存がで毛更夢乙考

えう甑1閉題、し奥一整至里一しそ叡ヒ対す⊃政策

キ是家塗約ラー一一～＿ζ一ヒマ＿り。一一一一一　一一

（　　1　　）　　　《「主　く宅L　蓉壽　薯：　構　i篁．　の　　墾　イし　　乙　　イ圭一　宅　　ノ窒．き安　　の　　3舌　聚こ

一　　イし交くヤ築　 ．一　一一一一一一．一．一　一

一＿

謐ｸ．葬，．ヒあ」⊥≦」『自一乞＿グ！∫一ざれ．たように、製

綜蒙経．鴬一一lr≡一畜一豊＿り．．＿1凶一．一首歪．？一灸．五る変重イ1の主

一真｝多囚一．を装．竺一一．塵＿艮厘一灸量4L童動．であ．・たり・f・

その製秩乱の一最人庸多一先些一イ参宅建設郁門であ

∂，　　一惹一三つあヂ、　そ一の一∫主宅建言安弓孝ヰ哀乏つつち

吋ていう状態一しあ⊃．一一一そ＿し一て、その看景に

博、甥下一Φ一審う．基イiL－一宅輻募一榑造の変一化」があげ’

られ否。

　（P達L拝些一蚕けり看聚一有イ勾一宅：建ぎ隻垢動の斥き菓、

　一・hカT一日0イ鉦宅スート7ク孝努味4乏・色孝嚢久左穴き

　く」訊風フ、佳宅の絶対白づ千足状ラ乃力ぐ解，角ミ
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　れ一右。．　その㊧め＿3＿れ一かう喀新美危イ主毫爾隔

　募一が淑少し，逢楼丸一輸多一一ゲ塔丸してく谷と

　砂うれ∂。　　二〇ことがち、体宅需塚着熔

　住宅取得晴期8．産窪尺．すつ一．：乙が可熊1…｝状ラ疋」
　　　　　　　一一一一　一一一　一一一一一一一一　 一一一 @　　蟻　　　　　　　　　　　　　　 1

　にあもこ乙。

一てのイ良宅一建参父＿生住．望∬＿て．1≧＿ノ＼．－0依昏1隻が島ま

＿ワ ﾄさ一．一た一な一や」一一黒一．気、」変一動＿ヤ盆融楕勢の累う饗

一．左一～安1寸一9一茎＿2＿些＿一．な．一一2－＿て一一一き一一一ズー一」〉り二乙9

　⑥一色一宅線棟一ρ一橘一，匁一一，横・γ蘇委有この雑撃、

　住一望一璽得箇額瀦＿す一ズーL動有ワの木卑に豊し

一ていo．う．ネ⊥一．婆＿些＿互ヌ．一得＿グ．一困糞俊．であつ二乙’

〔俳一室建欝の■活発一塾一齢一寒〕　一一一一

一一ギ記・のぎう一に、＿わ．グ「＿囚一ρ一一．修定，鶴多構造倭麦

イしして　き　て　、、一る＿な一め＿，一高．度経清叙長期に　冴う

魁麦，奉．一至な一や一杢“客L．一一n．一違粂活一動一一〇一一蟷匁喀、低

維靖楓・鼠略バ些一一ヘーヱ在歪軋一良＿望ψ乗うになの。

　一し⑦し、製雑品爾蓼一町人宗乏一しめ∋の晧・

住望建言象を千1“ζ一圭牽建築一却rへであ⊃かう、

＝拠左箔奏化一さサぐζが肝孝であき．
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賓偉の材矯一琴のtブー，し分省・・う，達豪

項．勧一ヒたきち熟．響一年r争一匁一一δ學囚こしマ1誉，回

民総生産ノ財政稼一離一資．＜牟宅質、〈室囚銀ぞ弓窃繊

奪）定．干利であ急’こζが．明一う一がにさ恥た．
　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　ロ　　　　　ア　ロ　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　

　

　＿そ　　rこ．　て“　・　　レメ　ノF一の＿よ　う　一有　一タて㌃策き・＿言蒼《ザ　　む　　二’と　台V

重移．ゴーお一つ。＿一一＿＿．＿．一＿一．＿一＿一一一

　．①回民∫聡．集．産一を＿唱一瓶ゴぐ＿竺一．．個人可匁こ・分簡゜得

．．左唱塞さ＿竺＿む．3＿三一＿＿一一9一②．．一く一く呼，本論文

　の範瞬左越一み⊃一一9－一」～ニー、iユー一齢亀1、一が、非掌に重

一一一一

�ﾅ一あ3。＿＿＿＿…一．一＿＿．＿．一一一

一＿②．一あ～府播財璽気搏＿勧一翼一壼」塑．へさ也、仏宅金融

一一仏癖＿り＿年＿盆一鍋一亟一一辱＿業一亘L，盈」唱一促ξ毒業団ア

　ーβメトー萱宅魚印お．壷翌＿笹充一勾一矢団体箸の，瘡搬

一一関　に　　よ　　3　　イ圭．宅＿盆一爵名一一垂　一キ広．紅～3’　芝｝　r：一　乙　．

　③さ窒④シミーみ±ご＿ンーヨーン分杭によつて明一

　うがに窒翠一た一一壷ク1『，啄府住宅縁質時一ノ人

　当たり克寡を）ヒプ7一スー一の探ろ響左厚ぼす勇’う、

　琢向住宅才安資左さ一一うヒ．蟷穴．さ《⊃二乙．

　④正タ．府・感翁定㌻な左婁でるさ也．盆到ぎ下り卿“

　勲㌔あ∋・1・斜卑宅只ノン関係の盆剰につ
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　nて陰低利菟一す．う一一有ごo優一直旛置五裁ず）’

　o　と．ρ

　⑤イ主室L建築の．．疹一一礎．jl『）一孝｛守し｛t、ラベさ望t包

　の字定償総乙住皐地伍格一の島騰賄止のため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 @　　　　　　　　 　　　　コ　を　　　　　　　　　　　　　　

　

　一一〇砲価メ叩判一罐一一置．重一一議■す’＿⊇窺乙、讐、

＿Cぞりイ主一定建．鍛一些劃一一笠一一⊃一一1室一一杢先健用量のく氏下

　　　．ζ一裂一株一和．．鶉．塵＿勉一峯．イζ±対策

一一襲笠品塗Σ一一く墾望一垂一一ヤー∫陛一竺す∂建寒爾1二乞∠

こて也｛旨き唖～aが，カ、フてめ製秩品出萄量の

紳ザ1生く些望建重鼠重⊥碑＿f＿ヒ．．一あ∋琴呈度L比例聖て

増加して．き一彦．　ζ三一」汐f一三一一一ぎし与1逢奪縁煮

や逢案一一些一箔一の匁一但一等！千｝り，《麦宅kお咬含単

イ鉱当≧一一一り一製ヤキー動の⊥侯困一量．琶撤少してきて驚、∂。

　達筆困に一件伺一ザう拠⊃一蓼と｝才6FL一ク芭、一一徽、建簗

1仁おいてと’ m釜呈利田一さ㎝一斜∫て一一、とコ．かき矢ρ⊃た一一め

の室琴な縮禰とtて、木一株使困一原単仏があO．

　図　も　一　　13　お・　き　1！ζ　イで『表rr－，1－一喀．、　e召歪ロ　3三「　カ、　う　5了

キをでの一鹸違築じお一噂∋’キ秩く集用原単《立の
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㎡に一＿さうヒ囎年に熔最．低の、〇一父・伽’1・有弓

た．一一ラーのぞ参、．キ蘇錬凧原卑《久は、4ヲ弁ldな

　’竹ぞもをリ〇…y∫一徹3，一とカ・有ワの囚復乏財亡た

　ものの・そ仏以降5み年まで5臥ケ“負向がつゲ隻、
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　

た。　　tがし．町午ヒ．有伽ζ、Oll28η～こわ

ず．カミ＿身がう＿先．＿蟷一一フ～重考一1≒．．　一．、

　一㌣の一差う一尾、一一キー一槽ざ望…圃一原L一単で丈脅ズイ在下し一た埋

由．ζ一一し…て」客．、一一一レメ…一〔下の一3老」盗き一一立Σ＿考一匁．ろヤ＼⊃，一

　．∫D一逢一奪の島雇．〈ヒ覧一ノ．一秀一匁簿くヒ」ノ堅3うイ6有この

　　逢変・椿三ヘー重一一変一一奪」．∫こ．．・塞一一」1＿上一＿木童i葦ガf三厳ケして

　　｝、一一る一二，一一一ζ一一L－＿　．＿＿＿．一一一一一一一一＿一＿．一　＿＿一一一

一一一．㈹住一宅．蔭．机・ρ室一サー一③左嫉鶴馨キとしての新

　　建秩旺開一発おεザー重一一一9進出が一髪しがつたこ

　　乙

　．．（m）秀探　i紅｛ま困　す一3－一；一ζ　の一一上ζ」卜秦的夕な　のプレ

　　1、ブイと宅　（エ：一一喝一量産佳宅ラ．．ヤ名さ弁住宅が辱

　　｛狂＿産さ・曙へ∫さ一一よゴ〉一｝多＿ぞ宣一一リー一、．．イ主∈宅Lエラ三左蒐カマ参でヒしし

　　ノてきたこ一ζ一．一　一　一　　．　　　　一一

　G・）逢簗音や獄ρ紳・ト化ノー．短纏一ゐ一ζ建案にお弓

　　　　　　　　　　　　　ノ　　δギ杵の便鴫箔そのモのが蒙化してきたこ



359

．皿乙、一答。　一　＿＿＿＿一＿＿＿

．琳上の墓ラ有多璽白によ・て、キキ才イ裂困贋、単・

　　　　　　　　　　　　　　き∫立礁答での一褒一動一孝一脅一P．「7つモ鳳ケしてきたが’、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　ロ　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　

重．の血嶽の庫貧嫁一鼻直に有一②につれ弱ざうて

き∫てL）争。　＿＿＿＿一一＿一一＿＿一一一＿一．一．

＿＿そ一｝一で一，一一ヨ雪一一条＿ρ一＿条＿盗査イ集＿困！脅＼単供喀，この程

農一．ド有．》＿ρ．．”・一一亙＿量L－》＿一ち＿め＿，＿㌃塾を略問匁毒欠の

町の関一筆笑一乙財て一進喚．〔司．斥粟一≧メ隻一定一，て一⊃二乙に｛た．

　上記のよう有、呼じめは匙底ヒ歌ダし、や
グて．あ一一る一但茎一些ズ．≦…・一麺2一て」鉄ケーの差度ρ▽鈍

一多＿茎ラーま｝∫喚＿伺＿蛋．．勧一一三塩一⊥＿て＿＿墜⊥一一≦疹一正キ湊峯欠，曲矛呆

左一趣用博⊃、－3－一ζ一グ1＿も＿禦．．ζ：．」1．多き1白りであり乙考

えう1hδ。一一一昭∫σ麿∫ニー一墜年の峯椅傑用原単位

一」∫フーいて、一一至多一正一キ島毒尽申．ま監左．才隼定弐た系参果尊，

》πの乙一おり二ぐあ一一ノーL－一図一一向ニー1｝一」（⊥そ．のキ佳定一で疇口

斥泉左〔91〒・して一一狂一！、一在．（5主D。．．　．一．　－

　　　　　　　　　　　　　　t　＼r　二　　〇、1ユζ～　十　　σ，三2－1ユ6　　（　o、8モ乏4き）　　　　　一

　　　　　　　　　　　　’　た参し、
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　一一一．一了．」一マー痛粂建筆一鯵．一お亘一一ゐ一峯一キ究イ裂田原卑て峯

　　　　　　　　　　　　　　　　（㎡／爪ユ）

　　七3頃間褒髪矢

禿訳翫リ，冬一秩彼困原単依丁の釈分の置轍
．．
@　．　　　　　　　．．　一．二　一『一二　｛　　　　　　r

季噂 0、曾2今3＿で至一ワー．その一．キ垂眼イ色略lo、’厚7

てμ ?ｹ＝と．カvわf戸δ、

一＿冬．茎紀ざ望一困ノ界＿単一伊紀橘．三向～一ケ塵環一信］－rあ3ヒ呼いラ

」ヒ．の9＿」一一．室一昼一一璽一屡些墾＿整＿9－＿と＿交一＿ノ＿回孫の木オ才に

酋す3愛養19．や＿習一慣．＿iL考．丞一ゴ互…しき、覧）香払上・

1三一大聖亀匹一減少一一す＿一一さ一一ζ一墜一＿裕＿先＿わ＿勢ゐら。　．ぞ疋つ

て＿一一；一一〇一一一掩一色査…当L焼互り一．。乳牡捗．の彦〕・）tの乙

萱亀｝崔久ざ一拠急一。＿一一＿＿．．＿＿＿＿．一＿＿＿＿＿＿．一一＿　
＿．．

．〔製特一品一需一多一キ広さ～一∫乙対＿策一一ユー一一

一一．上査ζマー」∫）イ争一一垂「一ま島参匁一申一蘇」三＿釣＿∋一笹＿定添査果がう、

冬秩僅困，偉卑．て禦．！窒＿一隻1害ニー」退．界」二孟．L、一定．イ直（

Ollユ『爪3／瓢z）　に走Lブきつクあ∂てとがβ目う

が乙亀・た．　このこ乙1手、建築蕎工砲積が

奪イし重も乙そ．トー乙…寄一一1ガ同覧劉合で建簗鴫製材

　　　　　　　　　　　　ノ品も豪イし寸．3こ乙ζ表．してt｝D。　征つて・
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襲．キ才8σ禽謬一量ゲー喀穴す一｝．！≒＿めに喀，建案為工

面積ρ確匁力Y－」≠一學であ一り，一一

　一を在、裂キキあ囎募．量咳・．笏3葬の製燐あ需

馨閑孝矢の計尉結果一がう1．建．．築老工面積のi呑が
　　　　　　　　　　 ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　

に1裟材あ価棒ρ勧一一聖」しあ毎肇1隻、凌けてno

t乙が’βRうがにさ確へた．

一一；1トうΦ三一ζ．がう．＿多ミ．鷲」毫。一一需夢の才広太のた

めに一燈」－2π．の．一む一｝＿亀＿酋策一瓦＿鴛ラー．《一とが‘≠琴て゜’

あ吾。

．＿①達．峯ジ芒一動＿孝葦…．馨∫触．杢＿竺＿》．よう有疎策左講

　　ず急：と（＝れに’7、・て上毒この苅寒左均

　　照）．　　　　　　　　　　　　．
．一④｛裟．i窒＿昂一く購室＿望＿良重一一℃一⊃＿！≒．め！仁，木ヤ才の

＿＿盆釜調隻政鋒一動一盈迄諮一∫二⊃三．≧，

③建策エ法健、在奏の皇量二法がうlf和し

＿工琉セー控粧至工箔へ乙慰＿）」喚週に血

ゐたあ・　それし対岐して＿裂毯邑ρ．並聖三壬＝丑

島巌｛も1イ考りえば吉や粧化」1とz隻め、裂一昼一一．幽＿鶉＿

　　毒の拡六、に賢～わδこ乙．　　　　＿

一④照和紹井一1ρ製キ才の一［3本’窪キキ規絶（了ASう一
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一＿竺⊥遼」篤是墾甦牡1一工殖瞭孟箆延亙
＿＿．⊃＿左L埜＿並．上＿残＿度左美＝体＿三．一し＿たま忙しΩL撮＿梅

　　　　　　　　　　　　へ　へ　　　
リ　ロ

　　に改正志れ、ラ自養老の保護ヒ寄予す3乙

　　ニー3　乙なツ　てい　⊇．　　　し牟し、　云AS・襲畠ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＿一一一臨牽ぢ一充骨i。生産さゼてい急と喀いス舶
　　り　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

，一．留募老三』．隼一韓＿閑伝．．ζ．曝立す｝苑。朱1二あli

．一一
@　一一．　　　　　一．　＿＿一一．＿．．　　　　　　　　｝

　．nて．．も」＿筆煽一｛≧三草一一裂品一の一品肇肇埋左さi

ニー乙。

．．《－3♪一皿除一一冬一一』一一至監集1三∠塾．一を＿明．塵．主一一∠権蓮改善一

一＿

@．＿専一烹蓬蓬＝填．封」策＿一一．＿＿＿＿一＿＿＿．一一．一一　＿一．一一

＿＿

@　 第　　 3　　 奪　　 で一＿逸　ざ　　 た＿一主一一乏＿ 竃三　
」　 一一最　 血　 に　　 お　　骨　　 ∋　

一＿

@わ　 つY

匡△の　．塚とヤキ　困　査±材μξ．艇≧一量9－」皇つ＿る～二Lイひ一」な一一グトキ才童・r：一一』依イ～一

一tて、・⊃一ラ．私論生奪で⊥弛ち．一手一一ラー．’飢影僻

じお笠一一3諌紅一領一困f．位．箋」IT郭」4ヤキ替領す与．bち

原木ぐくで’あ　つ　。　　一一一｛ξ2－⊥て一一．L－一タトキ守．ク∫i裟キ才業＼ヒ　を、量

乱tぎ’ ｾ彫響昼一，一．量．角り整窪㊨．1で一一おり二t，呑た価

　　　　　　　　　　　　ク栃面ヒお’・・てt趣りめて大き・・tのがあり。
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　∠一く　｛含一，　9トキづr〈衣呑理　卑一寿弓　｛二　つ　・、一て　｛穿　1　前麦

した牟うに、　ノデ徐、、つそう櫻森イ界自1翁の覆源

すシaナリズ令の一一気埋が彦）容り．魯た自肉の

匁奪化・た〔司．左瑠める二苓．が一予廻されうため、
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　

　

その考！．定白つ亀一ぢ窟f呆一6▽・島．ツー叱うつそう困糞隻亀’もめ

為なうう’　一＿迦ロー匹て，　oれ一も一の匡〕？かう．，虜｛裟

♂σが’わが’風市場に参・〉＼してく⊃＝乙結避けが’

み6状一延とな．∴．工n∋。一．＿このさうな状ラ凡喀

製秩8ロ肉辱の一イ重一一迷に一ξり、一その生産が聰僻蹄し

伽ていお走）‘グザー＠塚と．材煮1・ニーコ＜．＿室一一な一イー二／1ペクト左冬

匙て1、⊃．

＿をち．L一堺一一型∠璽掩一位一動一句舟一．＿屍木貨の飾積困

に占めゐ劉盆一．〆一｛わ＿め＿て＿島．一・つ多けに製秩佐寿、

経．宕ρi寄記五友．養一5一δ．原一一一㊧一乙1をつて、）2。

　5一の一々一冬俸稀一を‡外材てあ擁の影禦左穴きく受

崎る。　徒・．て，企冬咳、一原冬価栃左子匁う

れた七のとして凄寸取勘し力陥いのヵペ実釈て“

あ3。　　それ故、伍掌が軽営左望良仏さゼD

ため気二喀、維儒一のな哩イも，彦｝／蒙化一二よつて・隆

営知孚左一島め3，勢馨があガ，
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　伍窯一鯵碧の血．武化左一図．3在あ1（、格也啄蓋

冬馨台マー穿を躯てきちカぐ㌧そネ1客主とtて適正．

隻彦姻1権への列孟左名（乙したtのであ・た，

　．しカ’し、寡管烹ξ一鞄…り一笠一く論橘勢づ’喀す奮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　おコ　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　　　

す露い・ものと存・てきてn⊃ぢa，鞍杵養：

ヒFさろに経茗構盗のを〕彦，イ乙左幡じ飴・と，づ∂構

．造．一疎一萎峯業露．ゴ隼…準≒」う．三苓一一が゜一・勢箏であ疹．

一＿そ．の．左弟一2－「申∠至一傘一業．丞≦ぎ艇．保準法」1二．塾づ‘

く裂秩一隼0一構一色．ζラ～．肇孝業一．が気訴民在，獅直麿県

．孝L学Lぐ立一」「一し一一二て＿笹＿承裂｝E一望一参包窒一一3～、　裂6ちの品賓

の＿伺井ノー禦．庭．負＿ρ⊥＜氏．減，＿適重一隼産規換雲彦噂

適L正　　塗L彦　ち　＿三≦㌧ヘー∫P＿誘　辱一一互f＿奥＿キi辱＿乙　一し一一二τ＿才箋≒　づで＿5一才㍉

て　 、、　 D　 9＿一一　　一＿L一室1　 し一一、一一一一髪≒．＿鉄＿一年一∠家一fブデー　＝一　の　 て二　　∠＿　と　 こ゜

の程摩ざで証織し一。一β樗逢成のたあの計画差

遂行3－⊃－3一ζがLズーさ色一一亘，一葺呆題．と．．D＿み峯う、

　＝のざうに一、「ヰ小年一一業準費イし一促，産諺」ヒ基

ヴく叢秩裳の構直一三竺唇．尋一一葬｝な一、一崎への毎箱ヒ

直Lつたモの乙考一些う堅∂ため、　これ左イ艮迄す

3：乙台ず1ヂ票乙おもわ一姓一⊃¢

　　　　　　一　　　一　一一　‘　　　一｝



＼：． 365

〔権亀zタ警尋業推｛隻一矯東〕一

二璽但急墜」亙杢塾一権の歪』島工」三七蘇えう⊃す

＿＿一う皇＿室色皇3⊥皇」重墾宣L槍造＿壬＿護＿」と．ム＿妊△＿色一急

　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　

＿＿壽裂肇』L盆⊥垂些＿ノー＿島」隻遜巳＿1錘二∵ズ蓄互鴬一．殉争1

左島め》よう、　1ハき，つゲき権童＝塗肇｝＿」『＿督

め3t「乙。

Q」墜二芭窃しを盗二急左雑、進．す豆」壬竺」＿駿．鷲．駕鑑

＿　逆こ全会．墨璽涯墜株左この狸夜＿を二壼壷

＿＿．⊥マ・均＿が塗望避イ∠」：て“あ＿3ため、政直

＿＿ヒ舎、この尋ゴ瓠の・蛭斗芝左固矧徽底杢一一3＿重

　一ラ才乞…導＿す．D　二＿と一」L二　＿＿，・　一一一＿一一＿一一一一　．．

（存）　疹∫千狩｛勧力の不足．問趣と若一年勇】イ勤力

　　確保、一苅策．　．一一．一　一

　古冬糞℃∫司株∴繁笠業．1三ポー・窪「て一．t殉イ勧看の島

断化6ズ疏サ、若午労御の一千．艮が琢しn亀ど象

秩工喝ヒおけD箔与弥御力の確イ呆昏、盆国的

に重馨有堺題zな一つて一い含。　　これ14、作業
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

負の老軒化にいて負鋒が低下し、つ入トタ



㌧・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　366

　　ウン左図仏匂P－一ため＿それが征業経曽左広直

　　33」つの場一囚乙々一乞てい⊃カ・うて一あ）．

　　　静働力不疋に鱈た3うたあに唯．以下の酋
　　策ヵ寸いみ馨乙参一t－一わ…雪＼．∂．　　　　　　1

　　　　　　　　－　　一　　　　　　　　一　　　　　4　　　　　　　　　　　1

　　〔名年～知イ勧力石窪保対壕〕

　　＿Φ奪意構藁窒高庫化一↓，奪詫羅鴬左ウ定化

　　一一竺・畳冬塾重一甑一錠嫉ヴ≦ワに智める1

　　　・　こ乙9

　　．曾績一．隼コー惟郵．．厚＿塗芸一む亜一働一牟件左Z外萎すき

　　　　こ乙9

（『）一装キ宍一馨一の一他一業種との爺・等あり、・喀

　　　也烹種へρ彩手集一一乙一そ一の促進女才東

　製秩業につ11了墜一、一前£．したよ一うにタgくの

悶題鳥があり、そ塾一熔ケ後キ言すま苓顧右L伯

してくg　tの乙おtわれ否．

　ヨニで、．その熔忌箪；㌧て、察料狽隼噂裂

　　　　　　　　　　　　ナキキ亥一（だげ奢佳すDので雪噂々く、也蒙種乙の
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黙奪あつ一n喀一をr匹L－一奪千室戸》一碗∠転‡裂左図》こ乙書、

1フの方一満であ⊃乙考みう・ト∋。

一製多づ｝冬fゴ、　う　薩．且二｛　し一∫rフーす一、つ　ノ分里『1L乙　し　‘て　γ凄、　｛集

欲粧丈業ゲあヒギ．う塾含．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　

　

　集．峡秩乙噂⊥「1緕．き一縁．や一4・猟一椅なごの卸分の

糸玖終ち向左互．n．」焦手竹！？して、長さ，幅お’よ

3イ『　／豪　さ　　一ρ一一」ち一ロ…1多一一集一　眺一拷一一毛　一一し＿一差≒一つFキ　　孝～ト　の　　　て：　　～ニ　　ーて’『　、

－1へ窒圭反一積層才卉．ζト．七＿、｝＿ラー一．＿一＿斥＿警1粧で’あり木杉ギ

1奪」利県ち＿璽≦一』一＿怨．畠！一孝＿む．つご∫、、りが、集成、材

墜，∫す分一妊一亨多繁豪杢一一才トー一一L一堅一1蓉1．乱眸均あり、、唯分

脊久さ仁、＿．あ一う」⊃し1－一め一iト峯＿窺．の．七）＿ク、つた㍗き鷲左

一集訊す＿鉱≦≧一墨＿1三す一2．…て＿、＿3重望のる一、》、一力津白り

に参ソ餐手里壁）一な述秀一材一」三〔？≦ワ．カ、λうかたカbム

．木燐で’わo。一一輩L一つて蕊．禾警、秩で略得う躯な

ヵ、マた権Σ後左㌦一t－5一一一断＿面■一くf－一濱あ＼書・び石3≠だの臼

喧々長犬株が’得ラ処⊥一一一．竪り、も本キ究のtっ自磐～

の美しさ、あたたカ｝一さ老そρ香ま保つて、・♪

き虫1得有工、寒椅柔斗で響あ一∂」（注之）。

　象序くキ宍時一、　モ」≧一一を．ラに一一〃ヲ斥の農秤丁左右つて

い3ため、逢寒碕サ’璽三一薙’鉢、その需勧
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　　そ1疋を寿㍉一k：＿喀丸し一て一き．た．o．皿一＿一

　　．一．集一叡牲唯、逢案資一一管一乙tて裂椅60と喀“奮

　　関イ蓼にあ含つマ、一その．隻産量陰未だ淫築用製材

　　品一生産量の一1－一診塔書一サた存、、ため・　ノク後、さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヒ　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　一う‘二一旗蓉7ζ気一して一、へ一≦モーの≧二ひナう†叉含。

　　．一衆一在の．集献一材．一塞一一鼻．寒．り一勿一～一一壁．　製粧奪　乙徐

　　業一一曳一ヌ、、一一，．一三一三一一一芝力慌』ヲ」～．、＿寄ち，最血・、象特

　　紫紐埼力彗綜虹立閑一拓一分．野墨＿して集欲材の衆亀

　　左雅め一⊃一生．3＿り．＿ゑ…あ．り．L象一秩」蒙の集訊椅瓜煮

　　．へ．の物行．一室立L一腔一鉱重胞穿．＿が捲リスムースに

　　竹え3．．ξ＿一う＿一ズ＿あ一．－3．烹一＿二＿一一一一一一一　　　　　．

　　＿一集一叡キキ」室∠7－LL一て進皿ゴ込一て．なう一．」与、、一の憾、集威

　　桔博、．腐一†」、一一節＿箸一の＿忽一為固眸熟｛た’ト片左再

　　皐a信し　た紮一顔口で．あ一みカ’一ラ、一小ロ後材のイ裟用が゜

　　可能で一あ一一）＿ζ．、、．ラ三．乙一一一であ一∋．ρ一一　　　　一

　　　わが匡ユ匿冬．材蘇雑肇．の一ゴ79≦乏外材じ依有し、

　　しガt、性帰の一木材資源ρ賦昏．状況，本秩の

　　鞠蓼動向一も’よザ資ラ厚プン室一一ナ・ワズ為のち豆賄

　　ご左升さ～髪一、一ノヲ後、木一楕Φ・需給閣偉憾か有ワ

　　　　　　　　　　　　　　ナ　　ひつ直し亙もの1肝儲乙う穐ざ弘3。　しカへ
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し、一一マの一ちで一わが一回一つ＿森林がう略、、卜G毎

棺．の鈎、、固依株の隼一塵が‘キ葛《する二乙が釜想

一さ．れ一てい色。　間奴塗才窒．－8乏末とt、すれげ‘瑞

歓力Yタタ、、ため寡秩意一．拳夕’．一う捨敬直さ哲が事で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　 　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　

．あ一つたカで、寡献一机の一ノ魅を苓一聖て落乱行に到甫

一でさ．る。＿一一そ一れ一一童狐、一一象一．砥椅穿一厚科の字定的確

イ慕と＿覧、．一ラー一（ζ、ゴク叉一一皇＿一ぞ左．＿：て＿悶一題略一有・」（1 さうk二F「艮ラ

れ一年一藁一聯一左循一効＿じ一塗一蔓｝一一すζ．至＿う．資看隊策明観」

点力｝う七黎窪一一し一」と主一②一丈あ⊃，．

一＿一しゴブ・　缶，　．ござ．き．＿‘3Z乱〈ぎ．ぞ≒一．牟，ラ　lr二、　集6殴ギ芋鶉孝

．礁一ケ像圭＿唱冬些三てLL≦．ζ＿矛穐さ」～りため・｛裟

赫雲一博寡一砥材一裂藻一一馨孟』＿飛一焦」〉一施左と葛．が、

廊3、・嬬，集皿砥鷲馨．一峰一零△乙転換すり＝乙ゲ

醤案極が一う判町さ一一て漁一望喚しのとお乞われ）。

　以」≧一一一各募豹一3－一≧＿．ζ一一」グ・一一下一れ一一ち一一多一必て“あ含。

〔業種の奪業’彩換促一準対策〕

　　　集砥粧lr‡タ9く、の毛（街左モラて、1⊃うえ

ケ復し乱口て需蓼の礪匁が期稽・し軒を二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
．i三．、集遂扶噂わが回での失産力で璽一！～二！P
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とゲでき⊃がう．、厚材の字良的確保乙・・

う為がう舟。害ち貧項政案漁5L墾騰L－f並＿車．一

　　．望さしいこと＿集．幽＿塞童墨＿9．勿≦昏監
＿一＿＿一一一一

@　　　　　　　　　　　　　　　　
＿一一一

@　　　　　　　　　　　　 一一L－一一一一一一一一一一一十

秩烹乙の熟業台マθヲロため、裂」蜜．窯…空と乞集
、

＿＿砥量塞直烹一．へ⊥鶴竹鮭力・有ワスムース1二

＿＿行乳も乙冴う叡∋＝と、埼．二Lヅー＿髪騎葬

　　　　　　　　　サ＿　．＿壁⊥今L豊。」髪様笠＿塾互気1ゴし＿桑＿業＿す＿吾＿重△、

＿＿．災巫牲裂色業＿へこ壷鍵象一す⊃注乙一力㌔⊥盈圭

キ生がう判断して自望．乙お七わ†いりに乙が

一＿＿一＿う⊥＿1業一一至墾の塾．．業＿二塾一塗一ぎ．促1隼亨も女寸策左

．一一一言舞．3°’一》一＿こ一益．9．＿．一　一＿＿＿．＿一一一．．　．．

　2、£　倉杉．裟亀寒一ρ＿悶題覧ζ・み政策才是集

　捉に、倉朽寡琶業が．塗P、ヌ．さ固題～落、に一つn

て誓容．し、　そ塾今つ一鱈熊策左置べδこ℃にす

る。　　　　　　　　　　一．一一一一　一一一一一一

　　　　　　　　　　　　’
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（」）イ圭L宅し《翻夢一構嘩．の一＿塞ゴしζイ主喫L建言隻の

　．　．活．奏イ吟婚策＿，＿．皿

　．盆キ夜の最牽烈零、先一t住宅一ξ1寺じめとすさ建
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　

ご

．筆書やnであ識一ち一φ．、住宅需琴一楮薩の袈イピカ臼台

峯私爾謬一1ち一一董一一みで．一有琴う一響一手．与L匹一てn∂。

一　．一し．イ7、一　し1．，一＿．≡≡二＿1卜＿3三一一＿2一ゴL！＿⊥二ζ一一一や『＿職一一湾　 一て鞠 @に　製キ：キ業　 の

固．題嵩一些して．…巡べちρ…で一蘇リ巫さ与、・；と

にする，

一レ羊宅1逢翌更至1蓄1垂こ迄菊11豪1〕ll一三一一一

＿一＿塞盗殊並＿場，盆＿そ＿鳳！鑑．。…＿．　．

．（え）新商80－♪一獅一豚御ρ一開禿乙倉椋稀撃

　　　拡夫仏酋策

一わグ囚の償圭恥塞一直業一咳一工才女街i峯新1二よつて

：1ンクり一ト型わ～用令椋ヤ危・種の墳殊俗板

なごの案κ裂品一一左一一一闘発一し一一奏最してさた。

　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　ノ　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

　しがし，告直．倉栂にマPr喀、肥和千0午代



3？2

初わ．」る開秦．ざ一室．．たrユ．ヒ＿クー．1λ一ト後わく用信ヰ反

躰傘，な．暫の新裂品，勧備享の閑発にけ鱒δ

ぺきtの〆ケや・・一とn一わ一斜て・・9。　一ろ．

鼻愈倉栂壁后覧うポニギ箸の非木鴇糸逢析
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ずロ　 @コ　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　　

　

．乙．の競倉〆黎竺一一L∫丁＿、｝＿う．。．．

一一一一iiζ一一rこL：て7）．＿と6＿（1ドー璽一一一蜜一＿2－＿．そひ．矧「一饗…㌧孝　講す‘‘　⊃　二　　と，　がぐ

電テ．写．一で一季一互一一竺一一戯．圭＿れ一．塾＿り1＿，＿

〔令匁鞠睾麟木．く自首一案〕．一＿．一二一

①．蓋L聾糎のレ需毒1塑L五り一＿壷＿馨．麹臥．劉箆

椎のよリ強D幽乞縁を望κで、、》て℃が瞬

：ゲがピざ率・た髄ゼと｝が15：、ノヲ後熔、ぶワ強

、力当透多登L ﾜ血恩奏おポが斥1用に．査＿ニー一て超

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　－1＿＿ご耐丞藝一倉極丞一闘＿発一5つ窄二乙。＿

、＿鋪一磐塗栂の豊重塗哲よ：ワ・脅多．9＿縦東」廉

着＝戯椎値が一」よIL．彦LLL正」生単ニー古厚イセ圭藍

壁』倉板とプつント令板とであり。こ0
う3L凱蓋．≦iLl鴨葛老の島」盤化嘘丑一左厘塞

して、をた後老博価祐の低仏椎，一垂一豊．垂，
’

金への邸応性ヒと上L麟ゲ墾Lムしてき
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た，二「乙カマ㌍月うガに一さ十㌧た・ ＝の　二とカ、

う＼布伽」麹ジラ塑」養の・茎昏抽り確‘二

に履’し，稿璽＿三三二．墨上。蟄．企LL＿危蕉墨宣体制一

　　の整舖．」鉱＿隻＿f＿互三乙2－＿　　　一．＿一＿一，．＿一一＿一

　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　じ
　③％属，防卑渉宛能勾何与．一可つ有ご唖・新商施

…一一 黷ﾌ鰍秦1（一｝乞一」一璃…票一塗．縮一匁寸）二乙・箸・

（3）原一一キ重宛一係一韮一．係一一ゐ＿悶憩乙一原一参の奪彊的

　　　な径イ象酋一箪、＿．一一一一一一
＿一 D一．一
@　　　一

　第身薄一一で一一一遡．バ丞一劃」し一免⊥．」b」グ㊨の履板用偉

末の杓？るソ・」窒＿ラ．フ．一と一」秩’望一一．申．」s乙」一δ南汗．秩．≦8亀一

一審1－（図3－－7一参一照り、一燈乙κご左タト委究i二依

呑tて一・・さ．　一乙3ラーグ」．一昭和∫3与レメF穿にお

膏一 驛M笹産ゆ仰一栓一9一島一鵬．！亙盆柄狭蔭葱の緯営

左千毒∫毎な一｝一黷ﾌ」生一些充。一一3ρ3とかうキわ

カ・3主う｛。、厚型の射匙り一な確保臥与像の

桝膿危索の春立左一が塗た一重射な誹趣乙ゲ

て、、3．　　客一ず，問題、ξL峯．列馨可う乙》πの乙

　　　　　　　　　　　一　　　，
おりて一あ3。　　

＿
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＿の範拝、寒一南アゾア…9適卑粧産砲回が森林

＿藁一源ρイ斥盆念塾よ一ぴ＿自回の．瓜業化．乏L図各たあ、

　iA《¢輸出左1規争‘｝す急動き～呈t、つそう強め

　て、、急　：＝乙．。一一．一．．一．一一一一一一一一一一一＿

　コ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　で　　　　　　　　　　　　

一一一①倉板閑偉木の一一一ラー一ワーンー類を蹴少碩口‘二’あワ・

＿そ置条一」り駐ラ＿に＿ク＿ワー≧一ψ．垂優．艮フ～侮木左選ま尺的

　に専命xす急し乙噂医1箆径ちイだヲ尺・乙なつてn∂

　こ　とニ
ー三．三．一．一一『一一一一三∫二二二＝：一三三三二二二三二二π二三　iニー二

．（iii）夜採ρ奥一ゆ．魚一｛金一圭一一フ＿ラワン額の秩窃の

．砥下一寄一ゼL舅東墾＿ζ一＿為＿2．ヱー⊥Lつ二乙．等

．一や～一与委．ソ⊥＿盆＿極＿匿一厚＿奉一一ζ一∠琴ζ∠期．内竃る一字望一確保、

で2二ζ噂困茎塾一1三」々．⊃．＿こ＿ζがう・絶され否一，．

　そ＝で、　啄一一ごFρ拳2．一一な酋策左講ず1δ二乙がσ

」募馨であ為乙一お一七齢＿す｝－a．。一一．一．一一一．一一

癖木の鰯匙勾確保一対一案〕．一

　①わPt囚」窒」．盆委姻瓦卜．ρ」宴乙んご左卑南

一一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒヒ　　　　　　　　　ド　　ロへ　へ　　へ　
@　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　ノ　　るがr。キ粧輸出風ζおnて窃漁ナシヨナi

了ジコL宣養」勢がう塑入・原．主」三壷～昼一L∫＿．L｝」



＼o．

　　一リフぐA一の一気一運が’＿商．ぎ．一つて一、、りため

　　一協L調の匁に．．衣つ∬て＿対一斥一一する乙ζも1二

　　木卑盆一入のタヲ．元一…f6＿奉一1委ρ、含こ乙、

　②．回内白りに一略、．未1利用樹の利用開堤に努め
ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ド　　ア　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　

．＿　∋＝乙。．　一一．　　．．

＿◎従象以キ．一些番』．嶽墜ξ歩循害ツ孝の向匁左噂

　　がもこと。
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、回際

　、層、

（4）一…．旭剰爺備一悶一題乙一構．叢．子1～肇争寒

　　＿イ星二．藁首．象．一一＿一一一一一＿＿．＿

　倉栂襲直一寒呼、一一亘召和一丘旦一一年一雲でな柄儒琴．の塔

犬ヒ．良Uて1≒産言蒙備る縮ヲ長tてきた，　　ここ

3が、第1・笈后麹ンーヨツフ左契・織之1て倫板

一螺票喀激釈し　左一ち一一静三公．業盛逼L剰諄備左う’が

禍磐卑の一一｛些下．．あ一多一⊥・一墜一一．ユ丞トー了ツプ左斧儀

奮くさ水た。一＿そこ⊥で⊥．需雑『契定．ヒは＝の～亀

剰言寂イ箱の診周整がTきわあて重琴な一問是皇とされ，

日本唇板丈業組合連含乞1壁令板生産ぎ食備の調

整左rr窓乙」一 ｽ倉板褻蕊ギ権造．　z久尋舛策孝ネ
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左塩達ししていか。　一ケ後モ．合．極需馨の《幅喀

稽力戸博一更込‡躯亀一P一一三些一，あ㌧峯1〆厚木亭橘力Y

；悟冬客すさす庫tさ…孝一嘱一す毛のとう短きれ∂

こと、等がう一過一剰募鍋・慶豪噂重毒ぞ゜あソ、
　　 @　　　　　　　　　　　　　　ド　ロア　　　　　　　　　ド　　　 　　　　ド　　セ　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　じ

ノラー後毛徐復に隼一一産．言～L備の一調整左行ラ　ニzゴが望

寄車ていつ．－f－＿＿　一一．＿．＿＿一一一

　．．手一た、一藁剰爺偏＿湊一．豪一徐も厘党の諏備の信理

化ヤ毛．力∫し罷．直吟、隼一彦一蛙一＿9＿飢一虹左図∋」≠馨カペ

あ＿リ　上＿　－F　の∵　偉〕」」≡L－」ド．一！す1　⊃＿構．逢一一τ野～一蓼　　著｝　葬　　モ　　重　要　　で1

あ3。

〔権蓮一墜善．多＿業推準一ぢ策」＿＿．一．一

＿璽澄祖但隻砿』あで上圭＿璽玉．jL2蛙一う互名
　一＿＿＿＿　　　　　　　　　　　＿＿一　　　＿＿＿一一＿＿i
一＿＿婁L壷篁とするため、手ち一層おε王星イぐ左i

はう、⊃た．あ、 隊麿’ヒ‡込きつゲき権董蘇書i

薄．弐、逆奎良．の　た．め：のキち要左行ラ　こ　乙9

＿＿④＝』L喜⊥婁L辺二奎是差」，て、生一屋遭女備礎一調整

が筍われ一τ玉たが、直宜．置剰鹸く角9一亀

＿　豪左そ丘＿2＿墨…り指導すつこち，一一

　　　　　　　　　■　　　　　　　　，一
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－（r）盆板製這業の但業篠乙の難業・あ各田呑

一　　．他糞種への私換乙その促産尉案

一伶栂製蓬業織．．前庫．したように物くの問題
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
叡左ががλマおり∴能た・二れ噂ノヲ縁ポ頭在

イとL　し　一て　　く　．2　　も　　腕一一こ＿　お’　七　　わ一．雪～＿　こ）　、

＿重一免ズL量一の一苅一一壷一寡一差一Lて一、倉板裂亀業の

舵糞種乙一の燕気劃釜一一」L．壁処寒種一への転換が考

λう躯葛。

＿な栂察眞業が．些縁一的一幕一寒一一し一やす・｝、あ36

一喀そ一玉への転歪奥，ゼー蜜易一三一一誉」し．一〉一コ｝～2案稗乙し

ズ、雫武雅一窒反み書、お｝＿y『．首ll乃重夜参．一掌があrブう於

δ。

　牽武雑キ斥乙1を，　キ粧左手武維4だにほぐし、　これ

左訊石うし硬栂」cユー左．L㊥一一で．あり一一7ア｛バ’一

ぢ一ドL－t叶馬1す㌧一て｝Σ．－3ρ一．．条玄維板博、木粧

乏一摩、宇氣雑一じ手で巳分・．解一して再緒信二したもの

であ⊃ため，広、う均箪与素尽一がて”き◎ラえ、翼

ち十生噂ぎわめ一て一ケない。　．そ一8）うえ、谷栂に

比べて縦検だMで惰紅斜めのち向にt千均
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　　した耕蜜五tつておワ，　しかt倉板孫’虹に武

　　ささじ制眼力丁有n．なズの長所左も・てn9（注

　　3）。　　そのた～6，執稚栂噂建筆用左感じめζ

　　し「〔広く家具ノ璽．権器あ＼よジ自動卑等に用・、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　う躯、一そ一の一需」琴一モ｝．若チの．奪委η噂あ）宅の゜の嘱

　　ぢ5．－o脅く喚一姦〕」生．あ急一一。一一一一一一．一＿．＿一

　　　璃終キ碗＿建一1軋監ζユエ璽…倒扉資蓄閣係

　　ヒ：あ　⊃一乙一上乏す？一＿れ＿：て．あ㌔一リー一、一一そ　の．笙、産量が輔木鴇バク

　　矛．，し犀体（盆一極一＿犠宇隼一枢一，＿削片板、単彬）に

　　占め葛些尋「…壁一一。＿裸一荏一公一ち一｝－38施程度であ9。

　　一紙稚樫生塵並＿⑥匁麹重享や魚南しフニヌ革
　　1迄1一お一残1艇豆一至一玉弦互11⊥ゼ∵歪亙野二1と1しそ行わ系

　　3ため」一一木粧質源一垂一論一初蓼1用グ可能で誕ソ・

　　．須堺疎箪的観為重’L一うt．一期循一されて、、δ。

　　　1カ・キL．倉縁竪＿輩＿完一幣一』多後，．盆板用原本

　　一の石客く冬と、、．う一一慈・．ズニ1幕一L⊥⊃．．『搾一渉も．f－」3＿声がれゐこ

　　乙力寸予梶さコト｝た4）－i紘維キ駅参糞は揖峯に期

　　循のモてる産．窯一であo－。＿一一一一．＿一一

　　　奉氣韓板零業一呼，．．圭ζ一も一一．ζグ線秩の有勧琴り用左

　　日白つ乙　して一一伶牛種一襲璋年く一寒ρ、う’£隼出　し た七　の カマづ汐
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3琉剃こ一ρ高がうヨオ1てモー倉椋製危蒙の繊維

板…騎業ζの無窯あ．3P唯それへの転換噂比軟

的λム1－．スにn一く＿紀一一①ζ一おtわヤ㌧3。

　一ただ’し、狽．在．存立＿Lユ．一、、∂豪氣維板土、発1な、

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　アロ　　 @　　　　　　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　
ご

木一稽閑蓬．蔭裳．の一．申ゴでし．先年．蒙一美魁槙が1大きく田、パ

ルプヌ馨一一に？一⊃1ゴニー装一置産業鮒毎彩の寝・・煮琴童

ズL一あ一合起．．め」＿．．塗＿ちユー一一の一質一本一垂＿’≠．．夢z．す∋二乙、

委熔行一一宏で主厘一針一も．能3…一起．め紙需夢が嗜《し

た℃さ1二熔、原一圭生ρ｝字＿塞L自つ1確イ呆力Y°言果題と究｝9

－tζ」一箸一r畠題一一｛鑑弐一．残杢．塾⊥玉一一、、．o。

一一一一
Qちき．剤庁一重ター窪L＿C《．＿ニア」一フ，ルボー｝『とt

ゴ予1香’‘十㌧一て一一し、②ρマー△．＿ロー⊥望．二⊥乏．イークル本’一ド、香、

－7マイ1寸ごポニードζ一一異一な一リ、一一冬材五切削また

　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ．咳破石卒一吟一冬ツ．一’ト昔丞」⊥＿、．そ一れ」‘．倉砥キ葦言鴫袴看

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

剤左塗範し一て以乾一熱斥㎜朕板上たモのであ⊃・

　て配フて、　ハσ一ティ　クルギ’一ド陰フ了イパー

ガード1二比べ、一フトー一峯才のi墜墳一左よ．一ツー物くダ孜、て

∩⊃乙6柔⊃」（注4）．

　司片板凱匂恥察命ガ人量に生産のこ
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乙ゲ可能で卒うタ乙一力L一髪．L建簗フ家具フ電犠

．悉箸覧到困ぐ一麻て一｝｝一一δ一。＿削一片板啓建寒向サ

として厚一均盆糎の．一代循」蘇乙して期待で車て、》

り．　多見在，1一わが回』剤片椋笙一産．ヵ寸木鴇ぺ条
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ゲ　　コ　　　　　　

　　
@ 　　　　コ　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　

一～．」ζでi韮こ　生　彦一量　．ll：：．一与＿タ『：L．」｝一一＿竺二｛≡ニー警手．ヒ㌻　、　　　8　9／0　と　イ匠！　・ギρ

～…”｝し，一前型ユ＿套＿よゑ．匡一L吻後の后糎用原叡

．の．一確休．．F一二？」ユーヱ臓一肇一養馳．垂一蔚一さ一な1、状亀じあ）

窪．め⊥＿一盆」榑一じ一豊一れ＿．2一三て＿劃．片．オ尽生産ヵf塊匁して

一！⊃．く、｛ヒ＿◎ζ一一『1重塾．窒一重＼つ．．。一一．＿

一＿美r－一一｝一くL．劃．一告．極一生一峯一益＿、，盆，板二喝箸力、う

愈ラコ旧ヒー残寄才」〆氏一質一国産！賎紅｝一ザー木材テツフ゜

プi｝乙“乏／阜蜜手乙一し㎝∠1＿豊雪わ＿オ隻＿～）＿一ρ壁L－｝一…『貝．在噂、．ラ．ワ

ンラコ～ζキ才がぐ最ぞ．タタく一用、）うrれて・、こ｝9

　削片板生塵一の彦後に期碕ゲモーて∂の感、そ

の係針しして、近，n将辛、固内でg生産量力v

　　　　　　　　　　　サ蟷《．誘3乙．勉…勤トつ一間一｛区秩．の到軍一が可胆1r．右’

うであ一6。．一一間璽一毯の畜タ九ヂ囲倭、質聯琢纂

的参鯨、がう一セ望ぎい⊃t．ρ一て孔フ．、森替資源・

の島彦利一用ρ適っ｝．う一一一一自‘ユ崖一諏二紫一時瞬代の夢

鵡じジδク賛の乙、て、砺発農膜購され
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否。．　削片キ夜工一寒熔．，＿t乙もと倉栂裟産し糸が『

妓鹿嘗の繭利1用一．ど目”勘。直出し賛のであ

さ，　，往？て、釧ター峯芭ネカ寸削片棘瓜業、と熟

萄寸）カ＼畜》一りゆそ牽へ乙私懊す谷＝乙・4
　ロ　
@　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　じ

比卑衣的雇局に．｝）≦一毎ρ．と一あ亀．－t一わ躯∋。

一c業一ｱみ1燕　素旧ヨ転褒莚闘準1哲燦一 j一

　　　倉キ反の贋、峯弄であ3合ヰ夜園！東冬の石窪く呆に

一一＿．一コー」1｝一ユー｝窒一肇ζ免手三詩一さ一有1｝一堺ヲ　しにあか歪見森、

、一＿一　倉キ夜裂一造一一紫一一並．」．嵐養隼生攻丈一業望ト⊃い弓剤片

一　縁奔業一≧一一9L疑．業．．、一一一遂コ≒一燈一一盆一板裂置斧・カ’5

＿一一一＿そ塾．ク．＿茎欝、∠＼9一壷ち才豪一匿一・．委析覆堺一の一為知

　　斥ll　一田一有一∴、一＿し　昼　資一｝」屍啄算，一｛為つ孝見・崇、　ヵ、　ろ・　ξトナ　ー（・　．

　　きわめて望参．し一｝・．t一のであリ・これう本

　　キわ＝完一の桑辰垂促芝一さゴ乱一ラーな政策左講

　　一じ∋　：．乙。一一一＿一一　．．一　　　　一一　　一一

’
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（注1）一イ考正．揚数曲稗一．1ニクーqて落、文南フ（〔1〕

　7P．1ワ8－181　左参阜蕉o．－oと」。

（注之）文自ズ〔1－〕1λ二zl－∠｝よソ引用．
（‘

高R）ダ熊ピ3コ巾咋∴4ユ＿瞥っ左参考ジ
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　　

　

（注4）　文歯だ〔zコF、1り今　より引絹．

．　　　　〔参考一文一南ぢ．〕一．

一かユー一岸楳見郎『裡論衣一困乗計津』，養賢堂，

　　1ヲ66．

CZ｝垣楓縞『一楠一礁識凸後矯調館
　　出　片反音？　，　　19ヱ7、　　　　　　一　一

⊂3〕一上郵本『木キをの豪．降や認」，東キ経清

　　新劔舷，1りη．．　一一．一

’
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＿　なお・本論匁の3寸懐4一唇乙κご京都

＿匁尊穴．型訂第犠セL2（一クーの言寸纂楕くンスケ

ー一一一バー（F《C．P．岡　M－＿名◎・）一左利用して，引自身

　　　　一一二．－1∫一三三一一一一一一　　，　　　　　1
－＿．台マ閣発一Lた一一プτユ＿グ覧ラーム～一一をf一ぎ1〆電センクー’内

＿＿臥の．マフ？．ゾ＿クL二＿ン1⊥『．，≧．」＿フ竺ログラバにキ

＿＿り一竹一2－＿表・．＿．．一．．一一＿一一．一＿＿．．．．一．一

　　　　　　　　　　　　’
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票 約

噸

　わ吻寸固の冬秩関速産業し4、経シ蒼の島／隻訳長

期ヒお’nて璃丸傾（司一一孝続」ナた木獄禽學ヒ交牛応

しっっ奏辰してきた．　　しカ、し，　、、わ申る第

1契石麹シヨツク左契機、乙して逐築活勧が‘極

度の不キ辰に臨つたため、木秩繰馨はラ琴久Σ叡した。

　その後．木椅索多・言やや（ヨ復しつつあ。も

のの依警、として碑が楢みの伏態にあ∋。　こ

の理由ヒして感、木秩の最丸需募先であDイ主

吃建鹸活動台y不活奏であ）＝こ、建案株訳の

袈イしや逢．繁工一鴻の豪イし箸がう冬秩の武矯財こ

してユンクワート，石⇒，鉄，7了ノしミニウ

有なビ左剰用した熊木後糸違寒藁積台＼進也し

たこ乙、答が’あげ’うれδ。

　加欠て、環在、　その厚夢｝のみくま遍一外に依．

　　　　　　　　　　　　ゆ昏して～、∋わゲ㊨木歓関遵産寒喀、主肇峯キ宍
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専命也働であ∋米風や東南了ジ’ア諺1囚がA応輸

出の利眼危nしは規制左行1）、製品輸畠菊尺

筍し策左3多化」して、り⊃：乙かう、ノヲて亥、沸右に

酎、・て原畳のウ定的確保の間題・二酋奥しっっ、
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
他ちにおいて外回産裟品乙麦充倉しちけ才ぐ・ゴな

うち竜｝孝健1二追一、こまれも＝乙喀・望至の椿勢

監二あつ、－r窮rl定］肚二jLたで1責へ一よ一う乙し一て竃つる。

　このぎう有状兄〒にぢρて、卜管関速彦ネ

わズケ復ヒモ回民生活に1勢写な基石箆彦り窃十才ξ申

定向りヒ伏給し，がっ固内の森林資聯左有効に

剰困しうさような状態で呑立して、、くに呼，

いがに卒りぺきが孤、環．在一模索されて、、り。

　年論文感、二の＝乙左促頭におきっっ、木

椅閑蓬産業のフト字定．化馨囚ε理苔倫内’計量的

ヒ究a目磧oたあ，木材鶉夢および牽秩閑1蓬蔭

葬の毛アル分析左行…　ンミスし一ンヨン昇

析にε・て、多後乙3べき替才関連産孝婚策

の根快左堤ヰし　あわ《て若その多文策堤室左

者おう乙寸葛tのであ色．
　　　　　　　　　　　　ゆ　レ／、下、奉講文σ）内潜乏毒約しておく二とに
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した、う。

　わっで風の木秩鶉琴｛香、それ左需撃音P門別に

冴在場偉、｛襲料肉歯ふが倉キ寂用台▽奔キを轍零盆
　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　
体じ乞め∂劉盆礁圧倒肉1二島くな・て・、⇒。

　徒・て、冬キキ綿寧左誉察でゐには、襲祈8α

鮒象ザ盆キ夜に苅寸む鴨募のゴ動r司左詫乏‡尾す）こ

乙ゐぬ≠夢であ急。

　そtで、刻和謝“て賦でフ。的・・乙
うえた場盆、裂秩晶禽蕃び』倉板爾馨量力f・助、

有も毒囚、ヒぷつて美灸定され、　それうの毒1召が

砲の　言考i要　　囚　　と　　、、　力、　に　牽目　互L　l（・　琴ろ饗　　し　あ　つ　　一て　　し、　否

がと計量軽蝋や9£デ『ル左構粂すうこ乙によ

・て分和した．　その奪痢託麦躯間に賦

図i一ユ1二不さ躯）ぷうな囚果関像のあ⊃二

乙が日Rうが乙存つた．。　　その樒し魔感甥下のと

おワであoク

1）製キ宍品およ1〆な橡需多量熔、総建蒙老工

　量や倉キ反価橋等ヒ吾つて規定，さ†k⊃．

　　　　　　　　　　　　ナz）＝の総建案看工量陪、ぐ主宅建寒為工量乙
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　牛佐宅建家蕎工量とに二二分ざ塔きが、両老

　喀，　そ牽ギ木の建案像餐綻1額にふ・てシた定

　さ郎ゐ。

3）住宅．殺蜜報：額憾、踪一病佳宅稼負乙民間俵
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
　宅仮資とに匁箔’」さ躯ゐが4・後老唯、住定o

　一ン／の舞う饗左うげ⊃9

4）＝の佳宅ローン唯、公的佐宅ローン乙民

、間往宅ローンヒがう楢訊さト3が、公的住

　鬼ローンは財政．粒融窃住宅萱にぷつて賓見定

　さ軋民間住宅・一ン時個尺可処分戸件得と

　全働銀鴛質也約定手均隻剰によ・て訊鴫さ

　仏う．

の個尺可処硫所得熔回夙鵜生塵1二よつて沢

　定され9。

の他ち、非住宅建．策稼藁親額噂、さ5に雷父

　宿非佳宅建築仮窃z民圏1非住宅建案坂資こ

　に穴月1）さ躯吾が、後着熔固民総生産に＄・

　て夫定，され∋。

　以上のようし、襲秩品おざザ信縁儒學量塔
　　　　　　　　　　　　ナ啄極的に｛告囚民綻隻産ノ敗琢ヰ食離震住宅貨，
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キ朔盆利お’拳ず旅虞住宅‡食須毎このタト生褒数、

の鼻う響左うけも＝乙台’「日目～がこ有・た。

　そ二で，　こ熱5の外生家毒タが「製材＆｝お5よが’

合キ夜需男量ヒどのよう有影饗左原1ぎすか、そ
　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　
の嫁願勧果左計刻した結果，外生変数の噛う3、

乙くに風民総生産台マ需夢量ヒ太き有影饗乱隈

ぼし、財鉄殺鵠質住宅嶺ノ手直〕像剰ノ政肩住

宅縁資有ご主が有つの勧果左みλて一、｝＝乙

がわがつ　た．

　さもに．、蒙粧品粛箏量乙盆糎需多量乙イ覧4

な柄需募量のろがこれうのタト生変数の罪う饗左

ぶり強く多ヤ寸てq⊃＝とが日R5がにさ†＼た。

　最修に、外生豪数に稀q有廻乙定．値左与欠、

シミスし一ンつン分耕乏竹・た雑果、叢析品

おぎザなキ反｛需撃量セ‡ごのケース左選詫尺言3に一

し　う　、　　／ラ　て多L　七　　少』　し　　くヂ　つ　づ魯．≠乱＿　し　1：　、、　く、　て圃　あ　う　　ラ

こ乙がそ二則された一。

　第1奪の木秩爾薯毛デしの分哲縮果より、

　　　　　　　　　　　　ナ奮燐，その加二品であδ裂秩ぬ・償板およザ
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そ仏5の蘇毒先であ）逢案縛門や一構軽靖ぎ

あうわす袈歓相互間じ啄、瑠壕有関虚の率⊃

＝乙〆爾うう’1二さ挙た、　二の二乳力’5、木

秩の加エ剛皆に献て呑幻り冬キ欄塵産ゑ
　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　
毛を在，相互，に関連してn）であララぜ乙が“

悉曜さ躯る。

　第2．奪熔それ左ヨ目確ヒす3ために除定一ざ躯

た。　寸有わぢ、本葬では、林寒ふ覧ぶザ索ヰ皆

関直産業左彦寒却『へ乙して乙5匁た場盆，そ

hうが回民軽瘡じおnてこのよう有仏置にあ

・ハ他産鯵唄とどのように閑塵して、つ帆

書た、その棉互依昏関係・誉ごのように裂イピし

てきた力・左，産烹速閑町析左用nて分旬した．

　その稀艮、重箏しおtわ恥⊃ものと列誉す

るとりπの乙おりで’あ∋。

の木祇閑産産寒の生塵額ヵv国内総生1墾額に

　とめり比卑感、日召和3∫年のダ・7・！・カ’うケひ千

　の35ブ。へと撤歩し、その相苅的砲依は但

　で馬3傾向にあ3。　しが’し、木稽関連産

　　　　　　　　　　　ナ　業の画6』塔他産寒の商品乱生産すりための
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申間生．産麟白り’隆格2L自す3tのであ9＝乙

　左考農す躯ば，こ拠）産窯噂現客で艦t有訂

　重零有産業であ3と考えう叡り二z㍉

2）キ秩お岳ザ木材力リ工品の最丸の需夢先は
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　
　蓬き姓卸門であり、そ＝で嚇主として象梼

ギ衆羨ロ7家具乙して利用さ躯てP⊃こ乙。

3）影響力係敏奪鱗輿し餌参果、暦究閣速産

　業の蒙8。の狂有需夢先であ∂岬刷・出片夜ノ

　違言象業ノ尋務用8・脚お峯ザ梱包却r「のイ爺数他

　郁ちく有・てP）二乙が》、＝・トう産蒙却

Pへが肇瘡の他御門へ与たD亀響時冬酬的に

強～、乙判撞ケされ3＝乙、

4）生産誘格係孝匁の計側結呆がう、建諒葱費

　　　　　　　　　　　コ　P「喀固内雑固定覆本看う欲の影響左六・廷《受

　1イゐ卸門であaこ，Lが判β目した：乙。

の客た、佐宅新建筆熔国内民間綻固定窃本

　価双の妥う署左人ミく覆け、また彦タ肩の蓬案

　琢案の劉響tつ、なワ脅咋Dこしがやがワた

　こし、答．

　　　　　　　　　　　　ぞ　以よ」カ・う、木鷲閑速．産業、辱、イ…と宅新建寒な
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ご建獣業紳1汽の劉響左夫き《うけ，この建築

三名勧1二｛客、回民の絶矯活動や玖肩の住宅詠策

拭匁きく閑」トしてnり＝乙〆鴫うがにされた。

　害た、こ6・轟果熔、第’奪の冬稽需馨τデ
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　
1しの弓も楓左裏イ吋Dtのであ⊃と・・ズよう．

　これ香での分暫がう、木粧・冬製品製直業

箸福糊連産業につdての考匙竹う働に
1香、　艇れう左取ワキく、経潅的環璃ぞて牛2L的確

に死握覇・沸募の畜）二乙・寸θ目うη’乙存つ左．

　そのために、第3奪で略、啄后つYこれ害で

に匂つてきた住宅．啄策の燈物左回民の軽5肴店

動有ご乙関速させ亀が’う榔観し、・フ、・ぐ、木

秩輪肇の沢定一囚奇乙考えうれ∂建筆増重力の動

向につnて考察した．　その後、村欄色産

業碕で毛ピ♪わけ聾有劉蘇と／a縁衆藁

糞の見状にっnて考察左加えた・

　その爺老果、以下の｛乙が明うがと有・た・

D冬椅禽學に乙クて犬き亀需考…〃y野であ∋

　住乞建簗呼．住宅隊家の’才雌や鋒煮の島展
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　り臥！畏℃之tし蟷たしマきたが一、｛糸1♪ヌこ石油

シヨツク左契裸とした経i宥叙長の轍庄化に

イキしり、傷蹄イe負伺1二あゐ＝乙。　　この看黙乙

　して博、島段縁瘡1訊長期におけりぎう亀所
　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　
得の仲1〆がけう†L有1、二てノ昭和48舛゜しす

　べての老予直后県ヒL割nて　1七L節1住宅が庄

　臥ざれをt乏にょリィ主宅戸孝ダの紀苅勾な拳

足ノ師危柚噛した＝乙、往宅建き矯隻にあ’

　婿る住宅ローンへの依昏1隻カマ島書つたt乙

　答ヒふ1，住宅．建隷カマ黒気蓼多力の影響左多け

　ゐぎう1ζ与つた二と1讐があげうれ⊃。

z）イ主宅・建訟o季オ辰によソ、製秩品お’ふび倉

板需蓉は仲ザ橘許の傾囹にあり，こ†・うの

裂8・左俵雑して・）製椅嘗、およザ倉板製亀

　完の生産毛傷帰が¢5であ⊃こ乙．

の香た、尉キ粁で勧贋、桐超わあてタト株

依昏孝が衙く有・て、｝Dが，冬粧輸出風に

　奮噴を資源ナシaプ？ズAの台頭や自囚の

木株産窯台叙の気埋のゐぎ’膚1（ポ）1膚・

　　　　　　　　　　　ノ　冬、の嘩　定台り有石径保が鞄促さ翠りう丸，　＝寸【L



　　　　　　　　　　　　　　　　　　394

　うの回ガうの製品輸出圧均の強化が↑可直

　の先のz有つていりことρ

4）さうに．，内しあつてセ‡脅働老のあ哲午伯が

　進け、矯拝弥働力の千邑が名い・こ乙、篭。
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　ア
　以募の峯うに、製粧奪ノな板裂崖し誓・ガしり

ぎく環夕免衆件熔きわめて廊ししく、、その羊を啓噂

千字定一亀4丸範に、甜つ、れてnむに乙が7日昌5カ、～：

与つた。

　矯3奪で皓、裂特凝㍉箸直／診板お｝ザ舛宥殊

な権の鵜學関稼a品目別に粧良したが、以↑

のき首直、が朗うガ・にさ鳶～た，

り襲粧品稀馨畳の釈建家着工一量3準・医但辱・

　a召和39～応寄の期間に翫・て・季慾すでけ

　0、48，柄類0・2ち胚き割リ類0・77♪かさ魚

　類0、そZz．なη「【おり．駿燐鼻のなカ、で噂V’

　　　　　　　　　　　　　　　　　り　さ劉ソ類が’建築潅勤に婚して貴七敏慰に反

　直酋る＝乙。

ll）1）乙同ド蝉椎値左，日召和40～雰誓の期固

　ヒつ・て壼寸刻した乙＝⊃、ごポ品目も弾椎

　　　　　　　　　　　ゴ　イ直1・を《丘下してい吾こ乙，カ・う、最逆Lヒら）1二
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　つれ、製銑品需肇量の建策活動への反走度

　略砥下して、・うとおモわ萱～り二乙．

llD製特品め自己価格弾椎但穿、総計イ嬉
　一〇、f7（35’一∫5－6千）ノ　ーo，09　（40－∫丁午）　乙　き　わ

　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
　めて低《、｛匝キなカx’製牲品鵜募量1ζ隊鷺→畠す影

　響はそれ1筈ご夫きく毎1、二乙。

iv）老遁Lな樟鶉馨量の孕急蓬策蓋工一量弾檸値は、

　穀を↑で憾α7マノ　1類信橡ユ・にLノユ類な縁

　’・・2ジ3額倉栂一3・43となつておフー類

　なキ急呼上．斥厘賄的苔麦噴と、害た3考輿盆峯みは下

　総財的樵賓左主っ＝乙が判明したて乙。

vり着遊L倉糎．需募量の自己価楊弾・椎値捨、鞍：

　き†で　一　〇、i5』こ　有　つ　一て　お　フ　．　が　有　リ　イ丘二n　二乙・

vD矯殊盆椒需毒量の縦疋奪雷」量弾棒値鳳

　総計で熔1、1礼単キ秩化粧ば亀ソ含板2・・マ，プ

　　ント信板1、・7ノ温化ビあ；レイし粧信板o・98，

　塗装信橡噌。，溜，Lスラル化液6板・、ヲ8

　と有つており、単椋イじ粧ばリ倉牛反が，最七

　聯母財的椎喚左もワた右のであ3と・｝夜D

　　　　　　　　　　　　’　こ　乙o
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vの矯殊なキ夜需夢量の自乙価括弾株但喀、塩
　イヒービ　ニー　，し　イヒ．業庄＿／言キ亙　（ト0、8・6）　　乙　単一朽しイピー粧rゴ　ソ

　倉　キ夜（－　 0、　83　）　　　と＿　プ）ぐ　 島ヒ＿車ダ龍∋つ　 壽つ　罵、　僖L　左　 と＿　 つ　　口て　　あ馬

　り、　二れ）熔プリントな板（－o・46）やホσり
　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
　エλラし化粧倉橡←・、ユのじ上しべ⊃と達フ

　弾一力負りイ’あ急二．乙．

vの彬粋板筋・・で依橘零類度の島、｝プ

　リント倉キ駄鵜弓量に腓石こうギードイゆ棒が’

　宿知有言莞L鴫豪数とな・ておソ、石Lうギー

　ドヵ‘プリント倉栂のバ着麟乙して進出して

　い吾＝乙左裏！ブけてnゐこと、答。

　第升奪で底二れ杏での〃爵傭課左倹醐1し

お”て、冬燐関連産寒の毛ア1し牙析左行う。

　害ず，裂毯烹お茎ザな板鞍色烹の緯嘗探ラ尺・

左克払ゐお｝ゼ総賞甲の褒動乙Pう養昆齢がう

多察した後、木秩・木裂品裂色烹のプαト9

イフσtデし左構案した．　毛ラ“1しの構筆にあ

た・て呼、征烹経営の蛮動乏もたうダ最太の
　　　　　　　　　　　　の寧囚博犯ム島夜勧であも乙考欠うれDため・
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で潭し業負iメーちたリ苑上一亀左目縣套，毒タ・z：した。

　ワσ℃ユ　ト　弓　く　フ゜　モ　テ凶ル　の　橘裡｛璽｝r‡　、　∈ヨ4　一　ら

の乙おりであり、　その概零につ口て呼以↑・に・

巡べD、
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
Dぞ躍し蒙負1尺巻たり苑h島け、販宛価’槍と

　征業凌1尺ちたフ臭反彪量乙に分解さ慨～さ。

2．）　＝のうう、　費駄売」イ衝糖昏、裂801卑く立当た

　り／東価1二「よつて、　ぼぼ表見定，さ確、き乙イ承定．t

Fたρ

3）こσ）製あ’準依首たワ原価礁，　1人為た

　り綻原価義1κ首．たソ殺晶集産量て“眸す∋

　二とによつて冬’めうオ～∂，

4）　1人もた’1華た偉価｛香、　さぎの爺灸営幕；尺」に

　ぢ叶さ考穿がう、裂粧養・ノ盆板緊亀芽・乙モ

　尺｛キ嶺ヒ燐針賞乙がその8割血．く老匿めて

　、、ゐた．め、　1人うたり尺件賞と’尺ちたり

　秩緋貧乙にキ・て来良されD乙した．

r）　ノ尺巻たり尺件葛熔、　ノ期前の1人うた

　リ加工島すちわち脚働生産性乙製〔宣葱盆体

　　　　　　　　　　　　よ　の手吻賃貧の影饗左うす2乙した・
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も）ぎ在．　1人巻たリキキ針賞ぱ、　ノ人ちたフ

　偉桝丹購入童と偏秩畳購入価粕ヒに分讐さ

　翠吾台’「、首｝名は生風の丸奏株季信量じよつて

　さ兇臼月さ翠⊃　と＿した，。

　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　
マ）他ち、徒煮湊ノ人首たリ彪払島の一’ちの

　横臥琴素で‘あ色1人当たウ販抱量瑳、着工

　新諏住宅床面積乙喫玖1も価櫓～：に5つ「〔承定

　さ仏⊃乙した。

8）さ5に、為エ新設住宅床面積礁住宅像資

　条匙額ヒ」よ「て夫見定一き本もζした。

マり住宅縁資維房負痔，¢久麿住宅殺資こ民圏低

　宅キi気質乙にニー分さ．†㌔合δズ・後老礁回民季絶炎

　産にようて来．定．ざ衡Lも乙した，。

　》メ」良力てプロ・トヲイフ゜モデ’ルの檎裡二て゜あさが5、

こ萱へ り、うβ月1う　カ、　托｝おう　に・、　本そLテ’邑ノし・感現更左

ヵ’有リ畑象化した乞デルで臆あ含が・冬獄・

木裂品象童業・aとり呑く1畷境や軽潅ラ看動与こ

のコプロi曳数ε、千均内な個別4E業のミクロ

夜数乙緬節さ¢て、前老力了後老に・、カ’な⊃犀～

　　　　　　　　　　　　ナ響左尽ぼすが義才巴ヰ屋博さこ乙左目．的乙したt
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のであ9．　このモデル左裂椅葱糸辱ガ宕板

衆芭烹に直用し、訂量経靖弊的豹乞により塩

定した羅緊，この七デ1し感が有ワ多券樺の島

　　　　　　　　　　　　　　　　　つい毛のであ急と判断ざれたσ　　こ（n搬定葦毒累一
　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　
吃第6和二お・てシ，ミ礼一シヨン硫縦
《『1うさ1）に利用されO，

　第5、奪で喝1誉、　木キ才蘭蓬産業の軽営台絢左行

う、　窪で，豹飾で雌冬秩蘭塵仁家の隻産

桟左介村すか乙・、う籔L孤がう、裂獄’牛籔品

瓜育・（蒙材葬ノ倉板製危気左俗宅）ク家冥・建

具瓜寒あ’よvご紙・孕氏カロエ6も工業左ゴLた3対象

乙して・寒種間生産閑執、村欄連麟のc．

郎生産関孝豹ユフ㌦ダグラス隻彦閑季幼ご

耕篁の生産関毒　（左査寸則した。　セの雑果膝、

〉艮61乙お1りであ3．

1）製造業喉間生産関数の訂測i略、昭和40，

　4r，9ノ鉾年庫の条年度ヒお昨⊃裟色斥17

　業∠種のクロスt乙クンヨン窃糾左朗・・て行つ

　　　　　　　　　　　ナ　た。　生産閑款左雄定，した奪果、、）ず本の
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舛庫にふ亀、・てt、資本K，舜働しのべき款

が0亀『1二丞Ln値．左乙つてtつたた一め、一痛象三＼

伝球定，敷左あうわすり左起定して1瘡午度
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　
ごとの個ス’1纏定衣の一線衣への直盆度逸検

定した。　　その稲果一、この一舟女式は危年度

の業種間生産閑数9一ペグーン左一縁臼り・。説

β目誘）のIO養L切有tデルで傘∋乙判津「さ†し

た。　　＝の一縁式1ζよれ時弓、生産額は資本

乙静働の担乗積の手ろ根に比例矯⊃こ乙に

存さ。　フ害リ．本さ（のレ亡修〕定，数（六カィ生産

額の夫ささ左εた定す急重弓有係毒ヌ乙匂ソ。

これ疇その年廠1ζおけ∂庁・卜象危業・の手均

的有隷｛鷺冬導左あうわす七のとヨ里角午され3。

　製鞍・冬裂品工業に・nて、年摩ごと偽

伝左討算し在奪果，a召和40～鉾年彦1ピがけ

てキ支稗㌃本警γ‡｛司」Lしてきた＝ζがヤ）がつた’

　しがし、知～∫略彦におけ3堪伽はわず’

がであつた・　＝・ト喀第レ笈后油シヨツ7

　　　　　　　　　　　ノ後の亙産胴の綿零千娠ヒいて、伍業の言気
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　偏板負彪釜笈わY轍退．した稀果・豚｛矯不警0向

　県ヵマ盆毛イピしたた．めとおモわれ否。

z）a召和38－－9作午皮の噴条列資肴左帽nて、

　赫宍閑注業種のe巳S生屋曝久左討票払た
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　
　乙＝う、　良4｝亀堆定，稀果～し脅た、　　さ’うに

　厚条奴熔の弾力帳左罰トす裂賢儀盆σ）回帰係

　歓が鴨、ノ告蒙考種乙も1に直∩イ直左乙）rこ乙が

　5，冬秩関産産糸の生彦閑数とtてコブ∂

　ダグラス生産関躯左像用tて訂ラ則守⊃二こ

　の可昼乞’ト生左不φ参一て∋一一もの乙い匁よう。

3）そ乙で、同じ頃系列窃病左用覧｝てコブ・

　ゲヅラス生産関熱麓伊」した．　その爺課、

　木稽関産業種の寸べてにわ花リ〔統計幹内

　に福灸有奉宕果左気．た．　　堆定稀象冬り、牧

　術産多孚の最七島ヵ・・たの噂、界果・逢具

　ヌ寒（78％うであフ、つ日で’宕朽穀危京

　（7・いの，系へ’魚加工品塔・（6・6イ・），

　製キ宍寒（ぎ、7”ん）の1頂であむ；しがわがク

　た。

　　　　　　　　　　　　ノ4）ぎた、后種の生産関歓の堆に鴛果よ’1，



にぎつて生起寸）のガ、．

しつPての箸察力ず有され）。

烹ヵ’f《建生であ∋が毛吻・のキ覗｝定勇…囚56Rうがに

船ため、弦鯉1のフ・ズ¢7シぢン質針亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　402

木秩関逸産索の生産ヒおnマ呼、馨熱べ毯

　お弾力松噂1に庭く、害た、規模に閑して

豚斥隻一定、に也、、状沢」にあ3乙、、つてよ覧、こ

　≧二＿ヵベ｛季1」ロ」F㍉し　7壬…＿θ

　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　
のさうヒ、eES’生彦閑熱も藩ザつブ・9“
　ゲラ入生産閑峯ダの権定にさ鳳うしマ唯、健．全，

　住業、の場償0，穴傾但彗の喝倉1の値乱乙

　葛ゲミー袈蘇色薯Nしたヵぬその働1昂係数

　感す・・ぺての業で垂にわたつてコイ‘ナス値～L乙

　ソ、しが七為免で窃つた．　この〔司帰係孝久

　謄、乙くに襲稽寒およザ合板象造．系｛二あ旨、

　て未．きく1有つてn在。　　＝のこ乙がう，　こ

　拠う業斥篁で磨、伍業、がイ建生て”あ3が毒がに

　ふつて，　生彦斗生‘る夫さ有差．異き生ごしあて

　、、為二乙が「目目うがにされた，。

　そ躯・で略、　二のよう有差異噂いが有⊃要囚

　　　　　　　　　　　　第2箭で感＝の｛費・

　　　　　　　　　　　　　　こ＝で昏、正
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到酬て、勿劇量解暫法の一弓ヲ乞であさ寿1」ズ‘」

分キ『左適甲Lた・分キ町が有さ畦～∋，

　判納匁数乙｛て、縁鴬資本対鴬奪剰益卑フ

経営資本回転宰7売h島筒曽糸利盃孝㍉流勧
　　　　　　　　　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　
比卑㍉亮上島婚鞭利盃華あ馬よが亀販凌コ・管’埋一賞

比卑くの6権1キ累左還v　㍉判男璽」分キ称左竹ツた．

　有手六酋象午度としマ熔、昭和千o年彦．と4マ

午陳（nずれt千乱午度り左醒んだ。

　判刈関数の才佳定轟果喀、〉処の乙あ’ワーぐあ∋。

の製秩業と倉キ駄毅超＿寒の両孝種に・残虚しtて

　欠き有塚う響左与えてn⊃の‘4、軽～霧7資本灯

　営寒利益牽（X・）であ）二と・

2り日召『和40♪4『年！隻とモ、襲キ究業で噂為のほ

　がに｛た上彪〕苅営蒙剰蚕卑‘（ズラフがプヲスで

　作爾しマい）ρヒ舛し、盆縁叢危業、で確ズ｛

　の｛勧・に亮募島対雫急到盃孝（ズアりがプラス

　お劉響左予スて、ねこ乙．

3う簾寺キ業、乙倉橡製色爺の判ヌ1〕て糸孝タ硫‡、日巴孝ロ

　4。年霞と4讐庫とで臨そ’れ竜穿ごフ（き氏変

　　　　　　　　　　　　」　イしして、、与、，二～＝ρ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　404

　モ乙で，琢上．の3豪敷（λbズ3フズ∫りヒつ

、、て考一察が力口λうトた。

　検酋①驚駅、襲秩寒ノ倉キ反策芭業・の～動奪穫

しおPて、　吹の経営乏プしも3る沢定的票因呼
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
免h島婚原木萄比牽であ伽＝しが判βRピた。

　ξ疋・て，～爵業種が1ノテ後モ孝さ！農tて～りくため

に・を、食長島の場長ξ壁ク・伽と同瞬に製芭原

価低下｛有がんずく原木債低下左叫算乙した

償遜L的経権左竹う二乙が‘≠肇で窃ワ、そ拠に

略，生産桂の飼些おざザ原木の量，価楊の字

良碓保台ズ乎篠の前後奪碕と有うう。

　第も奪で燐、香ず、第’4葎で粧定された裂

獄欝、仁デルおよザノき栂製迄寒モラ『？1し左利用し

て、ち該彦糞のシミユし一ンヨン分析乏行つ

た、　シミユし一シヨン分析呼、ぎず、外虫

豪熱の鳩冬う剰あつn轄絶定左ぞ5t、・そ（ηう
唄～　（想定．）　　で直　左　　r巳　」デ‘　’し　‘二　〃ト才季　す　　診　　乙　　、、　ラ　　フ弓　∫乞

に悉り行つた一．　　これ香での倉哲がう、政策

　　　　　　　　　　　ナ匁毒タ．乙kて、爾業舌垂じモ盆固丸た秩輪量あ’よ
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び雇タ肩ぐ灸宅嫁姿左起ぴ、あとのタト生墾毒女の癒

掴5喀寸べて価1（司季呆によワ行つた。

　シミユし一シぢンの稀果は、図6－｝一図

も一1ユに元・3乙1おソであ∂．
　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　
　その雛果、以↑の＝乙が明うがq二さ幸でた一・

の製秩紫七デ91しが悸為桂の島、・tのであ急

　とすさ有うば，どのゲー入ま庭才尺可⊃1・し

　3、巳キ蒙1袈義矢であ》で置．寒員1人当たワ夷．上一

　為薦与ぞ変モタ葛穴して、、く二乙が号旭さ堵～3．

　　全働煮応侠給量の笥キ糧定値として・尋喚

　向蒜に昌喝なとケ後モ8・・。乃徹3の牽孝で1

　堆勉す力乙イ夜定てう場宕のユゲー入奪考／起

　し・たがヘイ妻老左イ夜定一した場信’のちか寸1人当

　たり夜h島のイ中ザ辛痔未き・、・

　　ぎた、 蘇肩く立宅才安資にっPて｝告、傾向奉皐

　じぎう場信乙景也㌻う年間の千匂酬夜定し

　た場唇のユゲース乏廻定し1三が「・ゐ老にき

　否芳L畏喀あ客り号5れ有がうた．ρ　　し・り’し、

　正う（肩住宅殺賢の礪カロ喀・1尺首乏フ宛募島

　　　　　　　　　　　　ナ　の場丸につ有ガ「⊃二乙はぢ経つ、で▼わ∂。
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λうな桓裳芭薫、tデルの場信毛、ごのケース

　左選メ尺す）1（一し3、　往奪湊1人ち在ソ灸上

　菌唯電丸して、・くモの乙そ別され2。

　　塗固ラフン≠曳古借早俊量6・椙定一として、年
　　　　　　　　　　　　　　せ　　　　　　　　　　　　　
　千均ユ鶉蟷ノ午千匂存外唱1環在一→（準の憲
　「ぎ　　（　20。o　ろ　爪3つ　才佳。勉　①　3　7　　一　ス　　左　タ手農：　し　1≡二

　が、覧りす“れり場俊セ！一人ち胤ワ灸Lゐ1二さ

　ほどの閑き噂砂うれ有O。

　　隊肩住宅撒萸につ・て呼、製轄蒙もア・し

　の場倉乙nr杷良左したかぬ琢后住宅源資

　左ケしずつ蟷加させむ乙補うイ頃向葦緊i二牟∋

　喝信く∩らカ・r、　ノ人首たワ克上高乏餐千毎が’

　5増カロさゼ，て、う⊃，

　　嚴後に一＝拠ぎでの倉キ『結泉左、1、窪え．つつ、

　鍛携割盆縁製猷・・噛面しマn⊃問題1二対

　ほ畜舌の琢策堤家左行ラこ乙に筒。
　〔製秩育、の場信』3

　　の住宅建毅の活俺化対策
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

　　①囚民総生産左上昇さ《・個尺可畏弁戸27得



407

　乞↓葛夫さヒ⊃。

＠啄魚・誘く主宅筒すの麟政才気部順左夕蓉力bさ《、

　住宅盆離公庫）年塗福私亭業団ノ履唄促一

　進．多蒙因♪日本依宅公同お差ザ也ち乞我
　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　
　因体箸の瘡桟関ヒよ急公的住宅銘裏亀縮

　た寸壱＝乙．

③さ菱のシミユしπンヨン分杓によつて明

　多がヒされた一ように、正又府く去宅才気塚穿、

　1人当乏ソ克上、島にプラスの彫響左尽ぼ

　すかう、隊府佳宅段凝左さうに堪丸させ

　δ＝乙。

④正～ぐ唐こ4、　公窪L歩宕左変イ也さセ全奪葦」左下ヒf’

　葛が、あ◎n喀住宅ローン閲係の盆到に

　つuて噂イ氏利乙雀∋なご『のイ蓼遇権置と論

　ずさご乙、　等，

⑤住宅建摩の墓礎勾和手乙も・ラベき宅也

　の守定伏給・とイ主宅砲、価楮・の島騰肪止のた

　めの地て穆オ〔7制篇置左講ず否こ乙，等．

へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　ユ）製キ宍8ロ需馨砿フ（化玄く1策．
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①逢寒活’勧左ラ舌穐イしさぜ否ふう有1取策左講

　ず乞：乙（＝れにつ、・て上ξこの苅策左均

　照）．

④製毯麟o〈あ梶r左守定さ亡含た～わ1ニー，　木ヤ薫の

　　　　　　　　　　　　ぬ　　　　　　　　　　　　　密系宕鰍整政策有一ご1左＿諮一ヂ＿⊃一一一こ一と。，．’　一

③建案ニシ叡寺、在来の莫壁二法がうr・・和し

　工法やキ特且壁工活へ乙変化す）イ喚伺に南

　るたあ！　そ舜～．ヒ対たして製轄δしのつロ£の

　島彦化」1イ列えセゴ畜P椅｛　コ五進．1め、象i矯品鶉

・馨の拡たに努～『）δ二乙．

④日断・41与じ製キ才の日本窪林襖1楮（了AS）’

　博、真に走筆国鞍乙tての品貴左俳証ず

　きために，強摩左主体乙した新正n規権

　に改正され、璃餐急の俳護ヒ寄号す⊃乙

　二．3乙庭｝ウて、、30　　し台、し，　」、AS裂函ロ

　熔冬だた町10蛋産されてnoと博いスず’、

　鴬琴老とのイさ韓関て紅確立すり菟・未に訂

　nて．t、製粧佐．窯略象8Gの品繁管埋左さ

　5｛。縮医底さ《、需写老の馨議ヒ対処す3

　　　　　　　　　　　’　：：乙o
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3）横造一改善審案堆進．対策

　Φ倥業は原木価棒の乱島下に｛耐えうりよ

　　う与守定物㌃経官楢造＿と言急ため、¢孝
　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　
　　終碧の盆埋一化，島彦．化にキつて緯L儒’殉華

　　左島齢をよう、　秘さつずき梅造ヱ久善に腎

　　め3て．と一。

　④構薩蘇蓼孝奪三雑L雌Lす谷1二時、製秩企業

　　つやこの奢欝、の嘆琴樺左どの．牲皮をて“認識

　　しマ、、⊃が台「「ポイントであ3ため・8タ府

　　博、このキ掌の嘆峯惨1風矢ロ徽庫さすよ

　　ラ垢導可⊃＝と．

　4－）箔午労く動力6窪イ呆首策

　　①在：寒構迄左島彦化し、伍業緯営左タ定化

　　　さセ．、橋冬椎のあ3値業づ曾くワに贅め∂

　　　こ　と一。

　　②く糞生，福利厚生箸の静働恥牛左Z鰭船

　　　こ　乙　。
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　410

の無重の箭・朱・転‡郷£色対策

　　　集κ＼．七ぞ｛牛鈎くの考（創丁左．モつて、、⊃うえ

　　ぢ後に冬旨・て需犀の礪匁研期稽生群伽こ

　　と、集照知4わが回での張産が塔太重9
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　
　　と見込ま塾てい∋間ぞ又秩乏／玲昏斗乙す’9こ

　　乙6マでき急力・5、属料の字定の確保Ln

　　う鳥がうモ，　ぎた賛礪政案角ヲ覆更蔦がう℃

　望ぎしいこと、算訳秩裟亀寒の％く博襲

　株気乙の熱窯めマタヲのため，纂秩岸がう集

　　ヘ　　へ株裂危業への物そ御奮が亀ワスムー入に

　　行裂る乙毎う拠3こと、皆よワ、製キ宍業

　　賂、 今像、集・欲秩裂危業左モ桑業す3が、

　　集蘭篇池業へこ転峡⇔二乙カマ、将末

　　冬圭がう判断して自望．乙割七わ躯∋。

’
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一〔倉糠製直案一の一喝倉3－

｛）　　イ圭冠宅L　建　言裂　の一ラ舌　発　∫篁　対一策．　一

　　襲粧掌の喝信乙同じ．
　　一　一一　　　．．一一一　1一ニ　　ー一　一一　　　｛

ユり倉キ々輻琴縮太イ乙苅寒

①管虚Lな拷Lの需募．有杓一走1）一、蘇琴箔晧研本

　椎mよリ強D一倉栂≧望んで、りて乙が明
　5　がに　ざ躯　た　＝と一が　～．、　／ラ陰で多、喀、　よ　ソヲ宣、

　力．る‡多．老看う一の一開．発室一｝．が琴ll用にふ弓て超

　僑寸冬桂信’キ寂ぎ閑秦す乞二乙。

②籍殊信栂再一需一票．分．一獅よ一ワ㌧鶉琴の斥危」良築

　甕≡ら　　コニー　　竣姦…二　｛ヲ弓自L　’ト当≡L　て這…L　　カふ「　－　1　　　よ　　　ソ　 ー　戸勇｝〕　　亀、　　　の　　　竃ノさ≒　　奪皇＿　キ73L　イiヒそ　粧

　曜り倉板とプリ≧ト令縁とであ・），こ・

　う5，前老喀需馨老の島組化嗜外左厚映

　し一て、　をた窄裂老燈価祐の低く衣権，王更代系生

　会への一即応橡ヒ峯・て需辱バ場《してき
　た　　ニ　　セ」　　カN「　日戸1　う　　・ウ、　f二　　さ　　十L－1…＿　o　　　　　　：：　〃｝　　二．　と　 カ、

　う、布喝の動向，ラ自蓼老のロ茗殊左勾確1二

　弐ε履し、需毒ニーズヒ矯応し在秩雑体制

　　　　　　　　　　　　’　の整簡左喀台、6二乙。
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③1ち腐ノ防曳柊各乏左く雪与寸る有ご、寒←「商品

　　の閣発ヒよう一て需要一左拡尺可ゐ＝と、等。

3）原氷の嘩定内確保苅寒　、　　　，　1
①わが園は、な柄唄碑叡の1書乙んご差幽 ﾚ南

　了ゾ了き老風が5の卑倫沢原木1｛依奪、て1・

　　3カ、例、キ七ヤ輪出風に寄nて資源ナシヨナ

　　リズ4の教毘がぐあ香ワて口⊃たあ、　囚縢

　協調の上1ニゴL・て矯にす⊃ととい二，原

　木輸Nのタクゐ佑左頃・急二乙，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…④国内的ヒーは、案利用†貧の孫ll困闇発に鋸め

　もr＝乙．　　　　　　　　　　　　　　　　1

③従業以hlつ原秩米キ歩止リ卑≦の向h左噂η・1

　∋＝乙．

午）橘崖LZ気奢毎蓉堆進酋策

　①宕キ毎《面格の言し島下に一モ耐寸えう⊃茎う存欠

　　業く本質乙す3ため、　書た一層の参埋イぐ之

　　はザもたあ、み厨燵ひきつゲき権叢蘇覆
　　　　　　　　　　　ゆ　　尋葬堆亀のための指馨左行ラこ乙。
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④＝の喜業、の一環貝て、隻産き窒備の調整

　がて「ケわ叡てさたがL一遡宜、置剰ぎ女く箱の廃

　集左竹ラ的ラ指尊．で⊃o乙。

　　コ　　ロ　　　　ぬ　　　じ　　　　ぼコ　　に　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　じ

ζ）業種の熱烹吃転換促進一層算、

　　一一㊨振裂蓬一蒙が比鯨的兼蕉tやすい或い

　　腱転換しヤー3－、・一蒙律乙ユ．マ吃櫛雀板工

　　寒お茎1〆削片ヰ反千．烹．力坐あγゲうれδ。

　（D繊維栂唯、一な権以hにすぐれた橡騒左主

＿．2一てお？．用．庭一ま一＿塵竺こ一一ζが一ラ将来、鵜肇

　　の伸ザがう箆さ一ヘー》＝乙、繊維の！死孝牙は

　　木粧イツプや残農核であも左め、木秩資

　源つ有効一舌fl－一鴫而、句ヨー謙一て”一奉一フー，貢葺あ（等勾

　　観富・ゐ’うt塑ましn二乙紙韓栂二糞噂

　　もしモと賊扶ρ石勧琴桶左一目内乙して谷
　　キ砂　箋錠　∠塗　寒　　1う、　一う　　£隻，　出　　t　　た一一モニー∫の　　カズ　タヲ　　《、　　：：　乙　　、

　　等がう、信’栂裟色黛が織輩才々エー業左t氣

　　業縛むつ転衣・噂そハへ転換す⊃＝乙・言、

　　ノδ・柄困庶キ．の字定的確保ヵY廷促ざれマい

　　　　　　　　　　　コ　　きぢ臼，嶽キ性が5判断して望ぎい・モ
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　　　　のと考・丸うれ3。

　　　②削片極矯一一一一殉く一9－一壷ぞ『乏寿っうえ．繊i絵

　　　　衿レメ卸1『圭秩◎椎喚．左｝ワタヲく、ヂ気してG

　　　　3－＝と一，　鴫疏が7．多．く一一ノラ後モ蘇蓼が瑠大す
　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　
　　　　⇒とう・旭さトDこ乙、削片板の原柔キとし

　　　一一．てL／ヲ圭条国．唱．≦ニー璽．伝一鈴一量が堪匁誘伽とポ

　　　　七一わ一れう一間隊．材璽到一用が可能であワ、資

　　一　聯啄策的観一馬がうモ．塑一ぎしn＝乙、削埼

　　　　栂工喝は、’も．為℃と乍㌧哲一裟芭奪が残湊銑

　　　一碗御勉利困左．一目的ヒ進出したモのであり

　　　一；一と一・一箸一力・う」．な一栂裟一麓寒一が削1キ栂エ素

　　　　就繍稲ゴ，蜘・崎紳へ隼負才屑3
　　　　こ414、一日喬くべΦ一考鮪1三．項一一つたものヒして

　　　　廟望、で゜ありヒ考えう躯3。

　麩碁ウ’〉一、ケ復の乍栂阻源木の確イ卑につ

、、て痔肇餐児左許さな、、状ラ兄にあo環査L，倉

柄製達L寒乙・秦鼠経糠工業《隻｝博首’｝片栂工一業、

乙の無業・、　穿たK‡信橡製直蕎、カ、うそれうエ

　　　　　　　　　　　ナ業への」転4更略、キ獄質源、の有朔利困な、・し
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＿腓責聯隊案的．観，‘砦、がう3チて、きわめて望ま

＿一しP一モの一で．あり一．L∫モ1込一亙木秩工一蒙の格展が

　期待さ一れ一急一。

　　　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　　1

　　“　 記

　　　　　　　　コー．一一本一論タ～左．｛乍砥す一一一り一」…一あ一．危．ヱて博、京者戸尺

一弊震弊一却の一鍛碑艶数一壕フ菊処秦欠教授，

　東喚手数後力、5．御指導乙御直力乞左賜つた。

　　ここに御’乃前左記」ユて厚一く趣、誹∫の抱左表ζ

　寸急・π第ぐあ否．

’


